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　第４面は第３面下に黒褐色土を挟んで、明黄褐色～浅

黄橙色の砂層およびこれを含む黄褐色土を鍵層として第３

面と区分される。年代を確定するに足る資料は得られてい

ないが、中世から近世に相当する面として調査されている。

南部の傾斜地ではこの面がさらに細分されており、黄白色

のシルト質砂層を挟んで下層を第４－２面として扱う。第

４面では畑７区画のほか、復旧溝７、掘立柱建物２０、柵列２、

溝1２、道１、列石２、集石15、焼土９、竪穴１、墓坑1３を

含む土坑３２０、ピット３4０を調査し、第４－２面では畑３区

画のほか、溝1０、土坑５を調査している。全体的な遺構分

布を見ると、北部の調査区には土坑・ピットが集中し、中

部調査区では畑痕跡が顕著であり、南部調査区では微弱な

畑痕跡と溝が目立っていて、それぞれが連続しない場合が

多い。

　復旧溝は調査区南西部に７基がまとまって検出されて

いる。畑遺構は、上位を覆う砂層の分布域が限られるこ

ともあって、部分的に見いだされるにとどまり、耕作単

位の全体を把握できるような広範囲を持って確認できる

ところはない。また旧地表面が確認されず、畝間溝内の

堆積物により確認された遺構であるため、畑面の残存も

良い状態ではなく、畝、畝間溝の形状を異にし、あるい

は耕作痕跡のみが残された部分などがある。また、上位

２面の畑と比較して、それぞれ類似する部分、様相を異

にする部分がある。次項では畝、畝間溝のまとまりとし

て７つの区画を設定して記載を行う。

　掘立柱建物、柵列、土坑ピットは畑とは対照的に、調

査区北部で多く確認され、特に中央部に集中し、濃密な

分布を見せる。一方、第３面では第２面の寺院相当部に

土坑ピットが集中したが、第４面に帰属するものとして

は一切確認されていない。

　道、溝の状況を見ると、第２面１号溝の両側には複数

状の溝があって、地割りとしての機能が継続されていた

ことが示されるが、北部には連続しない。２号水路につ

ながる水路はなく、これと近似する方向ではあるが、よ

り南に位置を変えた4０号溝が認められる。

第５節　第４面の調査

　第１項　第４面の概要

第２5８図　第４面復旧溝・畑位置図　1／２０００

第２章　調査された遺構と遺物

238



535.5

536.0

537.0

535.3

535.6

535.7

535.8

535.9

536.1

536.2

536.2

536.3

536.3

536.4

536.4

536.5

536.5
536.6

536.6

536.7

536.7
536.8

536.8

536.9

537.1

537.2

537.3

537
.4

536.9 537.0
537.1
537.2
537.3

537.4

535
.4

75号復旧溝

81号復旧溝

76号復旧溝
77号復旧溝

79号復旧溝

78号復旧溝

80号復旧溝

98-G-7

98-K-6

98-K-9 98-G-9

98-C-10

98-C-6

Ａ Ａ′

98-L-9

1

s
s s

s
s

s
s
s s s

s

L=536.70mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

98
-K
-5

1 1

76号復旧溝 77号復旧溝

ss s
s

s
ss

s
s

ss
s

s

s
s

L=537.40mＡ Ａ′

０ ｍ

０ ２ｍ１: 60

第２６０図　第４面復旧溝１　1／６０
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　9８－Ａ－11グリッドからＨ－８グリッドにかけてある３

基の円形平面を持つ土坑と、Ｊ－５からＬ－９グリッドに

かけてある４基の長方形平面を持つ土坑を復旧溝として

調査している。平面形状も断面形状も上層の復旧溝とは

異なり、さらにいずれも土層観察所見を欠くため、機能

の特定はためらわれるが、調査時の判断を採らざるを得

ない。

７５号復旧溝　9８－Ｌ－８～９グリッドにある。幅の狭い隅

丸長方形の平面形を呈すると思われるが、北部が調査区

外となって全形は不明。長軸確認長２．94ｍ、短軸長０．８２

～ ０．８６ｍ、深さ０．６６ ～ ０．６８ｍで、長軸方位はＮ－２０°－Ｗ。

断面形は深い鍋状。覆土に角礫を多く含む。

７６号復旧溝　9８－Ｊ・Ｋ－５グリッド、77号復旧溝の北に

並んである。両上端が最も接近したところでは5０ｃｍほど

の間隔しかない。幅の狭い隅丸長方形の平面形で、長軸

長２．9８ｍ、短軸長０．８０ ～ ０．9６ｍ、深さ０．６5 ～ ０．６7ｍで、

長軸方位はＮ－８1°－Ｅ。断面形は深い鍋状。覆土に角礫

を多く含む。

７７号復旧溝　7６号復旧溝と同じく9８－Ｊ・Ｋ－５グリッド

にある。幅の狭い隅丸長方形の平面形で、長軸長３．14ｍ、

短軸長０．9６ ～ 1．０1ｍ、深さ０．5６ ～ ０．7０ｍで、長軸方位

はＮ－８1°－Ｅ。断面形は深い鍋状。覆土に角礫を多く含む。

７８号復旧溝　9８－Ｇ・Ｈ－８グリッドにある。東５ｍほど

に79号復旧溝がある。径1．６4ｍほどのゆがんだ円形の平

面形で、深さ０．３9ｍ。断面形は上部が開いた鍋状を呈す

る。土層観察所見を欠くが、覆土中に礫等の混入表現は

ない。

７９号復旧溝　9８－Ｆ－８・９グリッドにある。長径２．０２ｍ、

短径1．1８ｍほどの長円形の平面形で深さ０．３9ｍ。断面形

は上部が開いた鍋状を呈する。土層観察所見を欠くが、

覆土中に礫等の混入表現はない。

８０号復旧溝　9８－Ａ・Ｂ－11グリッドにある。79号復旧溝

　第２項　復旧溝

第２６1図　第４面復旧溝２　1／６０

7８号復旧溝 79号復旧溝 ８０号復旧溝

８1号復旧溝
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　第３項　畑

　この面の畑は、第２面７号道・１号水路相当線から北

の調査区北部にはなく、以南でのみ確認されている。遺

構としては捉えられていないが、７号道・１号水路相当

線が地割りの強い境界線として存在したことをうかがわ

せる。分布状況から９区画に分けて記載する。畑といっ

ても、畝間溝やその痕跡として捉えられたものである。

畝間溝は耕作具単位が把握されずに連続する溝状攪乱痕

跡として捉えられるもので、第３面畑と変わらない。ご

く一部を除いて、傾斜方向にかかわらず南北の畝方向を

採っている。広い畑を単位として耕作する、第２面に類

似した作物・営農の形態が想定される。耕作具痕は確認

される場所が少ないが、幅が狭く長い、踏み鋤の使用を

思わせる耕作具痕が一部で見られ、第３面にあった短く

突き刺すような耕作具痕は見られない。

第１区画　97－P－２4グリッドから9８－Ｏ－９～ 14グリッ

ドにかけて広がる。東西８０ｍ、南北5０ｍに渡って、南北

に走る畝間溝が1００条以上確認されている。若干ばらつ

きはあるものの、Ｎ－15 ～ ２０°－Ｗ方向を示す。北端はそ

ろって完結しており、上面の11号集石や７号道・１号水

は西南17ｍほどにある。次項で述べる第４区画畑の畝間

溝を切る。径２．６ｍほどのゆがんだ円形の平面形で、深

さが２．44ｍほどもあり、断面形は深いコ字状を示す。壁

は波打っていて、特に東側がやや張り出す。土層観察所

見を欠くが、覆土中に礫等の混入表現はない。

８１号復旧溝　9８－Ｋ－６グリッドにある。75号復旧溝の南

5．4ｍ、7６、77号復旧溝の北西4．２ｍの位置にあたる。長

軸長３．1ｍ、短軸長０．８5 ～ 1．０ｍほどの幅が狭く両端が

丸い平面形で、北部は深さ０．4ｍ、南端は長軸長1．２ｍほ

どのピット状に掘られ、深さ０．5ｍほどある。土層観察

所見を欠く。75 ～ 77号とともに何らかの地割りを示す

かに思えるが、これらとは違って覆土中に礫等の混入表

現がない。

第２６３図　第４面畑第１区画　部分図１　1／1００
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路に相当する境界が意識されたものと想定する。南端は

調査区界で切れる。西部の比較的密な部分の畝間溝間は

4０ｃｍほど、北部および東部では9０ｃｍとなる。畝間溝の覆

土はにぶい黄褐色土のブロックあるいは黄色洪水砂を含

む黒褐色土で、部分図２では同方向の畝間溝が３回にわ

たって切り合う状態も見られることから、反復された耕

作行動痕跡が重なっているものとみられる。畝間間隔の

揃う部分図１では南北の畝間溝の間が揃って途切れる部

分があり、これは一連の耕作行動を想起させるのだが、

畝間溝の狭い部分、重なる部分は複数の連続しない耕作

行動による痕跡が重なった状態であろう。各畝間溝は上

端幅２０ ～ ３０ｃｍで、２０ｃｍ近い深さのところもあるが、部

分的に浅くなって途切れながら連続する。方向は若干の

蛇行はあるもののほぼＮ－1３°－Ｗで揃う。これは第３区

画および第２・８区画などで痕跡的に残された畝間溝、

耕作具痕を除いた大部分の畑と共通する。南部中央に８

号道が東西に走り、畝間溝はこれを切るかに見える。北

東部には１号竪穴遺構があるが、調査区界に当たって前

後関係はわからない。

第２区画　97－Ｈ～Ｋ－1８ ～ ２1グリッドにある畝間溝群

と、9６－Ｘ－２２グリッドから97－Ｆ－19 ～ ２1グリッドにか

けて見られる耕作具痕群を第２区画とした。畝間溝群は

東西14ｍほどの間に1３条分が認められる。北部は完結す

るように見えるが、北に連続する溝もあってさらに広が

る可能性がある。南は調査区界で切られる。最も長い畝

間溝の確認長1２．３ｍ、上端幅は広いものでは4０ｃｍほどあ

るが、深さ３～ 1０ｃｍ内外で、掘削底部近くのためか上

端線が波状を示す部分もある。方位はＮ－14°－Ｗ前後と

第１区画とほぼ等しい。中間に空白区を含むが、同一の

畑区画を構成したものであろう。東側の耕作痕群は、第

２面の４号道・２号水路、第３面の１号溝西と北を区切

られた位置に当たる。耕作具痕が連続する方向から３者

に分けられる。西部Ｅ・Ｆ－19 ～ ２1グリッドでは、刃部

方向や覆土は不明だが、ほぼ南北方向に最長６ｍほど連

続する耕作具痕が、東西幅4．5ｍの間に４条認められる。

Ｅ－２０グリッドからＢ－２０・２1グリッドにかけては２条な

いし３条分のみであるがＮ－６０°－Ｅをしめす耕作具痕列

が認められる。途中南北走する耕作具痕列が介在するが、

東端の9６－Ｘ・Ｙ－２２グリッドにある耕作具痕列に連続す

るかもしれない。そうすると、東西の延長は２６ｍ近くに

達する。各耕作具痕は上端幅15 ～ ２２ｃｍほどで、最も長

いものでは11個の耕作具痕が３．4２ｍに渡って連続する。

刃部が東を向き、西側の耕作具痕が東側のものを切るよ

うに表現されている。また、一つの耕作具痕の長さは4０

ｃｍに達するものがある。断面に関する記載を欠くが、踏

み鋤を東から西へ後退しながら操作した様な状況が想起

される。

　9６－Ｙ－２1グリッドから97－Ｂ－２1グリッドにかけては、

およそＮ－２5°－Ｗを示す耕作痕列が東西７ｍほどの範囲

に11条ほど認められる。連続して畝間溝を形成するもの

もあり、連続する列から外れ、方向がやや異なる単独に

近いものもある。各耕作具痕は各耕作具痕は上端幅15

～ ２２ｃｍほどで、東端の溝状をなすものは長さ4．８ｍほど

ある。刃部は南にあり、北の耕作具痕が南のものを切る。

第２7０図　第４面畑第３区画　1／1００　断面1／６０
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これも断面に関する記載を欠くが、長さが4０ｃｍ近いもの

もあるため、やはり踏み鋤を北から南へ後退しながら操

作した様な状況が想起される。

第３区画　9６－Ｈ・Ｉ－２5・97－Ｈ・Ｉ－１グリッドにある

畝間溝の痕跡である。幅２ｍほどの間に４ないし５条が

あり、溝間の距離は4０ ～ 55ｃｍ。方位はＮ－３5・45・６０°－

Ｗとばらつく。上端幅は２３ ～ ３０ｃｍ、最大確認長３．1２ｍ、

深さは２～ 1３ｃｍほど。北西端は完結し、南東端は徐々

に浅くなって消える。

第４区画　第１区画の南に当たる。第１区画から連続す

ると思われる畝間溝群が主体だが、西部には方向を異に

する２種類の微弱な畝間溝痕跡があり、東部にもやや方

向が異なる断続的な畝間溝痕跡がある。

　部分図１は西部の9８－Ｈ・Ｉ－８・９グリッドで認めら

れた畝間溝痕跡である。東西方向、Ｎ－75°－Ｅ前後に走

るものは、最長２ｍほどの長さで南北幅２．６ｍほどの間

に７条分が認められる。上端幅1２ ～ 1８ｃｍほど、畝間溝

間距離は３5 ～ 45ｃｍである。この北東部にはＮ－２5°－Ｗを

示す短い畝間溝痕跡がある。東西1．5ｍほどの間で５条、

最大でも1．5ｍ足らずの長さしか確認できない。上端幅

第２74図　第４面畑第４区画　部分図３　1／1００　断面1／６０
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1０ ～ 1８ｃｍ、溝間距離は３０ｃｍほどである。ともに断面に

関する記載を欠き、深さや前後関係はわからない。

　部分図２・３はこの区画の主体的な畝間溝群で、幅３5

ｍほどの間に長短様々に途切れ、西部ではＮ－1０°－Ｗ、

東部ではＮ－15 ～ ２０°－Ｗと徐々に走行方向を変えている

が、３7条ほどの溝を数えることができる。一連の耕作痕

跡とみて良いものと思われる。畝間溝は長短広狭様々だ

が、長いもので８．６ｍほどあり、上端幅は３5 ～ 5０ｃｍ、深

さ３～６ｃｍ、溝間距離０．６ ～１ｍほどを測る。断面形状

は皿状に表現されている。

　また、東部には長いものでも３ｍに満たない畝間溝痕

跡が東西14ｍ、南北1２ｍほどの範囲にＮ－５°－Ｅ前後と

ほぼ南北方向を示して散在的に並ぶ。	

第５区画　97－Ｄ～Ｏ－３～ 11グリッドにかけて散在的

に残された畝間溝痕跡をまとめて第５区画とした。東部

と南部を第２面４号道、第３面１号溝に重なる２5号溝に

画される。短く途切れ途切れの痕跡が南北方向に連続す

る。上端幅は15 ～ ２０ｃｍと狭く、４ｍほど連続して残さ

れるものもあるが、多くは３０ ～ 5０ｃｍほどで途切れる。

西部ではＮ－４～５°－Ｗ、東北部ではＮ－15°－Ｗ、東南部

ではほぼ南北の走行を示していて、いくつかの小群に別

れるか、時期の異なる耕作面を捉えている可能性がある。

第６区画　97－Ｆ－２から８7－Ｊ－２5グリッドにかけて残さ

れた畝間溝群である。北は１号溝に切られているが、南

は調査区内で完結し、最大確認長9．9ｍ。東西1８．２ｍ間

に1８条が認められるが、東側２条がやや離れていて、西

側1６条では幅1３．75ｍ、溝間の平均距離は８３ｃｍほどとや

や広い。各畝間溝の上端幅は３０ ～ 5０ｃｍ、深さは西側で

第２7８図　第４面畑第７区画断面図　1／６０	

第２77図　第４面畑第６区画断面図　1／６０
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は1０ ～ 15ｃｍほどあるが東側では浅くなり、１ｃｍ以下と

なる部分もある。方位はＮ－15°－Ｗ前後を示す。畝間溝

のなかには断面形状の東側が深く西側が浅いものが見ら

れ、刃部を地表面に対して斜めに差し込んで、東側に畝

を立てるような耕起が行われた痕跡であることが示唆さ

れる。

第７区画　9６－Ｗ－17・1８グリッドから97－Ａ－14 ～ 1８グ

リッドにかけて、東西1３ｍほどの幅で17条の畝間溝が平

行する。北端は4０号溝に達せずにほぼ揃って完結する。

南端は調査区界に達していて、調査時点の異なる以南の

調査区にも痕跡が連続する。各畝の上端幅は３5 ～ 45㎝、

４～８ｃｍの深さがある。最も長く連続が追えるものでは

14ｍほどの長さがある。溝間の平均距離は６7㎝ほどで、

やや南西にはらんだ弧状を呈するが、Ｎ－1８ ～ ２０°－Ｗを

示す。

第８区画　9６－Ｌ～ ２０ ～ ２5グリッドにかけて畝間溝や

その痕跡が散在する。比較的残りの良いＬ～P－２０ ～ ２4

グリッドでは、幅６．7ｍ間に９条の畝間溝痕跡があって、

溝間平均距離は74ｃｍほどとなる。長いものでも４ｍ、幅

は15 ～ ２7ｃｍ、ごく浅いものが多く、最深部でも５ｃｍほ

どしかない。方位はＮ－３7°－Ｗほどで、範囲内にあって

復旧溝的な形態を持つ８5２号土坑とほぼ平行する。また、

Ｉ～Ｍ－11 ～ 1３グリッドにかけても畝間溝痕跡が散在す

る。残りの良いところでは4．9ｍ間に７条の痕跡が認め

られ、平均距離は7０ｃｍほどとなる。方位はＮ－４°－Ｅ前

後を示す。

第２79図　第４面畑第７区画　1／２００

第２８０図　第４面畑第８区画　1／２００
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　第４項　道・溝

　第４面では調査区西部の畑第１区画内を東西に走る８

号道が確認された。幹線的な道ではなく、作業道に類す

るものであろう。溝は調査区南東部に集中する。北東部

の３号溝は短い弧状をなしていて、他とは性格が異なる

ようであるが、第２面の４号道、９号道と重なる１号溝

とこれから東に分岐して第２面２号水路と重なる4０号溝

は基幹的な水路で、この時期から土地区画の基本となっ

ていたものであろう。また、これに平行、直交方向を示

す細い溝があって、これも地境に設定されたものと推定

される。

　１号溝、4０号溝の深さを見ると、この面での主要水路

は１号溝から4０号溝に続くもので、１号溝北部は支線的

な位置にあるように思われる。第３面での１号溝はこの

面の溝と連続すべきものと思われ、両面がほぼ同じ土地

区画、水利環境であったと考えられる。第２面ではこれ

が大きく変化し、幹線水路であった１号溝が埋められて

道となり、水路としての機能を失う。4０号溝を踏襲する

２号水路は４号道東辺に沿って南からの水を受けるが、

１号溝北部は西からの水を受ける１号水路に付け替えら

れている。第３・４面では共通点が多く、第２・３面間

では畑の畝方向なども含め、土地利用、水利、耕地経営

が大きく変化したことが示唆される。

８号道　97－Ｘ－15グリッドから9８－Ｋ－11グリッドにかけ

て、幅３８ ～ 9６ｃｍほどで黒褐色土が硬化した状態で認め

られる。黄色の洪水砂層に覆われる。やや北にはらみ出

すように弓なりに湾曲しながら南西－北東方向に走る。

弦の方位はＮ－６7°－Ｅ。東部で一部切れ、両終端も明確

ではないが、確認長は5２．1ｍある。第１区画畑内にあり、

畝間溝が硬化面を切る。

１号溝　第２面４号道の南部とほぼ重なる。中世段階から

の主要水路と考えられる第３面１号溝はこの溝の北部に

連続するものと思われる。97－Ｆ・Ｇ－1８グリッドを北端

とし、Ｂ－４グリッドまではＮ－1３ ～ 1８°－Ｗで55．６ｍほ

どに渡って南北走する。これから西に折れて、Ｎ－８1°－

Ｅ方向に３６ｍほど東西走しＫ－３グリッドで調査区外に

至る。北端では上端幅1．３６ｍ、底面標高5３３．６1ｍで、東

側からの深さは６０ｃｍほどある。Ｆ－17グリッドで東に向

けて4０号溝が分岐する。分岐部では4０号溝に続く底面の

第２８1図　第４面道・溝位置図　1／２０００
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標高5３３．47ｍに対し、１号溝の連続部が一段高くなって、

底面標高5３３．5６ｍとなっていて、主流路は4０号溝側にあ

るらしい。Ｅ－15グリッドでは東側に幅３０ｃｍほどの中段

がある。東側上端からの深さ4０ ～ 5０ｃｍほど、底部まで

は1６ ～ 1８ｃｍほどの比高がある。Ｄ－1３グリッドからは東

側に２4号溝が併走する。この付近では上端幅が２．4６ｍほ

どと広くなる。底面標高は5３３．８６ｍ、深さ８０ｃｍを測る。

Ｃ・Ｄ－1６グリッドからは17号溝が２4号溝と重なるよう

に併走し、Ｄ－1０グリッドからは西側に２5号溝が併走す

る。屈曲部では上端幅２．８ ～３ｍ、底面標高5３4．71 ～

5３4．８６ｍで、西・北上端からの深さ95 ～ 11２ｃｍある。屈

曲部埋土上面には47号焼土、４号列石が形成される。屈

曲部から西では北端から1．８ ～ 1．9ｍの間隔を置いて２5

号溝が併走し、中間が道状の平坦面を形成する。西端部

では上端幅1．75ｍ、底面が一段深く抉れるように流路が

形成され、最低部の標高5３６．０9ｍで北上端からの深さ74

ｃｍ。屈曲部との比高1．３８ｍ、北端との比高は２．4８ｍある。

３号溝　７－Ａ－1３グリッドからＣ－14グリッドにかけて、

緩い弧状に延びる。覆土は褐色粒子をわずかに含む暗褐

色土が主体で、上位に黒褐色土が載る。東端は深さ３1ｃｍ

ほどあるが、5６８号土坑を切り、5６7号土坑に切られる。

西端は４ｃｍほどまで浅くなる。確認長６．7ｍ、幅4０～4６ｃｍ。

東端底面の標高5３０．79ｍ。Ｂ－1３グリッド中部まではほ

ぼ東西に走り、以西は北に湾曲する。弦の方位Ｎ－６9°－Ｗ。

湾曲部の底面標高は5３０．８０ ～ ８２ｍ、西端では5３０．６８ｍと

なって、弧の頂点近くから両側に向かって下がる。

１７号溝　97－Ｃ・Ｄ－1２グリッドから１号溝の東側を２9ｍ

ほど併走し、Ｂ－５グリッドで屈曲し、4．5ｍほど東に延

びて調査区界に至る。南北走部分の方位はＮ－15°－Ｗ前

後。第２面４号道から９号道をなぞるような位置に当

たる。幅３０ ～ 4８ｃｍ、北端部底面標高5３4．4３ｍ、東端部

底面標高の5３5．49ｍ、東上端からの深さ1２ ～ ２０ｃｍほど。

２4号溝を切る。４号石列が覆土上に載る。

１８号溝　97－Ｇ－６・７グリッドにある。長さ4．5２ｍ、方

位はＮ－２２°－Ｅで南北走する。北端底部標高5３5．17ｍ、

南端底部標高5３5．３２ｍ。上端幅３８ ～ 44ｃｍ、深さ1２ ～

19ｃｍ。覆土は小礫を含む。

１９号溝　9６－P－11グリッドからＴ－２1グリッドにかけて

断続的に、２０号溝の東を平行しながら南北走する。中

央南寄りで東に膨らんで弱い弧状をなし、北部ではＮ－第２８２図　８号道　1／２００

第５節　第４面の調査
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３０°－Ｗ、南部ではＮ－８°－Ｗを示す。総延長は44ｍあるが、

幅は広いところでも２０ｃｍ、深さも最大５ｃｍほどしかない。

北端底面標高5３２．２３ｍ、南端溝底標高5３３．８7ｍ。２０号溝

とは上端が接するが切り合っていない。

２０号溝　9６－P－1０グリッドからＴ－２1グリッドにかけて

19号溝の西を平行しながら南北走する。総延長44．5ｍ。

中央南寄りで東に膨らんで弱い弧状をなし、北部では

Ｎ－３０°－Ｗ、南部ではＮ－８°－Ｗを示す。北端部底面標高

5３２．２5ｍ、南端部底面標高5３３．８３ｍ。深さは５～ ２２ｃｍ

ほどあって19号溝のように途切れることはないが、上端

幅は３０ ～ ８０ｃｍと一定しない。

２１号溝　9６－P－1０グリッドからＱ－15グリッドにかけ

て、２０号溝の西を平行気味に南北走する。確認長19．5

ｍ。走行は南部では19・２０号溝に近いＮ－８°－Ｗを示す

第２８4図　３号溝　平面1／８０　断面1／６０

第２８３図　８号道　部分図１　平面1／８０　断面1／６０
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８号道
1ａ．にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　やや砂質、黄色細砂ブロック、黒色小ブロックをわずかに含む。
1ｂ．1ａ層よりやや締まりあり。やや暗色。
２．黄色洪水砂。
３．黒褐色土　1０ＹＲ３／２　わずかに黄色粒含む。締まりあり。硬化面。
４．黒ボク土(地山)。

３号溝
１．黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒子、

黄橙色土粒をわずかに含む。
２．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒子、

黄橙色土粒をわずかに含む。
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が、中程から西に振れて、Ｎ－17°－Ｗとなる。北端底面

標高5３３．０4ｍ、南端底面標高5３３．８６ｍ、深さは８～ 17ｃｍ、

上端幅は２5 ～ 4０ｃｍ。

２４号溝　97－Ｃ・Ｄ－1３ ～８グリッドにかけて、1８ｍに

わたって１号溝と併走する。北部では１号溝を切るかに

見える。方位はＮ－15°－Ｗ前後。東に接する17号溝に切

られる。上端幅1８ ～ ２２ｃｍほどで、深さ４～ 1２ｃｍと浅い。

２５号溝　97－Ｃ－４～ 1０グリッドにかけては１号溝の西

側に沿って南北走し、Ｄ－1０グリッド以西は１号溝北端

から1．８ ～ 1．9ｍの間隔を置いて東西走する。南北走部

はＮ－1０°－Ｗ、東西走部はＮ－75°－Ｅ前後。上端幅６4 ～

1００ｃｍ、北端部溝底部標高5３5．００ｍ、屈曲部溝底標高

5３5．1８ｍ西端部溝底標高5３６．41ｍ。深さは西端で北上端

から６ｃｍ、屈曲部で２1ｃｍ、北端で西上端から４ｃｍ。覆土

は黄白色のシルト質砂層を主体とする。

３３号溝　9６－Ｖ－1３グリッドから97－Ｂ－11グリッドにかけ

て東西走する。確認長41．８ｍ、方位はＮ－６０°－Ｅで、4０

号溝と平行に近く、１号溝や第７区画の畑畝間溝とはほ

ぼ直交する。上端幅4０ ～ 7０ｃｍ、東端底面標高5３３．45ｍ、

西端底面標高5３4．０5ｍ、確認面からの深さは２～７ｃｍほ

どと浅い。８4２号土坑に切られる。

３５号溝　97－Ｃ・Ｄ－５グリッドで断面が確認された。上

第２８5図　第４面溝群　1／5００

第５節　第４面の調査
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端幅1．7ｍ、深さ44ｃｍ。

４０号溝　97－Ｆ－17グリッドで１号溝から東に分岐し、

9６－Ｕ－２２グリッドで調査区界に至る。第１面２号水路の

直下に当たる。確認長44．5ｍ、西端１号溝との接点での

底面標高5３３．44ｍ、確認面からの深さ６1ｃｍ。接点以北の

１号溝底標高は5３３．６5ｍで、一段浅くなって北に続くこ

とになる。東端での底面標高5３２．17ｍ、確認面からの深

さ54ｃｍ。走行方向は西部でＮ－６5°－Ｅ、中央近くではＮ－

7８°－Ｅ、東部では北に湾曲してＮ－4６°－Ｅを示す。

第２91図　第４面西部溝断面図・高低図　1／６０

第２9０図　第４面溝群西部　部分図４　1８号溝　
平面1／８０　断面1／６０
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２5号溝
１．くすんだ黄褐色粘質土。
２．ラミナ堆積黄白色シルト砂層。
３．ラミナ堆積粗砂層。上層と下層にシルト質土。
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　第５項　掘立柱建物・柵列・竪穴建物

　第４面北部には掘立柱建物や柵列が多数の土坑、ピッ

トとともに認められる。特に部分図２に示した２～６号

掘立柱建物と３号柵列は方位が揃って建てられていて、

ひとまとまりの建物群と考えられる。部分図２に示した

７～ 1３号および15号掘立柱建物も、数棟のまとまりを

持った建物群が継起的に存在したことを示すものであろ

う。部分図３の1６ ～ 1８号掘立柱建物を含め、掘立柱建

物の多くは第２面の７号道、１号水路に相当するライン

以北にある。一方、畑は北部には認められず、７号道以

南が耕地、以北が居住域という土地利用の明確な差があ

る。第２・３面では北部まで畑が広がっており、村落の

景観がこれ以後に大きく変化したことがわかる。部分図

４の２5・２６号掘立柱建物はこれからは外れるが、ここに

は第２面でも他とは異なる畝方向を示す第８・1０区画畑

や19号建物が作られており、他とは異なる性格を有する

場所であったことが示される。

２号掘立柱建物　７－Ｗ－14グリッドにある。標高5３２．６7

～ 5３２．4６ｍ。２間×２間の南北棟の側柱建物であるが、

中央と東側の柱列はＮ－３°－Ｗで平行するものの、西側

柱列がＮ－９°－Ｗと北西に傾くため、南辺より北辺が長

い逆台形状の平面形を呈する。東辺長３．２０ｍ、西辺長

３．２4ｍ、南辺長２．7８ｍ、北辺長３．２ｍ。南東隅を構成す

るP２・３・４が深く掘られており、底面標高も揃う。

他は比較的浅い。南西角のP５と東の５号掘立柱建物北

東端P９まで４ｍ、南の３号掘立柱建物北東角のP１ま

で1０ｍある。北に145号土坑、南に２８３号土坑がある。

P１　径4０ｃｍの円形の平面形で、断面形は鍋状。底面標

高5３２．３4ｍ、深さ14ｃｍ。覆土は締まりの弱い灰黄褐色土。

P２　径３２ｃｍの円形の平面形で、断面形はやや深いＵ字

状。底面標高5３２．２８ｍ、深さ２６ｃｍ。覆土の主体はにぶい

黄褐色土で上位にやや締まった灰黄褐色土が載る。

P３　径３5ｃｍの円形の平面形で、断面形はＵ字状に近い

が壁面が荒れている。底面標高5３２．２7ｍ、深さ３4ｃｍ。覆

土の主体は締まりの弱い灰黄褐色土。

P４　径２８ｃｍの円形の平面形で、断面形は上部がやや開

いたＵ字状。底面標高5３２．２7ｍ、深さ３9ｃｍ。覆土の主体

第２95図　第４面掘立柱建物・柵列・竪穴建物位置図　1／２０００
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は締まりの弱い灰黄褐色土。

P５　径4０ｃｍのゆがんだ円形の平面形で、断面形はやや

深い皿状。底面標高5３２．5６ｍ、深さ11ｃｍ。覆土下層はに

ぶい黄褐色土、上層はやや締まった灰黄褐色土の上位に

締まりの弱い黄褐色土が載る。

P６　径３８ｃｍのゆがんだ円形の平面形で、底面が乱れる

が鍋状に近い断面を示す。底面標高5３２．54ｍ、深さ９ｃｍ。

覆土はやや締まった灰黄褐色土。

P７　掘り方底で円礫に当たっていて、平面形は３８×３０

ｃｍほどの涙滴状、壁面は開かずに立ち上がる。底面標高

5３２．３4ｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は締まりの弱い黄褐色土。

P８　径２６ｃｍの円形の平面形で、断面形はやや深い鍋状。

底面標高5３２．３7ｍ、深さ15ｃｍ。覆土は下層が締まりのあ

るにぶい黄褐色土、上層がやや締まった灰黄褐色土で、

中位に礫がある。

３号掘立柱建物　７－Ｘ－11グリッドにある。標高5３３．０4

～ 5３３．1６ｍ。２間×２間の側柱建物で、東西辺中間の

P２・６がやや東に寄るがほぼ方形の平面形で、方位は

およそＮ－３°－Ｗを示す。東辺長３．２８ｍ、西辺長３．２８ｍ、

南辺長３．３9ｍ、北辺長３．２０ｍ。いずれの柱穴にも柱痕は

残っておらず、締まりの弱い褐灰色土を覆土とする。北

西隅のP７から西の４号掘立柱建物P４まで３．4ｍある。

P１　径３9ｃｍの円形の平面形、断面形は上部の開いた逆

台形。底面標高5３２．８２ｍ、深さ２３ｃｍ。

P２　径３２ｃｍの円形の平面形、断面形は浅い皿状。底面

標高5３２．9３ｍ、深さ1８ｃｍ。

P３　径３３ｃｍの円形の平面形、断面形は上部の開いたＵ

ないしＶ字状。底面標高5３２．9８ｍ、深さ19ｃｍ。

P４　３８×２9ｃｍの長円形の平面形、断面形は浅い皿状。

底面標高5３３．００ｍ、深さ14ｃｍ。

P５　径３８ｃｍの円形の平面形、断面形は底部が波打つが

およそ鍋状。底面標高5３３．００ｍ、深さ17ｃｍ。

P６　径5０ｃｍのゆがんだ円形の平面形で、断面形は皿状。

底面標高5３３．００ｍ、深さ14ｃｍ。

P７　径4３ｃｍの円形の平面形で、断面形はやや深い皿状。

底面標高5３２．97ｍ、深さ1０ｃｍ。

P８　径4８ｃｍのゆがんだ円形の平面形で、断面形は鍋状。

底面標高5３２．８８ｍ、深さ17ｃｍ。

４号掘立柱建物　７－Ｙ－11 ～ 1３・８－Ａ－11 ～ 1３グリッ

ドにある。標高5３３．1６ ～ 5３２．８5ｍ。１間×１間の南北

第２9６図　第４面掘立柱建物　部分図１　２～６号掘立柱建物・３号柵列　1／２００
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棟の側柱建物と思われるが、東辺はP１～４の４本柱に

よる３間をとり、西にP６～８の庇を持つ変則的な構成

である。P１・４・５・９およびP６・８が大きく深い

掘り方を持ち、P２・３・７は細い。方位はＮ－１°－Ｅ

でほぼ南北を示す。東辺長4．5６ｍ、西辺長4．7ｍ、南辺

長３．4６ｍ、北辺長３．６６ｍ。覆土は均質な褐灰色土を主体

とするが、P３は灰黄褐色土、P５・1０は下層に黒褐色

土がある。P７・９の土層断面には柱痕かと思われる部

分があるが、他の柱穴には柱痕はない。北に５号掘立柱

建物があり、最も近いP９と５号掘立柱建物P３の間は

２ｍほどしかない。建物内南部に２95号土坑がある。

P１　径4３ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

標高5３２．59ｍ、深さ３1ｃｍ。

P２　径２３ｃｍの円形の平面形、断面形は箱状。底面標高

5３２．71ｍ、深さ２4ｃｍ。

P３　径２０ｃｍの円形の平面形、断面形はゆがんだ箱形。

底面標高5３２．８7ｍ、深さ17ｃｍ。灰黄褐色土で埋まる。

P４　３８×３０ｃｍのゆがんだ長円形の平面形、断面形はや

や浅い鍋状。底面標高5３３．０1ｍ、深さ1２ｃｍ。底面中央に

扁平な礫がある。

第２9８図　３号掘立柱建物　1／６０

第２97図　２号掘立柱建物　1／６０
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1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム小ブロックをわずかに含む。締まり
弱い。

1ｂ　1ａ層よりローム小ブロックが多い。やや締まりあり。
２　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ5／３　くすんだローム土に１層土が混じる。

締まりあり。
３　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ5／4　くすんだローム土に中小のロームブ

ロック、灰黄褐色土ブロックが混じる。
４　くすんだローム土に大きなロームブロックが混じる。

１　褐灰色土　1０ＹＲ３／1　締まり弱い。
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第３０1図　４号掘立柱建物　1／６０

第２99図　２号掘立柱建物柱穴配置模式図

第３０２図　４号掘立柱建物柱穴配置模式図

第３００図　３号掘立柱建物柱穴配置模式図

第８表　４号掘立柱建物

第７表　３号掘立柱建物

第６表　２号掘立柱建物
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ 4０ 14
P２ ３２ ２６
P３ ３5 ３4
P４ ２８ ３9
P５ 4０ 11
P６ ３８ ９
P７ ３８×３０ ２８
P８ ２６ 15

径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３9 ２３
P２ ３２ 1８
P３ ３３ 19
P４ ３８×２9 14
P５ ３８ 17
P６ 5０ 14
P７ 4３ 1０
P８ 4８ 17

径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ 4３ ３1
P２ ２３ ２4
P３ ２０ 17
P４ ３８×３０ 1２
P５ ３5 ３０
P６ ３5×２６ 17
P７ ２7 ２２
P８ ３６ 1２
P９ 5６×３８ ３7

1ａ　褐灰色土　1０ＹＲ３／1　土質均質。
1ｂ　1ａ層にローム粒を含む。やや締まりあり。
２　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　くすんだロームを混ずる。
３　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　黒色土とくすんだロームの混土。

ローム小ブロックを含む。
４　鉄分凝集層。
５　黒色土。
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P５　径３5ｃｍの扁円形の平面形、断面形はゆがんだＵ字

状。底面標高5３２．94ｍ、深さ３０ｃｍ。

P６　３5×２６ｃｍのゆがんだ扁円形の平面形、断面形は碗

状。底面標高5３３．０３ｍ、深さ17ｃｍ。

P７　径２7ｃｍの円形の平面形、断面形は上部の開いたＵ

字状。底面標高5３２．８4ｍ、深さ２２ｃｍ。覆土中央に他のピッ

トと共通する褐灰色土があり、左右両側が下層に暗褐色

土、上層にローム粒を含む褐灰色土がある。

P８　径３６ｃｍの円形の平面形、断面形は鍋状。底面標高

5３２．7３ｍ、深さ1２ｃｍ。覆土下層に暗褐色土があり、上位

に褐灰色土が載る。

P９　5６×３８ｃｍのゆがんだ長円形の平面形、断面形はゆ

がんだ鍋状。底面標高5３２．5２ｍ、深さ３7ｃｍ。掘り方西壁

に寄って柱痕かと思われる褐灰色土があり、ロームを含

んだ暗褐色土が掘り方を埋める。

５号掘立柱建物　７－Ｙ－1３・14 ～８－Ａ－1３・14グリッ

ドにある。標高5３２．８３ ～ 5３２．7３ｍ。１間×１間の東西

棟の母屋の西と北に庇が付属する。北辺の方位はおよ

そＮ－８9°－Ｅを示す。母屋の東辺長２．０7ｍ、西辺長２．０4

ｍ、南辺長３．5６ｍ、北辺長３．６4ｍ。西側庇の出は1．14

～ 1．1６ｍ、北側庇の出は1．11 ～ 1．1２ｍ。いずれの柱穴

にも柱痕は残っていない。覆土は灰黄褐色土を主体とす

る。

P１　径３０ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３２．49ｍ、深さ２６ｃｍ。覆土下層にロームブロックを含

む。

P２　径３２ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は幅の広

いＵ字状。底面標高5３２．６1ｍ、深さ２２ｃｍ。

P３　径３２ｃｍの円形の平面形、断面形は鍋状。底面標高

5３２．６7ｍ、深さ17ｃｍ。覆土下層にロームブロックを含む。

P４　径41ｃｍの円形の平面形、断面形は上部の開いたや

や深い鍋状。底面標高5３２．57ｍ、深さ２６ｃｍ。覆土下層は

第３０３図　５号掘立柱建物　1／６０ 第３０4図　５号掘立柱建物柱穴配置模式図

第９表　５号掘立柱建物
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３０ ２６
P２ ３２ ２２
P３ ３２ 17
P４ 41 ２６
P５ ２３ 1２
P６ ３３ ７
P７ ３０×２4 ２８
P８ ３０×２３ ２０
P９ ２８ ９

１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄白色粒を含む。土質均質。
２　１層土にローム小ブロックを多く含む。
３　ロームブロックを主体とし、１層土のブロックを含む。
４　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　土質均質。締まりあり。
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６号掘立柱建物
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、炭化物粒をわずか

に含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、橙色土粒をわずか

に含む。柱の埋設土。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土粒子を少量含む。

ローム土。

３号柵列
P１
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒子をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒子、ローム土粒をわず

かに含む。
P２
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒子、ローム土粒をわ

ずかに含む。
　　または灰黄褐色土　7．5ＹＲ4／２　炭化物を含む。下

部ロームブロックを多く混じる。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒子、ローム土粒を少

量含む。
　　または中小のロームブロックとくすんだ黄褐色

土、黒色土の小ブロックの混土(一括埋土)。
P３
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　炭化物を含む。上部に鉄

分の凝集あり。
２　褐色土　1０ＹＲ4／4　鉄分の凝集あり。
　　または灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ロームブロックを

混ずる。
P４・５
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒子、ローム土粒をわ

ずかに含む。
２　褐色粒子、ローム土粒を少量含む。
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ロームブロックが主体となる。

P５　径２３ｃｍの円形の平面形、断面形はゆがんだＵ字状。

底面標高5３２．６８ｍ、深さ1２ｃｍ。覆土下層にロームブロッ

クを含む。

P６　径３３ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は浅い鍋

状。底面標高5３２．7６ｍ、深さ７ｃｍ。

P７　３０×２4ｃｍの扁円形の平面形、断面形はゆがんだＵ

字状。底面標高5３２．7６ｍ、深さ２８ｃｍ。覆土下層に暗褐色

土、中位にロームブロック主体の層を挟んで上位に灰黄

褐色土が載る。

P８　３０×２３ｃｍの扁円形の平面形、断面形はゆがんだＵ

字状ないし鍋状。底面標高5３２．59ｍ、深さ２０ｃｍ。覆土下

層にロームブロックが混ずる。

P９　径２８ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は浅い皿

状。底面標高5３２．６4ｍ、深さ９ｃｍ。

６号掘立柱建物　８－Ｃ－1２・1３グリッドにある。標高

5３２．95 ～ 5３３．２２ｍ。２間×３間の南北棟の側柱建物だ

が、東辺P２に対応する西辺のピットが欠ける。方位は

周辺掘立柱建物とは異なって西に傾き、およそＮ－７°－

Ｗを示す。東辺長5．1ｍ、西辺長5．３２ｍ、南辺長３．75ｍ、

北辺長３．８８ｍ。覆土は暗褐色土を主体とし、周辺掘立柱

建物の柱穴における灰黄褐色土、にぶい褐色土は観察さ

れていない。黒褐色土の柱痕が残る。北０．5ｍほどに、

北辺と平行して３号柵列がある。北東隅のP１と東にあ

る５号掘立柱建物南西端のP５との間７ｍ、	南東端のP

４と４号掘立柱建物西辺との間が６．２5ｍ。

P１　径３０ｃｍの円形の平面形、断面形は丸みを帯びたＶ

字状に近い。底面標高5３２．６ｍ、深さ３８ｃｍ。柱痕が残る。

P２　径３０ｃｍの円形の平面形、断面形は鍋状。底面標高

5３２．75ｍ、深さ２4ｃｍ。柱痕が残る。

P３　３２×２８ｃｍの偏円形の平面形、断面形はＵ字状。底

面標高5３２．８1ｍ、深さ２６ｃｍ。覆土上位に他の柱穴の柱痕

と同じ黒褐色土が載る。

P４　径３２ｃｍの円形の平面形、断面形はやや幅の広いＵ

字状。底面標高5３２．８８ｍ、深さ２9ｃｍ。柱痕が残る。

P５　径３4ｃｍの円形の平面形、断面形はゆがんだ深い碗

状。底面標高5３３．０47ｍ、深さ1８ｃｍ。柱痕が残り、埋設

土は下位にローム土、上位に暗褐色土を用いる。

P６　径4０ｃｍの円形の平面形、断面形は碗状。底面標高

5３２．８６ｍ、深さ２８ｃｍ。覆土上位に他の柱穴の柱痕と同じ

黒褐色土が載る。

P７　径３８ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は深いＵ

字状。底面標高5３２．６5ｍ、深さ６4ｃｍ。深い柱痕が掘り方

底面下まで達する。

P８　47×4２ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は深い

碗状。底面標高5３２．８4ｍ、深さ３６ｃｍ。底面に達する柱痕

があり、埋土は下位にローム土、上位に暗褐色土を用い

る。

P９　4６×4０ｃｍの偏円形の平面形、断面形は深いＵ字状。

底面標高5３２．８5ｍ、深さ３4ｃｍ。柱痕が残る。

３号柵列　８－Ｂ～Ｄ－1３グリッドにある。標高5３２．８5

～ 5３３．２ｍ。P１～５が６．２5ｍに渡って東西に並ぶが、

第３０６図　６号掘立柱建物・３号柵列柱穴配置模式図
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３０ ３８
P２ ３０ ２4
P３ ３２×２８ ２６
P４ ３２ ２9
P５ ３4 1８
P６ 4０ ２８
P７ ３８ ６4
P８ 47×4２ ３６
P９ 4６×4０ ３4

径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３０ 1０
P２ ２7 ２5
P３ ２5 1８
P４ 45 ２６
P５ ３２ 1８



間隔にはややばらつきがあり、西に行くに従って柱穴間

距離が短くなる。方位はＮ－８２°－Ｅ。土層観察所見に混

乱があるが、暗褐色土を主体的な埋設土とし、柱痕状に

黒褐色土が認められたものとみられる。６号掘立柱建物

の北辺に沿い、埋土も類似するようだが、東にずれて延

びている。

P１　径３０ｃｍの円形の平面形、断面形は底面に凹凸があ

るが浅い箱状を呈する。底面標高5３２．77ｍ、深さ1０ｃｍ。

埋設土は褐色土、上位に暗褐色土が載る。

P２　径２7ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は箱形。

底面標高5３２．６7ｍ、深さ２5ｃｍ。異なる土層観察所見が残

されているが、一連の柵列と捉えられているところから

見て、暗褐色の埋設土中に黒褐色土が柱痕状に入るとの

所見を採りたい。

P３　径２5ｃｍの円形の平面形、断面形は鍋状。底面標高

5３２．８２ｍ、深さ1８ｃｍ。異なる土層観察所見が残されてい

るが、他のピットとの共通性から、下位に暗褐色土、上

位に黒褐色土があるものと見る。

P４　45×２7ｃｍの長円形の平面形、断面形は上部が開い

たＵ字状。底面標高5３２．８６ｍ、深さ２６ｃｍ。

P５　径３２ｃｍの円形の平面形、断面形は碗状。底面標高

5３３．０２ｍ、深さ1８ｃｍ。

７号掘立柱建物　７－Ｌ～Ｎ－１～４グリッドにある。標

高5３２．８６ ～ 5３３．14ｍ。１間×４間の母屋の東西と北に

庇が付く。方位はおよそＮ－２０°－Ｗを示す。母屋の東辺

長7．49ｍ、西辺長7．5６ｍ、南辺長4．０4ｍ、北辺は中柱が

ある２間構成で長1．14ｍ。東の庇は南から３間分あって

出は1．０5 ～ 1．19ｍ、西の庇は北から３間分あって出は

1．０4 ～ 1．２7ｍ。南端のP1６がやや南に偏る。北の庇は

母屋の中柱と対応して２間あり、出は1．1３ ～ 1．２4ｍ。

P４～９には掘り方底面に扁平な礫が置かれる。８号掘

立柱建物と重複する位置にあり、７号掘立柱建物P２２が

８号掘立柱建物P1６に切られる。また、建物範囲内には

２０８号・２３5 ～ ２4０号土坑、２３３号ピットがある。

P１　径３３ｃｍの円形の平面形。壁面、底面が乱れるが、

断面形はおよそ鍋状。底面標高5３２．59ｍ、深さ２６ｃｍ。

P２　径３1ｃｍの円形の平面形、断面形は上部の開いたＵ

字状。底面標高5３２．5２ｍ、深さ３9ｃｍ。

P３　径２８ｃｍの円形の平面形、断面形は上部の開いたＵ

字状。底面標高5３２．5６ｍ、深さ4０ｃｍ。

P４　径３６ｃｍの円形の平面形、断面形は深い箱状。底面

標高5３２．4６ｍ、深さ4８ｃｍ。底面に平坦な礫が置かれ、そ

の上に角礫が載る。

P５　径３4ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

標高5３２．54ｍ、深さ45ｃｍ。底面に平坦な礫が置かれ、そ

の上に角礫が載る。

P６　径３６ｃｍの長円形の平面形、断面形は深い鍋状。底

面標高5３２．59ｍ、深さ54ｃｍ。底面に平坦な礫が置かれる。

P７　径３２ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

標高5３２．57ｍ、深さ5０ｃｍ。底面に平坦な礫が置かれ、覆

土中にも角礫がある。

P８　径47ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

標高5３２．47ｍ、深さ5０ｃｍ。底面に平坦な礫が重ねて置か

れる。

P９　径３5ｃｍの長円形の平面形、断面形は深い鍋状。底

面標高5３２．59ｍ、深さ３7ｃｍ。底面に平坦な礫が置かれる。

P1０　径２9ｃｍの円形の平面形、底部中央に柱痕かと思わ

れるくぼみがある。壁は直立する。底面標高5３２．59ｍ、

深さ３7ｃｍ。

P11　径4０×３０ｃｍのゆがんだ扁円形の平面形、断面形は

Ｕ字状だが、東壁がやや傾く。底面標高5３２．5ｍ、深さ

44ｃｍ。

P1２　径３８ｃｍの扁円形の平面形、断面形は鍋状だが、北

が浅く南が深い。底面標高5３２．5２ｍ、深さ３9ｃｍ。

P1３　径２０ｃｍの隅丸方形の平面形、断面形は上部がやや

開くＵ字状。底面標高5３２．7２ｍ、深さ２4ｃｍ。

P14　径２5ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

標高5３２．5３ｍ、深さ41ｃｍ。

P15　径２６ｃｍの円形の平面形、壁面がやや乱れるが、断

面は深い鍋状。底面標高5３２．６5ｍ、深さ３4ｃｍ。

P1６　径３３ｃｍのゆがんだ扁円形の平面形、断面形はＵ字

状だが、東壁がやや傾く。底面標高5３２．7２ｍ、深さ３5ｃｍ。

P17　径２4ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字状

だが、壁面が乱れる。底面標高5３２．６1ｍ、深さ３7ｃｍ。

P1８　径２5ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字状。

底面標高5３２．６4ｍ、深さ３２ｃｍ。

P19　径２６ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３２．６２ｍ、深さ３4ｃｍ。

P２０　径２5ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は底面が

平坦な箱状。底面標高5３２．６６ｍ、深さ３０ｃｍ。
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P２1　径２６ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３２．49ｍ、深さ45ｃｍ。

P２２　東部を８号掘立柱建物P1６に切られる。径２８ｃｍの

扁円形の平面形と思われる。底面標高5３２．4８ｍ、深さ３7

ｃｍ。

８号掘立柱建物　７－Ｌ～Ｏ－２～４グリッドにある。標

高5３２．８６ ～ 5３３．1３ｍ。東辺は４本の柱穴があって長さ

６．7６ｍ、Ｎ－２０°－Ｗ、西辺は６本の柱穴があって長さ7．３

ｍ、Ｎ－17°－Ｗ、南辺は４本の柱穴があって長さ7．7３ｍ、

Ｎ－74°－Ｅ、北辺は６本の構成で長さ7．4３ｍ、Ｎ－79°－Ｅ

を採る。変則的な構成で、各柱穴間の距離も一定しない。

P１　径３０ｃｍの円形の平面形、断面形は壁面が乱れるが

深い箱状。底面標高5３２．２7ｍ、深さ59ｃｍ。

P２　径4０ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面は深い鍋状。

底面標高5３２．３２ｍ、深さ5３ｃｍ。２7０号土坑に接する。

P３　4８×4０ｃｍの長円形の平面形、断面は深い漏斗状。

底面標高5３２．０7ｍ、深さ８1ｃｍ。

P４　4２×２８ｃｍの楕円形の平面形、断面は南側に弱い中

段を持つ狭いＶ字状。底面標高5３２．３３ｍ、深さ６1ｃｍ。

P５　径２5ｃｍの円形の平面形、断面は深いＵ字状。底面

標高5３２．６２ｍ、深さ３9ｃｍ。

P６　径３２ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面はＵ字状。

底面標高5３２．６5ｍ、深さ３６ｃｍ。

P７　径３０ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面はＵ字状。

第３０9図　７・８号掘立柱建物高低図　1／６０

７号掘立柱建物

８号掘立柱建物
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底面に地山の礫がある。底面標高5３２．６9ｍ、深さ4２ｃｍ。

P８　径３０ｃｍの円形の平面形、断面は深いＵ字状。底面

標高5３２．55ｍ、深さ5８ｃｍ。

P９　径２８ｃｍの円形の平面形、断面は南側に弱い段があ

るが、基本的にはＵ字状。底面標高5３２．57ｍ、深さ３4ｃｍ。

P1０　径２８ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面は深い箱形。

底面標高5３２．4ｍ、深さ5６ｃｍ。２２０号土坑と切り合う。

P11　径２7ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面は深い箱形。

底面標高5３２．59ｍ、深さ３7ｃｍ。

P1２　径２８ｃｍの円形の平面形、断面は深いＵ字状ないし

箱形。底面標高5３２．47ｍ、深さ5０ｃｍ。

P1３　径２5ｃｍの円形の平面形、断面はゆがんだＵ字状。

底面標高5３２．5２ｍ、深さ３６ｃｍ。

P14　３5×３０ｃｍのゆがんだ扁円形の平面形、断面は掘り

第３1０図　７号掘立柱建物柱穴配置模式図

第３11図　８号掘立柱建物柱穴配置模式図

第1２表　７号掘立柱建物

第1３表　８号掘立柱建物
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ) 径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３３ ２６ P1２ ３８ ３9
P２ ３1 ３9 P1３ ２０ ２4
P３ ２８ 4０ P14 ２5 41
P４ ３６ 4８ P15 ２６ ３4
P５ ３4 45 P1６ ３３ ３5
P６ ３６ 54 P17 ２4 ３7
P７ ３２ 5０ P1８ ２5 ３２
P８ 47 5０ P19 ２６ ３4
P９ ３5 ３7 P２０ ２5 ３０
P1０ ２9 ３7 P２1 ２６ 45
P11 4０×３０ 44 P２２ ２８ ３7

径(ｃｍ) 深(ｃｍ) 径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３０ 59 P９ ２８ ３4
P２ 4０ 5３ P1０ ２８ 5６
P３ 4８×4０ ８1 P11 ２7 ３7
P４ 4２×２８ ６1 P1２ ２８ 5０
P５ ２5 ３9 P1３ ２5 ３６
P６ ３２ ３６ P14 ３5×３０ 45
P７ ３０ 4２ P15 ２5 54
P８ ３０ 5８ P1６ ２7 ３7
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　　　　　　第３1２図　９・15号掘立柱建物　1／６０

第３1３図　９号掘立柱建物柱穴配置模式図

第３14図　15号掘立柱建物柱穴配置模式図
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ) 径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３7 ３7 P７ 4０ ２８．5
P２ ２８ 4６ P８ 1８ ３３
P３ 4３×２9 4８ P９ ３０ 5２
P４ ３０×２６ 15 P1０ ２7 ３３
P５ ２9×２３ 1８ P11 ３０×２5 ６６
P６ ２5 4８ P1２ ３5×２８ ２８

径(ｃｍ) 深(ｃｍ) 径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ２３×1８ 51 P８ ３３ ２4
P２ ２7 51 P９ ２８×２３ ３３
P３ ３３ 4２ P1０ ２9 ３３
P４ ３5×３０ 44 P11 ２０×1３ 4３．5
P５ ２８×２０ 4６．5 P1２ ３０×２３ ２２．5
P６ ２5 ２5．5 P1３ ２０ ３８
P７ ２８ ３３
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方中位が狭い箱形。底面標高5３２．44ｍ、深さ45ｃｍ。

P15　径２5ｃｍの胴張りの強い隅丸方形の平面形、断面は

底面がやや乱れるが深いＵ字状。底面標高5３２．３２ｍ、深

さ54ｃｍ。

P1６　径２7ｃｍのゆがんだ扁円形の平面形、断面形はＵ字

状。底面標高5３２．49ｍ、深さ３7ｃｍ。

９号掘立柱建物　７－Ｌ～Ｎ－４～５グリッドにある。標

高5３２．８ ～ 5３２．9ｍ。３間×３間の東西棟が基本形と思

われるが、西辺は北側の中柱が確認されず、北辺は５本

の構成を採る。柱間も一定しない。南北辺はＮ－7０°－Ｅ

で揃うが、北辺が長く東に張り出すため、東辺はＮ－15°

－Ｗ、西辺はＮ－２０°－Ｗを示す。東辺長３．9３ｍ、西辺長

4．０３ｍ、南辺長4．41ｍ、北辺長4．８4ｍ。２54 ～ ２６０号土

坑と重複する。

P１　径３7ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３２．4３ｍ、深さ３7ｃｍ。２5８号土坑と重複する。

P２　径２８ｃｍのゆがんだ円の平面形、断面はＵ字状で南

部が一段低くなって柱痕を思わせる。底面標高5３２．３６ｍ、

深さ4６ｃｍ。

P３　4３×２9ｃｍの東西に長い長円形の平面形、断面はＵ

字状。底面標高5３２．３7ｍ、深さ4８ｃｍ。

P４　３０×２６ｃｍの東西にやや長いゆがんだ偏円形の平面

形、断面はＵ字状。底面標高5３２．６６ｍ、深さ15ｃｍ。２57

号土坑を切る。

P５　２9×２３ｃｍの東西にやや長い長円形の平面形、断面

は上部がやや開くＵ字状。底面標高5３２．６２ｍ、深さ1８ｃｍ。

P６　径２5ｃｍの隅丸方形に近いゆがんだ円形の平面形、

断面は壁中部がはらみだした深い袋状。底面標高5３２．３６

ｍ、深さ4８ｃｍ。

P７　径4０ｃｍの円形の平面形、断面はやや深い鍋状。底

面標高5３２．5６ｍ、深さ２８．5ｃｍ。２３２号ピット。

P８　径1８ｃｍの円形の平面形、断面は狭いＵ字状。底面

標高5３２．55ｍ、深さ３３ｃｍ。

P９　径３０ｃｍの円形の平面形、断面は壁中央が広がる

第３15図　９号掘立柱建物高低図　1／６０

第３1６図　15号掘立柱建物高低図　1／６０
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弱い壺型で、掘り方底面に扁平な礫がある。底面標高

5３２．３4ｍ、深さ5２ｃｍ。

P1０　径２7ｃｍの円形の平面形、断面は鍋状だが中央に柱

痕を思わせる凹みがある。底面標高5３２．51ｍ、深さ３３ｃｍ。

P11　３０×２5ｃｍの南北に長い扁円形の平面形、断面は深

いＵ字状。底面標高5３２．14ｍ、深さ６６ｃｍ。２59号土坑と

重複する。

P1２　３5×２８ｃｍの南北に長い扁円形の平面形、断面は深

い碗状だが、底部に一段深い平坦面がある。底面標高

5３２．54ｍ、深さ２８ｃｍ。

１５号掘立柱建物　７－Ｌ～Ｎ－４～６グリッドにある。標

高5３２．79ｍ～ 5３３．1３ｍ。東北隅の柱穴は確認されてい

ないがこれを東辺・北辺の交点に仮定すると、東辺は４

本の柱穴があって長さ６．7６ｍ、Ｎ－1２°－Ｗ、西辺は４本

の柱穴があって長さ６．０9ｍ、Ｎ－２4°－Ｗ、南辺は４本の

柱穴があって長さ5．０5ｍ、Ｎ－7０°－Ｅ、北辺は５本の柱

穴があって長さ６．15ｍ、Ｎ－7２°－Ｅを採る。変則的な構

成で、各柱穴間の距離も一定しない。９号掘立柱建物の

ほか、２19号、２54 ～ ２６０号、２9６号土坑と重複する。

P１　径２３×1８ｃｍの扁円形の平面形、断面形は２19号土

坑と重複して捉えがたいが、壁中位が膨らみ、底面には

柱痕を思わせる凹みがある。底面標高5３２．２８ｍ、深さ51

ｃｍ。

P２　径２7ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は壁中部

がくびれ底面が丸いゆるい壺状。底面標高5３２．２８ｍ、深

さ51ｃｍ。

P３　径３３ｃｍのほぼ円形の平面形、断面形はＵ字状。底

面標高5３２．３7ｍ、深さ4２ｃｍ。

P４　径３5×３０ｃｍの東西に長い長円形の平面形、断面形

は底部が広がる袋状。底面標高5３２．３1ｍ、深さ44ｃｍ。

P５　２８×２０ｃｍの東西に長い長円形の平面形、断面形は

ゆがんだＵ字状。底面標高5３２．4ｍ、深さ4６．5ｃｍ。

P６　径２5ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状で、掘り

方底面に扁平な礫が置かれる。底面標高5３２．６1ｍ、深さ

２5．5ｃｍ。

P７　径２８ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

第３17図　1０ ～ 1３号掘立柱建物位置図　1／15０
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11号掘立柱建物-１（1／２）

11号掘立柱建物-２（1／２）

11号掘立柱建物-３（1／２）

11号掘立柱建物-４（1／６）

1２号掘立柱建物-１（1／4）
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高5３２．55ｍ、深さ３３ｃｍ。

P８　径３３ｃｍの円形の平面形、断面形は鍋状。底面標高

5３２．６３ｍ、深さ２4ｃｍ。２54号土坑を切る。

P９　２８×２３ｃｍの南北に長い扁円形の平面形、断面形は

Ｕ字状。底面標高5３２．5６ｍ、深さ３３ｃｍ。

P1０　径２9ｃｍの円形の平面形、断面形は上部が開いたＵ

字状。底面標高5３２．5６ｍ、深さ３３ｃｍ。

P11　２０×1３ｃｍの東西に長い長円形の平面形、断面形は

中段を持つ深いＵ字状。底面標高5３２．３9ｍ、深さ4３．5ｃｍ。

P1２　３０×２３ｃｍの東西に長い涙滴形の平面形、断面形は

鍋状。底面標高5３２．59ｍ、深さ２２．5ｃｍ。

P1３　径２０ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は上部が

開いた狭いＵ字状。底面標高5３２．4ｍ、深さ３８ｃｍ。

１０号掘立柱建物　７－Ｉ～Ｋ－９～ 1０グリッドにある。

標高5３２．２８ ～ 5３２．３5ｍ。２間×３間の東西に長い側柱

建物で、東辺の方位はＮ－１°－Ｅ。北辺と東辺がやや短く、

東西６．８7 ～ 7．０5ｍ、南北4．47 ～ 5．０1ｍ。柱穴は灰黄褐

色土で埋まり、明確な柱痕は認められない。ピット、土

坑の密集部にある。11号掘立柱建物と重複し、1２・1３号

掘立柱建物が西２．３ｍほどにある。P６は２６８号土坑と接

し、P1０は1６２号土坑と重複する。

P１　径4０ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は一方が

直立し、他方が上方に開くＵ字状。底面標高３51．5８ｍ、

深さ45ｃｍ。柱痕状に締まりの弱い灰黄褐色土が入る。

P２　径３０ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は上部が

やや開いたＵ字状。底面標高5３1．79ｍ、深さ２4ｃｍ。

P３　57×4２ｃｍの東西に長い扁円形の平面形、断面形は

深い鍋状ないしＵ字状。底面標高5３1．６1ｍ、深さ57ｃｍ。

柱痕状に締まりの弱い灰黄褐色土が入る。

P４　径45ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は上部が

第３２０図　1０号掘立柱建物断面図　1／６０

第３２1図　1０号掘立柱建物柱穴配置模式図

第1６表　1０号掘立柱建物
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ) 径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ 4０ 45 P６ ３６×4３ ６０
P２ ３０ ２4 P７ 17 ２4
P３ 57×4２ 57 P８ ３7 4８
P４ 45 57 P９ 4２ 5０
P５ ３4 ６２ P1０ 9３×３4 45

1０号掘立柱建物
１　灰黄褐色土　7．5ＹＲ4／２　ローム粒をわずかに含む。

締まり弱い。
２ａ　灰黄褐色土　7．5ＹＲ4／２　ローム小ブロックを含む。
２ｂ　灰黄褐色土　7．5ＹＲ4／２　ローム、黒色土の小ブロッ

クを含む。やや締まりあり。
３　灰黄褐色土　7．5ＹＲ5／２　１層に似るが締まり強い。　
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P19

P20

やや開いたＵ字状。底面標高5３1．６5ｍ、深さ57ｃｍ。一方

に偏して柱痕状に締まりの弱い灰黄褐色土が入る。

P５　径３4ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３1．71ｍ、深さ６２ｃｍ。

P６　３６×4３ｃｍの南北にやや長い偏円形の平面形、断面

形は底部は一段深く、柱痕を思わせる。中位以上は碗状

ないし中位が膨らむ壺状。底面標高5３1．６7ｍ、深さ６０ｃｍ。

柱痕状に締まりの弱い灰黄褐色土が入る。

P７　径17ｃｍの小さな円形の平面形、断面形は上部がや

や開いた狭いＵ字状。底面標高5３２．０5ｍ、深さ２4ｃｍ。

P８　径３7ｃｍの扁円形の平面形、断面形は上部がやや開

いたＵ字状。底面標高5３1．79ｍ、深さ4８ｃｍ。

P９　径4２ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

標高5３1．75ｍ、深さ5０ｃｍ。一方に偏して柱痕状に締まり

の弱い灰黄褐色土が入る。

P1０　9３×３4ｃｍの南北にやや長い偏円形の平面形、断面

形はＵ字状。底面標高5３1．６9ｍ、深さ45ｃｍ。1６２号土坑

と重複する。

１１号掘立柱建物　７－Ｉ～Ｌ－７～ 1０グリッドにある。

標高5３２．０６ ～ 5３２．4ｍ。５間×１間の南北棟の北東に３

間×３間の方形の建物が付属する、逆Ｌ字状の平面形

が想定されている。西部の方位はおよそＮ－７°－Ｗ、東

辺の方位はほぼＮ－２°－Ｗを示し、北辺は東辺に直行し、

南辺は東西とも西辺に直行する。東辺３間で長さ６．7８ｍ、

中央辺５間1２．２9ｍ、西辺５間1２．4２ｍ、北辺４間長さ

1２．３4ｍ、うち東部３間長さ7．３３ｍ、西部１間長さ5．０1

ｍ、南辺東部３間長さ６．８２ｍ、南辺西部１間長さ4．9８ｍ。

覆土は灰黄褐色土が主体で、締まりが弱い柱痕の痕跡が

認められたものもある。1０、1２、1３号掘立柱建物と重複

する。東５ｍほどに１号柵列がある。1６２、1６３、1６9、

177、19２、２２６、２６８、２８８、３２２、３２３号土坑などと重複し、

２６８号土坑より新しい。

P１　３7×３２ｃｍの南北に長い扁円形の平面形、断面形は

Ｕ字状。底面標高5３1．59ｍ、深さ45ｃｍ。1６２号土坑と重

複する。

P２　4３×３4ｃｍの南北に長い扁円形の平面形、断面形は

Ｕ字状。底面標高5３1．55ｍ、深さ51ｃｍ。２３5号ピットを

切る。

P３　55×３9ｃｍの南北に長い扁円形の平面形、断面形は

Ｕ字状。底面標高5３1．5６ｍ、深さ44ｃｍ。中央の柱痕相当

位置に礫や炭化物が重なっている。

P４　径45ｃｍの円形の平面形、断面形はやや深い箱状。

底面標高5３1．9２ｍ、深さ19．5ｃｍ。底面に礫が当たる。

P５　4３×３7ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は上部

第３２３図　11号掘立柱建物柱穴配置模式図

第17表　11号掘立柱建物
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ) 径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３7×３２ 45 P11 4０ 54
P２ 4３×３4 51．０ P1２ 5３×47 ６5
P３ 55×３9 44 P1３ ３６ ６4
P４ 45 19．5 P14 5６×4０ ６３
P５ 4３×３7 ６5 P15 5２×３８ 5３
P６ ３9×２4 45 P1６ 4３×３5 4０．5
P７ 4０ ６4 P17 ２7 ２5
P８ 47 ６０ P1８ ３０ ０
P９ ３1 41 P19 5２×4０ 4８
P1０ 4３×３7 4８ P２０ 49×45 ６３
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がやや開くＵ字状。底面標高5３1．６２ｍ、深さ６4．5ｃｍ。

P６　３9×２4ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字

状。底面標高5３1．８4ｍ、深さ45ｃｍ。

P７　径4０ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は深い鍋

状。底面標高5３1．75ｍ、深さ６4ｃｍ。２６８号土坑を切る。

柱痕が残る。

P８　径47ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字状

で中段を持って上位に開く。底面標高5３1．８ｍ、深さ６０ｃｍ。

柱痕が残る。

P９　径３1ｃｍの円形ないし胴張りのある隅丸方形の平面

形、断面形はＵ字状。底面標高5３1．８８ｍ、深さ41ｃｍ。柱

痕が残る。

P1０　4３×３7ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は鍋状。

底面標高5３1．9２ｍ、深さ4８ｃｍ。覆土は灰黄褐色土を主体

とする。底面は礫に当たる。

P11　径4０ｃｍの円形の平面形、断面形は上部の開くＵ字

状。底面標高5３1．８5ｍ、深さ54ｃｍ。覆土は締まりの弱い

灰黄褐色土。

P1２　5３×47ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は底部

近くに段のある深い鍋状。底面標高5３1．８4ｍ、深さ６5ｃｍ。

覆土は灰黄褐色土を主体とする。

P1３　径３６ｃｍの円形の平面形、断面形は深いＵ字状。底

面標高5３1．８６ｍ、深さ６4ｃｍ。覆土は締まりのある灰黄褐

色土を主体とする。

P14　5６×4０ｃｍの南北に長い楕円形の平面形、断面形は

上部の開いたＵ字状。底面標高5３1．８６ｍ、深さ６３ｃｍ。覆

土は締まりのある灰黄褐色土を主体とする。

P15　5２×３８ｃｍの南北に長い楕円形の平面形、断面形は

上部の開いたＵ字状。底面標高5３1．８６ｍ、深さ5３ｃｍ。覆

土は締まりのある灰黄褐色土を主体とする。

P1６　4３×３5ｃｍの扁円形の平面形、断面形は南側がやや

深い傾いたＵ字状。底面標高5３1．9８ｍ、深さ4０．5ｃｍ。柱

痕が残る。

P17　径２7ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３1．97ｍ、深さ２5ｃｍ。３２３号土坑と接する。

P1８　1６３号土坑底面に痕跡的に残る。径３０ｃｍの円形の

平面形。1６３号土坑底面の標高5３1．８4ｍ。

P19　5２×4０ｃｍの南北に長い楕円形の平面形、断面形は

上部がやや開くＵ字状。底面標高5３1．８7ｍ、深さ4８ｃｍ。

柱痕が残る。

P２０　49×45ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は上部

がやや開くＵ字状。底面標高5３1．74ｍ、深さ６３ｃｍ。２３０

第３２4図　1２号掘立柱建物断面図　1／６０

第３２5図　1２号掘立柱建物柱穴配置模式図

第1８表　1２号掘立柱建物

第５節　第４面の調査
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ２7 45
P２ ２８ ３9
P３ ２9 ２4
P４ ３1 4８
P５ 4０×３1 51
P６ 57×4６ ６３
P７ ３7 5０
P８ ２5 ２9
P９ ２9 44

P６
1ａ　黒褐色土　1０ＹＲ３／1　土質均質。締まりあり。
1ｂ　1ａ層より締まり強い。
1ｃ　1ａ層に黒色土小ブロック、ローム小ブロックをわずか

に含む。
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号ピットに切られる。旧２２9号ピット。

１２号掘立柱建物　７－Ｋ～Ｍ－９～ 1０グリッドにある。

標高5３２．３ ～ 5３２．5ｍ。２間×２間の総柱建物で、東西

4．9６ｍ、南北4．94ｍ。ほぼ方形の平面形だが、北辺中央

の柱穴はやや北に張り出し、東辺中央の柱はやや東に張

り出している。また中央の柱は中柱を結ぶ線の交点より

北西方向にずれる。P６の所見では覆土は黒褐色土を主

体とする。明確な柱痕は認められていない。11、1３号掘

立柱建物と重複するが、新旧関係は不明。

P１　径２7ｃｍの胴張りの強い隅丸方形の平面形、断面形

は底部に小さな段を持つＵ字状。底面標高5３1．８5ｍ、深

さ45ｃｍ。

P２　径２８ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は上方に

開くＵ字状。底面標高5３２ｍ、深さ３9ｃｍ。

P３　径２9ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字状。

底面標高5３２．11ｍ、深さ２4ｃｍ。７号焼土を切る。

P４　径３1ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は深く狭

いＵ字状。底面標高5３２ｍ、深さ4８ｃｍ。

P５　4０×３1ｃｍの長円形の平面形、断面形はＵ字状。底

面標高5３1．99ｍ、深さ51ｃｍ。２２６号土坑と切り合う。

P６　57×4６ｃｍのゆがんだ扁円形の平面形、断面形は深

いＵ字状。底面標高5３1．9３ｍ、深さ６３ｃｍ。覆土は黒褐色

土を主体とする。

P７　径３7ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

標高5３1．9３ｍ、深さ49．5ｃｍ。

P８　径２5ｃｍのほぼ円形の平面形、断面形はＵ字状。底

面標高5３２．０7ｍ、深さ２9ｃｍ。P１－７	を結ぶ線から北に

ずれる。

P９　径２9ｃｍ。東部をピット状の攪乱に切られるが、ほ

ぼ円形の平面形、断面形は狭いＵ字状。底面標高5３1．9８

ｍ、深さ4３．5ｃｍ。P４－８	を結ぶ線から西に、P２－６

を結ぶ線から北にずれる。

１３号掘立柱建物　７－Ｋ～Ｍ－９～ 11グリッドにある。

標高5３２．２ ～ 5３２．5ｍ。２間×４間の南北棟だが、北辺

の中柱は54号土坑中にあって確認できない。東西4．7 ～

4．7２ｍ、南北9．６1 ～ 9．６9ｍ、東辺はＮ－６°－Ｗを示す。

P１　径２5ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３1．74ｍ、深さ5０ｃｍ。15６号土坑と切り合う。

P２　4０×３３ｃｍの偏円形の平面形、断面形は上方に開く

やや深い鍋状。壁面はやや崩れる。底面標高5３1．94ｍ、

深さ4０ｃｍ。

P３　径２7ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３1．9６ｍ、深さ３６ｃｍ。

P４　径３1ｃｍの円形の平面形、断面形は下部がややふく

れる弱い袋状。底面標高5３1．８３ｍ、深さ54ｃｍ。覆土中位

に角礫を含む。

P５　径２８ｃｍの円形の平面形、断面形はやや深い鍋状。

底面標高5３1．91ｍ、深さ49ｃｍ。

P６　径２６ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３1．97ｍ、深さ5２ｃｍ。19２号土坑と重複する。

P７　44×３２ｃｍの東西に長い長円形の平面形、断面形は

深い鍋状。底面標高5３1．91ｍ、深さ59ｃｍ。

第３２7図　1３号掘立柱建物柱穴配置模式図

第19表　1３号掘立柱建物

第５節　第４面の調査
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ２5 5０
P２ 4０×３３ 4０
P３ ２7 ３６
P４ ３1 54
P５ ２８ 49
P６ ２６ 5２
P７ 44×３２ 59
P８ 51 ６６
P９ ２9 55
P1０ ３5 49
P11 ２9 4３
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P８　径51ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は深い鍋

状。底面標高5３1．８３ｍ、深さ６６ｃｍ。覆土下位に角礫を含む。

P９　径２9ｃｍの胴張りのある隅丸方形の平面形、断面形

は深いＵ字状。底面標高5３1．８4ｍ、深さ55ｃｍ。

P1０　径３5ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字状。

底面標高5３1．91ｍ、深さ49ｃｍ。

P11　径２9ｃｍの形の平面形、断面形はＵ字状。底面標高

5３1．91ｍ、深さ4３ｃｍ。覆土中位に角礫を含む。

１号柵列　７－Ｎ－７～ 11グリッドにかけてある。標高

5３２．4 ～ 5３２．7ｍ。南北に延びる８本の柱穴列で延長9．7

ｍ、方位はＮ－３°－Ｅを示す。柱穴間距離は1．45 ～ 1．８８

ｍとややばらつく。南部P７は小さく浅く、P８	も他

に比して小さい。

P１　径３２ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３1．9６ｍ、深さ45ｃｍ。151号土坑と重複する。

P２　4０×３０ｃｍの長円形の平面形、断面形はＵ字状。底

面標高5３1．８２ｍ、深さ75ｃｍ。15２号土坑を切る。

P３　径３7ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字状。第３２８図　１号柵列　1／８０

第３２9図　１号柵列柱穴配置模式図

第２０表　１号柵列
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３２ 45
P２ 4０×３０ 75
P３ ３7 ６８
P４ 4０ ６０
P５ ３5 57
P６ ３８ 5２
P７ ２３×1８ 15
P８ ２7 ３7
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第３３1図　1６・17号掘立柱建物　1／６０

第３３０図　1６・17・1８号掘立柱建物　1／15０
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第３３２図　1６・17号掘立柱建物柱穴断面図　1／６０

1６号掘立柱建物

17号掘立柱建物
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1６号掘立柱建物
P１～６
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　細砂、小石が混ずる。柱痕。
２ａ　黄色細砂小ブロック、灰黄褐色小ブロックの混土。やや締まりあり。

一括埋土。
２ｂ　２ａ層より各ブロックが大きい。
２ｃ　２ａ層よりブロックが目立たない。黄色細砂に褐灰色土が混じる。
３　黒褐色土　1０ＹＲ３／1　小石を含む。黄色砂の小ブロックをわずかに

含む。締まりあり。
P７～ 1０
１　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ5／4　洪水砂混じり、締まりの弱い柱痕。
２ａ　黒色土ブロックと洪水砂、黄褐色土ブロックの混土。締まりあり。
２ｂ　２ａ層より洪水砂ブロックが多く混じる。
３　黄色洪水砂を多く含む。褐色土ブロックを含む。締まりあり。
4ａ　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　洪水砂の小ブロックを含む。締まりあり。
4ｂ　4ａ層より洪水砂が少なく、締まり強い。

17号掘立柱建物
P１～４
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　細砂、小石が混ずる。柱痕。
２ａ　黄色細砂小ブロック、灰黄褐色小ブロックの混土。やや締まりあり。

一括埋土。
２ｂ　２ａ層より各ブロックが大きい。
２ｃ　２ａ層よりブロックが目立たない。黄色細砂に褐灰色土が混じる。
３　黒褐色土　1０ＹＲ３／1　小石を含む。黄色砂の小ブロックをわずかに

含む。締まりあり。
４　明黄褐色ロームを主体とする。褐灰色土をわずかに含む。

P５
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。褐色粒子、橙色土粒

子をわずかに含む。
P６
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　白色粒子を多量に含む。褐色粒子をわずかに

含む。
２　黒褐色土　1０ＹＲ３／1　褐色粒子、橙色土粒子、橙色土ブロックをわ

ずかに含む。
３　暗褐色土　1０ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。褐色粒子をわずかに

含む。橙橙色土ブロックを少量含む。
P７　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／1　褐色粒子、橙色土粒子、橙色土ブロックをわ

ずかに含む。
２　暗褐色土　1０ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。褐色粒子をわずかに

含む。橙橙色土ブロックを少量含む。
P８
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　褐色粒子をわずかに含む。柱痕か。
２　暗褐色土　1０ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。褐色粒子をわずかに

含む。橙橙色土ブロックを少量含む。
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底面標高5３1．97ｍ、深さ６８ｃｍ。

P４　径4０ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字状。

底面標高5３1．9８ｍ、深さ６０ｃｍ。19６号土坑と重複する。

P５　径３5ｃｍの円形の平面形、断面形は碗状。底面標高

5３２．０4ｍ、深さ57ｃｍ。19３、２３０号土坑と重複する。

P６　径３８ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形はＵ字状。

底面標高5３２．０7ｍ、深さ5２ｃｍ。

P７　２３×1８ｃｍの涙滴形の平面形、断面形は浅く上方の

開いた鍋状。底面標高5３２．44ｍ、深さ15ｃｍ。

P８　径２7ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３２．２８ｍ、深さ３7ｃｍ。

１６号掘立柱建物　9８－Ｉ～Ｊ－19 ～ ２０グリッドにある。

標高5３２．75 ～ 5３２．9ｍ。２間×３間の東西棟の側柱建

物で、標高5３4．95 ～ 5３5．０4ｍにあり、長辺の方位はお

よそＮ－44°－Ｅを示す。東北－南西方向の長辺は4．99 ～

5．０２ｍ、短辺は２．２4 ～ ２．３３ｍ。柱穴覆土はにぶい黄褐

色土を主体とし、締まりの弱い柱痕を残すものがある。

17号掘立柱建物と重なる位置にあり、1６号掘立柱建物の

ほうが新しい。

P１　径4８ｃｍの稜をもった六角形に近い円形の平面形、

断面形は鍋状。底面標高5３4．7３ｍ、深さ３5ｃｍ。埋土は黄

色細砂や灰黄褐色土ブロックの混土および黒褐色土。中

央に灰黄褐色土で埋まる柱痕がある。

P２　径54ｃｍの稜をもった六角形に近い円形、断面形は

碗状。底面標高5３4．６7ｍ、深さ３7ｃｍ。黄色細砂や灰黄褐

色土ブロックの混土を主体とする。17号掘立柱建物P１

を切る。

P３　54×６６ｃｍの稜をもった六角形に近い円形で、中

段を持って南東に張り出す。断面形は鍋状。底面標高

5３4．7２ｍ、深さ２８ｃｍ。黄色砂や灰黄褐色土ブロックの混

土および灰黄褐色土を主体とする。

P４　長径54ｃｍの稜をもった六角形に近い偏円形、断面

形は鍋状。底面標高5３4．６4ｍ、深さ３２ｃｍ。黄色砂や灰黄

褐色土ブロックの混土および灰黄褐色土を主体とし、柱

痕に灰黄褐色土が入る。

P５　長径57ｃｍの稜をもった六角形に近い偏円形、断面

形は碗状。底面標高5３4．６9ｍ、深さ２６ｃｍ。黄色砂や灰黄

褐色土ブロックの混土を主体とする。下位に角礫が入る。

P６　径4８ｃｍの稜をもった六角形に近い円形で、中段を

持って南東に張り出す。断面形は底部に凹凸のある鍋状。

底面標高5３4．６7ｍ、深さ２9ｃｍ。黄色砂や灰黄褐色土ブロッ

クの混土および灰黄褐色土を主体とし、柱痕に灰黄褐色

土が入る。

P７　径51ｃｍの円形の平面形、断面形は深い碗状ないし

鍋状。底面標高5３4．7ｍ、深さ３9ｃｍ。黒色土、黄褐色土

ブロックと洪水砂ブロックの混土を埋土とする。柱痕に

締まりの弱いにぶい黄褐色土が入る。

P８　径51ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面に

柱痕の凹みがある。底面標高5３4．7３ｍ、深さ44ｃｍ。黒色

土、褐色土ブロックと洪水砂ブロックの混土を埋土とす

る。柱痕に締まりの弱いにぶい黄褐色土が入る。

P９　径51ｃｍの円形の平面形、断面形は上部の開いたＵ

字状。底面標高5３4．75ｍ、深さ4２ｃｍ。褐色土ブロックと

洪水砂の混土を埋土とする。柱痕に締まりの弱いにぶい

黄褐色土が入る。

P1０　径57ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

第３３３図　1６号掘立柱建物柱穴配置模式図 第３３4図　17号掘立柱建物柱穴配置模式図

第２1表　1６号掘立柱建物 第２２表　17号掘立柱建物

第５節　第４面の調査
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ 4８ ３5
P２ 54 ３7
P３ 54×６６ ２８
P４ 54 ３２
P５ 57 ２６
P６ 4８ ２9
P７ 51 ３9
P８ 51 44
P９ 51 4２
P1０ 57 ６1

径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ３６ ３9
P２ 45 ３9
P３ 4６．5 4２
P４ 4８ ３８
P５ 45 55
P６ 51 51
P７ ３9 5３
P８ ２３×1８ 54
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第３３5図　1８号掘立柱建物　1／６０

第３３６図　1８号掘立柱建物柱穴配置模式図

第２３表　1８号掘立柱建物

第２章　調査された遺構と遺物
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１ ２1 ２5
P２ ２4 ２1
P３ ２4 ５
P４ ９ ７
P５ ２7 ２9
P６ ２4 ３9
P７ ３０ ３7
P８ ２5．5 ２６

1８号掘立柱建物
1ａ　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　ローム小ブロックをわずかに含む。
1ｂ　1ａ層にわずかにロームを混じる。小石を含む。締まりあり。
２　ロームブロックと褐灰色土の混土。締まりあり。
３　黒色土　1０ＹＲ２／1　粘性強い。わずかに小石を含む。
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標高5３4．59ｍ、深さ６1ｃｍ。黒色土ブロックと洪水砂ブロッ

クの混土を埋土とする。柱痕に締まりの弱いにぶい黄褐

色土が入る。

１７号掘立柱建物　9８－Ｉ～Ｊ－19 ～ ２０グリッドに1６号掘

立柱建物と重複してある。標高5３4．95 ～ 5３5．０4ｍ。１

間×２間の東西棟の側柱建物。東北－南西方向の長辺は

５ｍ、短辺は３．３ｍで、北西列が東にずれて、平面形は

平行四辺形となる。柱穴覆土はにぶい黄褐色土を主体と

し、締まりの弱い柱痕を残すものがある。

P１　径３６ｃｍの稜をもった六角形に近い円形の平面形、

断面形は上部のやや開くＵ字状。底面は礫に当たる。底

面標高5３4．６２ｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は下層に黒褐色土があ

り、上層に黄色細砂、灰黄褐色土ブロックの混土がある。

P２　径45ｃｍの稜をもった六角形に近い円形の平面形、

断面形はゆがんだ深い鍋状。底面標高5３4．６1ｍ、深さ３9

ｃｍ。覆土は下層に黒褐色土があり、柱痕状に黄色細砂、

灰黄褐色土ブロックの混土が入るが締まっており、一括

埋土と判断されている。

P３　径4６．5ｃｍの稜をもった六角形に近い円形の平面

形、断面形は深い鍋状。底面標高5３4．5３ｍ、深さ4２ｃｍ。

覆土は下層に黄色細砂、灰黄褐色土ブロックの混土があ

り、上層に黒褐色土が載る。底部に接して礫が入る。

P４　径4８ｃｍの稜をもった六角形に近い円形の平面形、

断面形は底部の凹凸が激しく、東側が一段深い鍋状。底

面標高5３4．5６ｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は下層および上下に延

びる柱痕状に黄色細砂、灰黄褐色土ブロックの混土が入

り、上層に黒褐色土が入る。

P５　径45ｃｍの偏円形の平面形、断面形は深い鍋状。底

面標高5３4．57ｍ、深さ55ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体とする。

P６　径51ｃｍの偏円形の平面形、断面形は幅の広いＵ字

第３３7図　２4号掘立柱建物　1／６０ 第３３８図　２4号掘立柱建物柱穴配置模式図

第２4表　２4号掘立柱建物

第５節　第４面の調査
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径 深さ
P１(7８9号ピット) ３３ ２1
P２(79０号ピット) ２7 ３２
P３(791号ピット) ２1 ２7
P４(79２号ピット) ２7 1２
P５(79３号ピット) ２２．5 ２２
P６(794号ピット) ２２．5 17



53
1.
6

531.5

53
1.
4

53
1.
3

53
1.
1

53
1.
2

531
.0

530
.9

530.8
530
.7

53
0.
6

25号掘立柱建物

26号掘立柱建物

850土42

1

25

NOPQR
０ ５ｍ１: 150

状。底面標高5３4．６２ｍ、深さ51ｃｍ。覆土は黒褐色土を主

体とし、柱痕状に暗褐色土が入る。1６号掘立柱建物P８

に切られる。

P７　径３9ｃｍの偏円形の平面形、断面形は壁中位が膨ら

む弱い袋状。底面標高5３4．６３ｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は下層

に暗褐色土、上層が黒褐色土を主体とする。1６号掘立柱

建物P９に切られる。

P８　２３×1８ｃｍの長円形の平面形、断面形はＵ字形か。

底面標高5３4．６1ｍ、深さ54ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体と

し、柱痕状に黒褐色土が入る。1６号掘立柱建物P1０に切

られる。

１８号掘立柱建物　9８－Ｋ～Ｍ－２1 ～ ２３グリッドにある。

標高5３4．5８ ～ 5３5．０5ｍ。２間×２間の総柱の南北棟で、

長軸はＮ－２３°－Ｗを示す。東辺長６．77ｍ、西辺長7．1ｍ、

南辺長4．８9ｍ、北辺長4．２7ｍで北辺が短く、西辺の中柱

が東に寄るためゆがんだ台形状の平面形を示す。また、

中柱は南によることになるが、南辺のP３、４はごく小

さく、浅いもので他の柱穴とは異なる。明確な柱痕は残っ

ておらず、覆土は黒褐色土やロームブロックを含む褐灰

色土を主体とする。

P１　径２1ｃｍの円形の平面形、断面形は深い鍋状。底面

標高5３4．６３ｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は下位に黒色土、中位以

上は黒褐色土を主体とする。

P２　径２4ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３4．7ｍ、深さ２1ｃｍ。覆土は黒褐色土を主体とする。

P３　径２4ｃｍの円形の平面形、断面形は浅い皿状。底面

標高5３4．9２ｍ、深さ５ｃｍ。覆土はロームブロックと褐灰

色土の混土。

P４　径９ｃｍの円形の平面形、断面形は浅い碗状。底面

標高5３4．9３ｍ、深さ７ｃｍ。

P５　径２7ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面標

高5３4．74ｍ、深さ２８．5ｃｍ。覆土はロームブロックと褐灰

色土の混土。

P６　径２4ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状に近いが、

底面に礫が当たる。底面標高5３4．６1ｍ、深さ３9ｃｍ。覆土

はロームブロックと褐灰色土の混土。

P７　径３０ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状に近いが、

底面に礫が当たる。底面標高5３4．5８ｍ、深さ３7ｃｍ。覆土

は黒褐色土を主体とする。

P８　径２5．5ｃｍの円形の平面形、断面形はＵ字状。底面

標高5３4．６ｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は黒褐色土を主体とする。

P９　径２4ｃｍの円形の平面形、断面形は鍋状。底面標高

5３4．7６ｍ、深さ２３ｃｍ。覆土は下位に黒色土、中位以上は

ロームブロックと褐灰色土の混土を主体とし、中央に柱

痕状に黒褐色土が入る。

２４号掘立柱建物　97－Ｒ～Ｓ－２～４グリッドにある。標

高5３６．5２ ～ 5３６．7６ｍ。２間×１間の側柱の南北棟で、

長軸はＮ－８°－Ｗを示す。東辺長4．６６ｍ、西辺長4．7０ｍ、

南辺長３．14ｍ、北辺長３．4８ｍでほぼ長方形の平面形だが、

南辺が短く、両側の中柱がやや内側に寄る。明確な柱痕

第３３9図　２5・２６号掘立柱建物位置図　1／15０

第２章　調査された遺構と遺物

296
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第３4０図　２5号掘立柱建物　1／６０

第３41図　２5号掘立柱建物柱穴配置模式図

第２5表　２5号掘立柱建物
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１(８71号ピット) 4２ ３7
P２(８６9号ピット) 54×３３ ３８
P３(８６4号ピット) 45 5２
P４(８57号ピット) ３６ 47
P５(８44号ピット) 51 4６
P６(８３7号ピット) ３9 ８4
P７(８３６号ピット) 45 ３０
P８(８３３号ピット) 51 47

P９ 1８ ７
P1０(８３２号ピット) ２1 ７
P11(８３1号ピット) ２4 1２

P1２ 1８ ２
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は残っていない。

P１(7８9号ピット)　径３３ｃｍの円形の平面形、断面形は

中央が柱痕状にくぼんだ鍋状。底面標高5３６．5３ｍ、深さ

２1ｃｍ。

P２(79０号ピット)　径２7ｃｍの円形の平面形、断面形は

Ｕ字状。底面標高5３６．３5ｍ、深さ３２ｃｍ。

P３(791号ピット)　径２1ｃｍの円形の平面形、断面形は

Ｕ字状。底面標高5３６．３６ｍ、深さ２7ｃｍ。

P４(79２号ピット)　径２7ｃｍの円形の平面形、断面形は

底面に凹凸のある鍋状。底面標高5３６．３9ｍ、深さ1２ｃｍ。

P５(79３号ピット)　径２２．5ｃｍの円形の平面形、断面形

は鍋状。底面標高5３６．３7ｍ、深さ２２ｃｍ。

P６(794号ピット)　径２２．5ｃｍの円形の平面形、断面形

はＵ字状。底面標高5３６．5ｍ、深さ17ｃｍ。

２５号掘立柱建物　9６－P～Ｒ－２4 ～ ２5、６－P～Ｒ－１グ

リッドにある。標高5３1．３5 ～ 5３1．5６ｍ。３間×１間の

南北棟の母屋の西に庇が付属する。方位はおよそＮ－２０

～ ２６°－Ｗを示す。東辺長６．６３ｍ、西辺長６．4８ｍ、南辺

長4．６６ｍ、北辺長4．２２ｍ。庇の出は０．６８ ～ ０．８9ｍ。西

側列は柱間が２．14 ～ ２．17ｍと揃うが、東側列では南北

が２．4２、２．３６ｍなのに対し中間が1．８5ｍと狭い。ピット

の密集地に当たる。

P１(８71号ピット)　径4２ｃｍの円形の平面形、断面形は

深い鍋状。底面標高5３０．9８ｍ、深さ３7ｃｍ。８7２号ピット

と重複する。

P２(８６9号ピット)　54×３３ｃｍの東西に長い扁円形の

平面形、断面形は上部がやや開く深い鍋状。底面標高

5３０．94ｍ、深さ３８ｃｍ。

P３(８６4号ピット)　径45ｃｍの円形の平面形、断面形は

深いＵ字状。底面標高5３０．7３ｍ、深さ5２ｃｍ。

P４(８57号ピット)　径３６ｃｍの円形の平面形、断面形は

深い鍋状。底面標高5３０．６３ｍ、深さ47ｃｍ。

第３4２図　２６号掘立柱建物　1／６０ 第３4３図　２６号掘立柱建物柱穴配置模式図

第２６表　２６号掘立柱建物

第２章　調査された遺構と遺物
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)
P１(８８６号ピット) ２7 ８

P２ ３4．5 ９
P３ ３０ 11
P４ ２4．６ 1２

P５(８８4号ピット) ２６．4 1６
P６(８８5号ピット) ２7 ８
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P５(８44号ピット)　径51ｃｍの円形の平面形、断面形は

深く幅の広いＵ字状。底面標高5３1．０5ｍ、深さ4６ｃｍ。

８45号ピットと重複する。

P６(８３7号ピット)　径３9ｃｍの円形の平面形、断面形は

狭く深いコ字状。上部がやや開く。底面標高5３０．６６ｍ、

深さ８4ｃｍ。

P７(８３６号ピット)　径45ｃｍの円形の平面形、断面形は

鍋状。底面標高5３1．２ｍ、深さ３０ｃｍ。

P８(８３３号ピット)　径51ｃｍの円形の平面形、断面形は

深く幅の広いＵ字状。底面標高5３1．０7ｍ、深さ47ｃｍ。

８３4号ピットと重複する。

P９　径1８ｃｍの円形の平面形、断面形は浅いコ字状。底

面標高5３1．4８ｍ、深さ７ｃｍ。

P1０(８３２号ピット)　径２1ｃｍの円形の平面形、断面形は

浅い碗状。底面標高5３1．4６ｍ、深さ７ｃｍ。

P11(８３1号ピット)　径２4ｃｍの円形の平面形、断面形は

北に傾く狭いＵ字状。底面標高5３1．２1ｍ、深さ1２ｃｍ。

P1２　径1８ｃｍの円形の平面形、断面形は浅い皿状。底面

標高5３1．5２ｍ、深さ２ｃｍ。

２６号掘立柱建物　６－Ｍ～Ｏ－１・２グリッドにある。標

高5３０．9３ ～ 5３０．６２ｍ、２間×１間の東西棟の側柱建物。

南辺はおよそＮ－８０°－Ｅを示す。東辺長２．95ｍ、西辺長

３．０６ｍ、南辺長4．３5ｍ、北辺長4．5８ｍ。

P１(８８６号ピット)　径２7ｃｍのゆがんだ円形の平面形、

断面形は鍋状。底面標高5３０．54ｍ、深さ８ｃｍ。

P２　径３4．5ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は碗状。

底面標高5３０．６7ｍ、深さ９ｃｍ。

P３　径３０ｃｍのゆがんだ円形の平面形、断面形は碗状。

底面標高5３０．８ｍ、深さ11ｃｍ。

P４　径２4．６ｃｍの円形の平面形、断面形は碗状。底面標

高5３０．８ｍ、深さ1２ｃｍ。

P５(８８4号ピット)　径２６．4ｃｍの胴張りのある隅丸方形

の平面形、断面形は逆台形。底面標高5３０．６ｍ、深さ1６ｃｍ。

P６(８８5号ピット)　径２7ｃｍの円形の平面形、断面形は

逆台形。底面標高5３０．57ｍ、深さ８ｃｍ。

１号竪穴建物　97－Ｖ・Ｗ－２３・２4グリッドにある。標高

5３4．２4 ～ 5３4．０６ｍ。東西長３．２7ｍ、南北確認長4．1８ｍ。

南辺は調査区界で確認できなくなるが、隅丸長方形の平

面形と思われる。深さ８～ 1６ｃｍ。覆土は暗褐色土を主

体とし、焼土や炭化物は見られない。第４面畑第１区画

東部にあたり、畑耕作土の下位にあたるものと思われる。

出土遺物はない。

第３44図　１号竪穴建物　1／６０

第５節　第４面の調査
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１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を少量含
む。褐色粒子、橙色土粒をわずかに含む。
鉄分凝集がある。
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　第６項　焼土・集石・列石

焼土遺構　調査区北東部に多くある。２7号、２８号は周辺

遺構の乏しい地区にあるが、２9・３4号焼土、３０ ～ ３３号

焼土はピットや土坑の集中地点内にあって、それぞれ近

接した場所にまとまっている。地山のロームがその場で

焼土化したものと、持ち込まれたローム土が焼土化した

もの、焼土ブロックが黒色土、黒褐色土の地山中に含ま

れるものの３形態がある。47号焼土は調査区南部にあっ

て、黒色の灰の広がりとして認められるものである。

２７号焼土　７－Ｄ－４グリッド　周囲に遺構の乏しい地点

に孤立的にある。確認面の標高5３２．9０ｍ。径２7～ ３０ｃｍほ

どの不整円形の範囲に焼土ブロックが含まれている。浅い

皿状の凹み内にあって、写真で見ると底面は周辺土壌より

黒みが強い。焼土の最大厚みは３ｃｍほどあるが、焼土化の

度合いから見てブロックが横転した状態と思われる。

２８号焼土　６－Ｘ－４グリッド　周囲に遺構の乏しい地点

に孤立的にある。確認面の標高5３２．4６ｍ。ブロック状の焼

土を中心に径5０ｃｍほどの範囲で焼土の不定形斑が含まれて

いる。ブロックの最大厚みは９ｃｍほどあり、中央部が強く

赤化する。周辺土壌には炭化物片が含まれている。

２９号焼土　７－Ｈ－９グリッド　ピットが集中する地点に

あり、497号ピットに切られる。北西1．２ｍほどに３4号焼

土がある。確認面の標高5３２．０８ｍ。全体が把握できない

が、東西０．5ｍ、南北０．45ｍほどの範囲にある。明確な

輪郭を追うことはできず、平面形は不定形、最大厚みは

７ｃｍほどあって、上部および北部が強く赤化している。

掘り込みは確認できないが、周囲の土坑は黒褐色土で、

他から持ち込まれたローム土が焼土化したものと見られ

る。炭化物は認めらていない。

３０号焼土　７－Ｆ－1０グリッド　ピット、土坑の密集地に

当たり、5３８号ピットの上面に乗る。また、北１ｍほどに

３1号焼土、北東1．８ｍに３２号焼土、３ｍに３３号焼土がある。

確認面標高5３1．99ｍ。径5０ｃｍほどの不定形の範囲内に焼

土が分布する。分布範囲の中央に黒褐色土があり、これ

を取り巻くように焼土の赤化の強い部分が見られ、外側

では焼土化が弱くなる。炭化物は観察されていない。

３１号焼土　７－Ｆ－1０グリッド　ピット、土坑の密集地に

第３45図　第４面焼土・集石・列石位置図　1／２０００

第２章　調査された遺構と遺物
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当たり、59８号ピットに接する。また、南１ｍほどに３０

号焼土、東０．６ｍに３２号焼土、北東1．２ｍに３３号焼土があ

る。確認面標高5３1．８5ｍ。75×55ｃｍほどの範囲で厚さ1０

ｃｍほどに渡って地山ロームが焼土化している。上面はや

やくぼんで暗褐色土が堆積する。暗褐色土中に細かい炭

化物片がわずかに含まれる。

３２号焼土　７－Ｆ－1０グリッド　ピット、土坑の密集地に

当たり、5３６号ピットに切られる。また、西０．６ｍに３1号

焼土、北１ｍに３３号焼土がある。確認面標高5３1．８5ｍ。

大半を5３６号ピットに切られるため全体は把握できない

が、径３5ｃｍほどの範囲で地山ロームが焼土化していたも

のと思われる。炭化物は認められないが、5３６号ピット

覆土に斑状の焼土や炭化物片が含まれる。

３３号焼土　７－Ｆ－11グリッド　ピット、土坑の密集地に

当たる。また、南西1．２ｍに３1号焼土、南１ｍに３２号焼

土がある。確認面標高5３1．9８ｍ。径4０ｃｍほどの範囲で、

最大厚さ９ｃｍほどに渡って地山ロームが焼土化してい

る。顕著な炭化物は認められないが、周辺土壌に小さな

炭化物片が含まれる。

３４号焼土　７－Ｉ－９・1０グリッド　ピットが集中する地

点である。南東1．２ｍほどに２9号焼土がある。確認面の

標高5３２．14ｍ。長軸長45ｃｍ、短軸長２０ ～ ３２ｃｍほどの瓢

箪形の範囲内に焼土が不定形の斑状に含まれる。最大厚

は４ｃｍほどである。周辺土壌には細かい炭化物片が含ま

れている。

４７号焼土　97－Ｃ－５グリッド　１号溝と17号溝の分岐点

にあり、１号溝が埋設された後に作られた４号列石の西

にある。確認面の標高5３６．０３ｍ。およそ１ｍ四方の範囲

に黒色の灰が認められるもので、面的に広がるあるいは

塊状をなす焼土や顕著な炭化物は認められない。

集石遺構　円形掘り方内に礫が集中するもので、調査区

西端近くにある1０号集石を除くと、８号集石、２～７号

集石、1３ ～ 1８号集石が７－Ｆ～Ｎ－５～７グリッドにあ

る弱い谷状地をなぞるように、東西に並ぶ。２～７号集

石は掘り方上面が接して一連の土坑状をなし、西にやや

離れる８号集石とともに７～９・15号掘立柱建物と11

～ 1３号掘立柱建物の間にある。1３ ～ 1８号集石も接する

ように並んでいて、こちらは以南の遺構が極端に乏しく

なる境界を形成しているかに見える。

２～７号集石　７－Ｌ－６・７グリッドに東西9．7ｍに渡っ

て連続する集石群。６・７号集石は５号集石の東にあり、

確認面では切り合っていないが、５－６号集石間は３０ｃｍほ

どしかなく、一連のものとして考えて良いだろう。新旧関

係は把握されていないが、３号集石が２号集石を一部壊し、

４号集石の上に乗るとの所見がある。２・３号集石は谷状

地の先端、谷頭部分にあたり、さらに掘り方も浅くてロー

第３4８図　２9号・３4号焼土　1／６０

第３4６図　２7号焼土　1／６０

第３47図　２８号焼土　1／６０

３4号焼土２9号焼土
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１　明赤褐色土　5ＹＲ６／８　白色粒
子、褐色粒子をわずかに含む。
焼けが激しい。

１　にぶい赤褐色土　5ＹＲ4／３　焼土粒、白色粒子、褐色粒子をわずかに含む。
２　明赤褐色土　5ＹＲ６／８　白色粒子、褐色粒子をわずかに含む。焼けが激しい。
３　にぶい赤褐色土　5ＹＲ5／３　焼土粒を少量含む。白色粒子、褐色粒子をわず

かに含む。

３4号焼土
１　黄橙色土　1０ＹＲ８／６　焼土粒を多く含む。褐色粒をわずかに含む。
２9号焼土
１　明赤褐色土　5ＹＲ６／８　白色粒子、褐色粒子をわずかに含む。焼けが激しい。
２　にぶい赤褐色土　5ＹＲ4／３　焼土粒、白色粒子、褐色粒子をわずかに含む。
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ムには達しないため、他より一段高い位置にある。４～６

号集石はロームを掘り込んで深い。７号集石は浅く、内部

の礫もまばらである。

２号集石　径1．８６ｍの円形掘り方内に比較的大ぶりの亜角

礫、円礫が平坦に置かれる。底面標高5３２．３６ｍ、深さ３4ｃｍ。

３号集石　径２．1ｍほどの掘り方があったものと思われ、

中央近くに比較的大ぶりの亜角礫が壁に立てかけられる

ように配される。底面標高5３２．２9ｍ、深さ54ｃｍ。

４号集石　３つの集石が重複している。北部(a)は径1．

9２ｍほどの円形土坑内に比較的大ぶりの円礫が入るもの

で、底面標高5３２．14ｍ、深さ３６ｃｍ。南部(b)は一段深く

掘り込まれていて、底面標高5３1．79ｍ、深さ71ｃｍ。小ぶ

りの亜角礫、円礫が集積される。掘り方の平面形は東西1．

14ｍ、南北1．5ｍほどの長円形を呈したものと思われる。

東部の５号集石との間にも径1．5ｍほどの掘り方があっ

て(ｃ)、ここでもやや小ぶりの亜角礫、円礫の集石が見

られるが、密度は低い。平面的にはa→ｃ→b→３号集

石という新旧関係が考えられる。

５号集石　南北２．5ｍ、東西２ｍの卵形の掘り方内に、

西部にはやや大型の亜角礫、円礫、東部には小ぶりの礫

が集積される。底面標高5３1．74ｍ、深さ６６ｃｍ。

６号集石　径1．5ｍほどの円形掘り方内に大ぶりの円礫

や亜角礫が集積される。底面標高5３1．８８ｍ、深さ5２ｃｍ。

７号集石　径1．4ｍほどの円形掘り方内に比較的小ぶり

の亜角礫が入れられるが、密度は低い。底面標高5３２．０9

ｍ、深さ２1ｃｍ。

８号集石　７－Ｎ－６グリッド　２号集石の南西２ｍにあ

たり、15号掘立柱建物P１が南１ｍにある。径1．4ｍほ

第３49図　３０号～ ３３号焼土　1／６０

第３5０図　47号焼土　1／６０

３０号焼土 ３1号焼土

３２号焼土 ３３号焼土
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３０号焼土
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、黄橙色土粒、焼土粒をわずかに含む。
２　黄橙色土　1０ＹＲ８／６　焼土粒を多く含む。褐色粒をわずかに含む。
３1号焼土
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　焼土粒を少量含む。白色粒、黄橙色土粒をわ

ずかに含む。
２　黄橙色土　1０ＹＲ８／６　黄橙色土を多く含む。大部分赤化。
３２号焼土
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　焼土粒、白色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　黄橙色土　1０ＹＲ８／６　焼土粒を多く含む。褐色粒をわずかに含む。
３３号焼土
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　焼土粒、白色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　黄橙色土　1０ＹＲ８／６　白色粒、褐色粒をわずかに含む。大部分赤化。
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第３5２図　２～７号集石　1／６０　　

第３51図　２～９・1３ ～ 1８号集石　1／２００
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４号集石
１　灰褐色土　7．5ＹＲ5／２　白色粒をわずかに含む。
７号集石
１　灰褐色土　7．5ＹＲ5／２　白色粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒、黒色土をわず

かに含む。
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第３54図　９号集石　1／６０

第３5３図　８号集石　1／６０

第３55図　1０号集石　1／６０

第３5６図　1３号集石　1／６０
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１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ロームを含む。
炭化物をわずかに含む。土質均質。

１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ロームを含む。炭
化物をわずかに含む。土質均質。

１　Ａｓ－Ａ降下軽石。
２　鉄分凝集。
３ａ　褐灰色土　1０ＹＲ5／1　白色軽石、小石を混じる。炭化物をわずかに

含む。ざらついた層。
３ｂ　３ａ層に似るが白色軽石、小石を含まない。黄白色シルト質土(洪水砂)

を含む。
４　黄白色洪水砂。
５　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　黄色小ブロック、小石をわずかに含む。炭化

物が点在する。
６　灰黄褐色土に礫と炭化物が混じる。
７　青灰色粘質土。
８　黒褐色土　1０ＹＲ２／２　白色粒を含む。細粒。土質均質。
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どのゆがんだ円形の掘り方内に比較的小ぶりの円礫、亜

角礫が入れられる。壁際の礫は壁に沿って置かれる。壁

面には礫による圧縮変形痕が見られ、強い圧力を感じさ

せる。底面標高5３２．54ｍ、深さ２６ｃｍ。

９号集石　７－Ｉ・Ｊ－５・６グリッド　調査区界にあっ

て全体が把握できないが、南北確認長８．9ｍ、東西確認

長２．5ｍほどの方形掘り込みの南西隅部が確認されて

いる。長軸方位はＮ－1０°－Ｅ、確認面標高は5３２．15 ～

5３２．57ｍ、深さ1３ ～ 4８ｃｍ。この中に比較的大ぶりの角

礫とやや小ぶりの亜角礫、円礫が入る。土層断面の観察

によるとれらの礫は３者に分けられる。掘り込み南端に

集中する礫は、覆土の中位の５層下部から６層上部に含

まれるものと思われる。掘り込み北端近くにも５層下部

に礫の集中が見られ、掘り込みの埋設過程で集積された

ものと見られる。底面を覆う覆土７層にも確認範囲の中

央近くに比較的小ぶりの礫が含まれる。また、１層Ａｓ－Ａ

降下軽石を切る土坑状の掘り込み内に礫が集積される状

況も確認されている。

１０号集石　9８－Ｑ－14グリッド　周囲には土坑、ピットが

点在し、東の３45号土坑、北の２49号ピットまでそれぞれ

３．5ｍほどある。確認面標高5３5．41ｍ。長径1．２ｍ、短径

０．9６ｍ、深さ９ｃｍの東西に長い長円形の掘り方内に比較的

大ぶりの亜角礫が入るが、密度は低い。覆土は灰黄褐色土。

１３ ～ １８号集石　７－Ｆ～Ｉ－６・７グリッドにある弱い

谷状地の底部に、東西1０．4ｍに渡って並ぶ。２～７号集

石と同じく円形掘り方内に礫が入るもので、地形的にも

連続しているが、７号集石と1６号集石の間は８．８ｍほどあ

る。また、15号、1８号は接するものの他はそれぞれがや

や離れている。また、1６号集石以外は掘り込みも浅い。

１３号集石　径1．47ｍほどの円形掘り方内に比較的大ぶり

の亜角礫、円礫と小ぶりの亜角礫、円礫が重なって入る。

底面標高5３1．８３ｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体と

し、炭化物をわずかに含む。西の14号集石まで1．８ｍ。

１４号集石　径1．００ｍほどの円形掘り方内に比較的大ぶり

の亜角礫と小ぶりの亜角礫、円礫が入るが密度は低い。

底面標高5３1．８８ｍ、深さ1８ｃｍ。西1．３８ｍに15号集石があ

る。中間に６17号土坑があって、上端間は３０ｃｍほどしか

離れていない。

１５号集石　径1．２9ｍほどの円形掘り方内に比較的大ぶり

の亜角礫、加工された切り石、臼などが入る。底面標高

5３1．８０ｍ、深さ２６ｃｍ。壁はあまり開かずに直立する。覆

土は下層が暗褐色土、上層が褐色土を主体とする。1８号

第３57図　14 ～ 17号集石　1／６０

15号集石

1６号集石 1８号集石
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15号集石
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、褐色粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。白色粒、黄

橙色粒をわずかに含む。
1６号集石
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、黄橙色粒をわずかに含

む。
1８号集石
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、褐色粒をわずかに含む。
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第３5８図　集石出土遺物
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２号集石１（1／６）
２号集石２（1／4）

３号集石１（1／4）

３号集石２（1／4）
３号集石３（1／２）

３号集石４（1／６）

４号集石１（1／4）

15号集石１（1／1０）
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集石が北に接し、西１ｍに17号集石がある。東の６17号

土坑との間は２０ｃｍほどしかない。

１６号集石　径1．００ｍほどの円形掘り方内に比較的大ぶり

の円礫、亜角礫と小ぶりの亜角礫、石臼片などが入る。

底面標高5３1．８1ｍ、深さ２２ｃｍ。東０．８ｍに17号集石がある。

１７号集石　径０．9３ｍほどの円形掘り方内に比較的小ぶり

の亜角礫、円礫が入る。他の集石より密度が高い。底面

標高5３1．８5ｍ、深さ11ｃｍ。

１８号集石　径０．9６ｍほどの円形掘り方内に大ぶりの角礫

が入る。中小の礫はない。掘り方の壁は開かずに直立す

る。底面標高5３1．77ｍ、深さ２３ｃｍ。覆土は褐色土を主体

とする。東の６17号土坑まで６０ｃｍ。

４号列石　97－Ｂ－４・５グリッド　１号溝と17号溝の分

岐点にあり、１号溝が埋設された後に作られものである。

東に47号焼土が接するようにある。石列は下位の１号溝

東縁を南北になぞるように南北に延びる平行する２条の

石列と、17号溝の南縁に沿う石列の２者がある。前者は

長1．８ｍ、東西石列の間は２1 ～ ３０ｃｍほどで、水路の側壁

を思わせる。後者は長２．4ｍほど確認されていて、これ

も17号溝の後継水路の上縁を綴ったものではないかと思

われる。

５号列石 　97－Ｄ・Ｅ－４グリッド　２5号溝の南縁に沿っ

て東西方向に並べる列と、これに直交して円礫が南北方

向に並ぶ列がある。前者は延長３ｍ間に北側の面をそろ

えた平坦な角礫が５石並ぶもので、列西端の礫は51×３６

ｃｍほどの大きさである。２5号溝の壁石の一部が残ったも

のと思われる。後者は前者の西から３石目の上に乗る大

ぶりの亜角礫を起点に、長さ２０ ～ ３０ｃｍほどの円礫が５

石並ぶ。各石の間は離れていて、前者のような構造は形

成しない。２5号溝と１号溝の間にあたり、両溝間を横断

するように並んでいて、南端の礫は１号溝側に傾斜する。

周辺にはやや小ぶりの礫が散在する。

第３６０図　５号列石　1／６０

第３59図　４号列石　1／６０

第５節　第４面の調査

307



11

16

6

11

16

Y=
-1
01
80
0

Y=
-1
01
78
0

Y=
-1
01
76
0

Y=
-1
01
74
0

Y=
-1
01
72
0

Y=
-1
01
70
0

Y=
-1
01
68
0

Y=
-1
01
66
0

Y=
-1
01
64
0

Y=
-1
01
62
0

Y=
-1
01
60
0

Y=
-1
01
58
0

Y=
-1
01
56
0

X=60940

X=60960

X=60980

X=61000

X=61020

X=61040

X=61060

Y=
-1
01
54
0

Y=
-1
01
52
0

A AFKPU AFKPU PU FK

6

X=60900

X=60920

1

21

21X=60880

1

4

3

2

1

０ 100ｍ１: 2000

　第７項　土坑・ピット

　この面では墓坑を含む土坑、ピットが多数調査されて

いる。分布は偏在的であり、下図に示した４地点に集中

する。

　部分図１は調査区西北部で、第３面では畑痕跡と円形

土坑、狭長な溝状土坑が認められた部分である。この面

では円形、楕円ないし長円形の土坑とピットが散在する。

第２面の７号道・１号水路以北に限定され、以南に畑遺

構が残されるのとは対照的なあり方を示す。また1６号、

17号掘立柱建物の周辺や1８号掘立柱建物との間には分布

しない。ピットはこの中でも西部に集中し、土坑はこの

ピット集中部を挟んで西寄りの群と東寄りの群に分かれ

るようである。土坑の軸方向は一定せず、配置にも明確

な規則性は観取できない。

　部分図２は調査区東よりで、やはり第２面７号道・１

号水路以北に相当する。第２面では畑があり、第３面で

は微弱な畑痕跡や狭長な土坑が散在した部分であるが、

この面では掘立柱建物群とともに、土坑やピットが高い

密度で認められる。土坑は長方形、方形のものが円形土

坑より多い。墓坑もこの部分の西寄りに多い。一方、溝

状の土坑は見られない。掘立柱建物群から離れるにつれ

て土坑、ピットの密度は低下し、第３面で円形土坑が多

く認められた第２面寺院相当部には土坑、ピットは認め

られなくなる。

　部分図３・４は調査区南東部で、第３面では畑痕跡が

部分的に認められている。部分図３ではでは特にピット

の密集部分を示したが、建物として組み合うものは認め

られていない。部分図４にかけては東西方向、南北方向

それぞれに長軸を持つ狭長な溝状の土坑が見られる。南

北方向を示すものは畑遺構の畝間溝と方向をそろえてお

り、畑の地割りと関係を持って掘られた土坑であるもの

と思われる。東西方向に長軸を持つ土坑も同様の性格を

持つとすれば、部分図３の北端近くに地割りの変換線が

あったものとも考えられる。第２面７号道・１号水路相

当位置を境に形態の異なる土坑が作られているのであり、

境界の南北で土地利用が異なっていたことが改めて示さ

れる。

第３６1図　第４面土坑・ピット位置図　1／２０００

第２章　調査された遺構と遺物
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第３６３図　第４面土坑・ピット　部分図１　1／３００

第５節　第４面の調査
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墓坑

１９１号土坑　７－Ｏ・P－７グリッド　長軸長11６ｃｍ、短軸

長75ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｗ。平面形は隅丸

方形、断面形は上部がやや開く箱状。覆土は白色粒、黒

色土ブロックを含む黒褐色土。人骨の残りは悪く、遊離

歯および四肢骨の破片が出土している。６～８歳の女性

と推定される。熈寧元寳、永楽通寳、元豊通寳、聖宋

元寳など銭５枚が出土している。

２４８号土坑　７－Ｏ－５グリッド　長軸長94ｃｍ、短軸長7０

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｗ。平面形は扁円形、

浅い鍋状の断面形を示す。覆土は暗褐色土を主体とする。

頭骨、四肢骨が出土している。頭位を北にして、右側を

下にした側臥屈葬で埋葬される。３０歳代の女性と推定さ

れる。伴出遺物はない。

２５５号土坑　７－Ｍ・Ｎ－４グリッド　長軸長1２６ｃｍ、短軸

長7２ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｗ。平面形は隅丸

長方形、箱状の断面形を示す。覆土は暗褐色土を主体と

する。全身の骨格が残っている。頭位を北にした仰臥屈

葬で埋葬される。老齢の男性と推定される。石臼が置か

れる。覆土からは縄文時代中期後半から後期前半の土器

片が出土している。

２６６号土坑　７－P・Ｑ－８グリッド　長軸長1２4ｃｍ、短軸

長91ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は北短

辺が丸い隅丸長方形、断面形は箱状ないし鍋状。覆土は

下位が黒褐色土、上位が褐灰色土を主体とする。２６5号

土坑を切る。遊離歯、わずかな骨片および銭種の判別で

きない銅銭の破片が出土した。被葬者は６～８歳の女児

と推定される。

２７２号土坑　７－Ｑ・Ｒ－６グリッド　長軸長1２６ｃｍ、短軸

長８２ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は長円形、

断面形は浅い皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。墓坑

の基底部近くであろうと思われる。頭骨片、四肢骨片が

出土している。頭位を北にし、右側を下にした側臥屈葬

で埋葬される。被葬者は11 ～ 1２歳の女児と推定される。

伴出遺物はない。

２８７号土坑　７－Ｉ・Ｊ－３・４グリッド　長軸長1６２ｃｍ、

短軸長7２ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は

南辺がやや短い台形。浅く、壁がなだらかに立ち上がる。

覆土は暗褐色土を主体とし、ほぼ全身の骨が残る。頭位

を北にし、右側を下にした側臥屈葬で埋葬される。被葬第３６5図　第４面土坑・ピット　部分図４　1／３００

第２章　調査された遺構と遺物
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第３６６図　191号土坑　1／4０

第３６7図　191号土坑出土遺物　1／1

第３６８図　２4８号土坑　1／4０ 第３６9図　２4８号土坑埋葬状況　1／２０

第５節　第４面の調査

313

１　褐色土　7．5ＹＲ３／２　黒色土ブロックを
少量含む。白色粒子をわずかに含む。

１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒子、褐色粒子、
橙色土粒、黒色土粒をわずかに含む。
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者は5０歳台の男性と推定される。寛永通寳が８枚出土し

ている。

２８８号土坑　７－Ｌ－８グリッド　長軸長1０5ｃｍ、短軸長８３

ｃｍ、深さ３9ｃｍ、長軸方位Ｎ－７°－Ｗ。平面形は楕円形。

底面は凹凸があり、壁は丸みを持って立ち上がる。覆土

は暗褐色土を主体とし、中位に礫を抱く形でほぼ全身の

骨が残る。頭位を北にし、右側を下にした側臥屈葬で埋

葬される。被葬者は３０ ～ 4０歳台の男性と推定される。

開元通寳または開禧通寳と思われる銭が出土している。

４５３号土坑　７-P・Ｑ-1２グリッド　長軸長11８ｃｍ、短軸

長８３ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ-１°-Ｗ。平面形は隅丸

長方形、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とし、底

面に褐灰色の砂質土が入る。残存状態は悪いが、ほぼ全

身骨格が出土している。頭位を北にして右側を下にした

側臥屈葬で埋葬される。被葬者は老齢の女性と推定され

る。天聖元寳が出土している。

４６５号土坑　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長1０３ｃｍ、短軸長4８

ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｗ。平面形は長円形、

断面形は浅い碗状。覆土は灰黄褐色土を主体とする。乳

臼歯および永久歯の大臼歯が出土しており、３～５歳の

男児が埋葬されていたものと考えられる。天聖元寳、宋

元通寳、嘉 通寳とキセルが出土している。

４６６号土坑　７－Ｋ－1３グリッド　長軸長1２６ｃｍ、短軸長８4

ｃｍ、深さ51ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｅ。平面形は小判形に

第３7０図　２55号土坑　1／4０　 第３71図　２55号土坑埋葬状況　1／２０

第３7２図　２55号土坑出土遺物　1／６ 第３7３図　２６６号土坑　1／4０
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１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土ブロックを多量
に含む。白色粒子を少量含む。褐色粒子をわ
ずかに含む。

１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　黒色土粒、白色粒を子わずかに含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　黒色土を多量に含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／4　黄橙色土粒を少量含む。
４　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　黒色土粒を少量含む。
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第３7８図　２８7号土坑出土遺物１　1／1

第３74図　２7２号土坑　1／4０ 第３75図　２7２号土坑埋葬状況　1／２０

第３7６図　２８7号土坑　1／4０ 第３77図　２８7号土坑埋葬状況　1／２０

第５節　第４面の調査
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１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色粒、黒色土粒をわ
ずかに含む。鉄分付着。　

２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒子をわずかに含む。黒色
土粒を少量含む。

１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　橙色土粒を少量含む。白色
粒、褐色粒、黒色土粒をわずかに含む。

１ ２ ３



０ 3㎝１:１

Ａ
Ａ
′

7-L+1-8+1

1

1

骨

s

骨

1

L=
53
2.
50
m

Ａ
Ａ
′

０ １ｍ１:40 ０ 50㎝１:20

０ 3㎝１:１

1

Ａ Ａ′

7-Q-12+2

2

L=532.80mＡ Ａ′1

3

1

０ 3㎝１:１０ 50㎝１:20０ １ｍ１:40

第３79図　２８7号土坑出土遺物２　1／1

第３８０図　２８８号土坑　1／4０ 第３８1図　２８８号土坑埋葬状況　1／２０ 第３８２図　２８８号土坑出土遺物　1／1

第３８３図　45３号土坑　1／4０ 第３８4図　45３号土坑埋葬状況　1／２０ 第３８5図　45３号土坑出土遺物　1／1
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１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を少量含
む。褐色粒子、橙色土粒をわずかに含む。

１　黒褐色土　1０ＹＲ２／３　黒色土粒を多量に含む。
２　黒褐色土　1０ＹＲ２／２　黒色土粒を少量含む。
３　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　砂質。
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第３9０図　4６６号土坑出土遺物　1／６

第３８６図　4６5号土坑　1／4０ 第３８7図　4６5号土坑出土遺物　1／1

第３８８図　4６６号土坑　1／4０ 第３８9図　4６６号土坑埋葬状況　1／２０
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１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム粒、炭粒、焼土
粒をわずかに含む。

①　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　白色粒をわずかに含む。
鉄分付着。Ａｓ－Ａ下畑の耕作土。

１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土粒、褐色粒をわ
ずかに含む。
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１

２



4
2

1
3

Ａ Ａ′

6-X
-11
+2 4

2

1

3

21
骨骨

L=531.80mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

6-X-10+3

1

骨 骨

L=532.00mＡ Ａ′

０ 3㎝１:１

０ 50㎝１:20

０ 50㎝１:20

０ １ｍ１:40

０ １ｍ１:40

第３91図　547号土坑　1／4０ 第３9２図　547号土坑埋葬状況　1／２０

第３9３図　547号土坑出土遺物　1／1

第３94図　571号土坑　1／4０ 第３95図　571号土坑埋葬状況　1／２０
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１　褐色土　7．5ＹＲ4／4　褐色粒を含む。黄橙色土ブロック
を少量含む。

２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色土を少量含む。黄橙色土粒
をわずかに含む。

１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒子、黄橙色土をわずかに
含む。鉄分やや付着。
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近い隅丸長方形の墓坑。断面形は深い鍋状。覆土は下位

に黒褐色土があり、礫層を挟んで上位は褐灰色土。頭蓋

骨、四肢骨が出土している。頭位を北にし、右側を下に

した側臥位で埋葬される。被葬者は３０ ～ 4０代の男性と

推定される。石臼２点が出土している。

５４７号土坑　６－Ｘ－11グリッド　長軸長1３２ｃｍ、短軸長79

ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－２８°－Ｅ。平面形は隅丸長方形、

断面形は鍋形。覆土は暗褐色土、褐色土を主体とする。

骨の残存状態は非常に悪いが、ほぼ全身が認められ、頭

位を北にし、右側を下にした側臥位で埋葬された３０ ～

4０代女性と推定される。元祐通寳、紹聖元寳など銭４点

が出土している。

５７１号土坑　６－Ｗ－1０、Ｘ－1０・11グリッド　長軸長1０9ｃｍ、

短軸長６８ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－３２°－Ｗ。平面形は長

円形、断面形は鍋状を呈する墓坑。覆土は暗褐色土を主

体とする。骨の残存状態は非常に悪いが、ほぼ全身が認

められ、頭位を北にし、右側を下にした側臥位で埋葬さ

れる。成人～老齢の女性と推定される。伴出遺物はない。

８７１号土坑　97－Ｇ－1３・14グリッド　長軸長1２３ｃｍ、短軸

長74ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は、隅

丸長方形、全身の骨が残されていたが、残存が非常に悪

く、取り上げることができなかったため、鑑定分析の対

象となっていない。頭位を北にし、右側を下にした側臥

位で埋葬される。歯も発見されていないため、老齢者で

あった可能性がある。銭６枚(景徳元寳、開元通寳、政

和通寳、祥符通寳、元祐通寳、至道元寳)が出土している。

土坑

１４６号土坑　７－Ｑ・Ｒ－11・1２グリッド　長軸長1３０ｃｍ、

短軸長91ｃｍ、深さ59ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は

長円形横断面は上部がやや開いた箱状。覆土は褐灰色か

ら灰黄褐色土と黒色土ブロックの混土。

第３9８図　８71号土坑出土遺物　1／1

第３9６図　８71号土坑　1／4０ 第３97図　８71号土坑埋葬状況　1／２０

第５節　第４面の調査
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１４８号土坑　７－P－11グリッド　長軸長1３7ｃｍ、短軸長

1２5ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－19°－Ｗ。平面形は円形に

近い隅丸方形。横断面は上部がやや開いた浅い鍋状。覆

土は均質でややしまった灰黄褐色土。

１４９号土坑　７－Ｏ－1２グリッド　長軸長８２ｃｍ、短軸長59

ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｅ。平面形は長円形に

近い隅丸長方形。横断面は底面がくぼんだ皿状。覆土は

白色粒、黒色土小ブロックを含む灰黄褐色土。

１５１号土坑　７－Ｎ－11グリッド　長軸長２２３ｃｍ、短軸長

２17ｃｍ、深さ３9ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｅ。平面形は隅丸方形。

北壁西部から西壁を経て南壁にかけて壁下に溝が巡る。

底面は平らで西壁は溝を介して直立するが東壁は底面か

ら丸みをもって立ち上がる。覆土は均質でややしまった

灰黄褐色土。磨石と関山式の土器片が出土している。

１５２号土坑　７－Ｍ・Ｎ－1０・11グリッド　長軸長11６ｃｍ、

短軸長115ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は

隅丸方形。横断面は箱状。覆土は均質な灰黄褐色土。燧

石と土師器片が出土している。

１５３号土坑　７－Ｍ・Ｎ－11グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸

長7６ｃｍ、深さ６３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は隅丸

長方形。横断面は箱状。覆土は白色粒、黒色土小ブロッ

クを含む灰黄褐色土。

１５４号土坑　７－Ｌ－11グリッド　長軸長２4３ｃｍ、短軸長

２０６ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－9０°－Ｅ。平面形は隅丸方

形。横断面は底面の平坦な浅い皿状。覆土は白色粒、黒

色土小ブロックを含む灰黄褐色土。中央部を1６８号土坑

に切られる。1３号掘立柱建物と重複する。

１５５号土坑　７－Ｌ－11・1２グリッド　長軸確認長1０３ｃｍ、

短軸長94ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－６°－Ｅ。平面形は

隅丸長方形。横断面は箱状だが、西壁基部がややえぐれ

る様に張り出す。覆土は白色粒、黒色土小ブロックを含

む灰黄褐色土。

１５６号土坑　７－Ｋ・Ｌ－11グリッド　長軸長194ｃｍ、短軸

長9８ｃｍ、深さ２６ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｅ。平面形は南短辺

が丸みを持った隅丸長方形。横断面は底面が丸みを持っ

た鍋状。覆土は下部がロームや黒色土ブロックによる一

括埋設土。上部は白色粒、黒色土小ブロックを含む灰黄

褐色土。1３号掘立柱建物P１と重複。鉄釘が出土している。

１５７号土坑　７－Ｋ－11グリッド　長軸長1２5ｃｍ、短軸長８5

ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は西短辺が

丸みを持った隅丸長方形。横断面は上部がやや開く鍋状。

覆土はロームや黒色土ブロックによる一括埋設土。15８

号土坑を切る。縄文土器深鉢の胴部片が出土している。

１５９号土坑　７－Ｉ・Ｊ－1２グリッド　長軸長19８ｃｍ、短軸

長19２ｃｍ、深さ３８ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は北辺

がやや広い、ゆがんだ隅丸方形。横断面は上部がやや開

く箱状。覆土は下位は鈍い黄褐色土、上位は褐灰色土を

主体とする。砥石が出土している。

１６１号土坑　７－Ｏ－1０グリッド　長軸長２２６ｃｍ、短軸長111

ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｗ。平面形は北短辺が丸

みを持つ隅丸長方形。覆土は黄白色粒とわずかな黒色土

ブロックを含む均質な灰黄褐色土。199号土坑に切られる。

１６２号土坑　７－Ｉ・Ｊ－1０グリッド　長軸長144ｃｍ、短軸

長14０ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｅ。平面形は西辺

がやや短い隅丸方形。横断面は上部がやや開く鍋状の断

面形を示す。覆土はロームブロックや黒色土ブロックを

含む灰黄褐色土。永楽通宝が２枚出土している。

１６３号土坑　７－Ｊ－1０・11グリッド　長軸長２０4ｃｍ、短軸

長1２３ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｅ。平面形は楕円

形に近い隅丸長方形。横断面は上部に開く鍋状。覆土は

下位がロームを主体とし、上位は黄灰色粒を含む灰黄褐

色土。内耳鍋片、磨石、土師器片が出土している。

１６４号土坑　７－Ｋ－11グリッド　長軸長11３ｃｍ、短軸長4３

ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－６°－Ｗ。平面形は幅の狭い

長円形。床面中央がややくぼむ鍋状の断面形を示す。覆

土は白色粒、黒色土小ブロックを含む灰黄褐色土。

１６５号土坑　７－Ｍ－11グリッド　長軸長7２ｃｍ、短軸長６０

ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｅ。平面形はゆがんだ

円形。横断面は上部に開く浅い皿状を示す。覆土は白色

粒、黒色土小ブロックを含む灰黄褐色土。1３号掘立柱建

物P11に切られる。

１６６号土坑　７－Ｍ－11グリッド　長軸長８８ｃｍ、短軸長5０ｃｍ、

深さ5０ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｗ。平面形は楕円形。底面西

部が中段状にやや高まる。上部にやや開く箱状の断面形を

示す。覆土は白色粒、黒色土小ブロックを含む灰黄褐色土。

１６７号土坑　７－Ｍ－1０・11グリッド　長軸確認長６4ｃｍ、

短軸長4０ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－６６°－Ｗ。平面形は

楕円形ないし涙滴状か。横断面は上部が開く鍋状を呈す

るかに見える。覆土はしまりの強い暗褐色土。

１６８号土坑　７－Ｌ－11グリッド　長軸長97ｃｍ、短軸長5０
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15２号土坑１（1／２）
15６号土坑１（1／２）

157号土坑１（1／4）

159号土坑１（1／２）
19８号土坑１（1／６）

151号土坑１（1／２）

ｃｍ、深さ３4ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は隅丸長方形、

横断面はやや深い箱状。覆土は下層はしまった灰黄褐色

土、上層はロームブロック、黒色土ブロックを含む灰黄

褐色土による一括埋設。154号土坑を切る。

１６９号土坑　７－Ｊ・Ｋ－８・９グリッド　長軸長1０８ｃｍ、

短軸長８4ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は

円形に近い隅丸方形。横断面は底面が緩やかにくぼむや

や浅い鍋形。覆土は灰黄褐色土で、下位にローム小ブロッ

クを多く含む。

１７０号土坑　７－Ｎ－８グリッド　長軸長95ｃｍ、短軸長８３ｃｍ、

深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｗ。平面形は隅丸方形。中央

がくぼむ浅い皿状の断面形を示す。覆土は白色粒を多く

含み、炭化物粒、黒色土粒などをわずかに含む暗褐色土。

１７１号土坑　７－Ｎ・Ｏ－８・９グリッド　長軸長1２０ｃｍ、

短軸長11２ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－２5°－Ｅ。平面形は

円形。浅い皿状の断面形を示す。覆土は白色粒、炭化物

粒、焼土粒をわずかに含む暗褐色土。

１７２号土坑　７－Ｏ－９グリッド　長軸長1０4ｃｍ、短軸長57

ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－74°－Ｅ。平面形は長円形、

横断面は上部に開く鍋形。覆土は白色粒、焼土粒をわず

かに含む暗褐色土。

１７３号土坑　７－Ｏ・P－９グリッド　長軸長1２０ｃｍ、短軸

第３99図　第４面土坑出土遺物１
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14６号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　土質均質　黄白色粒を含む。しまりややあり。
２ａ　灰黄褐色土と黒色土ブロックを混じる。　
２ｂ　２ａ層より黒色土を多く混じる。　
３　褐灰色土　1０ＹＲ３／1　ロームブロック黒色土ブロックをわずかに含む。　
14８号・151号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　土質均質　黄白色粒混じり、しまりややあり。　
149号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　径１～２ｍｍの白色粒を含む。黒色小ブロッ

クを含む。　
15２号土坑
１　暗青灰色土、Ａｓ－Ａ泥流下変質土、粘性あり。　
２　赤茶色鉄分沈着層。　
３　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄白色粒を含む。しまりあり、土質均質。　
1ｂ　記載なし　
15３号～ 155号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　径１～２ｍｍの白色粒を含む。黒色小ブロッ

クを含む。　
15６号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　径１～２ｍｍの白色粒を含む。黒色小ブロッ

クを含む。
２　ローム中小ブロック、黒色土小ブロック多く入り混じる。一括埋土。　
157号土坑
１　ローム中小ブロック、黒色土小ブロック多く入り混じる。一括埋土。　

159号土坑
１　天明泥流。　
２　Ａｓ－Ａ降下軽石。　
３ａ　天明泥流下畑耕作土、還元状態と鉄分沈着混在。　
３ｂ　３ａ同様畑耕作土、黄色細砂を含む。　
①　黄色細砂、シルト、褐灰色土小ブロック混土。　
②　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　黄色ブロックを含む。　
③　褐灰色土ブロック、黄色小ブロック、黒色土小ブロック混土。　
④　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　黄色細砂小ブロック、礫を含む。　
1６1号土坑
①　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄白色粒混じり、わずかに黒色土ブロック含

む。土質均質。
1６８号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム中、小ブロックと黒色小ブロック混土
(一括埋土)。

２　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　１層よりローム、黒色土小ブロック少ない、しま
りあり。　

19８号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄白色粒を含む。ローム粒、黒色土粒をわず

かに含む。　
199号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。橙色土粒をわずかに含む。

褐色粒をわずかに含む。
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長117ｃｍ、深さ３２ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｅ。平面形は隅丸

方形、横断面は上部に開く鍋形。覆土は灰黄褐色土で下

層がやや締まる。

１７４号土坑　７－P－９グリッド　長軸長1３８ｃｍ、短軸長８８

ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｅ。平面形は隅丸長方形。

浅い皿状の断面形を示す。覆土は白色粒、炭化物粒、焼

土粒をわずかに含む暗褐色土。

１７５号土坑　７－P－９グリッド　長軸長８7ｃｍ、短軸長６２

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は楕円形、

横断面は上部に開く鍋形。覆土は褐色粒、炭化物粒をわ

ずかに含む暗褐色土。

１７６号土坑　７－Ｏ・P－1０グリッド　長軸長1００ｃｍ、短軸

長9３ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－79°－Ｅ。平面形は隅丸

方形、中央がくぼむ浅い皿状の断面形を示す。覆土は白

色粒、褐色土、黒褐色土粒をわずかに含む暗褐色土。

１７７号土坑　７－Ｌ－1０グリッド　長軸長1６３ｃｍ、短軸長

1３7ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８８°－Ｗ。平面形は隅丸長

方形。中央がくぼむ浅い皿状の断面形を示す。覆土は黒

色土、ロームの小ブロックを含む灰黄褐色土で、一括埋

設される。縄文土器片が出土している。

１７８号土坑　７－P－1０グリッド　長軸長15０ｃｍ、短軸長

1０６ｃｍ、深さ５ｃｍ、長軸方位Ｎ－２5°－Ｅ。平面形は北短辺

第4０1図　第４面土坑出土遺物２
1６２号土坑 1６３号土坑
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1６２号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黒色小ブロック、炭粒をわずかに含む。ロー

ム中小ブロックを含む。　
２　灰黄褐色土　1０ＹＲ5／２　ローム中小ブロックを含む。黒色土小ブロッ

クを含む。(一括埋土)。　　
1６３号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　わずかに黄白粒混じる。礫わずかに含む。　
２　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　くすんだロームにローム小ブロックを含む。　
３　２層にロームブロック黒色土ブロックを混じる。(一括埋土)。　
1６4号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　径１～２ｍｍの白色粒を含む。黒色小ブロッ

クを含む。　
1６5号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4２　径１～２ｍｍの白色粒を含む。黒色小ブロックを

含む。
1６６号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　径１～２ｍｍの白色粒を含む。黒色小ブロッ

クを含む。　
1６7号土坑　
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　粘性、しまり強い。鉄分沈着あり。　
1６9号土坑　
1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２。 　
1ｂ　ローム小ブロックを多量に混じる。　
２　黒色土・ローム小ブロックをわずかに含む。地山か。　
17０号土坑　
１　暗褐色土　7．7ＹＲ３／３　白色粒子多量に含む。炭化物粒をわずかに含

む。異色土粒をわずかに含む。褐色粒をわずかに含む。　
171号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに含む。炭化物粒を少量含む。

焼土細粒をわずかに含む。　

17２号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。焼土細粒をわずかに含む。　
17３号土坑　
1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム小ブロック、黒色土小ブロックを含む。　
1ｂ　1ａ層より各ブロック少なくややしまりあり。　
174号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色、褐色粒をわずかに含む。炭化物細粒を

わずかに含む。　
175号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。炭化物細粒をわずかに

含む。　
17６号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色、褐色、粒をわずかに含む。黒褐土粒を

わずかに含む。明褐色パミスをわずかに含む。　
177号土坑　
１　灰黄褐色土に黒色土小ブロック、ローム小ブロック混土。(一括埋

土)。
２　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　わずかに黒色土小ブロックを含む。　　　
17８号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色、褐色、粒をわずかに含む。炭化物細粒

をわずかに含む。　
179号土坑　
1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム小ブロック、黒色土小ブロックを含む。　
1８２号土坑　
１　褐灰色土　1０ＹＲ３／1。 　
1８３号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色、褐色、粒をわずかに含む。炭化物細粒

をわずかに含む。
1８9号土坑　
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　黄白色粒を含む。炭化物散在する。　

１（1／1）

２（1／1）

１（1／4）

２（1／4）

３（1／３）
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が丸みを持つ隅丸方形。東壁はほぼ失われているが、浅

い皿状の断面形を示す。覆土は白色粒、褐色土、炭化物

粒をわずかに含む暗褐色土。土師器片、縄文時代中期後

半の土器片が出土している。

１７９号土坑　７－Ｑ－1０・11グリッド　長軸長9８ｃｍ、短軸

確認長7３ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－３5°－Ｗ。平面形は

円形、横断面は中央がくぼむ浅い皿状。覆土は黒色土、

ロームの小ブロックを含む灰黄褐色土。

１８２号土坑　７－Ｑ－９グリッド　長軸長８9ｃｍ、短軸長45ｃｍ、

深さ６ｃｍ、長軸方位Ｎ－３２°－Ｗ。平面形は隅丸長方形、

横断面は底面が乱れた皿状。覆土は褐灰色土。1８1号土

坑を切る。

１８３号土坑　７－Ｑ－９グリッド　長軸長８８ｃｍ、短軸長54

ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｅ。平面形は不正長円形、

横断面は浅い皿状。覆土は白色粒、褐色土、炭化物粒を

わずかに含む暗褐色土。1８1号土坑に接するが、重複関

係は不明。

１８８号土坑　７－Ｎ・Ｏ－７・８グリッド　長軸長２14ｃｍ、

短軸長14８ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－８６°－Ｗ。平面形は

幅広の隅丸長方形、横断面は上端がやや開く幅広の鍋状。

覆土下層は黒褐色土で炭化物粒をわずかに含む。上層は

黒色土及び黒褐色土。

１８９号土坑　７－Ｎ－11グリッド　長軸長1０4ｃｍ、短軸長5８

ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－11°－Ｗ。平面形は隅丸長方形、

横断面は上端が大きく開く皿状。覆土は黄白色粒、炭化

物を含む暗褐色土。

１９０号土坑　７－Ｎ－８・９グリッド　長軸長８３ｃｍ、短軸長

75ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｅ。平面形は円形、横

第4０３図　第４面土坑出土遺物３
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1８８号土坑　
１　黒色土　7．5ＹＲ２／1　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。　
１′　鉄分(１～２ｃｍ厚)　明褐色土。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　黒色土粒を少量含む。褐色土粒をわずかに含む。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。炭化物粒をわずかに含む。　
19０号土坑
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　黄白色粒を含む。炭化物散在する。　
19２号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　焼土粒炭粒を含む。　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２。 　
２ａ　　１層土に焼土を多く含む。　
２ｂ　焼土層。　
３　黒色土ブロック。　
４　黒褐色土　1０ＹＲ２／２　１層土と黒色土の混土、焼土小ブロックを混じる。　
19３号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄白色粒を含む。淡色ブロックを含む。(一

括埋土)。　
194号土坑　
1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　小石含む。ロームブロック、黒色土小ブロッ

クを含む。ざらついた層。　
1ｂ　1ａ層より小石少ない。　
２　ローム小ブロック、黒色土ブロック混土。　
195号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　土質均質。しまりあり。　
２　くすんだ褐色土　1０ＹＲ　１層にくすんだローム混じり。　
３　黒色土　1０ＹＲ1／1　しまり粘性あり。わずかにローム小ブロックを

含む。　
19６号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黄橙色土粒多量に含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒をわずかに含む。黒色土粒を少量含む。

炭化物粒をわずかに含む。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒をわずかに含む。黒色土ブロックわず

かに含む。炭化物粒をわずかに含む。　
197号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒を少量含む。黄橙色粒をわずかに含む。
２　黒色土　7．5ＹＲ２／1　白色粒をわずかに含む。
２３０号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄白色粒を含む。淡色ブロックを含む。(一

括埋土)。　

２　灰黄褐色土(やや暗色　(1０ＹＲ4／２　ローム小ブロック黒色小ブロッ
ク混土。(一括埋土)。　

３２4号土坑　
１　焼土層。　
２　焼土小ブロック混じりの灰黄褐色土。　
３　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　焼土粒、炭化物をわずかに含む。ややしま

りあり。　
２０６号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色粒をわずかに含む。炭化物粒をわずか

に含む。　
２０7号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒をわずかに含む。褐色土ブロックを少

量含む。　
２２０号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ　白色、褐色粒をわずかに含む。ローム粒をわず

かに含む。　
２０８号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色、褐色粒をわずかに含む。炭化物(炭化

物　細粒をわずかに含む。明黄色土ブロック。　
２０9号土坑　
１　褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　褐色粒をわずかに含む。　
２11号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　橙色土粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２。 　
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黄橙色土粒を少量含む。　
２1２号土坑　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色・黄褐色粒を少量含む。黒褐土粒を少量含

む。黄橙色土をわずかに含む。　
２1３号土坑　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色・黄褐色粒を少量含む。黒褐土粒を少量含

む。黄橙色土をわずかに含む。　

197号土坑１（1／２）

２1２号土坑１（1／4）
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断面は浅い皿状。覆土は黄白色粒、炭化物を含む暗褐色土。

１９２号土坑　７－Ｌ－９グリッド　長軸確認長８０ｃｍ、短軸

長６０ｃｍ、深さ1２ｃｍ、長軸方位Ｎ－８２°－Ｗ。平面形は扁円形、

底部に凹凸があるが、横断面はおよそ浅い皿状。覆土は

灰黄褐色を主体とするが、下層は黒褐色土で、中央底部

近くに焼土がある。1３号掘立柱建物P６に切られる。

１９３号土坑　７－Ｍ・Ｎ－９グリッド　長軸長1３5ｃｍ、短軸

確認長1２８ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－41°－Ｗ。平面形は

隅丸方形、横断面はやや深い箱状を示す。覆土は灰黄褐

色土で一括埋設されている。２３０号土坑と斬り合うが重

複関係は把握されていない。須恵片が出土している。

１９４号土坑　７－Ｎ－９グリッド　長軸確認長17２ｃｍ、短軸

長15０ｃｍ、深さ６1ｃｍ、長軸方位Ｎ－4２°－Ｗ。平面形は北西

隅は丸みを持ちつつ屈曲し、北辺、西辺は直線的である

が南東両辺は円弧を描く。断面で見ると、上部は北西の

平面形に対応して上方に開く箱状を呈するが、下位から

南東辺では丸底の鍋状となる。覆土は上部は灰黄褐色土、

下部はローム、黒色土ブロックの混土。195号土坑を切る。

２３０号土坑に切られる。須恵片が出土している。

１９５号土坑　７－Ｎ－９グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸長

11８ｃｍ、深さ4０ｃｍ、長軸方位Ｎ－5２°－Ｗ。平面形は円形、

横断面は箱状を示す。覆土は下位は黒色土、中位はくす

んだ褐色土で、上位には上から掘り込まれたような形状

で灰黄褐色土が堆積する。194号土坑に切られる。

１９６号土坑　７－Ｍ・Ｎ－９・1０グリッド　長軸長11０ｃｍ、

短軸長1０６ｃｍ、深さ６1ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｅ。平面形は

円形、横断面は底面がややくぼむが上方に開く逆台形を

示す。覆土は白色粒、黒色土、炭化物粒をわずかに含む

第4０5図　第４面土坑出土遺物４　1／4
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２14号～ ２1８号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色・黄褐色・黒褐土粒を少量含む。黄橙色土

をわずかに含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒多量に含む。黒褐土粒、白色粒、

褐色粒を少量含む。
２19号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色、褐色粒を少量含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒多量に含む。黒褐土粒をわずかに

含む。
２２1号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　ローム粒を多量に含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色土粒をわずかに含む。　
２２２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ　白色、褐色粒をわずかに含む。ローム粒をわず

かに含む。　
２２4号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黄橙色土粒を少量含む。褐色粒を少量含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。　
２２5号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム小ブロック黒色土小ブロックを混じ

る。しまり弱い。
２　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　土質均質、炭化物少量含む。しまりあり。　
２２６号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。黄褐色粒をわずかに含む。　
２　黒色土　7．5ＹＲ２／1　白色粒をわずかに含む。　

２２7号・２２８号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　土質均質、しまりあり。　
２ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム小ブロック、黒色土小ブロックを斑

状に含む。　
２ｂ　２ａ層より、各ブロック大きい。　
２２9号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色土粒、黒褐色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。　
２３1号土坑
１　黒色土　7．5ＹＲ２／1　白色、褐色粒をわずかに含む。地山。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色、褐色粒をわずかに含む。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２。 　
４　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1。 　
２３２号・２３３号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　径１ｃｍの黄橙色土粒を少量含む。褐色粒をわ

ずかに含む。　
２３4号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　ローム土多量に含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　ローム粒をわずかに含む。黒色土粒をわずか

に含む。　
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒を少量含む。　
４　褐色土　7．5ＹＲ4／4　黒色土粒をわずかに含む。ローム粒を少量含む。　
２３６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに含む。ローム粒を少量含む。

炭化物粒をわずかに含む。

１

２２4号土坑１

２
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黒褐色土。197号土坑を切る。小鉄片が出土している。

１９７号土坑　７－Ｎ－９・1０グリッド　長軸長1３３ｃｍ、短軸

長11６ｃｍ、深さ45ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｗ。平面形は円形、

横断面は弱い中段をもって上方に開く。覆土は白色粒子

を含む黒色～黒褐色土。19６号土坑に切られる。硯が出

土している。

１９８号土坑　７－Ｎ－1０グリッド　長軸長1８８ｃｍ、短軸長

1３4ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｗ。平面形は長方形。

横断面は上部にやや開く浅い鍋状。覆土は黄白色粒、ロー

ム粒、黒色土粒を含む灰黄褐色土。石臼が出土している。

１９９号土坑　７－Ｏ－1０グリッド　長軸長1８３ｃｍ、短軸長

144ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｅ。平面形は北辺が

やや短い隅丸長方形。底面は平らで、上部がやや開く幅

広の逆台形の断面形を示す。覆土は灰黄褐色土あるいは

暗褐色土。1６1号土坑を切る。

２０６号土坑　７－Ｎ・Ｏ－２グリッド　長軸長1０２ｃｍ、短軸

長9６ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は円形、

横断面は浅い箱状を示す。覆土は黄橙色粒、炭化物粒を

わずかに含む暗褐色土。２０7号土坑を切る。

２０７号土坑　７－Ｎ・Ｏ－２・３グリッド　長軸長２８5ｃｍ、

短軸長15８ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｗ。平面形は

隅丸長方形、横断面は浅い箱状ないし皿状を示す。覆土

は黒褐色土。２０６号土坑に切られる。２２０号土坑を切る。

２０８号土坑　７－Ｍ－１・２グリッド　長軸長1８８ｃｍ、短軸

長1３２ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－5６°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、横断面は浅い皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

２０９号土坑　７－Ｊ－２グリッド　長軸長7２ｃｍ、短軸長６4

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｅ。平面形は円形、横

断面は鍋状を示す。覆土は褐灰色土。

２１１号土坑　７－Ｏ－２グリッド　長軸長1２６ｃｍ、短軸確認

長６4ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｗ。平面形は北辺

に丸みを持つ隅丸長方形、横断面は鍋状を示す。覆土は

黒褐色土、暗褐色土。２1０号土坑に切られる。土師器小

片が出土している。

２１２号土坑　７－Ｋ－４グリッド　長軸長1０4ｃｍ、短軸長7８

ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は長円形に近

い胴張りのある隅丸長方形、横断面は鍋状を示す。覆土

は褐色土を主体とする。弥生土器の甕胴部片が出土して

いる。

２１３号土坑　７－Ｊ・Ｋ－４・５グリッド　長軸長1０9ｃｍ、

短軸長74ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は

長円形、底部に凹凸があるが、横断面はおよそ浅い皿状。
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２３7号土坑
１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　白色粒をわずかに含む。炭化物粒をわずかに

含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒をわずかに含む。　
２３８号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色、褐色粒をわずかに含む。炭化物粒をわず

かに含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　焼土粒を少量含む。炭化物粒を少量含む。　
２３9号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色、褐色粒を少量含む。黒色土粒をわずか

に含む。　
２4０号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロックを多量に含む。　
２41号土坑
１　暗褐色土　白色、褐色粒をわずかに含む。ローム粒をわずかに含む。　
２4３号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色、褐色粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒をわずかに含む。ローム土をわずかに

含む。　
２4６号土坑
１　白色褐色土粒、橙色土粒(焼土？)、　ローム粒をわずかに含む。炭

を含む。　
２47号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色、褐色粒をわずかに含む。黒褐土ブロッ

クを少量含む。　
２5０号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒、褐色土粒をわずかに含む。　
２51号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、褐色粒をわずかに含む。　

２5２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　橙色土ブロックを少量含む。　
２5３号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色土ブロックを少量含む。　
２54号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。ローム粒を少量含む。　
２5６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色、褐色粒をわずかに含む。ローム土。　
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒を少量含む。ローム粒をわずかに含む。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒をわずかに含む。　
２57号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒を少量含む。褐色粒、橙色土粒をわず

かに含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒を少量含む。橙色土粒をわず

かに含む。　
３　黄褐色土　1０ＹＲ８／６　黒褐色土粒をわずかに含む。鉄分付着。　
４　黄褐色土　7．5ＹＲ5／６　黒褐色土粒を少量含む。　
５　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黄褐色土粒を少量含む。褐色粒をわずかに含

む。鉄分付着。　
２5８号土坑
１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　褐色、白色粒をわずかに含む。ローム粒を少

量含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黒色土粒を少量含む。ローム粒をわずかに含む。　
２59号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２。 　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　ローム粒を少量含む。　
２６０号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒子、橙色土粒をわずかに含む。鉄分付

着。　
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鍋状に近い断面形を示す。覆土は褐色土を主体とする。

２１４号土坑　７－Ｋ－５グリッド　長軸長11０ｃｍ、短軸長1０5

ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は円形、横断

面は中央がくぼむ皿状。覆土は褐色土を主体とする。

２１５号土坑　７－Ｊ－５グリッド　長軸長1００ｃｍ、短軸長８３

ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－２4°－Ｗ。平面形はほぼ円形、

断面形では西側が深い。覆土は褐色土を主体とする。

２１６号土坑　７－Ｊ・Ｋ－６グリッド　長軸長1３4ｃｍ、短軸

長91ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－２６°－Ｗ。平面形は長円

形に近い胴張りのある隅丸長方形。底面は東側に傾斜し、

横断面は鍋形。覆土は褐色土を主体とする。

２１７号土坑　７－Ｋ－４グリッド　長軸長８０ｃｍ、短軸長６８

ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－17°－Ｅ。平面形は扁円形、

底面中央がくぼむ。覆土は暗褐色土を主体とする。

２１８号土坑　７－Ｌ・Ｍ－５・６グリッド　長軸長14２ｃｍ、

短軸長11６ｃｍ、深さ３２ｃｍ、長軸方位Ｎ－８３°－Ｗ。平面形は

長円形に近い胴張りのある隅丸長方形、横断面は箱状か

ら鍋形。覆土は下位は暗褐色土、上位は黒褐色土を主体

とする。

２１９号土坑　７－Ｌ・Ｍ－５・６グリッド　長軸長114ｃｍ、

短軸長1０9ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は

円形、横断面は箱状。覆土は黄橙色土粒を多量に含む暗

褐色土。

２２０号土坑　７－Ｎ－３グリッド　長軸確認長11０ｃｍ、短軸

長5８ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－79°－Ｅ。平面形は長円形、

横断面は浅い箱状。覆土は暗褐色土を主体とする。

２２１号土坑　７－Ｏ－２・３グリッド　長軸長11３ｃｍ、短軸

長1０5ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－２4°－Ｗ。平面形は胴張

りのある隅丸方形、横断面は鍋状を示す。覆土は下位が

黒褐色土、上位がローム粒を多量に含む暗褐色土。

２２２号土坑　７－Ｏ－２グリッド　長軸長1２６ｃｍ、短軸長54

ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1８°－Ｗ。平面形は隅丸長方形、

横断面は鍋状を示す。覆土は暗褐色土を主体とする。

２２４号土坑　７－Ｋ－３グリッド　長軸長155ｃｍ、短軸長６３

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｗ。平面形は隅丸長方形、

横断面は上方に開く皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

２２３号土坑に切られる。縄文土器深鉢の胴部片が出土し

ている。

２２５号土坑　７－Ｌ－11グリッド　長軸長15８ｃｍ、短軸長5２

ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｗ。平面形は幅の狭い

長円形、横断面は箱状ないし鍋状。覆土は炭化物を少量

含む灰黄褐色土。

２２６号土坑　７－Ｌ・Ｍ－９グリッド　長軸長２３２ｃｍ、短軸

長1００ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－８０°－Ｅ。平面形は長円形、

横断面は箱状。覆土は底部に薄い黒色土層があり、上位

は黒褐色土。上位に礫を含む。柵列、掘立柱建物群中に

あり、旧P４とされる柱穴を切る。

２２７号土坑　７－Ｊ－８グリッド　長軸長15２ｃｍ、短軸長

111ｃｍ、深さ３２ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｗ。平面形は胴張り

のある隅丸長方形、横断面は鍋状。覆土は灰黄褐色土で
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２６1号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。褐色粒、。橙色土粒をわ

ずかに含む。
２６２号土坑
１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　黒色土粒、褐色土粒をわずかに含む。
２６5号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒多量に含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ4／4　白色粒、。橙色土ブロックを少量含む。褐色

粒をわずかに含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。
２６８号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黒色土粒をわずかに含む。橙色土粒

を少量含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／4　褐色粒をわずかに含む。橙色土を多量に含む。
２7０号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／６　ローム粒を少量含む。炭化物粒をわずかに含む。
２71号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色砂少量含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒子、褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。
２74号土坑
１　灰褐色土　7．5ＹＲ5／２　褐色土粒を少量含む。白色粒、黒褐色土粒を

わずかに含む。

２7８号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。
２79号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黒色土粒をわずかに含む。
２８０号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色、褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。
２８1号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色土粒をわずかに含む。黒色土粒を少量含む。
２８２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黒色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒をわずかに含む。
２８4号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黒色土。褐色土粒を少量含む。
２８5号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、橙色土粒、炭化物を少量含む。褐色

粒、小礫をわずかに含む。
２　黒色炭。
３　焼土。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒をわずかに含む。橙色土粒、

炭化物を少量含む。
２８６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色、褐色粒をわずかに含む。
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下位は黒色土、ロームブロックが目立つ。内耳鍋の破片

が出土している。

２２８号土坑　７－Ｊ・Ｋ－1０グリッド　長軸長74ｃｍ、短軸

長６８ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－77°－Ｅ。平面形は円形、

横断面は浅い皿状。覆土は灰黄褐色土で下位は黒色土、

ロームブロックをわずかに含む。

２２９号土坑　７－Ｍ・Ｎ－６グリッド　長軸長８5ｃｍ、短軸

長7６ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－5０°－Ｗ。平面形はゆが

んだ円形、底部に凹凸が目立ち、皿状から鍋状の断面形

を示す。覆土は暗褐色土を主体とする。

第4０9図　第４面土坑出土遺物５
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２95号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。黒色土粒

を少量含む。
２9６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土粒を少量含む。橙色ローム土粒をわず

かに含む。
２97号土坑
１　灰色土　7．5ＹＲ4／２　炭化物粒、ローム粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　ローム粒を少量含む。
２9８号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　焼土焼多量に含む。ローム粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　ローム粒ブロックを少量含む。
２99号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ　白色粒を少量含む。橙色土ブロックわずかに含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　橙色土粒を少量含む。
３1８号・３19号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒を少量含む。炭化物粒をわずかに含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／６　ローム土多量含む主体。(３19号土坑)
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土ブロックを多量に含む。炭化物粒、焼

土粒をわずかに含む。
３２０号土坑
１　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　わずかに砂含む。黒色土ブロックを含む。
２　黒褐色土　1０ＹＲ２／２　白色細粒を含む。しまり強い。１層ブロック

を含む。
３２1号土坑
１　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　１層に似るが、しまり弱く、砂含まない。
３２２号土坑
１　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　ローム土、ローム小ブロックを含む。
２　明黄褐色ロームブロック主体、１層ブロックを含む。
３　ロームブロック、黒色土ブロック混土。
４　黒色土　1０ＹＲ２／1　しまり強く、白色粒を含む。ローム小ブロック

わずかに含む。

３２３号土坑
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　しまり強く、白色粒含み、ローム小ブロックわ

ずかに含む。
２　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ5／３　くすんだローム土に、ロームブロック

を多く含み、黒色土小ブロックをわずかに含む。
３　ロームブロック、黒色土ブロック、２層ブロック混土。
４　黒色土　1０ＹＲ２／1　しまりあり。１層に似る。
３２5号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

炭化物粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色粒を少量含む。黒色土粒をわずかに含む。
３4２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。褐色粒をわずかに含

む。橙色土粒をわずかに含む。小礫わずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに含む。褐色粒を少量含む。

橙色土粒を少量含む。
３4３号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒子、褐色粒子、橙色土粒、小礫をわず

かに含む。
２　黒色土　7．5ＹＲ２／1　炭化物主体。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／６　焼土を少量含む。
４　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　炭化物少量含む。橙色土粒をわずかに含む。
３45号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／4　橙色ローム土をわずかに含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。橙色ローム土ブロックわ

ずかに含む。
３　にぶい橙色土　7．5ＹＲ7／３　橙色ローム粒多量に含む。
３4６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒を少量含む。　
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　橙色土ブロックを少量含む。褐色粒をわずかに

含む。
３49号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒を少量む。　
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒を少量含む。橙色ローム粒を少量含む。　
３　橙色ローム土主体。

３２1号土坑１（1／4）

３4６号土坑１（1／３）

３２5号土坑１（1／1）

３２4号土坑１（1／２）
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２３０号土坑　７－Ｎ－８・９グリッド　長軸長194ｃｍ、短軸

長154ｃｍ、深さ45ｃｍ、長軸方位Ｎ－２８°－Ｗ。平面形はやや

胴張りのある隅丸方形、横断面は上方にやや開く箱状。

覆土は灰黄褐色土が主体で、部分的にローム、黒色土の

小ブロックを含む。19３号土坑と重複するが、新旧関係

は不明。194号土坑を切る。縄文時代後期前半の土器片

が出土している。

２３１号土坑　７－P・Ｑ－７グリッド　長軸長11６ｃｍ、短軸

長８4ｃｍ、深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－17°－Ｗ。平面形は長円形、

横断面は箱状。覆土は黒褐色土を主体とする。縄文時代

後期前半の土器片が出土している。

２３２号土坑　７－Ｋ－４グリッド　長軸長８4ｃｍ、短軸長7２

ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｗ。平面形は円形、底

部に凹凸が目立ち、浅い皿状ないし鍋状の断面形を示す。

覆土は暗褐色土を主体とする。

２３３号土坑　７－Ｌ－３グリッド　長軸確認長94ｃｍ、短軸

長9２ｃｍ、深さ1２ｃｍ、長軸方位Ｎ－８６°－Ｅ。平面形は円形、

浅い皿状の断面形を示す。覆土は暗褐色土を主体とする。

２３４号土坑　７－Ｌ－３グリッド　長軸長71ｃｍ、短軸長51

ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は長円形、

深いＵ字状の断面形で、底部近くはややえぐれるように

張り出す。覆土は下層は褐色土、中位は暗褐色土、上位

は黒褐色土を主体とする。

２３５号土坑　７－Ｍ－３グリッド　長軸長1２０ｃｍ、短軸長８６

ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は不正長円形、

浅い皿状の断面形を示す。覆土は観察所見を欠く。

２３６号土坑　７－Ｍ－３グリッド　長軸長６9ｃｍ、短軸長６２

ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は扁円形、

横断面は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

２３７号土坑　７－Ｍ・Ｎ－３グリッド　長軸長1８８ｃｍ、短軸

長1０4ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、底面は東側が低くなり、横断面は鍋状。覆土は

底部に一部黒褐色土があり、上位は灰褐色土。２３８号、

２３9号土坑に切られる。

２３８号土坑　７－Ｍ・Ｎ－３グリッド　長軸長1００ｃｍ、短軸

長８０ｃｍ、深さ３ｃｍ、長軸方位Ｎ－79°－Ｗ。平面形は扁長

円形に近い胴張りのある隅丸方形、横断面は上部に開い

た鍋形。覆土は最上層が褐色土で、東壁際に焼土粒、炭

化物粒を含む暗褐色土がある。焼土塊等も含まれるが詳

細な観察所見を欠く。２３7号土坑を切る。

２３９号土坑　７－Ｍ・Ｎ－３グリッド　長軸長9０ｃｍ、短軸

長８０ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－9０°－Ｅ。平面形はやや

胴張りのある隅丸長方形、横断面は上部に開いた鍋形。

覆土は暗褐色土を主体とする。２３7号土坑を切る。

２４０号土坑　７－Ｎ－２グリッド　長軸長８9ｃｍ、短軸長６８

ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－4２°－Ｗ。平面形はやや胴張

りのある隅丸長方形、中央にピット状の落ち込みがある。

横断面は浅い皿状。覆土は橙色土ブロックを多量に含む

暗褐色土。

２４１号土坑　７－P・Ｑ－２グリッド　長軸長1６7ｃｍ、短軸

長1０２ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は隅丸

長方形、西壁際がえぐれるように張り出す。覆土は暗褐

色土を主体とする。

２４３号土坑　７－Ｑ－３グリッド　長軸長99ｃｍ、短軸長６4

ｃｍ、深さ２9ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｗ。平面形は長円形、

横断面は鍋形。覆土は黒褐色土を主体とする。

２４６号土坑　７－Ｏ－３・４グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸

長74ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８０°－Ｅ。平面形は不正

長円形、横断面は鍋形。覆土は主体層についての記載を

欠くが、焼土、繊維状の炭化物、炭化材などを多く含む。

墓坑の可能性も考えられたが、東西長軸で他の墓坑が北

向きであるのとは異なり、骨や銭の出土もない。

２４７号土坑　７－Ｏ－４グリッド　長軸長1６7ｃｍ、短軸長

1００ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－６9°－Ｅ。平面形は長方形、

浅い箱状の断面形を示す。覆土は暗褐色土を主体とする。

２５０号土坑　７－Ｏ－５グリッド　長軸長８２ｃｍ、短軸長６０

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｗ。平面形は扁円形、

鍋状の断面形を示す。覆土は黒褐色土を主体とする。

２５１号土坑　７－Ｊ・Ｋ－３グリッド　長軸長7３ｃｍ、短軸

長６８ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－３２°－Ｅ。平面形は円形、

底部が丸みを持つ碗状の断面形を示す。覆土は黒褐色土

を主体とする。２5２号土坑に切られる。

２５２号土坑　７－Ｊ－３グリッド　長軸長14０ｃｍ、短軸長６８

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－２4°－Ｗ。平面形は北短辺が

丸い幅の狭いゆがんだ隅丸長方形、底部が丸みを持つ碗

状の断面形を示す。覆土は暗褐色土を主体とする。

２５３号土坑　７－Ｏ－５グリッド　長軸長154ｃｍ、短軸長

11３ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は隅丸長

方形、やや浅い鍋状の断面形を示す。覆土は黒褐色土を

主体とする。
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２５４号土坑　７－Ｎ－５グリッド　長軸長71ｃｍ、短軸確認

長６4ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－３4°－Ｗ。平面形はゆが

んだ円形、浅い皿状の断面形を示す。覆土は暗褐色土を

主体とする。

２５６号土坑　７－Ｍ－４グリッド　長軸長119ｃｍ、短軸長

111ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は不整円形、

浅い鍋状の断面形を示す。覆土は下部が黒褐色土、上部

は暗褐色土を主体とする。

２５７号土坑　７－Ｌ・Ｍ－４グリッド　長軸長1６３ｃｍ、短軸

長99ｃｍ、深さ4６ｃｍ、長軸方位Ｎ－79°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、底部近くがふくれた弱い袋状の断面形を示す。

覆土は黄褐色土ブロックを多く含む明黄褐色土で、ロー

ムが崩れたもののように思える。上部にピット状の攪乱

が重なる。

２５８号土坑　７－Ｍ－５グリッド　長軸長119ｃｍ、短軸確認

長８２ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－８８°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、箱状の断面形を示す。覆土は下層が暗褐色土、

上層が灰褐色土を主体とする。

２５９号土坑　７－Ｍ－５グリッド　長軸長1８０ｃｍ、短軸長

1６5ｃｍ、深さ２5ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｅ。平面形は隅丸方

形に近いが、北東隅が円弧状を呈する。横断面は箱状。

覆土は下層が暗褐色土、上層は黒褐色土を主体とする。

関山Ⅱ式の土器片が出土している。

２６０号土坑　７－Ｍ・Ｎ－５グリッド　長軸確認長7０ｃｍ、

短軸長7０ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－３9°－Ｅ。平面形は

隅丸方形を呈するかと思われる。横断面は浅い皿状を示

す。覆土は暗褐色土を主体とする。

２６１号土坑　７－P－６グリッド　長軸長17６ｃｍ、短軸長

1２4ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｅ。平面形は隅丸長

方形、ごく浅く、底部はゆるく波打つ。覆土は黒褐色土

を主体とする。

２６２号土坑　７－P－６グリッド　長軸長11２ｃｍ、短軸長８３

ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－６８°－Ｅ。平面形はゆがんだ

長円形、横断面は浅い皿状を示す。覆土は灰褐色土を主

体とする。

２６５号土坑　７－P・Ｑ－７・８グリッド　長軸長２91ｃｍ、

短軸長２８２ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－８２°－Ｅ。平面形は

方形、浅く、壁の立ち上がりはやや丸みを持つ。底面は

平ら。覆土は暗褐色土を主体とするが、壁際に黒褐色土

が堆積する。２６６号土坑、２８5号土坑に切られる。

２６８号土坑　７－Ｋ－８・９グリッド　長軸長２０1ｃｍ、短軸

長15６ｃｍ、深さ３9ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は南辺

がやや短い台形、横断面は箱状。覆土は観察所見と断面

図の整合を欠くが、褐色土が主体であるらしい。

２７０号土坑　７－Ｌ・Ｍ－３・４グリッド　長軸長145ｃｍ、

短軸長1３２ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－9０°－Ｅ。平面形は

方形。浅く、底面は波打つ。覆土は褐色土を主体とする。

２７１号土坑　７－Ｊ－３・４、Ｋ－３グリッド　長軸長1８5ｃｍ、

短軸長1２２ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－３4°－Ｅ。平面形は

南短辺が丸みを持つ隅丸長方形だが、南側は内接するよ

うに円形に落ち込む。覆土は暗褐色土を主体とする。

２７４号土坑　７－Ｖ・Ｗ－９グリッド　長軸長14０ｃｍ、短軸

長６０ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は長円形、

横断面は浅い箱形。覆土は灰褐色土主体。

２７８号土坑　７－Ｙ－1０グリッド　長軸長114ｃｍ、短軸長６２

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－77°－Ｅ。平面形は隅丸長方形、

横断面は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。２８６

号土坑を切る。

２７９号土坑　７・８－Ｙ・Ａ－1０・11グリッド　長軸確認

長３２０ｃｍ、短軸長151ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｅ。

平面形は隅丸長方形。北短辺は攪乱されているが、丸み

を持つかもしれない。横断面は浅い箱形。覆土は黒褐色

土を主体とする。

２８０号土坑　７－Ｕ－２グリッド　長軸長91ｃｍ、短軸長9０

ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｗ。平面形は円形、横

断面は浅い箱形。覆土は黒褐色土を主体とする。

２８１号土坑　８－Ｂ－11グリッド　長軸長1２２ｃｍ、短軸長99

ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－７°－Ｗ。平面形は扁円形、

横断面は皿状。覆土は黒褐色土を主体とする。

２８２号土坑　７－Ｙ－11グリッド　長軸長８０ｃｍ、短軸長６7

ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－77°－Ｅ。平面形は円形、横

断面は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とし、上部壁際に暗

褐色土が載る。

２８４号土坑　７－Ｗ－11・1２グリッド　長軸長154ｃｍ、短軸

長11２ｃｍ、深さ4０ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｅ。平面形は隅丸

方形。南壁部に大きな礫がある。横断面は箱形。覆土は

下位が暗褐色土、上位が褐色土を主体とする。

２８５号土坑　７－Ｑ－７・８グリッド　長軸長11８ｃｍ、短軸

長1０4ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｗ。平面形は扁円

形、横断面は鍋状。覆土は上下が暗褐色土主体、中位に
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焼土、炭化物層を挟む。２６5号土坑を切る。

２８６号土坑　７－Ｙ－1０グリッド　長軸長1２８ｃｍ、短軸長６３

ｃｍ、深さ1０ｃｍ、長軸方位Ｎ－８８°－Ｗ。平面形は隅丸長方形、

横断面は浅い皿状ないし箱状。覆土は暗褐色土を主体と

する。２7８号土坑に切られる。

２９５号土坑　８－Ａ－1２グリッド　長軸長８7ｃｍ、短軸長６０

ｃｍ、深さ1０ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は扁円形、

横断面は浅い皿状。覆土は黒褐色土を主体とする。

２９６号土坑　７－Ｍ－６グリッド　長軸長1２4ｃｍ、短軸長9６

ｃｍ、深さ３5ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｗ。平面形は東辺が丸

みを持つ隅丸長方形、横断面は鍋状。覆土は暗褐色土を

主体とする。

２９７号土坑　７－Ｌ－４・５グリッド　長軸長２２０ｃｍ、短軸

確認長1３4ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－19°－Ｗ。平面形は

北短辺が丸みを持つ隅丸長方形、横断面は鍋状。覆土は

灰色土を主体とする。２9８号土坑を切る。

２９８号土坑　７－Ｌ－４・５グリッド　長軸長２２２ｃｍ、短軸

長15２ｃｍ、深さ６２ｃｍ、長軸方位Ｎ－9０°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、横断面は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とし、上

層に焼土を多量に含む。

２９９号土坑　７－Ｊ－５・６グリッド　長軸長1６9ｃｍ、短軸

長117ｃｍ、深さ２5ｃｍ、長軸方位Ｎ－２5°－Ｗ。平面形はゆが

んだ長円形、西壁が乱れるが、横断面は鍋状に近い。覆

土は黒褐色土を主体とする。

第411図　第４面土坑出土遺物６
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３5０号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　橙ローム粒を少量含む。褐色粒を少量含む。　
３51号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　橙色ローム土を少量含む。褐色土粒を少量含む。　
３5２号土坑　　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。褐色粒を少量含む。

橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック多く含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　炭化物少量含む。橙色土粒をわずかに含む。　
３5３号土坑　　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒を少量含む。大小の礫多く含む。　
３54号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに含む。褐色粒をわずかに含

む。橙色土粒を少量含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。褐色粒を少量含む。

橙色土粒多量に含む。黒色土をわずかに含む。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒をわずかに含む。褐色粒を少量含む。

橙色土粒を少量含む。　
３5６号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。褐色粒をわずかに含

む。橙色土粒をわずかに含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに含む。褐色粒を少量含む。

橙色土粒を少量含む。　
３57号土坑　
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　白色軽石粒含み、わずかにローム粒あり。　
３5８号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒をわずかに含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒をわずかに含む。　
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。褐色粒を少量含む。

橙色土粒を少量含む。　
３59号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒をわずかに含む。　

３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。
橙色土粒を少量含む。黒色土を少量含む。　

３６０号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　褐色粒をわずかに含む。橙色土粒を少量含む。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　褐色粒をわずかに含む。橙色土粒多量に含む。　
４　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　褐色粒をわずかに含む。橙色土粒をわずかに

含む。　
３６1号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。褐色粒をわずかに含

む。橙色土粒をわずかに含む。　
２　橙色土　7．5ＹＲ7／６　褐色粒をわずかに含む。暗褐色土粒をわずかに

含む。　
３６２号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。橙色土粒をわずかに

含む。　
２　橙色土　7．5ＹＲ7／６　褐色粒をわずかに含む。暗褐色土粒をわずかに

含む。　
３６5号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒をわずかに含む。小礫わずかに含む。　
３６６号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒をわずかに含む。小礫わずかに含む。　
３６7号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒子多量に含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒を少量含む。　
２　黒色土　7．5ＹＲ２／1　白色粒を少量含む。橙色土ブロックを多量に含

む。＊掘り過ぎ？　
３６８号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土粒をわずかに含む。小礫わずかに含む。　
３６9号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒を少量含む。橙色土ブロックを多量に

含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。橙色土ブロックを少量含

む。大小の礫を多量に含む。　

３5３号土坑１

３６０号土坑１
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３１８号土坑　７－Ｌ－５グリッド　長軸長19８ｃｍ、短軸長

15０ｃｍ、深さ4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－9０°－Ｅ。平面形は隅丸方

形、横断面は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。３19

号土坑に切られる。

３１９号土坑　７－Ｌ－５グリッド　長軸長1６０ｃｍ、短軸長54

ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｅ。平面形は幅の狭い隅

丸長方形。覆土は褐色土を主体とする。３1８号土坑を切る。

３２０号土坑　７－Ｍ－８グリッド　長軸長11２ｃｍ、短軸確認

長1０9ｃｍ、深さ4２ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は隅丸方形、

横断面は鍋状。覆土は下層が黒褐色土、上層は褐灰色土

を主体とする。３２1号土坑に切られる。縄文時代中期後

半から後期前半の土器片が出土している。

３２１号土坑　７－Ｍ－８グリッド　長軸長1００ｃｍ、短軸確認

長7６ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は隅丸長方

形、横断面は鍋状。覆土は褐灰色土を主体とする。中位

に礫を含む。３２０号土坑を切る。

３２２号土坑　７－Ｋ－1０グリッド　長軸長114ｃｍ、短軸長６８

ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－６7°－Ｅ。平面形は東短辺が

丸みを持つ隅丸長方形、横断面は上方が開く鍋状。覆土

は下層に黒色土があるが、上位はロームブロックが多く

含まれる。

３２３号土坑　７－Ｋ－1０グリッド　長軸長11０ｃｍ、短軸長８9

ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形はゆがんだ

円形、底面中央がくぼみ、西壁は小さな丸みを持って立

第41３図　第４面土坑出土遺物７
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３71号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、橙色土ブロックを少量含む。大小の

礫を多量に含む。
３7２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。橙色土粒をわずかに含む。

大小の礫を多量に含む。
３7３号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロックを多量に含む。
２　橙色土　7．5ＹＲ7／６　橙色土ブロックを多量に含む。
３74号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒を少量、黒色土多量に含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに、褐色粒、黒色土粒を少量

含む。
３75号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒を少量、橙色土ブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色粒、橙色土粒を少量含む。
３　黒色土　7．5ＹＲ２／1　白色粒をわずかに、黒褐色土多量に含む。
３7８号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに含む。褐色粒、橙色土粒を

少量含む。
３　黄褐色土　7．5ＹＲ5／６　白色粒、褐色粒をわずかに含む。橙色土ブロッ

クを多量に含む。
３79号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色粒、橙色土粒を少量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロックを多量に含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。
３８1号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に、橙色土粒を少量含む。
３８２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に、橙色土粒を少量含む。

３８６号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色土粒、黄褐色、橙色土ローム粒をわずか

に含む。
２　にぶい褐色土　7．5ＹＲ６／３　褐色粒、黒褐色土ブロックを少量含む。

橙色土ロームブロックを多量に含む。
455号土坑
１　褐灰色土　1０ＹＲ６／1　黒色土粒をわずかに含む。
２　灰白色土　1０ＹＲ7／1　黒色土粒、白色粒をわずかに含む。
３　黒褐色土　1０ＹＲ３／1　黒色土多量に含む。
457号土坑
１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ　黒色粒、褐色、白色粒をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　黒色土粒、褐色粒を少量含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黒色土多量に、褐色粒をわずかに含む。
４　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　黄橙色土粒を少量含む。
５　黄橙色　1０ＹＲ８／６　ロームブロック主体。
45８号土坑
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土ブロックわずかに含む。
２　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　褐色・白色粒、黒色土粒を少量含む。
4６０号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黒色土粒をわずかに含む。黄橙色土ブロック

を少量含む。ローム土。
4６1号・4６4号・4６7号土坑
１　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　くすんだローム土にロームブロック、

黒色土小ブロック混土。一括埋土。
２　にぶい黄褐色土。
①　にぶい黄褐色土、２層よりしまりあり。ロームブロック大粒。
4６２号土坑
１　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　くすんだローム土にロームブロック、

黒色土小ブロック混土。一括埋土。
4６３号土坑
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。

３74号土坑１（1／３）
３８1号土坑１（1／4）
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ち上がり、東壁は大きく開く。覆土は下位にロームブロッ

ク、黒色土ブロックやにぶい黄褐色土があり、上位に黒

色土が載る。

３２４号土坑　７－Ｎ－1０グリッド　長軸長1２６ｃｍ、短軸長８5

ｃｍ、深さ２5ｃｍ、長軸方位Ｎ－7８°－Ｅ。平面形は扁円形、

横断面は碗状。覆土は灰黄褐色土を主体とする。上位に

８号焼土が載る。砥石のほか、関山Ⅱ式の土器片が出土

している。

３２５号土坑　７－Ｎ－1０グリッド　長軸長８4ｃｍ、短軸長7０

ｃｍ、深さ5０ｃｍ、長軸方位Ｎ－２5°－Ｗ。平面形は円形、横

断面はゆがんだ碗状。覆土は下層が暗褐色土、上層が黒

褐色土を主体とする。石錐が出土している。

３４２号土坑　８－Ｉ－９・1０グリッド　長軸長1６０ｃｍ、短軸

長7２ｃｍ、深さ６7ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は隅丸

長方形、断面は箱状。覆土は暗褐色土を主体とする。関

山Ⅱ式の土器片が出土している。

３４３号土坑　８－Ｈ・Ｉ－９グリッド　長軸確認長15０ｃｍ、

短軸長1０６ｃｍ、深さ３０ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｅ。平面形は

偏長円形、断面はやや深い鍋状で南部に弱い中段を持つ。

覆土は最下層に黒褐色土があり、中位に焼土、炭化物集

中層がある。上位は暗褐色土を主体とする。

３４５号土坑　9８－P－15グリッド　長軸長9０ｃｍ、短軸長74

第415図　第４面土坑出土遺物８
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4６８号土坑
１　にぶい黄褐色土、２層よりしまりあり。ロームブロック大粒。
4６9号土坑
１　黒褐色土　1０ＹＲ２／３　橙色土粒、炭化物粒をわずかに含む。
２　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土粒を少量含む。炭化物粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　黄橙色土ブロックを少量含む。
４　褐色土　1０ＹＲ4／６　やや砂質、黄橙色土多量に含む。
47０号土坑
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土粒を少量含む。
２　黒色土　1０ＹＲ２／1　黄橙色土粒をわずかに含む。
471号土坑
①　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　鉄分付着。白色粒を少量含む。Ａｓ－Ａ下畑の耕作土。
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。
47２号土坑
１　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　Ａｓ－Ａ下の畑の耕作土。鉄分付着。白褐色粒を

わずかに含む。
47３号土坑
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土粒、黒色土粒多量に含む。
474号土坑
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒を少量含む。
２　黒色土　1０ＹＲ２／1　黄色土粒をわずかに含む。
475号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に、褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。

479号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒多量に、褐色粒をわずかに含む。
２　黄橙色土　1０ＹＲ８／８　洪水砂主体。
5０６号土坑
１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　白色粒、褐色粒、炭化物粒をわずかに含

む。黒褐色土混入。
51２号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒をわずかに含む。炭化物多く含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄褐色土塊少量含む。

黒褐色土、炭化物粒をわずかに含む。
515号・51６号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄褐色粒、黄橙色土、炭化物粒をわずかに含

む。イモ穴。
２　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／4　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。
519号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色粒を少量含む。
5２０号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒、炭化物粒をわずかに含

む。鉄分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。鉄分わ

ずかに付着。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色粒をわずかに含む。

２

47３号土坑１

１

47０号土坑１（1／６）

5２０号土坑１
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ｃｍ、深さ２６ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｗ。平面形はゆがんだ

円形、横断面は深い皿状。覆土は下層がにぶい黄褐色土、

中層は暗褐色土、上層に褐色土が載る。

３４６号土坑　9８－Ｑ－17グリッド　長軸長74ｃｍ、短軸長5６ｃｍ、

深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－３7°－Ｗ。平面形はゆがんだ円形、

底部が乱れるが横断面は鍋状ないし深い皿状。覆土は褐色

土を主体とする。阿玉台１b式の深鉢底部片が出土してい

る。

３４９号土坑　9８－Ｑ－1８・19グリッド　長軸長８０ｃｍ、短軸

長71ｃｍ、深さ4６ｃｍ、長軸方位Ｎ－59°－Ｅ。平面形は円形、

横断面は鍋状を呈するかと思われるが、中央部が深く、

五角形に近い。覆土は下層がロームを主体とし、中層は

褐色土、上層から下層にかけて暗褐色土が陥入するが、

攪乱か柱痕か不明。

３５０号土坑　9８－Ｑ－1８・19グリッド　長軸長7６ｃｍ、短軸

長51ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－4３°－Ｗ。平面形は北西

短辺が丸みをもつ隅丸方形、横断面は碗状。覆土は暗褐

色土を主体とする。

３５１号土坑　9８－Ｏ・P－1８・19グリッド　長軸長7２ｃｍ、

短軸長６9ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－5２°－Ｅ。平面形は

円形、横断面はやや浅い皿状だが北東部は壁を持たない。

覆土は暗褐色土を主体とする。

３５２号土坑　9８－Ｉ－２4・２5グリッド　長軸長２０６ｃｍ、短軸

長1０８ｃｍ、深さ３4ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｗ。平面形は長円

形、横断面は鍋状。覆土は下層は黒褐色土、中位以上は

暗褐色土を主体とする。

３５３号土坑　9８－Ｉ－２３・２4グリッド　長軸長144ｃｍ、短軸

長1０６ｃｍ、深さ4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－5３°－Ｗ。平面形は北西

短辺が丸みをもつ隅丸方形、横断面は深い鍋形。覆土は

暗褐色土を主体とし、大小の礫を多く含む。関山式の土

器片が出土している。

３５４号土坑　9８－Ｈ－２２・２３グリッド　長軸長17０ｃｍ、短軸

長1３０ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｗ。平面形は長円

形、横断面は碗状。覆土は下層は黒褐色土、中位以上は

暗褐色土を主体とする。

３５６号土坑　9８－Ｉ－２３グリッド　長軸長1０２ｃｍ、短軸長６5

ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－３4°－Ｗ。平面形は両転変が

丸みを帯びる隅丸長方形、横断面は碗状ないしやや深い

皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

３５７号土坑　9８－Ｊ－２３・２4グリッド　長軸長7８ｃｍ、短軸

長６7ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－２9°－Ｗ。平面形はゆが

んだ円形ないし隅丸方形だが、地山の角礫が確認面まで

達していて、覆土は暗褐色土を主体とするが、人工によ

り掘削されたものとして良いものか疑問を持つ。

３５８号土坑　８－Ｊ・Ｋ－８グリッド　長軸長２０３ｃｍ、短軸

長1２０ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－5６°－Ｗ。平面形は南東

短辺が丸みを持つ隅丸長方形、横断面はやや深い皿状。

覆土は下層が暗褐色土を主体とし、上層が黒褐色土を主

体とする。五領ケ台式の土器片が出土している。

３５９号土坑　８－Ｊ・Ｋ－９グリッド　長軸長15０ｃｍ、短軸
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51８号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　黄褐色土ブロック、炭化物粒わずかに含む。

黒褐色土を少量含む。イモ穴。
5２８号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、白色粒、炭化物粒をわずかに含む。
5２9号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ　鉄分付着。　　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ　黄橙色粒をわずかに含む。鉄分付着。やや固い。　　
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　黄橙色土を少量含む。
5３０号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒を少量含む。黄橙色土ブロック、炭化物

わずかに含む。
5３1号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄褐色土ブロック、炭化物わずかに

含む。イモ穴。
5３4号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒をわずかに含む。黄褐色土ブロック、

炭化物わずかに含む。
5３5号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。　　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色粒、褐色粒をわずかに含む。
5３６号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色粒、褐色粒をわずかに含む。

5３7号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分わずか

に付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色土粒をわずかに含む。
5３9号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黄橙色粒、炭化物粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色粒を少量含む。
54０号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分わずか

に付着。イモ穴？
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土ブロック少

量含む。
541号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色土粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分わ

ずかに付着。
54３号土坑
１　明褐色土　7．5ＹＲ5／６　黄橙色土粒を少量含む。炭化物粒をわずかに

含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　黄橙色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒を少量含む。
544号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。鉄分わず

かに付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒を少量含む。
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長9８ｃｍ、深さ３9ｃｍ、長軸方位Ｎ－79°－Ｗ。平面形は長円形

ないし丸みを持った隅丸長方形、横断面は箱状ないしやや

深い鍋状。覆土は中央に黒褐色土を挟んで、上下に暗褐

色土がある。縄文時代前期末葉の土器片が出土している。

３６０号土坑　８－Ｊ－９・1０グリッド　長軸長159ｃｍ、短軸

長1０８ｃｍ、深さ３5ｃｍ、長軸方位Ｎ－８２°－Ｗ。平面形は長円

形ないし隅丸長方形、横断面はやや深い鍋状。覆土は黒

褐色土を主体とする。関山Ⅱ式の土器片が出土している。

３６１号土坑　８－Ｉ－５グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸長６６

ｃｍ、深さ5６ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｗ。平面形は南北に長

い長円形、横断面は深い箱状。覆土は下層が橙色土、上

層は暗褐色土を主体とする。

３６２号土坑　9８－Ｊ－２1グリッド　長軸確認長1０9ｃｍ、短軸

確認長６２ｃｍ、深さ２9ｃｍ、長軸方位Ｎ－7０°－Ｗ。平面形は

東西に長い偏楕円形、断面は碗状。覆土は下層が橙色土、

上層は暗褐色土を主体とする。

３６５号土坑　9８－Ｋ－２5グリッド　長軸長６5ｃｍ、短軸長51

ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－３０°－Ｅ。平面形はやや長い

扁円形、横断面は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

３６６号土坑　9８－Ｏ－２３グリッド　長軸長２３4ｃｍ、短軸長

1００ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｗ。平面形は長円形。

横断面は深い鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。底面

近くに円礫が多く入る。

３６７号土坑　８－Ｈ・Ｉ－１グリッド　長軸長1８８ｃｍ、短軸

長８６ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－5３°－Ｅ。平面形は長円形。

やや浅い鍋状の断面形。覆土は黒褐色土を主体とする。

３６８号土坑　８－Ｇ・Ｈ－１グリッド　長軸長11０ｃｍ、短軸

長97ｃｍ、深さ２６ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｅ。平面形は円形、

横断面は皿状。覆土は黒褐色土を主体とする。

３６９号土坑　８－Ｆ－１グリッド　長軸長６9ｃｍ、短軸長６5

ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｗ。平面形は円形、横

断面は鍋状。覆土は上層が黒褐色土、下層が暗褐色土を

主体とし、大小の礫を多く含む。３7０号土坑に切られる。

第41８図　第４面土坑出土遺物９
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545号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　淡黄色土　２．5ＹＲ7／８　褐色粒をわずかに含む。黒褐色土粒、黄橙色

土粒を少量含む。
３　黄色土　２．5ＹＲ８／６　褐色粒をわずかに含む。黒褐色土粒を少量含む。

黄橙色土粒を多く含む。
４　黄色土　２．5ＹＲ８／８　褐色粒、黒褐色土粒をわずかに含む。黄橙色土

粒を多く含む。
５　黄色土　２．5ＹＲ８／８　黄橙色土粒を多く含む。
54６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
549号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。褐色土を少量含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　焼土多く含む。炭化材多く含む。礫少量含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／６　褐色土主体。
554号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。褐色粒、黄橙色土粒、炭

化物粒をわずかに含む。
555号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。やや鉄分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
４　褐色土　7．5ＹＲ4／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
５　褐色土　7．5ＹＲ4／６　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
６　明褐色土　7．5ＹＲ5／６　黄橙色土粒主体。褐色粒、暗褐色土をわずか

に含む。礫を含む。
55６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。礫多く含む。
557号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。礫わずかに含む。鉄

分付着。
55８号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分わずか

に付着。
559号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。
5６０号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒をわずかに含む。黄橙色土ブ

ロック多く含む。
5６4号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。鉄分やや付着。　
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　黄橙色ブロック少量含む。褐色粒をわずかに含

む。
5６5号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土ブロックわ

ずかに含む。
57０号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。

砂礫少量含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土をわずかに含む。土粒を少

量含む。

555号土坑１

54６号土坑１

555号土坑２（1／２）
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３７１号土坑　８－Ｅ・Ｆ－１グリッド　長軸長２３1ｃｍ、短軸

長1２８ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－８２°－Ｗ。平面形は長円

形、浅く幅の広い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とし、大

小の礫を多く含む。

３７２号土坑　８－Ｇ－２5・１グリッド　長軸長２０7ｃｍ、短軸

長1２4ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｗ。平面形は長円

形、横断面は浅く幅の広い鍋状。覆土は暗褐色土を主体

とし、大小の礫を多く含む。

３７３号土坑　８－Ｉ－８・９グリッド　長軸確認長８０ｃｍ、

短軸長5８ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－5２°－Ｅ。平面形は

円形、横断面は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

３44号土坑に切られる。

３７４号土坑　9８－Ｒ－２1グリッド　長軸長1３６ｃｍ、短軸長

119ｃｍ、深さ4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｅ。平面形は扁円形、

横断面は上部に開く皿状。覆土は上層が黒褐色土、下層

が暗褐色土を主体とする。磨石が出土している。

３７５号土坑　9８－Ｓ－２０グリッド　長軸長11０ｃｍ、短軸長99

ｃｍ、深さ4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－６６°－Ｗ。平面形は円形、横

断面は深い箱形。覆土は最下層に黒色土があり、中位は

暗褐色土、上位は橙色土ブロックを多く含む黒褐色土を

主体とする。

３７８号土坑　9８－Ｎ－２０グリッド　長軸確認長６８ｃｍ、短軸

長６5ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－６２°－Ｅ。平面形は円形

土坑が二つ連なったように見えるが、攪乱を受けている。

横断面は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。中央に深

く入る黒褐色土と東壁部の黄褐色土は植物性の攪乱を思

わせる。

３７９号土坑　9８－Ｎ・Ｏ－２1グリッド　長軸長79ｃｍ、短軸

長4０ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－３２°－Ｅ。平面形はゆが

んだ長円形、横断面は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とす

る。

３８１号土坑　9８－Ｌ－２２グリッド　長軸長1６０ｃｍ、短軸長

11２ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－79°－Ｗ。平面形は長円形、

横断面は皿状。覆土は暗褐色土を主体とし、礫を多く含

む。勝坂１式の土器片が出土している。

３８２号土坑　9８－Ｍ－２２グリッド　長軸長６６ｃｍ、短軸長６２

ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－54°－Ｅ。平面形はゆがんだ

円形、横断面は皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

３８６号土坑　9８－Ｒ－1６グリッド　長軸長17０ｃｍ、短軸長

11０ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－9０°－Ｗ。平面形は長円形、

横断面は浅い皿状。覆土は下層がにぶい褐色土、上層は

黒褐色土を主体とする。

４０４号土坑　97－Ｅ－19グリッド　長軸長97ｃｍ、短軸長47

ｃｍ、深さ１ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は丸みを持っ

た涙滴状。覆土は焼土を多く含む。

４５５号土坑　７－Ｏ－1２グリッド　長軸長77ｃｍ、短軸長54

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｗ。平面形は隅丸長方形、

断面形は鍋状。覆土は褐灰色土、灰白色土が主体。

４５７号土坑　７－Ｏ・P－1３グリッド　長軸確認長８６ｃｍ、

短軸長８4ｃｍ、深さ45ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｗ。平面形は

長円形と思われるが、北部が調査区外となって全形が把

握できない。底部、壁面共に荒れているが、断面形は深
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5６1号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、黄橙色土粒を少量含む。褐色粒、炭

化物粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
5６２号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土を少量含む。
３　浅黄橙色土　7．5ＹＲ８／６　黄橙色土ブロック多く含む。
5６６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
5６7号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。やや鉄分付着。
5６８号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／６　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
３　明褐色土　7．5ＹＲ5／６　黄橙色土粒主体。褐色粒、暗褐色土をわずか

に含む。
5６9号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒をわずかに含む。
57３号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黄橙色土

粒を少量含む。
574号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
575号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。
57６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、黄橙色土ブロック少量含む。炭化物

粒をわずかに含む。
57８号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
5８1号土坑
１　褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。やや還元

気味。
5８２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒、炭化物わずかに含む。
5８３号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３　褐色土　1０ＹＲ4／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
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い鍋状に近い。覆土は下位は暗褐色土、中位は褐色土を

主体とし、上位ににぶい褐色土が載る。

４５８号土坑　７－Ｎ－1３、Ｏ－1２・1３グリッド　長軸長149ｃｍ、

短軸長６６ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｅ。平面形は

幅の狭い長円形、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土、暗褐

色土を主体とする。

４６０号土坑　７－Ｍ・Ｎ－1２グリッド　長軸長1２３ｃｍ、短軸

長7８ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｗ。平面形は隅丸

長方形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

４６１ａ号土坑　７－Ｍ－1３グリッド　長軸長1０4ｃｍ、短軸長

5８ｃｍ、深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｅ。平面形は隅丸長

方形、やや深い鍋状の断面形を示す。覆土はにぶい黄褐

色土を主体とする。4６1ｂ土坑を切る。

４６１ｂ号土坑　７－Ｍ－1３グリッド　長軸長97ｃｍ、短軸確認

長7８ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｅ。平面形はゆが

んだ隅丸長方形。やや深い鍋状の断面形を示す。覆土は

にぶい黄褐色土を主体とする。4６1ａ土坑に切られる。

４６２号土坑　７－Ｌ－1２グリッド　長軸長91ｃｍ、短軸長51

ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８６°－Ｅ。平面形は長円形、

断面形は皿状。覆土はにぶい黄褐色土を主体とする。

４６３号土坑　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長８5ｃｍ、短軸長74

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－３６°－Ｅ。平面形は胴張りの

ある隅丸方形、底面が荒れるが、碗状ないし鍋状の断面

形。覆土は暗褐色土を主体とする。

４６４号土坑　７－Ｌ－1２・1３グリッド　長軸長1２２ｃｍ、短軸

長49ｃｍ、深さ5６ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｅ。平面形は細長

い隅丸長方形、断面形は深い箱形。覆土はにぶい黄褐色

土を主体とする。

４６７号土坑　７－Ｊ・Ｋ－1３グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸

長97ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－３６°－Ｅ。平面形は扁円形、

断面形は浅い皿状。覆土はにぶい黄褐色土を主体とする。

４６８号土坑　７－Ｊ・Ｋ－1２・1３グリッド　長軸長9６ｃｍ、

短軸長55ｃｍ、深さ２６ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は隅丸

長方形、断面形はやや深い鍋状。覆土はにぶい黄褐色土

を主体とする。

４６９号土坑　７－Ｋ－1２・1３グリッド　長軸長17６ｃｍ、短軸

長159ｃｍ、深さ4８ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｅ。平面形は胴張

りのある隅丸方形、断面形はやや深い鍋状。覆土は下層

は暗褐色土、上層は黒褐色土を主体とする。内耳鍋片が

２点出土している。

４７０号土坑　７－Ｊ－1２グリッド　長軸長9２ｃｍ、短軸長６7

ｃｍ、深さ６5ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｅ。平面形は楕円形、

断面形はやや深い鍋状。覆土は黒色土を主体とし、大振

りの円礫が入る。石臼が出土している。

４７１号土坑　７－Ｊ－1３グリッド　長軸長２11ｃｍ、短軸長

1０1ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｅ。平面形は長方形、

断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

４７２号土坑　７－Ｊ－1３グリッド　長軸長２３２ｃｍ、短軸長1２８

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｅ。平面形はゆがんだ長

方形、断面形は浅い鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

４７３号土坑　７－Ｋ－1２・1３グリッド　長軸長1２６ｃｍ、短軸

長77ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－８4°－Ｅ。平面形はゆが

んだ楕円形、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とす

る。壺かと思われる陶器片が出土している。

４７４号土坑　７－Ｑ－1２・1３グリッド　長軸長1８２ｃｍ、短軸

長1０4ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８６°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、断面形は弱い逆台形。覆土は下層が黒色土、上

層は黒褐色土を主体とする。

４７５号土坑　9８－Ａ－２5グリッド　長軸長1６８ｃｍ、短軸長91

ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｗ。平面形はゆがんだ

長円形、断面形は浅い皿状。覆土は暗褐色土を主体とす

る。

４７９号土坑　97－Ｘ－２4・２5グリッド　長軸長６０ｃｍ、短軸

長5０ｃｍ、深さ６ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｅ。平面形は円形、

断面形はゆがんだ皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５０６号土坑　97－Ｇ－２4グリッド　長軸長1０4ｃｍ、短軸長49

ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は長円形、

断面形は鍋状。覆土はにぶい褐色土を主体とし、炭化物

粒をわずかに含む。

５１２号土坑　６－Ｓ－９グリッド　長軸長1２０ｃｍ、短軸長

115ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－６６°－Ｅ。平面形は円形、

底部が礫にあたり、断面形はゆがんだ碗状を呈す。覆土

は黒褐色土、暗褐色土を主体とする。炭化物粒を少量含

む。

５１５号土坑　６－Ｔ・Ｕ－1０グリッド　長軸長1２7ｃｍ、短軸

長5８ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は隅丸

長方形、断面形はコ字状。覆土は黒褐色土を主体とする。

イモ穴と判断されている。

５１６号土坑　６－Ｓ－８グリッド　長軸長14３ｃｍ、短軸長

1２7ｃｍ、深さ２9ｃｍ、長軸方位Ｎ－7０°－Ｗ。平面形はゆがん
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第4２1図　第４面土坑出土遺物1０　
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5６1号土坑１（1／1０） 5６６号土坑２（1／1０）

5６６号土坑１（1／２）

5６６号土坑３（1／1０）

5６６号土坑５（1／1０）

5６６号土坑４（1／1０）

5８６号土坑１（1／1０）

６０4号土坑１（1／4）

６００号土坑１（1／4）

６０4号土坑２（1／4）

６０4号土坑３（1／３）

６０３号土坑１（1／4）
６０1号土坑１（1／２）



だ隅丸方形、断面形は鍋状。覆土はにぶい褐色土を主体

とする。イモ穴と判断されている。

５１８号土坑　６－Ｔ・Ｕ－９グリッド　長軸長1０9ｃｍ、短軸

長51ｃｍ、深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

イモ穴と判断されている。

５１９号土坑　６－Ｔ－９・1０グリッド　長軸長３17ｃｍ、短軸

長149ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、断面形は幅の広い箱状。覆土は暗褐色土を主体

とする。5２０号土坑に切られる。

５２０号土坑　６－Ｔ－1０グリッド　長軸長２０7ｃｍ、短軸長

1２０ｃｍ、深さ６4ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｅ。平面形は隅丸長

方形だが、東部が乱れる。断面形は深い鍋状。覆土は暗

褐色土を主体とする。519号土坑を切る。陶器の皿片が

出土している。

５２８号土坑　６－Ｒ－５グリッド　長軸長95ｃｍ、短軸長６２

ｃｍ、深さ1２ｃｍ、長軸方位Ｎ－２８°－Ｗ。平面形はゆがんだ

扁円形、断面形は浅い鍋状。覆土は黒褐色土を主体とす

る。

５２９号土坑　６－Ｓ－９グリッド　長軸長1０1ｃｍ、短軸長77

ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－9０°－Ｗ。平面形は楕円形、

断面形は上部が大きく開く鍋状。覆土は下位が暗褐色土、

上位は褐色土を主体とする。

５３０号土坑　６－Ｔ－９・1０グリッド　長軸長1６5ｃｍ、短軸

長８０ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｗ。平面形は丸み

の強い隅丸長方形、断面形は浅い鍋状。覆土は褐色土を

主体とする。

５３１号土坑　６－Ｗ－1０・11グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸

長7８ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｗ。平面形は隅丸

長方形、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

炭化物粒をわずかに含む。イモ穴と判断されている。

５３４号土坑　６－Ｗ－11グリッド　長軸長1６３ｃｍ、短軸長5８

ｃｍ、深さ３８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｅ。平面形は隅丸長方形、

断面形は深い鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。炭化

物粒をわずかに含む。イモ穴と判断されている。

５３５号土坑　６－Ｗ－1２グリッド　長軸長17０ｃｍ、短軸確認

長1０1ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は北部

が調査区外のため全形が把握できないが、隅丸長方形と

推定される。断面形は鍋状。覆土は下層が暗褐色土、上

層が黒褐色土を主体とし、中位に礫を含む。

５３６号土坑　６－Ｕ－1０・11グリッド　長軸長1２０ｃｍ、短軸

長55ｃｍ、深さ5０ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は幅の
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5８4号土坑　　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。やや鉄分付着。
5８5号土坑　　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。やや鉄

分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
5８６号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土ブロック少

量含む。
5８7号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒、炭化物わずかに含む。
5８８号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
5８9号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒、黄橙色

砂少量含む。
３　明黄褐色土　1０ＹＲ7／６　黄橙色砂多く含む。
59０号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黒色土ブロック、黄橙色土粒をわず

かに含む。
591号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黒色土粒、黄橙色土粒をわずかに含

む。やや鉄分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黒色土粒をわずかに含む。黄橙色土

粒を少量含む。
59２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黒色土粒、黄橙色土粒をわずかに含む。

59３号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／３　黒色土粒、黄橙色土粒、炭化物粒をわずかに

含む。鉄分付着。
594号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。

鉄分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
３　黄橙色土ブロック。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
５　明褐色土　7．5ＹＲ5／６　褐色粒をわずかに含む。暗褐色土粒を少量含

む。黄橙色土粒を多く含む。
６　褐色土　7．5ＹＲ4／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
７　黄橙色土ブロック
８　褐色土　7．5ＹＲ4／６　黄橙色土粒主体。
９　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
1０　黄橙色土　7．5ＹＲ３／4　黄橙色土粒主体。粘性強い。
595号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
59６号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。やや鉄

分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
597号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
59８号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
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狭い隅丸長方形、断面形は深い鍋状。覆土は下層が暗褐

色土、上層が黒褐色土を主体とする。

５３７号土坑　６－Ｖ－９・1０、Ｗ－９グリッド　長軸長２14ｃｍ、

短軸長71ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－71°－Ｅ。平面形は

隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は褐色土を主体とする。

5３８号土坑に切られる。

５３９号土坑　６－Ｕ－11グリッド　長軸長14２ｃｍ、短軸長６６

ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｗ。平面形は楕円形、

断面形は深い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５４０号土坑　６－Ｒ・Ｓ－８・９グリッド　長軸長２８9ｃｍ、

短軸長14２ｃｍ、深さ47ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｗ。平面形は

長円形、断面形は深い鍋状。覆土は下層が暗褐色土、上

層が褐色土を主体とする。

５４１号土坑　６－Ｕ－11グリッド　長軸長159ｃｍ、短軸長7８ｃｍ、

深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｅ。平面形は長円形だが東壁

が崩れる。断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５４３号土坑　６－Ｙ－1２グリッド　長軸長7６ｃｍ、短軸長６３ｃｍ、

深さ5８ｃｍ、長軸方位Ｎ－41°－Ｗ。平面形は幅の狭い、ゆが

んだ長円形。断面形は深い鍋状で上位が開く。覆土は下

位が暗褐色土、中位が褐色土、上位は明褐色土を主体と

する。

５４４号土坑　７－Ｂ－11・1２グリッド　長軸長1３８ｃｍ、短軸

長1３３ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は胴張り

のある隅丸方形、断面形は鍋状。覆土は下位が暗褐色土、

上位が褐色土を主体とする。

５４５号土坑　７－Ａ－1２・1３、Ｂ－1２グリッド　長軸長２０６ｃｍ、

短軸長9０ｃｍ、深さ47ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｅ。平面形は

隅丸長方形、断面形は底部近くが膨らむ弱い袋状。覆土

は黄色土、黄橙色土を主体とする。

５４６号土坑　７－Ｂ－１グリッド　長軸長８7ｃｍ、短軸確認

長4３ｃｍ、深さ55ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は555号

土坑に切られて全形が把握できないが、円形ないし長円

形と思われる。断面形は深い鍋形ないし逆台形。覆土は

暗褐色土を主体とする。陶器の皿、縄文土器片が出土し

ている。

５４９号土坑　６－Ｗ－1２・1３グリッド　長軸長２1２ｃｍ、短軸

長1３８ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、断面形は浅い鍋形。覆土は褐色土を主体とする。

炭化材、焼土、礫を多く含む。

５５４号土坑　６－Ｕ－1０グリッド　長軸長15０ｃｍ、短軸長

1２６ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は隅丸方

形。南壁部に大きな礫がある。断面形は浅く、底面に凹
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599号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
６００号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒、炭化物

粒をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに、黄橙色土粒を多く含む。
６０1号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒、炭化物粒をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに、黄橙色土粒を多く含む。
６０２号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
６０３号・６11号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒、黄橙色土粒をわ

ずかに含む。鉄分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒をわずかに含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
５　明褐色土　7．5ＹＲ5／６　黄橙色土主体。褐色土粒をわずかに含む。や

や粘性強い。
６　褐色土　7．5ＹＲ4／６　褐色粒をわずかに、黄橙色土粒を多く含む。
７　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
８　明褐色土　7．5ＹＲ5／６　黄橙色土主体。暗褐色土粒をわずかに含む。
９　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
1０　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
11　褐色土　7．5ＹＲ4／６　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
1２　黄橙色土　7．5ＹＲ7／８　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。粘性強い。
1３　明褐色土　7．5ＹＲ5／８　黄橙色土粒主体。暗褐色土粒をわずかに含む。

８層に類似。

６０4号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。やや鉄

分付着。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黒色土粒を少量含む。

黄橙色土を少量含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに、黄橙色土を少量含む。
６０5号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ　褐色粒を、黒色土粒をわずかに含む。
６０６号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　黄橙色土ブロック、褐色粒を少量含む。炭化

物粒をわずかに含む。還元状態。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。鉄分付着。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
６０7号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黄橙色土

ブロック少量含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／　白色粒、黄橙色土粒を少量含む。
６０８号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。
２　鉄分付着層。
３　黒褐色土　白色粒を少量含む。褐色粒、黒色土粒、炭化物粒をわず

かに含む。
６０9号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黒色土粒を少量含む。

黄橙色土を少量含む。
６1０号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。軟質。
２　黄橙色土粒を少量含む。
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凸が多い。覆土は暗褐色土を主体とする。

５５５号土坑　７－Ｂ－11グリッド　長軸長15６ｃｍ、短軸長８7

ｃｍ、深さ4８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｅ。平面形は隅丸長方形、

断面形は深い鍋状。覆土下位は明褐色土を主体とし、礫

を含む。中位は褐色土、上位は暗褐色土を主体とする。

棒状の鉄製品が出土している。

５５６号土坑　６－Ｕ－５・６、Ｖ－５グリッド　長軸長２０２ｃｍ、

短軸長1２８ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－３1°－Ｅ。平面形は

ゆがんだ長円形、断面形は鍋状。覆土は礫を多く含む暗

褐色土を主体とする。

５５７号土坑　６－Ｔ・Ｕ－４・５グリッド　長軸長２1８ｃｍ、

短軸確認長1６1ｃｍ、深さ２６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８６°－Ｅ。平面形

は隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体と

する。

５５８号土坑　６－Ｖ－２グリッド　長軸長1３２ｃｍ、短軸長６０

ｃｍ、深さ３4ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｗ。平面形は長円形、

断面形は箱形。覆土は褐色土を主体とする。礫を含む。

５５９号土坑　６－Ｕ－２グリッド　長軸長1６６ｃｍ、短軸長79

ｃｍ、深さ３８ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は長円形、

断面形は箱形。覆土は褐色土を主体とする。

５６０号土坑　７－Ｃ－1２グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸長7６

ｃｍ、深さ4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｅ。平面形は隅丸長方形、

断面形はゆがんだ鍋状で底部がやや広がる。覆土は黄橙

色土ブロックを多く含む黒褐色土を主体とする。

５６１号土坑　７－Ａ－1２グリッド　長軸長15２ｃｍ、短軸長

14２ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－６８°－Ｅ。平面形は隅丸長

方形、断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

礫を多く含む。5６３号土坑を切る。石臼が出土している。

５６２号土坑　６－Ｙ－1２グリッド　長軸長15８ｃｍ、短軸確認長

7６ｃｍ、深さ5０ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｅ。平面形は長円形、断

面形は深い鍋状。覆土は下位が黄橙色土ブロックを多く含

む浅黄橙色土、中位以上は暗褐色土、褐色土を主体とする。

５６４号土坑　７－Ｂ・Ｃ－11・1２グリッド　長軸長２６６ｃｍ、

短軸長1０６ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－9０°－Ｗ。平面形は

隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は褐色土を主体とする。

５６５号土坑　７－Ｃ－1２・1３グリッド　長軸確認長14６ｃｍ、

第4２4図　第４面土坑出土遺物11
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６1２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。褐色粒、黄橙色土粒

を少量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
６1３号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黄

橙色土粒少量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
６17号土坑
１　灰褐色砂　7．5ＹＲ5／２　やや鉄分付着。
２　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　褐色粒をわずかに含む。やや砂質。やや鉄分

付着。
３　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　白色粒、褐色粒をわずかに含む。やや粘

質。やや鉄分付着。
６1８号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。やや鉄分付着。

６19号土坑
１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／4　やや鉄分付着。
２　橙色土　7．5ＹＲ６／６　黄橙色砂多く含む。
３　にぶい赤褐色土　5ＹＲ5／4　黄橙色砂わずかに含む。やや鉄分付着。
６２３号土坑
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒を少量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。やや硬

く締まっている。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
６２4号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。礫わず

かに含む。
６4２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
６4３号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土を少量含む。
３　浅黄橙色土　7．5ＹＲ８／６　黄橙色土主体。

６２３号土坑１

６4３号土坑３ ６4３号土坑４

６4３号土坑１ ６4３号土坑２

６4３号土坑５
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短軸長7８ｃｍ、深さ３０ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｅ。平面形は

ゆがんだ隅丸長方形、断面形は底部がやや広がる弱い袋

状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５６６号土坑　７－Ｂ－1３グリッド　長軸長191ｃｍ、短軸長17６

ｃｍ、深さ６1ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｅ。平面形はゆがんだ円形、

断面形は深い碗状。覆土は暗褐色土を主体とする。石臼

５点(上２点、下３点)とキセル雁首が出土している。

５６７号土坑　７－Ａ－1３グリッド　長軸長３３６ｃｍ、短軸長

２２３ｃｍ、深さ7８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｅ。平面形は長円形、

断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。下位に礫

を含む。5６８号、６44号土坑を切る。

５６８号土坑　７－Ａ－1３グリッド　長軸確認長３4０ｃｍ、短軸

長２３６ｃｍ、深さ６８ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｅ。平面形は幅の

広い長円形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５６９号土坑　６－Ｘ－11・1２グリッド　長軸長11６ｃｍ、短軸

長9８ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｗ。平面形はゆが

んだ円形、断面形は碗状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５７０号土坑　７－Ｃ－1２グリッド　長軸確認長1３5ｃｍ、短軸

長６８ｃｍ、深さ5２ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｅ。平面形は長円形、

断面形は浅い鍋状。覆土は褐色土、暗褐色土を主体とす

る。６4３号土坑を切る。

５７３号土坑　７－Ａ－1０グリッド　長軸長91ｃｍ、短軸長9０

ｃｍ、深さ２9ｃｍ、長軸方位Ｎ－８２°－Ｅ。平面形は隅丸方形、

断面形は皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５７４号土坑　６－Ｙ－７・８グリッド　長軸長1６８ｃｍ、短軸

長14０ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｅ。平面形はゆが

んだ円形、底部が礫層にあたり、一部がピット状に深く

掘られる。覆土は暗褐色土、黒褐色土を主体とする。

５７５号土坑　６－Ｙ－８グリッド　長軸長1０9ｃｍ、短軸長

1０３ｃｍ、深さ4０ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は円形、断

面形はやや深い鍋状。覆土は黒褐色土、暗褐色土を主体

とする。57８号土坑と接する。

５７６号土坑　７－Ａ－７グリッド　長軸長15０ｃｍ、短軸長８６

ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｅ。平面形は隅丸長方形。

断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５７８号土坑　６－Ｙ－８グリッド　長軸長1０4ｃｍ、短軸長9２

ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－45°－Ｅ。平面形は円形、断

面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５８１号土坑　７－Ｄ－７グリッド　長軸長1２０ｃｍ、短軸長7０

ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は長方形、

断面形は鍋状。底部が礫に当たる。覆土は褐灰色土を主

体とする。礫を多く含む。

５８２号土坑　７－Ｈ・Ｉ－４グリッド　長軸長８３ｃｍ、短軸

長74ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－２7°－Ｗ。平面形はやや

胴張りのある方形、断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土

を主体とする。

５８３号土坑　７－Ｃ－11グリッド　長軸長1８5ｃｍ、短軸長9３

ｃｍ、深さ３9ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形はやや胴張

りのある方形と思われる。断面形はやや深い鍋状。覆土

は褐色土、暗褐色土を主体とする。

５８４号土坑　７－Ｉ－1２グリッド　長軸長114ｃｍ、短軸長６８

ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－２5°－Ｅ。平面形は隅丸長方形、

断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５８５号土坑　７－Ｉ－1２グリッド　長軸長17８ｃｍ、短軸確認

長79ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｅ。平面形はやや

長い隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は下位が暗褐色土、

上位が黒褐色土を主体とする。

５８６号土坑　７－Ｉ－1３グリッド　長軸長1３5ｃｍ、短軸長5８

ｃｍ、深さ5６ｃｍ、長軸方位Ｎ－11°－Ｅ。平面形は長方形、

断面形は深いコ字状。覆土下位は暗褐色土を主体として

礫を含む。上位は黒褐色土を主体とする。石製の搗き臼

が出土している。

５８７号土坑　７－Ｄ・Ｅ－1０グリッド　長軸長17０ｃｍ、短軸

長145ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－17°－Ｗ。平面形はゆが

んだ隅丸方形、断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主

体とする。内耳鍋の破片が出土している。

５８８号土坑　７－Ｄ・Ｅ－1０グリッド　長軸長1８８ｃｍ、短軸

確認長144ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｗ。平面形は

幅の広い隅丸長方形と思われる。断面形は鍋状。覆土下

位は暗褐色土を主体として礫を含む。上位は黒褐色土を

主体とする。4０9号・41０号ピットに切られる。

５８９号土坑　７－Ｇ－11・1２グリッド　長軸長２45ｃｍ、短軸

長６7ｃｍ、深さ51ｃｍ、長軸方位Ｎ－６°－Ｅ。平面形は幅の
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８２7号土坑
１　淡灰褐色土。天明泥流下畑の耕土。
２　黄色砂礫層。地山土のブロックを含む。
３　暗黒褐色土。しまりあり。軽石粒を少量含む。
８３9号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒含む。鉄分付着多量。炭化粒

をわずかに含む。
８4０号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒やや多く含む。鉄分付着多量。

炭化粒をわずかに含む。



Ａ Ａ′

96
O+2-21

12

L=532.20mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

96-M+1-21

1

L=532.20mＡ Ａ′
1

L=531.60mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

96-R-22

1s
L=531.80mＡ Ａ′

Ａ Ａ′
96-R+322+2

2
1s

L=531.80mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

96-N-24

L=531.60mＡ Ａ′1

2

Ａ Ａ′

97-U+317+1

1
s s

sss

L=533.40mＡ Ａ′

L=531.60mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

96-S-16+2

3

2

1
ローム土
ブロック

L=533.20mＡ Ａ′

25号溝

25号溝

Ａ Ａ′

96-D-7

23 2 3
s
s
s
ssss

s

s
s

L=535.60mＡ Ａ′11

1

2

s

s

L=533.60mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

97-A+2-14

1

L=533.40mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

97
-B
-1
2+
2

1

L=533.80mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ

Ａ′

817号土坑

923号土坑

96-Q-23

Ａ Ａ′

97-B-14

０ ２ｍ１: 60

第4２６図　第４面土坑17　1／６０

８11号土坑

８1２号土坑

８1８号土坑

８19号土坑 ８２1号土坑

８２２号土坑

８17・9２３号土坑

８２６号土坑

８２7号土坑

８4０号土坑

８41号土坑

８３9号土坑

第２章　調査された遺構と遺物

358



狭い隅丸長方形、断面形は深い鍋状で、底面が一部張り

出す。覆土は下位は暗褐色土を主体として礫を含む。上

位は黒褐色土を主体とする。

５９０号土坑　７－Ｉ－11グリッド　長軸確認長159ｃｍ、短軸

確認長1３5ｃｍ、深さ1２ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｅ。平面形は

隅丸方形と思われる。断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色

土を主体とする。591号土坑を切る。

５９１号土坑　７－Ｉ－11・1２グリッド　長軸確認長２３８ｃｍ、

短軸長1２２ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－1８°－Ｅ。平面形は

やや幅広の隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土

を主体とする。59０号土坑に切られる。

５９２号土坑　７－Ｆ－９グリッド　長軸長11２ｃｍ、短軸長８８

ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形はゆがんだ隅丸

方形、断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

角礫を含む。

５９３号土坑　７－Ｇ－1０・11グリッド　長軸長11３ｃｍ、短軸

長1０６ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８３°－Ｅ。平面形は円形、

断面形は浅い皿状。覆土は黒褐色土を主体とする。

５９４号土坑　７－Ｇ・Ｈ－1２・1３グリッド　長軸長３9０ｃｍ、

短軸確認長49ｃｍ、深さ41ｃｍ、長軸方位Ｎ－7６°－Ｗ。平面

形は長い隅丸長方形、断面形はやや深い鍋状。覆土は明

黄褐色土が南側から流入し、上位に暗褐色土が載る。

５９５号土坑　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長7２ｃｍ、短軸長６4

ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－19°－Ｗ。平面形は扁円形、

断面形は皿状。覆土は黒褐色土、暗褐色土を主体とする。

５９６号土坑　７－Ｇ－８・９グリッド　長軸長２３２ｃｍ、短軸

長14８ｃｍ、深さ３２ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｅ。平面形は隅丸

長方形、断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５９７号土坑　７－Ｈ・Ｉ－８グリッド　長軸長２３4ｃｍ、短軸

長1３０ｃｍ、深さ６4ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は隅丸長

方形、断面形は鍋状。覆土下位は暗褐色土を主体とし、

上位は黒褐色土を主体とする。

５９８号土坑　７－Ｆ・Ｇ－９・1０グリッド　長軸長9０ｃｍ、短

軸長８1ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｗ。平面形は胴張

りのある隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を

主体とする。414号ピットを切る。415号ピットと接する。

５９９号土坑　７－Ｄ－７・８グリッド　長軸長179ｃｍ、短軸

長14０ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｅ。平面形はゆが

んだ隅丸長方形。断面形は浅い碗状を呈するが、底面が

礫層に当たって乱れる。覆土は黒褐色土を主体とする。

６００号土坑　７－Ｅ・Ｆ－1０・11グリッド　長軸長２14ｃｍ、

短軸長14８ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－８６°－Ｅ。隅丸長方

形土坑が二基並列したかに見える。西壁は底面が膨らむ。

覆土は下層が褐色土、上層が暗褐色土を主体とする。上
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８4３号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒多め含む。鉄分付着少量。炭

化粒やや多め含む。焼土粒をわずかに含む。
８44号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒含む。鉄分付着多量。炭化粒

をわずかに含む。
８45号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒多量に含む。
８4６号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒含む。鉄分付着少量。焼土粒・

炭化粒をわずかに含む。
８47号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒含む。褐色粒多量に含む。炭化粒大き

め含む。
８4８号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒多め含む。鉄分付着少量。炭

化粒やや多め含む。焼土粒をわずかに含む。
８49号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒含む。鉄分付着少量。焼土粒・

炭化粒をわずかに含む。
８5０号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒やや径大きい。褐色粒含む。鉄分付着

少量。焼土粒・炭化粒をわずかに含む。
８51号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒やや多く、褐色粒を少量含む。鉄分付

着少量。
８5２号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量、褐色粒をやや多く含む。炭化

粒をわずかに含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒とも１層より少なく、やや暗い。　
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色粒、褐色粒ブロックを含む。一

抱えほどの礫を含む。
８5３号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒わずかに含む。
８54号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒やや多く・褐色粒、炭化粒をわずかに

含む。
８６7号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒含む。鉄分付着。白色粒やや

多くやや灰色。
８６８号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒含む。鉄分付着。白色粒やや

多くやや灰色。
８６9号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒含む。炭化粒をわずかに含む。

鉄分付着少量。
８7０号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒含む。鉄分付着少量。炭化粒

をわずかに含む。
８75号土坑
１　黒灰色粘質土。地山土ブロックを多く含む。
８８7号土坑　
１　黒灰色粘質土。地山土ブロックを多く含む。
８８9号土坑　
１　淡褐色粘質土。炭化物を多く含む。　
２　１層と地山の混土。
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層に炭化物が含まれる。６０1号土坑に切られる。陶器の

皿片が出土している。

６０１号土坑　７－Ｅ－1０グリッド　長軸長11３ｃｍ、短軸長

1０1ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｅ。平面形は胴張り

のある隅丸方形、断面形は鍋状。覆土下層は褐色土、上

層は暗褐色土を主体とする。６００号土坑を切る。燧石が

出土している。

６０２号土坑　７－Ｇ－11グリッド　長軸確認長17６ｃｍ、短軸

長８1ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－11°－Ｅ。平面形はゆが

んだ隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は褐色土を中心と

し、角礫を多く含む。６０３号土坑を切る。

６０３号土坑　７－Ｆ－11、Ｇ－11・1２グリッド　長軸確認長

２4０ｃｍ、短軸確認長２３０ｃｍ、深さ３4ｃｍ、長軸方位Ｎ－８８°－Ｅ。

平面形は幅広の隅丸長方形と思われる。断面形は浅い鍋

状。壁際にはピット状に深い掘り込みが見られるが、こ

の土坑に伴うものかは不明。覆土は土層断面図最下位の

1２層・14層がこの土坑の覆土かと思われる。および明褐

色土で、1２層の横橙色土は地山ロームと同質。14層は地

山ロームと暗褐色土の混土で、土坑隅のピット状落ち込

みに続く。599号、６０２号土坑に切られる。６11号土坑の

下にあるものと判断されているが、動物性の攪乱を含む

土層の誤認かとも思われる。陶器皿が出土している。

６０４号土坑　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長1８5ｃｍ、短軸長

1８1ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－８６°－Ｅ。平面形は隅丸方

形、断面形はゆがんだ鍋状。覆土は褐色土、暗褐色土を

主体とする。鉄滓、天目碗の破片が出土している。

６０５号土坑　７－Ｂ・Ｃ－３グリッド　長軸長91ｃｍ、短軸

長7８ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８２°－Ｅ。平面形は隅丸

方形、断面形は浅い鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

６０６号土坑　７－Ｃ－２グリッド　長軸長1２4ｃｍ、短軸長7０

ｃｍ、深さ5６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｗ。平面形はやや長い

ゆがんだ隅丸長方形断面形は深いコ字状。覆土は底部近

くが暗褐色土、中位に褐色土があり、上位は黒褐色土を

主体とする。

６０７号土坑　７－Ｆ－２グリッド　長軸長11３ｃｍ、短軸長74

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｅ。平面形は隅丸長方形。

断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とし、炭化材を含む。

６０８号土坑　７－Ｆ－８グリッド　長軸長95ｃｍ、短軸長８２

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－８０°－Ｗ。平面形はゆがんだ

楕円形、断面形は浅い鍋状ないし皿状。覆土は黒褐色土

を主体とし、大ぶりの亜角礫が１個入る。骨片が出土し

ているが、残りが悪く人骨か獣骨かの判別もできない。

他の遺物もない。

６０９号土坑　７－Ｇ・Ｈ－７・８グリッド　長軸長２８２ｃｍ、

短軸長1６7ｃｍ、深さ２5ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は

隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は褐色土主体で、礫を

多く含む。

６１０号土坑　７－Ｂ・Ｃ－６グリッド　長軸長1６０ｃｍ、短軸

確認長15０ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｅ。平面形は

複数の円形掘り込みが重なる。底面が地山の礫層に当た

る。壁はやや上方に開く。覆土は黒褐色土を主体とする。

やや大ぶりの礫とともに石臼が出土している。

６１１号土坑　７－Ｇ－11・1２グリッド　長軸長３97ｃｍ、短軸

確認長２３０ｃｍ、深さ３２ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｗ。平面形は

幅広の隅丸長方形と思われる。断面形は鍋状。覆土は下

位にロームブロックを多く含む暗褐色土があり、この上

面は平坦に切れる。中位以上が黒褐色土、暗褐色土を

主体としており、掘り直しがあったものかと思われる。

599号、６０２号土坑、517号ピットに切られる。６０３号と重

複する。

６１２号土坑　７－Ｈ－７グリッド　長軸長15２ｃｍ、短軸長95

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－８０°－Ｗ。平面形はゆがんだ

隅丸長方形、断面形は浅い鍋状ないし皿状。覆土は暗褐

色土を主体とする。

６１３号土坑　７－Ｃ－９グリッド　長軸長7０ｃｍ、短軸長4３

ｃｍ、深さ4６ｃｍ、長軸方位Ｎ－74°－Ｅ。平面形は長円形、

断面形は深い鍋状。覆土は下層が暗褐色土、上層が褐色

土を主体とする。4８7号ピットを切る。

６１７号土坑　７－Ｇ－６・７グリッド　長軸長1２０ｃｍ、短軸

長1０5ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－7３°－Ｅ。平面形はゆがん

だ円形、断面形は鍋状を呈する。覆土は下位ににぶい褐

色土、上位に灰褐色土があり、東部には灰褐色の砂が入る。

６１８号土坑　７－Ｆ・Ｇ－７グリッド　長軸長６６ｃｍ、短軸

長６０ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－55°－Ｗ。平面形は円形、

断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

６１９号土坑　７－Ｇ・Ｈ－５グリッド　長軸長８1ｃｍ、短軸長

６６ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形はゆがんだ

円形、断面形は碗状。覆土はにぶい赤褐色土を主体とする。

６２３号土坑　７－Ｇ－11グリッド　長軸確認長８２ｃｍ、短軸

確認長８０ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－4８°－Ｗ。平面形は
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ゆがんだ円形、断面形は浅い鍋状。覆土は褐色土、暗褐

色土を主体とし、上位の褐色土中に礫を含む。キセルの

吸い口が出土している。

６２４号土坑　６－Ｒ－６グリッド　長軸長5６ｃｍ、短軸長55ｃｍ、

深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－８０°－Ｅ。平面形は円形、断面形は

碗状。覆土は黒褐色土を主体とする。5２３号土坑を切る。

６４２号土坑　７－Ｆ－1０・11グリッド　長軸長75ｃｍ、短軸

長5２ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－８３°－Ｅ。平面形は長方形、

断面形は碗状。覆土は暗褐色土を主体とし、切り石を含

む比較的大きな礫が入る。

643号土坑　７－Ｂ・Ｃ－1２グリッド　長軸長1２３ｃｍ、短軸

長８３ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－８０°－Ｅ。平面形は長方形、

断面形は鍋状。土層観察所見を欠く。大平通寶、皇宋通

寶、紹聖元寶、開元通寶など銭５枚が出土している。

７８９号土坑　97－Ｒ・Ｓ－３グリッド　長軸長95ｃｍ、短軸

長８4ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－4０°－Ｗ。平面形は楕円形、

断面形は皿状。土層観察所見を欠く。

７９０号土坑　97－Ｓ－３グリッド　長軸長1０８ｃｍ、短軸長57ｃｍ、

深さ7０ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は長円形、断面形は

鍋状。土層観察所見を欠く。底面にやや大ぶりの角礫が入る。

７９１号土坑　97－P－９・1０グリッド　長軸長1８4ｃｍ、短軸

長1０８ｃｍ、深さ６1ｃｍ、長軸方位Ｎ－２３°－Ｗ。平面形は長方

形、断面形はやや深い箱形。覆土は底面に大ぶりの亜角

礫があり、覆土中位にも礫を含む。

７９２号土坑　97－Ｑ－５・６グリッド　長軸長14０ｃｍ、短軸

長71ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｅ。平面形は長円形、

断面形は浅い皿状。土層観察所見を欠く。

７９３号土坑　97－Ｑ－８・９グリッド　長軸長1３６ｃｍ、短軸

長7０ｃｍ、深さ1０ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｅ。平面形は丸み

の強い隅丸長方形、断面形は皿状。土層観察所見を欠く。

７９４号土坑　97－Ｑ－８・９グリッド　長軸長157ｃｍ、短軸

長８4ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－３２°－Ｅ。平面形はゆが

んだ長円形、断面形は皿状。土層観察所見を欠く。

８０８号土坑　97－Ｆ－７・８グリッド　長軸長３7３ｃｍ、短軸

長14３ｃｍ、深さ６1ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｅ。平面形は丸み

の強い隅丸長方形、断面形はやや深い鍋状。覆土は下位

は暗褐色土、上位は褐色土が主体で、底部近くにやや大

ぶりの角礫、覆土中・上位に小ぶりの角礫が入る。

８０９号土坑　9６－Ｍ・Ｎ－1３・14グリッド　長軸長4６7ｃｍ、短

軸長79ｃｍ、深さ45ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｅ。平面形は幅の

狭い溝状、断面形は鍋状。覆土は角礫、亜角礫が多量に入る。

８１０号土坑　9６－Ｍ・Ｎ－17グリッド　長軸長4３０ｃｍ、短軸

長4２ｃｍ、深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－８4°－Ｅ。平面形は幅の

狭い溝状、断面形はＵ字状。覆土は中位以上にロームブ

ロックが含まれるが、礫はほとんど入らない。

８１１号土坑　9６－Ｏ－２０・２1グリッド　長軸長２94ｃｍ、短軸

長51ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－７°－Ｗ。平面形は幅の

狭い溝状、断面形は箱形。覆土はローム小ブロックを含

むが、礫はほとんど入らない。

８１２号土坑　9６－Ｍ－２０・２1グリッド　長軸長２６６ｃｍ、短軸

長６5ｃｍ、深さ２5ｃｍ、長軸方位Ｎ－17°－Ｗ。平面形はやや

幅広の乱れた溝状、断面形は碗状。土層観察所見を欠く。

８１７号土坑　9６－Ｑ－２２・２３グリッド　長軸長19２ｃｍ、短軸

長5８ｃｍ、深さ41ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は長い

隅丸長方形、断面形は箱形。土層観察所見を欠く。地山

ローム由来の円形斑を含む。

８１８号土坑　9６－Ｒ－２２グリッド　長軸長7６ｃｍ、短軸長47

ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－19°－Ｗ。平面形は隅丸長方形、

断面形は浅い箱形。土層観察所見を欠く。地山ローム由

来の円形斑を含む。

８１９号土坑　9６－Ｒ・Ｓ－２２グリッド　長軸長17０ｃｍ、短軸

長5２ｃｍ、深さ３5ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形はやや

長い隅丸長方形、断面形は箱形。土層観察所見を欠く。

８２１号土坑　9６－Ｍ・Ｎ－２３・２4グリッド　長軸長19２ｃｍ、

短軸長８３ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－２２°－Ｗ。平面形は

ゆがんだ長方形、断面形は皿状。覆土は土層観察所見を

欠くが、炭化物片が多く含まれる。

８２２号土坑　9６－Ｕ・Ｖ－1６・17グリッド　長軸長２２６ｃｍ、

短軸長5２ｃｍ、深さ4０ｃｍ、長軸方位Ｎ－２7°－Ｗ。平面形は狭

い長円形、断面形は狭い鍋状。被熱したように赤化した

ものを含む角礫を詰めた上を、黄褐色ロームで被覆する。

８２６号土坑　9６－Ｓ－1６・17グリッド　長軸長74６ｃｍ、短軸

長7２ｃｍ、深さ1２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は狭長

な溝状、深いＵ字状で上端が開く。覆土は中位にローム

ブロックを含むが、礫等は見られない。

８２７号土坑　97－Ｃ・Ｄ－６～８グリッド　長軸長49２ｃｍ、

短軸長174ｃｍ、深さ77ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｗ。平面形は

長方形、断面形は箱形を基本とするが、底部がやや膨ら

み気味となる。覆土は黄色砂礫層を主体とし、東壁寄り

に礫を多く含む。復旧溝的な機能が想定される。
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８３９号土坑　97－Ａ・Ｂ－1３～15グリッド　長軸確認長5００ｃｍ、

短軸長６4ｃｍ、深さ99ｃｍ、長軸方位Ｎ－２7°－Ｗ。平面形は狭長

な溝状、断面形は箱形。覆土は暗褐色土を主体とする。

８４０号土坑　97－Ａ－1３ ～ 15グリッド　長軸長６7２ｃｍ、短

軸長６２ｃｍ、深さ11２ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は狭

長な溝状、断面形は深く狭い箱状を基本とするが、壁の

中位がややえぐれる。覆土は暗褐色土を主体とする。

８４１号土坑　97－Ａ・Ｂ－1２・1３グリッド　長軸長３８８ｃｍ、

短軸長２9０ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－８０°－Ｅ。平面形は

扁円形、断面形は皿状。土層観察所見を欠く。植物性の

土壌攪乱と思われる。

８４２号土坑　9６－Ｗ・Ｘ－1２グリッド　長軸確認長２６０ｃｍ、短

軸長1２4ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－２9°－Ｗ。平面形は長円

形と思われる。断面形は底面が乱れた皿状。土層観察所

見を欠く。写真記録は未完掘状態で撮影されたものと思

われ、平断面ともに形状が把握できない。還元的な土壌

環境を思わせる色調で、人工物か否かの判断もできない。

８４３号土坑　9６－Ｗ・Ｘ－1３グリッド　長軸長1３６ｃｍ、短軸

長5２ｃｍ、深さ８０ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は長円

形ないし隅丸長方形、断面形は深いＵ字状。覆土は暗褐

色土を主体とする。下位にやや大型の角礫が入る。

８４４号土坑　9６－Ｖ・Ｗ－15・1６グリッド　長軸長２5２ｃｍ、

短軸長5２ｃｍ、深さ9０ｃｍ、長軸方位Ｎ－17°－Ｗ。平面形は

狭い隅丸長方形、断面形は深いＵ字状を基本とするが部

分的に壁が崩れる。覆土は暗褐色土を主体とする。

８４５号土坑　9６－Ｓ・Ｔ－1３ ～ 1６グリッド　長軸長11３８ｃｍ、

短軸長６６ｃｍ、深さ141ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は

狭長な溝状、深い箱状。覆土は暗褐色土を主体とする。

８４６号土坑　9６－Ｎ－17・1８グリッド　長軸長19０ｃｍ、短軸

長17０ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－６３°－Ｗ。平面形はゆが

んだ円形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

８４７号土坑　9６－Ｎ－1８グリッド　長軸長1０８ｃｍ、短軸長1０６

ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－7３°－Ｅ。平面形は長円形土坑

が２基並列したように見える。断面形は箱形。覆土は暗

褐色土を主体とする。中位以上に白色の軽石粒を含む。

８４８号土坑　9６－P－1８・19グリッド　長軸長２３２ｃｍ、短軸

長74ｃｍ、深さ75ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は幅の

狭い長円形で、上端が北に広がる。断面形は上位が開い

たゆるいＶ字状。覆土は暗褐色土を主体とする。中位以

上に白色の軽石粒を含む。円礫、亜角礫が入る。

８４９号土坑　9６－P－２グリッド　長軸長６4ｃｍ、短軸長44

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－17°－Ｗ。平面形は長方形で

南辺が丸みを持つ。断面形は箱形。覆土は暗褐色土を主

体とする。

８５０号土坑　６－Ｏ－１・２グリッド　長軸長9３ｃｍ、短軸

長８３ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－６２°－Ｗ。平面形は胴張

りのある隅丸方形ないし円形、断面形は鍋状。覆土は暗

褐色土を主体とする。

８５１号土坑　9６－Ｏ－２4グリッド　長軸長155ｃｍ、短軸長5３

ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－３６°－Ｗ。平面形は幅の狭い

長円形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

８５２号土坑　9６－Ｎ・Ｏ－２０ ～ ２２グリッド　長軸長7８5ｃｍ、

短軸長57ｃｍ、深さ1２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－３1°－Ｗ。平面形は

狭長な溝状、断面形は深い箱状。覆土は暗褐色土を主体

とする。両端部に比較的大物の円礫がまとまる。

８５３号土坑　9６－Ｎ－２０グリッド　長軸長11６ｃｍ、短軸長5３

ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－２4°－Ｗ。平面形は長円形、

断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

８５４号土坑　9６－Ｓ・Ｔ－２２グリッド　長軸長1３２ｃｍ、短軸長

5２ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－６9°－Ｅ。平面形はゆがんだ

隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

８６７号土坑　97－Ｈ－17・1８グリッド　長軸確認長1００ｃｍ、

短軸長57ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は

隅丸方形と思われるが、北部が調査区界に切られる。断

面形は箱形。覆土は暗褐色土を主体とする。

８６８号土坑　97－Ｋ・Ｌ－17グリッド　長軸確認長11２ｃｍ、

短軸長55ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は

隅丸方形と思われるが、北部が調査区界に切られる。断

面形は箱形。覆土は暗褐色土を主体とする。

８６９号土坑　97－Ｑ－15グリッド　長軸長5２ｃｍ、短軸長5２

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－11°－Ｗ。平面形は円形、断

面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

８７０号土坑　97－Ｉ－15グリッド　長軸長1０８ｃｍ、短軸長7６ｃｍ、

深さ２６ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は長円形、断面形

は底面がやや乱れた鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

８７５号土坑　97－Ｅ－1２グリッド　長軸長２２６ｃｍ、短軸長77

ｃｍ、深さ３5ｃｍ、長軸方位Ｎ－1８°－Ｗ。平面形は南北に長

い隅丸長方形、断面形は浅い箱形。覆土は黒灰色粘質土

を主体とする。

８８７号土坑　97－Ｃ－1８グリッド　長軸長14２ｃｍ、短軸長54
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ｃｍ、深さ３０ｃｍ、長軸方位Ｎ－２1°－Ｗ。平面形は南北に長

い隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は黒灰色粘質土を主

体とする。

８８８号土坑　97－Ｂ・Ｃ－15グリッド　長軸長３３８ｃｍ、短軸

長６２ｃｍ、深さ８4ｃｍ、長軸方位Ｎ－３３°－Ｗ。平面形は狭長

な溝状、断面形は深い箱状。土層観察所見を欠く。

８８９号土坑　9６－Ｘ・Ｙ－17グリッド　長軸確認長２２６ｃｍ、

短軸長1２０ｃｍ、深さ4２ｃｍ、長軸方位Ｎ－49°－Ｅ。平面形は

長円形、断面形は碗状。覆土は炭化物を含む淡褐色粘質

土を主体とする。

８９０号土坑　9６－Ｘ－２1グリッド　長軸長２5８ｃｍ、短軸長６4

ｃｍ、深さ74ｃｍ、長軸方位Ｎ－1８°－Ｗ。平面形は南北に長

い隅丸長方形、断面形は鍋状。土層観察所見を欠く。

８９１号土坑　9６－Ｖ－２1・２２グリッド　長軸長49６ｃｍ、短軸

長８６ｃｍ、深さ74ｃｍ、長軸方位Ｎ－２８°－Ｗ。平面形は南北

に長い隅丸長方形、断面形は鍋状。土層観察所見を欠く。

９１３号土坑　６－Ｎ・Ｏ－２グリッド　長軸長３51ｃｍ、短軸

長4８ｃｍ、深さ49ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｅ。平面形は狭長

な隅丸長方形ないし溝状、断面形は箱形。土層観察所見

を欠く。

９１４号土坑　６－Ｎ・Ｏ－２グリッド　長軸長３８８ｃｍ、短軸

長4６ｃｍ、深さ44ｃｍ、長軸方位Ｎ－74°－Ｅ。平面形は狭長

な隅丸長方形ないし溝状、断面形は箱形。土層観察所見

を欠く。

９１５号土坑　６－Ｎ－２グリッド　長軸長２74ｃｍ、短軸長３２

ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｅ。平面形は狭長な隅

丸長方形ないし溝状、断面形は浅い鍋状。土層観察所見

を欠く。

９１６号土坑　６－Ｍ・Ｎ－２・３グリッド　長軸確認長２０８ｃｍ、

短軸長２００ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－６°－Ｅ。平面形は

幅の広い隅丸長方形でごく浅い。土層観察所見を欠く。

９１７号土坑　６－Ｏ・P－２グリッド　長軸確認長41３ｃｍ、

短軸長６5ｃｍ、深さ２9ｃｍ、長軸方位Ｎ－74°－Ｅ。平面形は

狭長な隅丸長方形ないし溝状、断面形は浅い鍋状。土層

観察所見を欠く。

９１８号土坑　9６－Ｔ－２1・２２グリッド　長軸長1６０ｃｍ、短軸

長75ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－３4°－Ｗ。平面形は隅丸

長方形、断面形は浅い皿状。覆土の土層観察所見を欠く

が、炭化物を多く含む。

９１９号土坑　６－Ｍ・Ｎ－３グリッド　長軸長47３ｃｍ、短軸

長5０ｃｍ、深さ２9ｃｍ、長軸方位Ｎ－7２°－Ｅ。平面形は狭長

な隅丸長方形ないし溝状。土層観察所見を欠く。

９２０号土坑　６－Ｍ・Ｎ－３グリッド　長軸長３5８ｃｍ、短軸

長1０３ｃｍ、深さ２６ｃｍ、長軸方位Ｎ－7３°－Ｅ。平面形は狭長

な隅丸長方形ないし溝状。土層観察所見を欠く。

９２１号土坑　６－Ｎ・Ｏ－２グリッド　長軸確認長２３０ｃｍ、

短軸長３7ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｅ。平面形は

狭長な隅丸長方形ないし溝状、断面形は箱形。土層観察

所見を欠く。

９２３号土坑　６－Ｑ－２２・２３グリッド　長軸長9８ｃｍ、短軸

長74ｃｍ、深さ1２ｃｍ、長軸方位Ｎ－4８°－Ｗ。平面形はゆが

んだ長方形、断面形は浅い鍋状。土層観察所見を欠く。

ピット

２２９号ピット　７－Ｋ－９グリッド　長軸確認長54ｃｍ、短

軸長49ｃｍ、深さ６4ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。２３０号ピッ

トを切る。

２３０号ピット　７－Ｋ－９グリッド　長軸長54ｃｍ、短軸長

4６ｃｍ、深さ６1ｃｍ。覆土は暗褐色土・黒褐色土が主体。ロー

ムブロックを多く含む。２２9号ピットに切られる。

２３１号ピット　７－Ｌ・Ｍ－４グリッド　長軸長4０ｃｍ、短

軸確認長２６ｃｍ、深さ７ｃｍ。覆土は暗褐色土とされるが、

写真記録ではロームブロックのように見える。

２３２号ピット　７－Ｎ－４グリッド　長軸長44ｃｍ、短軸長

41ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

２３３号ピット　７－Ｍ－３グリッド　長軸長4３ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ49ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。中央に柱痕状

に褐色土が入る。

２３５号ピット　７－Ｉ－1０グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸確

認長２7ｃｍ。断面に関する記載を欠く。内耳鍋の破片が出

土している。

２３６号ピット　７－Ｌ－５グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ。断面に関する記載を欠く。砥石が出土している。

２３７号ピット　７-Ｋ- ４グリッド　３ないし４基のピッ

トの集合として表現される。最大のもので長軸長5８ｃｍ、

短軸長３7ｃｍ。最上位のものは径３０ｃｍほど。断面および覆

土に関する記載を欠く。天聖元寳が出土している。

２３８号ピット　７－Ｋ－８グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２３９号ピット　７－Ｊ－８グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長
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２６ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２４０号ピット　７－Ｊ－９グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２４１号ピット　７－Ｊ－1０グリッド　長軸長5６ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２４２号ピット　７－Ｊ－1０グリッド　長軸長4６ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２４３号ピット　７－Ｋ－９グリッド　長軸長２０ｃｍ、短軸長

19ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２４４号ピット　７－Ｌ－1０グリッド　長軸長２６ｃｍ、短軸長

19ｃｍ。覆土は灰黄褐色土が主体。177号土坑を切る。碗

型鍛冶滓が出土している。

２４５号ピット　７－Ｍ－９グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長２1

ｃｍ。断面に関する記載を欠く。内耳鍋の破片が出土している。

２４６号ピット　７－Ｏ・P－９グリッド　長軸長２5ｃｍ、短

軸長２4ｃｍ。断面に関する記載を欠く。碗型鍛冶滓が出土

している。

２４７号ピット　７－Ｎ－７グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ。断面に関する記載を欠く。天聖元寳が出土している。

２４８号ピット　７－Ｌ－11グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２４９号ピット　9８－Ｑ－15グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ4８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

２５０号ピット　9８－P－２０グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

4２ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

２５１号ピット　9８－Ｑ－２０グリッド　長軸長44ｃｍ、短軸長

３7ｃｍ、深さ２３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

２５２号ピット　9８－Ｑ－２０グリッド　長軸長44ｃｍ、短軸長

4２ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

２５３号ピット　9８－P－19グリッド　長軸長51ｃｍ、短軸長

4０ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

２５４号ピット　9８－P・Ｑ－２1グリッド　長軸長4３ｃｍ、短

軸長３３ｃｍ、深さ２1ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

２５５号ピット　9８－P－２０グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

３9ｃｍ、深さ47ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

２５６号ピット　9８－Ｏ－２1グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

３9ｃｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は上位が褐色土、下位がにぶい黄

褐色土が主体。

２５７号ピット　9８－Ｏ－２1グリッド　長軸長51ｃｍ、短軸長

44ｃｍ、深さ4０ｃｍ。土層観察所見を欠く。

２５８号ピット　9８－Ｏ－２1グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は黒褐色土・暗褐色土が主体。

２６８号ピット　７－Ｉ・Ｊ－1２グリッド　長軸長２9ｃｍ、短

軸長２7ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２６９号ピット　７－Ｉ・Ｊ－1２グリッド　長軸長３4ｃｍ、短

軸長２６ｃｍ、深さ44ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２７０号ピット　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ4２ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２７１号ピット　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２７２号ピット　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２７３号ピット　７－Ｍ－1３グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２5ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２７４号ピット　７－Ｌ－1２グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２７５号ピット　７－Ｌ－1２グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ41ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２７６号ピット　７－Ｌ－1２グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２３ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。

２７７号ピット　７－Ｍ－1２グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長２9

ｃｍ、深さ4０ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。柱痕が残る。

２７８号ピット　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２３ｃｍ、深さ17ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２７９号ピット　７－Ｍ－1３グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

1８ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は黒色土が主体。

２８０号ピット　７－Ｍ－1３グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２８１号ピット　７－Ｍ－1２グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ17ｃｍ。覆土は黒褐色土・黒色土が主体。

２８２号ピット　７－Ｎ－1３グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ２1ｃｍ。覆土は黒色土が主体。

２８３号ピット　７－Ｎ－1３グリッド　長軸長17ｃｍ、短軸長

1６ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は黒色土が主体。

２８４号ピット　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ14ｃｍ。覆土は黒色土が主体。

２８５号ピット　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２２ｃｍ、深さ17ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。

２８６号ピット　７－Ｌ－1３グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ３６ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。
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２２9号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　黄橙色土粒、白色粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　黄橙色土粒少量含む。
２３０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黄橙色土多く含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒少量含む。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　黄橙色土粒をわずかに含む。
２３1号ピット　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒少量含む。褐色粒をわずかに含む。橙

色土ブロック多量に含む。
２３２号ピット　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／4　焼土粒を少量含む。炭化物粒、橙色土わずかに

含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黒色土、褐色粒をわずかに含む。橙色土粒少量

含む。
２３３号ピット　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／4　焼土粒を少量含む。炭化物粒、橙色土わずかに

含む。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。橙色土粒少量含む。

黒色土わずかに含む。
２44号ピット
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　わずかに黒色土小ブロック、ローム小ブロッ

ク含む。
２49号ピット　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒少量含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　炭化材が主体。　
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色、褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。
２5０号ピット　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒少量含む。　
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　橙色ローム土粒を少量含む。
２51号ピット　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色褐色粒を少量含む。　
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　橙色ローム粒、褐色粒をわずかに含む。
２5２号ピット　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。　
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　橙色ローム土粒を少量含む。
２5３号ピット　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　橙色ローム粒、褐色粒をわずかに含む。
２54号ピット　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に含む。褐色粒少量含む。橙色土

ブロック少量含む。黒褐色土粒多量に含む。

２55号ピット　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、黒褐色土を少量含む。橙色土ブロック

多量に含む。
２5６号ピット　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　細砂、ローム粒含む。　
２　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　ローム小ブロック、小石混じり。　
３　ロームブロックと灰黄褐色土ブロック混土。　
２57号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、橙色土ブロック、黒褐色土粒を少量

含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。橙色土ブロック多く含む。
２5８号ピット　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、橙色土粒を少量含む。炭化物わずか

に含む。黒褐色土粒多量に含む。
２６８号・２7０号ピット
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　黄橙色土をわずかに含む。　
２　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土を少量含む。
２６9号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ２／1。 　
２　黒褐色土　1０ＹＲ２／２　黄橙色土をわずかに含む。　
３　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土粒を少量含む。
２71号ピット　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙粒を少量含む。　
２　黒色土　1０ＹＲ２／1　黄橙わずかに含む。
２7２号・２7３号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ２／1。 　
２　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土粒をわずかに含む。
２74号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土粒を少量含む。
２75号ピット　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒をわずかに含む。黄橙色土少量含む。　
２　黒色土　1０ＹＲ２／1　黄橙色土粒をわずかに含む。
２7６号ピット　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　黄橙色土粒を少量含む。
２77号・２7８号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　1０ＹＲ２／1　黄橙色土粒を少量含む。
２79号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒をわずかに含む。黄橙色土粒をわずかに

含む。

２３5号ピット１（1／4）

２３６号ピット１（1／２）

２44号ピット１（1／３）

２47号ピット１（1／1）
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２８７号ピット　７－Ｌ－1２グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土は黒色土が主体。

２８８号ピット　７－Ｌ－1２グリッド　長軸長２２ｃｍ、短軸長

1６ｃｍ、深さ７ｃｍ。覆土は黒色土が主体。

２８９号ピット　７－Ｎ－1３グリッド　長軸長２６ｃｍ、短軸長

２０ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

２９０号ピット　７－Ｊ－1３グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２２ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２９１号ピット　７－Ｊ－1３グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２９２号ピット　７－Ｋ－1３グリッド　長軸長２０ｃｍ、短軸長

15ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２９３号ピット　７－Ｋ－1２グリッド　長軸長２３ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２９４号ピット　７－Ｋ－1２グリッド　長軸長２1ｃｍ、短軸確

認長17ｃｍ。断面に関する記載を欠く。

２９５号ピット　７－Ｍ－1３グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ19ｃｍ。土層観察所見を欠く。

２９６号ピット　７－Ｍ－1３グリッド　長軸長２０ｃｍ、短軸長

1６ｃｍ、深さ1０ｃｍ。土層観察所見を欠く。

２９７号ピット　７－Ｋ－1３グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２5ｃｍ、断面に関する記載を欠く。

２９８号ピット　７－Ｌ－1２グリッド　長軸長17ｃｍ、短軸長

14ｃｍ、深さ４ｃｍ。土層観察所見を欠く。

２９９号ピット　７－Ｋ－1３グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３００号ピット　７－Ｊ－1２グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ1２ｃｍ。土層観察所見を欠く。

３０１号ピット　9８－Ａ－２5グリッド　長軸長49ｃｍ、短軸長

47ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は上位に洪水砂が入る。黒褐色土

が主体。柱痕が残る。

３０２号ピット　9８－Ａ－２5グリッド　長軸長45ｃｍ、短軸長

4２ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は暗褐色土、黒褐色土が主体。

３０３号ピット　9８－Ａ－２5／８－Ａ－１グリッド　長軸長5２ｃｍ、　

短軸長３６ｃｍ、深さ８ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。

３０４号ピット　9８－Ｙ－１グリッド　長軸長２7ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土は暗褐色土、黒褐色土が主体。

３０５号ピット　9８－Ｙ－２5グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ44ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３０６号ピット　9８－Ｗ－２5グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３０７号ピット　７－Ｏ－１グリッド　長軸長６7ｃｍ、短軸確

認長３２ｃｍ、深さ３5ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３０８号ピット　７－Ｎ－１グリッド　長軸長57ｃｍ、短軸長

47ｃｍ、深さ1６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３０９号ピット　７－Ｍ－１グリッド　長軸長２２ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３１０号ピット　７－Ｍ－１グリッド　長軸長２６ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３１２号ピット　9８－Ｓ・Ｔ－1３グリッド　長軸長7０ｃｍ、短

軸長5８ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３１３号ピット　97－Ａ－２4・２5グリッド　長軸長３０ｃｍ、短

軸長２６ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土はにぶい褐色土が主体。

３１４号ピット　97－Ｂ－２4グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

３１５号ピット　97－Ｂ－２5グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長２８

ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。硯が出土している。

３１６号ピット　97－Ｃ－２4・２5グリッド　長軸長２9ｃｍ、短

軸長２7ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。

３１７号ピット　97－Ｃ・Ｄ－２4グリッド　長軸長２２ｃｍ、短

軸長19ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土はにぶい褐色土が主体。

３１８号ピット　97－Ｄ－２4グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土はにぶい褐色土が主体。

３１９号ピット　97－Ｄ－２4グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２5ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土はにぶい褐色土が主体。

３２０号ピット　97－Ｅ－２4グリッド　長軸長２２ｃｍ、短軸長

1８ｃｍ、深さ14ｃｍ。覆土はにぶい褐色土が主体。

３２１号ピット　97－Ｅ－２4グリッド　長軸長２２ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土はにぶい褐色土が主体。

３５１号ピット　６－Ｔ－11グリッド　長軸長57ｃｍ、短軸長

54ｃｍ、深さ4３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３５２号ピット　６－Ｔ－11グリッド　長軸長６０ｃｍ、短軸長

5２ｃｍ、深さ55ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３５３号ピット　６－Ｓ－1０グリッド　長軸長79ｃｍ、短軸長

55ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３５４号ピット　６－Ｓ－1０グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

２３ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３５５号ピット　６－Ｓ－８グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ、 深さ２６ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３５６号ピット　６－Ｓ－８グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長
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３5ｃｍ、深さ２３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３５７号ピット　６－Ｓ－８グリッド　長軸長３9ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３５８号ピット　６－Ｔ－９グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３５９号ピット　６－Ｓ－1０グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３６０号ピット　６－Ｓ－1０グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３６１号ピット　６－Ｓ・Ｔ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短

軸長３０ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３６２号ピット　６－Ｔ－1０グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ３5ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３６３号ピット　６－Ｔ－1０グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

３６４号ピット　６－Ｔ－11グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３６５号ピット　６－Ｔ－11グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２1ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

３６６号ピット　６－Ｔ－11グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３６７号ピット　６－Ｓ－1０グリッド　長軸長２1ｃｍ、短軸長

19ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

３６８号ピット　６－Ｓ－11グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３６９号ピット　６－Ｓ－11グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

３７０号ピット　６－Ｓ－11グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

３5ｃｍ、深さ4０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３７１号ピット　６－Ｔ－11グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３７２号ピット　６－Ｓ－11グリッド　長軸長２３ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

３７３号ピット　６－Ｓ－1０グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３７４号ピット　６－Ｓ－1０グリッド　長軸長２６ｃｍ、短軸長

２３ｃｍ、深さ17ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

３７５号ピット　６－Ｓ－８グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３７６号ピット　６－Ｕ－11グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３７７号ピット　６－Ｓ－11グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸確

認長２８ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

３７８号ピット　６－Ｔ－11グリッド　長軸長２1ｃｍ、短軸確

認長８ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。中央に柱

痕が残る。

３７９号ピット　６－Ｕ－11グリッド　長軸長4６ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ47ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３８０号ピット　６－Ｕ－11グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

4２ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３８１号ピット　６－Ｕ－1０グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３８２号ピット　６－Ｕ－８・９グリッド　長軸長4３ｃｍ、短

軸長３８ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

３８３号ピット　６－Ｕ－９グリッド　長軸長３２ｃｍ、 短軸長

２9ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３８４号ピット　６－Ｕ－９グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３８５号ピット　６－Ｕ－1０グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３８６号ピット　６－Ｗ－９グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３８７号ピット　６－Ｗ－11グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３８８号ピット　６－Ｔ－1０グリッド　長軸長44ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３８９号ピット　７－Ｂ－11グリッド　長軸長5０ｃｍ、短軸長

44ｃｍ、深さ45ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３９０号ピット　７－Ａ－11グリッド　長軸長4３ｃｍ、短軸長

第２章　調査された遺構と遺物

370



０ ５㎝１:２

０ 10㎝１:４

０ ５㎝１:３

第4３1図　第４面ピット出土遺物２

第５節　第４面の調査

371

２８０号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　1０ＹＲ２／1　黄橙色土粒を少量含む。
２８1号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。　
２　黒褐色土　1０ＹＲ２／1　黄橙色土粒を少量含む。
２８２号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２８３号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２８4号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２８5号ピット　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２８６号ピット　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　炭化物粒をわずかに含む。黄橙色土ブロック

を少量含む。
２８7号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　黄橙色土粒をわずかに含む。
２８８号ピット　
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　黄橙色土粒をわずかに含む。
２８9号ピット　
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　黄橙色土を含む。
２99号ピット　
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
３０1号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒多量に含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック少量含む。柱痕。　
２　洪水砂主体。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒、橙色土ブロック少量含む。褐色粒を

わずかに含む。
３０２号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒少量含む。褐色粒、橙色土ブロックを

わずかに含む。柱痕。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒少量含む。褐色粒をわずかに含む。橙

色土ブロック少量含む。
３０３号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒、黒色土少量含む。褐色粒、橙色土ブ

ロックをわずかに含む。
３０4号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、橙色土ブロック少量含む。褐色粒を

わずかに含む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒、橙色土ブロック少量含む。褐色粒を

わずかに含む。　
３０5号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色粒をわずかに含む。橙色土ブロッ

ク少量含む。

３０６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒少量含む。褐色粒をわずかに含む。鉄

分付着。
３０7号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック少量含む。
３０８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック少量含む。
３０9号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック少量含む。
３1０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック少量含む。
３1２号ピット
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／4　均質。わずかにローム小ブロック含む。　
２　ロームブロック・暗褐色土ブロック混土。一括埋土。　
３51号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、褐色土を少量含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに、褐色土を少量含む。
３5２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。鉄分付着。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、褐色土を少量含む。
３5３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　黄橙色土ブロックわずかに含む。褐色土を少

量含む。
３54号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、褐色土を少量含む。
３55号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３5６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。

３15号ピット１（1／２）

２4６号ピット１（1／３）

２45号ピット１（1／4）



Ａ Ａ′
7-M+2-13+3

12

L=532.40m
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

7-M+2-12+2

21

L=532.40m
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

7-N-13+1

1

L=532.40m
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

7-N-13+3

1

L=532.60m
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

7-L+3-13+1

1

L=532.40m
Ａ Ａ′

7-L+2
13+3 7-L+3

13+3
7-L+2-12

7-L+2-12

Ａ Ａ′
7-N+2-13+1

1

L=532.60mＡ Ａ′

7-J-13+2
7-J+3
13+1

7-K-13 P-294 P-293

467号土坑 7-K+1
12+3

7-M
13+3

7-M+1-13+1

7-L-13+1 7-L+2-12+3

Ａ Ａ′
7-K+2
13+1

1
s

L=532.40m
Ａ Ａ′

7-J+1-12+1 Ａ Ａ′

98-A+325+2

1 2
3

L=534.20mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

98-A+2-1

1
2

2s

L=534.20mＡ Ａ′

Ａ Ａ′ 8-A-1

L=534.20mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

7-Y+3-1

1

L=534.20m
Ａ Ａ′

2

Ａ Ａ′

97-Y+325+2

1

L=534.20mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

97-W+2-25+3

s

L=534.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

7-O+1-1+1

1

L=533.80mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

7-N+2-1+1

1

L=533.40mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

7-M+3-1+1

1

L=533.40m
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

7-M+2-1

1

L=533.20m
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′
98-T-13+1

s
1

2

L=535.60mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

6-T-11+2

3 2 1

L=531.80mＡ Ａ′

Ａ Ａ′
6-T-11+2

1

2
s

s
s
s

L=531.80mＡ Ａ′

2
11

L=532.00mＡ Ａ′

P-353
P-354

P-374

Ａ
Ａ′

Ａ Ａ′

6-S+2-10+3

1

L=532.00mＡ Ａ′

P-356

P-355

Ａ Ａ′
Ａ Ａ′

6-S+1
8+2

1 22

L=532.00mＡ Ａ′

323

L=532.00mＡ Ａ′
1

０ ２ｍ１: 60

97-A+1-25

97-B+2
24+3

No.1

97-B+2-25+1

97-C+1-25
97-D-24+3

97-D+1-25

97-D+2
24+3

97-E+2-24+3

97-E+2-24+2

第4３２図　第４面ピット２　1／６０

２８０号ピット

２99号ピット

２9８号ピット２97号ピット２9６号ピット２95号ピット２9３・２94号ピット２9２号ピット

２91号ピット２9０号ピット
２８9号ピット２８８号ピット

２８7号ピット２８６号ピット２８5号ピット

２８4号ピット２８３号ピット２８２号ピット２８1号ピット

３００号ピット

３０２号ピット
３０1号ピット

３０３号ピット

３０６号ピット

３０5号ピット
３０4号ピット

３1２号ピット
３1０号ピット３０9号ピット

３０８号ピット

３０7号ピット

３51号ピット

３5３・３54・３74号ピット

３5２号ピット

３55・３5６号ピット

３1３号ピット

３14号ピット

３15号ピット

３1６号ピット ３17号ピット ３1８号ピット ３19号ピット

３２０号ピット ３２1号ピット

第２章　調査された遺構と遺物

372



第５節　第４面の調査

373

３57号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに、黄橙色土粒を少量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３5８号・３59号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
３６０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３６1号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３６２号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／３　褐色粒、砂礫わずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／６　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
４　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３６３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３６4号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３６5号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。
３６６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３６7号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
３６８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３６9号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
３7０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３71号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３7２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
３7３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３74号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。
３75号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。
３7６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。

３77号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３7８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３79号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３８０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土ブロックを少量含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／６　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
３８1号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３８２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３８３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３８4号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３８5号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３８６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土ブロックを少量含む。炭化物粒を少

量含む。
３８7号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３８８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。やや鉄分付着。
４　黄橙色土ブロック。
５　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３８9号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３9０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３91号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土ブロック多

く含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３9２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
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第4３３図　第４面ピット３　1／６０

３57号ピット

３６9号ピット３６８号ピット

３６7号ピット

３６６・３7８号ピット

３６5号ピット３６4号ピット３６３号ピット
３６２号ピット

３６1号ピット

３59号ピット
３5８号ピット
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３８２号ピット３８1号ピット

３８８号ピット
３８9号ピット

３８7号ピット３８６号ピット
３８5号ピット

３9２号ピット

３91号ピット３9０号ピット

３６０号ピット
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第4３4図　第４面ピット出土遺物３(4２０号ピット)

第５節　第４面の調査
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３9３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　炭化物粒、白色粒をわずかに含む。褐色粒を少

量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３94号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分わずか

に付着。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
３95号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
３9６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３97号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３9８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３99号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒、炭化物粒をわずかに含む。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土ブロックわずかに含む。柱

痕。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒を多く含む。
５　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒を多く含む。
６　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
７　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒を多く含む。
4００号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4０1号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4０２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4０３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4０4号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4０5号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
4０６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4０7号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4０８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
4０9号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
41０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。

411号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
41２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含む。

柱痕？
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
３　黄橙色土ブロック。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒を多く含む。
５　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
６　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
41３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
414号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。柱痕。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
415号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
41６号・41８号・419号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
417号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
4２０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4２1号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4２２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。
4２３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4２4号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4２5号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4２６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。

4２０号ピット１
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4０ｃｍ、深さ4０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３９１号ピット　７－Ａ－11グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

47ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３９２号ピット　６－Ｘ－11グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３９３号ピット　６－Ｘ－11グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

３９４号ピット　６－Ｙ－11グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３９５号ピット　６－Ｘ－11グリッド　長軸長２６ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３９６号ピット　６－Ｙ－11グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ２３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３９７号ピット　６－Ｙ－11グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３９８号ピット　７－Ｂ－11グリッド　長軸長5０ｃｍ、短軸長

３5ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

３９９号ピット　７－Ｂ－11グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４００号ピット　７－Ｂ－1０グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４０１号ピット　７－Ｂ－1０グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ5２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４０２号ピット　７－Ｂ－1０グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ３5ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４０３号ピット　７－Ｂ－1０グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４０４号ピット　６－Ｘ－11グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ4２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４０５号ピット　６－Ｙ－11グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４０６号ピット　７－Ｂ－９グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４０７号ピット　７－Ａ－1０グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４０８号ピット　６－Ｓ－11グリッド　長軸確認長２4ｃｍ、短

軸長２０ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

４０９号ピット　７－Ｄ・Ｅ－1０グリッド　長軸長３２ｃｍ、短

軸長２６ｃｍ、深さ5８ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４１０号ピット　７－Ｄ－1０グリッド　長軸長２7ｃｍ、短軸長

２5ｃｍ、深さ45ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４１１号ピット　７－Ｂ－11グリッド　長軸長4２ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ３６ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４１２号ピット　７－Ｂ－11グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４１３号ピット　７－Ｂ－1０グリッド　長軸長4２ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ45ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４１４号ピット　７－Ｇ－９・1０グリッド　長軸長３３ｃｍ、短

軸長２８ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。中央に柱

痕が残る。

４１５号ピット　７－Ｆ－９・1０グリッド　長軸長３1ｃｍ、短

軸長２9ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。中央に柱

痕が残る。

４１６号ピット　７－Ｄ－1０グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４１７号ピット　７－Ｄ－1０グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３６ｃｍ。覆土は褐色土が主体。中央に柱痕が残る。

４１８号ピット　７－Ｄ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長
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３０ｃｍ、深さ49ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４１９号ピット　７－Ｄ－1０グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ57ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４２０号ピット　７－Ｄ－９グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。紹聖元寳が出土している。

４２１号ピット　７－Ｄ・Ｅ－９グリッド　長軸長３２ｃｍ、短

軸長２9ｃｍ、深さ３5ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４２２号ピット　７－Ｅ－９グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

４２３号ピット　７－Ｅ－1０グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ６7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４２４号ピット　７－Ｅ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４２５号ピット　７－Ｅ－1０グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４２６号ピット　７－Ｅ・Ｆ－９グリッド　長軸長３３ｃｍ、短

軸長３０ｃｍ、深さ44ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４２７号ピット　７－Ｅ－９グリッド　長軸長45ｃｍ、短軸長

３9ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４２８ａ号ピット　７－Ｅ－９グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸

長２9ｃｍ、深さ49ｃｍ。土層観察所見を欠く。

４２８ｂ号ピット　７－Ｅ－９グリッド　長軸長２7ｃｍ、短軸

確認長1８ｃｍ、深さ２1ｃｍ。土層観察所見を欠く。

４２９号ピット　７－Ｆ－９グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４３０号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４３１号ピット　７－Ｆ－９グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４３２号ピット　７－Ｆ－９グリッド　長軸長２1ｃｍ、短軸長

19ｃｍ、深さ5０ｃｍ。覆土は褐色土が主体。中央に柱痕が残る。

４３３号ピット　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長３9ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ、深さ55ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４３４号ピット　７－Ｇ－９・1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短

軸長２7ｃｍ、深さ６4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４３５号ピット　７－Ｇ－９グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４３６号ピット　７－Ｇ－９グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ55ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４３７号ピット　７－Ｄ－９グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４３８号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４３９号ピット　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３5ｃｍ、深さ６9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱材および柱痕が残る。

４４０号ピット　７－Ｅ－1０グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４４１号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４４２号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸確

認長２６ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４４３号ピット　７－Ｇ－９グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ44ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４４４号ピット　７－Ｈ－９グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ4２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４４５号ピット　７－Ｈ－９グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ３６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。
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4２7号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
4２８号ピット
１　やや鉄分付着。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
4２9号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4３０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
4３1号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
4３２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
4３３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
4３4号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4３5号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4３６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4３7号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4３８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4３9号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。材と空間の

柱痕が残る。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
44０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
441号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
44２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、褐色粒をわずかに含む。
44３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
444号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。

445号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
44６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
４　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
447号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。やや鉄分付

着。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。やや鉄分付着。
44８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
449号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。やや鉄分付着。
45０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。炭化物粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
451号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
45２号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
45３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
454号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。柱痕？
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
455号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。やや鉄分付着。
45６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
457号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
45８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
459号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
4６０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
4６1号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。炭化物粒をわずかに含む。
4６２号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
4６３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒、炭化物粒をわずかに含む。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
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4６4号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
4６5号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
4６６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。やや鉄分付着。
4６7号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。鉄分多く付着。
4６８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。やや鉄

分付着。
4６9号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。やや鉄分付着。
47０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
471号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
47２号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
47３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
474号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒、炭化物粒を

わずかに含む。
475号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ4／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。
47６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。　
477号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
47８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
479号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4８０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
4８1号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4８２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。

4８３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
4８4号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
4８5号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黄橙色土

粒を少量含む。柱痕。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／　白色粒を少量含む。黄橙色土粒を少量含む。
4８６号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、炭化物粒、黄橙色土粒をわずかに含

む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／　白色粒を少量含む。黄橙色土粒を少量含む。
4８7号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
4８８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
4８9号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒、褐色粒をわずかに含む。
49０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
491号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
49２号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
49３号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
494号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
495号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
49６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
497号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。炭化物粒を少量含む。

柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
49８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
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5０9号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
51６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
517号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
51８号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
519号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒を少量含む。
5２０号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
5２1号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
5２4号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含

む。
5２5号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黒色土粒を多く含む。

黄橙色土粒をわずかに含む。
5２６号ピット
１　黒褐色砂壌土　1０ＹＲ２／３　地山の明褐色砂粒小～大を３０％含む。
２　地山の明褐色砂小塊を主体とし、黒褐色砂壌土小塊を4０％含む。
３　黒褐色砂壌土　1０ＹＲ２／３　地山の明褐色砂粒小を２０％含む。
４　地山の明褐色砂小塊と黒褐色砂壌土の混土。
５　黒褐色砂壌土　1０ＹＲ２／３　地山の明黄褐色砂小粒を1０％含む。
　　地山の混ざり具合や堆積状態から人為堆積の可能性高いと考えられ

る。
5３６号ピット
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒を少量含む。黄橙色土粒をわずかに含む。
5３7号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
5３８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　黄橙色土ブロック。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
549号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
①　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。

55０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。炭化物

わずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
551号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
55２号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／６　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
55３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土ブロックわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
554号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
６０4号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。炭化材

残存。柱痕。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
６14号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
３　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
６２7号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
６３２号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多く含む。
６4３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。柱痕。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
８２7号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
８２８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、炭化物粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。
８２9号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、炭化物粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒やや多く含む。褐色粒、炭化物粒をわ

ずかに含む。鉄分凝集が見られる。
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０ 10㎝１:４

４４６号ピット　７－Ｈ－９グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ4６ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４４７号ピット　７－Ｃ－２・３グリッド　長軸長4２ｃｍ、短

軸長4０ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。中央に柱

痕が残る。

４４８号ピット　７－Ａ－２グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４４９号ピット　７－Ｂ－２・３グリッド　長軸長３5ｃｍ、短

軸長２9ｃｍ、深さ4６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４５０号ピット　７－Ｃ－３・４グリッド　長軸長２9ｃｍ、短

軸長２６ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４５１号ピット　７－Ｃ－３グリッド　長軸長4２ｃｍ、短軸長

３7ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４５２号ピット　７－Ｂ－２グリッド　長軸長２1ｃｍ、短軸確

認長1８ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４５３号ピット　７－Ｂ－２グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ4８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４５４号ピット　７－Ｂ・Ｃ－２グリッド　長軸長３６ｃｍ、短

軸長３4ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。中央に柱

痕が残る。

４５５号ピット　７－Ｃ－１グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４５６号ピット　７－Ｃ－１グリッド　長軸長２６ｃｍ、短軸長

２０ｃｍ、深さ２３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４５７号ピット　７－Ｃ－２グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ4２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

４５８号ピット　７－Ｃ－３グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

４５９号ピット　７－Ｄ－２グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４６０号ピット　７－Ｄ－２グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ41ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４６１号ピット　７－Ｆ－３グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４６２号ピット　７－Ｆ－２・３、Ｇ－２グリッド　長軸長３０

ｃｍ、短軸長２4ｃｍ、深さ5８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４６３号ピット　７－Ｇ－２グリッド　長軸長２7ｃｍ、短軸長

２２ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４６４号ピット　７－Ｇ－１グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ55ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４６５号ピット　７－Ｇ・Ｈ－１グリッド　長軸長３０ｃｍ、短

軸長２６ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。
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5８7号ピット３（1／1）5８7号ピット２（1／２）



４６６号ピット　７－Ｄ－１グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４６７号ピット　７－Ｄ－１グリッド　長軸長２7ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４６８号ピット　７－Ｃ・Ｄ－１グリッド　長軸長３６ｃｍ、短

軸長３4ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４６９号ピット　７－Ｅ－１グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４７０号ピット　７－Ｃ－３グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４７１号ピット　７－Ｆ－３グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４７２号ピット　７－Ｅ－２グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４７３号ピット　７－Ｆ－３グリッド　長軸長２３ｃｍ、短軸長

２０ｃｍ、深さ14ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４７４号ピット　７－Ｆ－１グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４７５ａ号ピット　７－Ａ－1０グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸確

認長２２ｃｍ、深さ14ｃｍ。土層観察所見を欠く。

４７５ｂ号ピット　７－Ａ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２9ｃｍ。土層観察所見を欠く。

４７６ａ号ピット　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ57ｃｍ。土層観察所見を欠く。

４７６ｂ号ピット　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長２２ｃｍ、短軸確

認長14ｃｍ、深さ1３ｃｍ。土層観察所見を欠く。

４７７号ピット　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４７８号ピット　７－Ｃ－11グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４７９号ピット　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４８０ａ号ピット　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ5３ｃｍ。土層観察所見を欠く。

４８０ｂ号ピット　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸確

認長２０ｃｍ、深さ３３ｃｍ。土層観察所見を欠く。

４８１号ピット　６－Ｘ－1０グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４８２号ピット　６－Ｘ－1０グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４８３号ピット　６－Ｘ－９グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４８４号ピット　６－Ｙ－1０グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

4２ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４８５号ピット　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長３０

ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。中央に柱痕が残る。

４８６号ピット　７－Ｃ－９グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。

４８７号ピット　７－Ｃ－９グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ4３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

４８８号ピット　７－Ｇ－11グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ47ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４８９号ピット　７－Ｇ－11グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ4８ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４９０号ピット　７－Ｈ－1０グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ5０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４９１号ピット　７－Ｈ－1０グリッド　長軸長44ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４９２号ピット　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長２7ｃｍ、短軸確

認長２２ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４９３号ピット　７－Ｇ・Ｈ－９グリッド　長軸長３7ｃｍ、短

軸長３5ｃｍ、深さ44ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４９４号ピット　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長5０ｃｍ、短軸長

4０ｃｍ、深さ６5ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

４９５号ピット　７－Ｇ－９グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ55ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央
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８３5号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。
８３9号ピット
１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／4　褐色粒と橙色粒を含む。鉄分凝集が見ら

れる。
８4０号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、炭化物粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。
８41号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
８4２号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。　　
２　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／4　褐色粒と橙色粒を含む。鉄分凝集が見られる。
８4３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
８4６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を多く含む。炭化物粒、褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。
８47号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、炭化物粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。
８4８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
２　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／4　褐色粒と橙色粒を含む。鉄分凝集が見られる。
８49号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。
８5０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。
８51号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。拳大礫がある。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ5／4　褐色粒と橙色粒を含む。鉄分凝集が見られる。
８5２号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。下部に礫がある。
８5３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ5／4　褐色粒と橙色粒を含む。鉄分凝集が見られる。
８54号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。下部に礫がある。
８55号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒やや多く含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
８5６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
８5８号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。下部に礫がある。
８59号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。下部に礫がある。
８６０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。

８６1号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
２　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／4　褐色粒と橙色粒を含む。鉄分凝集が見ら

れる。
８６２号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。下部に礫がある。
８６３号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。下部に礫がある。
８６5号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。下部に礫がある。
８６６号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。
８６7号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
８６８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒やや多く含む。褐色粒をわずかに含む。

鉄分凝集が見られる。
８7０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分付着多い。
８7２号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。やや黒色が強い。
８7３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　炭化物粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。鉄分凝集が見られる。
８74号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒多量に含む。焼土粒をわずかに含む。

炭化物粒を含む。
８75号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分凝集が見られる。

炭化物粒を少量含む。
８7６号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒多めに含む。鉄分付着多い。

炭化物粒をわずかに含む。
８77号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分凝集が見られる。

炭化物粒を少量含む。
８7８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分凝集が見られる。

炭化物粒を少量含む。
８79号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分凝集が見られる。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒をわずかに含む。褐色粒を含む。鉄分

凝集が見られる。
８８０号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分凝集がわずかに

見られる。焼土粒をわずかに含む。
８８1号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分凝集がわずかに

見られる。焼土粒をわずかに含む。
８８２号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分凝集が見られる。
８８３号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒・褐色粒を含む。鉄分凝集が見られる。

炭化物粒を少量含む。
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に柱痕が残る。

４９６号ピット　７－Ｇ・Ｈ－1０グリッド　長軸長３5ｃｍ、短

軸長３4ｃｍ、深さ49ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４９７号ピット　７－Ｈ・Ｉ－９グリッド　長軸長３9ｃｍ、短

軸長３３ｃｍ、深さ６３ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

４９８号ピット　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ5８ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

５０９ａ号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

５０９ｂ号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

５１６号ピット　７－Ｇ－1２グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

５１７号ピット　７－Ｇ－1２グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸確

認長３1ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。中央に柱

痕が残る。

５１８号ピット　７－Ｇ－11グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

５１９号ピット　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ51ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。須恵器の甕片が出土している。

５２０号ピット　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

５２１号ピット　６－Ｒ・Ｓ－７グリッド　長軸長71ｃｍ、短

軸長６4ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。

５２４号ピット　７－Ｈ・Ｉ－９グリッド　長軸長51ｃｍ、短

軸長4６ｃｍ、深さ5８ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

中央に柱痕が残る。

５２５号ピット　７－Ｉ－９グリッド　長軸長３9ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ、深さ4６ｃｍ。覆土は褐色土が主体。

５２６号ピット　６－Ｒ－８グリッド　長軸長45ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は黒褐色土と地山土のブロックが

主体。人為的に一括埋設されたものと思われる。

５３６号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ６1ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

５３７号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長47ｃｍ、短軸長

３7ｃｍ、深さ６０ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。

５３８号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ６5ｃｍ。覆土は褐色土・暗褐色土が主体。ロー

ムブロックを含む。

５４９ａ号ピット　７－Ｈ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ３1ｃｍ。土層観察所見を欠く。

５４９ｂ号ピット　７－Ｈ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ51ｃｍ。土層観察所見を欠く。

５５０号ピット　７－Ｈ・Ｉ－1０グリッド　長軸長4２ｃｍ、短

軸長３８ｃｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

５５１号ピット　７－Ｈ・Ｉ－1０グリッド　長軸長３5ｃｍ、短

軸長３２ｃｍ、深さ4３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

５５２号ピット　７－Ｈ－11グリッド　長軸長47ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ44ｃｍ。覆土は暗褐色土・褐色土を主体とする。

５５３号ピット　７－Ｇ－11グリッド　長軸長4３ｃｍ、短軸長

41ｃｍ、深さ4８ｃｍ。覆土は暗褐色土・褐色土が主体。

５５４号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ59ｃｍ。覆土は暗褐色土・褐色土が主体。

５８７号ピット　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長5３ｃｍ、短軸長47

ｃｍ。土層観察所見を欠く。至和元寳、石皿が出土している。

５９５号ピット　７－Ｇ－1２グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２5ｃｍ。土層観察所見を欠く。

５９６号ピット　７－３5－６－Ｆ－1０グリッド　長軸長２８ｃｍ、　

短軸長２7ｃｍ。土層観察所見を欠く。

５９７号ピット　７－Ｆ－11グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ。土層観察所見を欠く。

５９８号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ。土層観察所見を欠く。

５９９号ピット　７－Ｈ－９グリッド　長軸長３9ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ。土層観察所見を欠く。

６００号ピット　７－Ｉ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ。土層観察所見を欠く。

６０４号ピット　７－Ｈ・Ｉ－1０グリッド　長軸長41ｃｍ、短

軸長３5ｃｍ、深さ49ｃｍ。覆土は暗褐色土・褐色土が主体。

炭化した柱材、柱痕が残る。

６１４号ピット　７－Ｇ－1０グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸確

認長３３ｃｍ、深さ６０ｃｍ。覆土は暗褐色土・褐色土が主体。
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中央に柱痕が残る。

６１６号ピット　７－Ｈ－11グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

1８ｃｍ、深さ３ｃｍ。覆土は褐色土が主体。至大通寳が出土

している。

６２６号ピット　６－Ｘ－1０グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ。断面および土層観察所見を欠く。

６２７号ピット　７－Ｈ－９グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ4８ｃｍ。覆土は暗褐色土・褐色土が主体。

６２８号ピット　７－Ｈ－1０グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２３ｃｍ、深さ３4ｃｍ。土層観察所見を欠く。

６２９号ピット　７－Ｇ－11グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ２３ｃｍ。土層観察所見を欠く。

６３２号ピット　７－Ｉ－９グリッド　長軸長３9ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は暗褐色土・褐色土が主体。

６３５号ピット　７－Ｉ－1０グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長３６

ｃｍ、深さ２5ｃｍ。土層観察所見を欠く。砥石が出土している。

６３６号ピット　７－Ｈ－1０グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ。断面および土層観察所見を欠く。

６３７号ピット　７－Ｇ－11グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ。断面および土層観察所見を欠く。

６３８ａ号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ。土層観察所見を欠く。

６３８ｂ号ピット　７－Ｆ－1０グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸確

認長２０ｃｍ。土層観察所見を欠く。

６３９号ピット　７－Ｄ・Ｅ－1０グリッド　長軸長２８ｃｍ、短

軸長２5ｃｍ、深さ３4ｃｍ。土層観察所見を欠く。

６４１号ピット　７－Ｉ－1０グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ。断面および土層観察所見を欠く。

６４２号ピット　７－Ｈ－1０グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ。断面および土層観察所見を欠く。

６４３号ピット　７－Ｈ－11グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ4８ｃｍ。覆土は暗褐色土・褐色土が主体。中央

に柱痕が残る。

８２７号ピット　9６－Ｒ－２4グリッド　長軸確認長３4ｃｍ、短軸

長２８ｃｍ、深さ２1ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８２８号ピット　9６－Ｒ－２4グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長３4

ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８２９号ピット　9６－Ｑ・Ｒ－２4グリッド　長軸長49ｃｍ、短軸

長３８ｃｍ、深さ47ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８３０号ピット　9６－Ｑ・Ｒ－２5グリッド　長軸長２7ｃｍ、短軸

長２２ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８３４号ピット　６－Ｒ－１グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２０ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８３５号ピット　9６－Ｑ・Ｒ－２5グリッド　長軸確認長３０ｃｍ、

短軸長３０ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が

凝集する。

８３８号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長4６ｃｍ、短軸長３7

ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８３９号ピット　9６－Ｒ－２5グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ1６ｃｍ。覆土はにぶい褐色土が主体。鉄分が凝

集する。

８４０号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長２7

ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８４１号ピット　9６－Ｑ－２4・２5グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸

長３０ｃｍ、深さ1６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８４２号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長5２ｃｍ、短軸長３4

ｃｍ、深さ６1ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８４３号ピット　9６－Ｑ－２4グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長３２

ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８４５号ピット　9６－Ｑ－２4グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸確認

長２６ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８４６号ピット　9６－Ｑ－２4グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長３３

ｃｍ、深さ３5ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８４７号ピット　9６－Ｑ－２4グリッド　長軸長２３ｃｍ、短軸長２1

ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８４８号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長３4

ｃｍ、深さ６６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８４９号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長３7

ｃｍ、深さ６２ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５０号ピット　６－Ｑ－１グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５１号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長２9

ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５２号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長２9

ｃｍ、深さ14ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５３号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長３1

ｃｍ、深さ３7ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５４号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長２６

ｃｍ、深さ３６ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５５号ピット　9６－P－２4グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長２7
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ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５６号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長２7ｃｍ、短軸長２1

ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５８号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長２9

ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８５９号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長２３

ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８６０号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長２６

ｃｍ、深さ5６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８６１号ピット　9６－P・Ｑ－２5グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸

長３６ｃｍ、深さ5３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８６２号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長２1ｃｍ、短軸長15

ｃｍ、深さ4０ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８６３号ピット　9６－P－２4グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長２３

ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８６５号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長44ｃｍ、短軸長３5

ｃｍ、深さ5０ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８６６号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長３5ｃｍ、短軸長２7

ｃｍ、深さ44ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８６７号ピット　9６－P－２5・６－P－１グリッド　長軸長３4ｃｍ、

短軸長２7ｃｍ、深さ4２ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が

凝集する。

８６８号ピット　9６－P－２5・６－P－１グリッド　長軸長３4ｃｍ、

短軸確認長２２ｃｍ、深さ３６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄

分が凝集する。

８７０号ピット　６－Ｑ－１グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８７２号ピット　６－Ｑ－１グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３5ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は黒褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８７３号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長３4

ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８７４号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長３9ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。

８７５号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８７６号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長３２

ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８７７号ピット　６－P－１グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８７８号ピット　６－P－１グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２5ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８７９号ピット　６－P・Ｑ－１グリッド　長軸長54ｃｍ、短軸

長３9ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８８０号ピット　６－Ｑ－１グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８８１号ピット　9６－P－２5グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長２1

ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８８２号ピット　9６－Ｏ－２5グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長２4

ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

８８３号ピット　６－Ｏ－１グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

３1ｃｍ、深さ4６ｃｍ。覆土は暗褐色土が主体。鉄分が凝集する。

９３７号ピット　97－Ｆ－４グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ２7ｃｍ。土層観察所見を欠く。

９３８号ピット　97－Ｅ－４グリッド　長軸長６０ｃｍ、短軸長

３６ｃｍ、深さ２３ｃｍ。土層観察所見を欠く。

９６９号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長49ｃｍ、短軸長

45ｃｍ、深さ17ｃｍ。土層観察所見を欠く。

９７０号ピット　9６－Ｑ－２5グリッド　長軸長44ｃｍ、短軸長

３7ｃｍ、深さ２1ｃｍ。土層観察所見を欠く。

　第８項　第４面遺構外出土遺物

第441図　第４面遺構外出土遺物
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　第９項　第４－２面の畑・溝

　平成２８年度に調査が行われた調査区南部には、部分的

にではあるが第４面遺構のさらに下面に洪水砂層があっ

て、これを確認面とする畑や溝、土坑を独立した面に属

する遺構として調査している。下の図１に示した第１区

画には位置的にも、各畝間溝の示す方位も第４面第１区

画畑とほぼ重なる畝間溝群がある。第２区画では、上面

の4０号溝の前身をなす溝群があり、土地境界が維持され

ていたことが示される。上位の１号溝と4０号溝の分岐点

周辺には第４面７区画畑と同方向を示す畝間溝群と、同

方向に長軸を持つ土坑がある一方で、前後関係は把握さ

れていないものの、これに直交するような数条の畝間溝

が確認されていて、耕作の単位や様態に変化があったこ

ともうかがわせる。第３区画は調査区南端にあって１号

溝東西走部の前身となる３1号溝があり、ここから南に４

面畑とほぼ重なるような畝間溝がよく残されていた。ま

た、東端部ではこれと直交する東西方向の畝を持つ畑が

一部ではあるが認められている。限られた範囲の残存で

はあるが、この時点においても主体的には第４面とほぼ

同じ土地利用がなされていたことが示されるとともに、

作物の異なる畑も作られていたことが示される。

第１区画　調査区西南部にある。上位の第４面第１区画

畑と類似する畝間溝群および土坑１基が調査された。

畑　9８－Ｃ～Ｇ－1０ ～ 1２グリッドに畝間溝群がある。東

西1６ｍ間に２０条以上があって、切り合うものはないもの

の、溝間距離は一定せず、上端がほぼ接するものがある

一方で、１ｍを越えるものもある。北端は調査区界で切

られ、長いものでも３．54ｍほどしか残っていない。幅２０

～ 4０ｃｍ、深さ２～ 1３ｃｍで。方位はおよそＮ－８～ 1０°－

Ｗを示し、等高線にほぼ並行する。上位の第４面第１区

画の畑と近い。

９３５号土坑　9８－Ｃ－11・1２グリッド　長軸長111ｃｍ、短軸

長６4ｃｍ、深さ６３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は北部

が膨らんだ長円形、断面形は深い箱ないし鍋状。

第２区画　調査区中部東よりにあって、上位の１号溝と

4０号溝の分岐点周辺にあたる。畑、溝、土坑が調査された。

畑　9６－Ｖ～ 97－Ｇ－1３ ～ ２２グリッドに畝間溝群がある。

確認面標高は5３２．３9 ～ 5３３．9８ｍ。東西約5０ｍに渡るが、

主体的な畝間方向はＮ－15 ～ ２０°－Ｗを示しており、等高

線にほぼ並行する。4２・4３号溝の南北、あるいは第４面

１号溝の東西でも比較的揃った方向を示す。各畝間溝は

上端幅２5 ～ 4０ｃｍ、確認面からの深さ３～８ｃｍ。溝間距

離には粗密があるものの7０ ～ ８０ｃｍが多く、切り合うも

第44２図　第４－２面遺構位置図　1／２０００
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０ ｍ

のはない。長短様々に途切れて、断続的に確認されるが、

単独で延長が追えるものは最長15ｍ以上あり、上面の畑

と同じく広い畑を単位として耕作する、第２面に類似し

た作物・営農の形態が想定される。

　Ｄ～Ｆ－17・1８グリッドにはＮ－６２°－Ｅほどを示す畝間

溝が２条ある。こちらは等高線に直交する方向である。

長さ６．２ｍ、最大深７ｃｍ、上端幅２5 ～ ３5ｃｍ、溝間距離7０

ｃｍ。4２号溝に沿うようなの方向であり、畑外縁で地境線

に沿う畝の痕跡とも考えられる。97－Ｃ－17グリッドでも、

およそＮ－６5°－Ｅを示す東西方向の畝間溝が４条のみで

はあるが調査された。最も長いものでも３．２ｍほどしか

なく、深さも５ｃｍと浅いが、上端幅３5 ～ ３８ｃｍ、溝間距

離８０ｃｍは他の畝間溝と変わらない。これは地境からは離

れていて、先の２条とは異なり、前後関係はわからない

ものの東西方向の畝を持つ畑があったことを示すもので

あろう。

３０号溝　東端は６－Ｌ－２グリッドで調査区界に切られ

る。西端は9６－Ｖ－２０グリッドで4３号溝と重複し、以西

が確認できなくなる。確認長51．5ｍ、方位はおよそＮ－

5３°－Ｅを示す。上端幅1．０ ～ 1．4ｍ、底面標高は西端で

5３２．1６ｍ、東端で5２9．9２ｍ、ローム面からの深さは３８

～ ６０ｃｍほどである。断面形は上部の大きく開いた碗状

ないし深い鍋状を呈する。41号溝を切り、4０号溝に切ら

れる。

４１号溝　西端は６－Ｎ－１グリッドでの断面観察トレンチ

にあり、以東では認められない。9６－Ｒ－２３グリッドで３０

号溝に切られ、9６－Ｔ－２２でいったん途切れた後、Ｕ－２２

～Ｗ－２０グリッドにかけて浅い痕跡がたどれる。総延長

4０．３ｍ、方位はおよそＮ－55°－Ｅを示す。上端幅は最大

で4６ｃｍほど。底面標高は西端で5３２．1８ｍ、東端で5３０．77

ｍ、ローム面からの深さは最大で２０ｃｍほどである。

４２号溝　東端は9６－Ｖ－２０グリッドで4３号溝に切られる。

97－Ｃ－1８グリッドで4０号溝に切られるが、Ｆ－1８グリッ

ドまで西に延び、ここで南に方向を変える。Ｆ－17グリッ

ド内で上面の１号溝に切られる。総延長３4．5ｍ、東西走

部はおよそＮ－８5°－Ｅを示す。上端幅は最大で5６ｃｍほど。

第449図　第４－２面第３区画　1／３００
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底面標高は西端で5３３．4８ｍ、東端で5３２．4３ｍ、ローム面

からの最大深さ1０ｃｍほどで断面形は浅い皿状をなす。覆

土は砂を混じた暗灰褐色土。

４３号溝　東端は9６－Ｕ－２1グリッドで３０号溝と重複して

確認できなくなる。西端は97－Ｄ－1８グリッド。延長３5

ｍ、方位は西部でＮ－８5°－Ｅ、東部では北に湾曲してＮ－

45°－Ｅを示す。上端幅は55 ～ ６０ｃｍ、底面標高は西端で

5３３．4８ｍ、東端で5３２．1６ｍ、ローム面からの最大深さは

14ｃｍほどで、断面形は碗状。覆土にはシルト質砂土およ

び砂土のラミナ状堆積が見られる。

８８４号土坑　97－Ｆ・Ｇ－15・1６グリッド　長軸長２45ｃｍ、

短軸長7６ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－19°－Ｗ。平面形は

南北に長い隅丸長方形で、断面形は深い鍋状を呈す。畝

間溝と同方向を採る。

８８５号土坑　97－Ｂ・Ｃ－17・1８グリッド　長軸長３1０ｃｍ、

短軸長44ｃｍ、深さ54ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｗ。平面形は

南北に延びる狭長な溝状。断面形は深い鍋状で上部が大

きく開き、陥穴と類似した形態である。部分的に下位が

膨らむ。畝間溝と同方向を採る。

８８６号土坑　9６－Ｙ－1８グリッド　長軸長２０２ｃｍ、短軸長６9

ｃｍ、深さ６9ｃｍ、長軸方位Ｎ－２1°－Ｗ。平面形は南北に長

い隅丸長方形、断面形は底部が膨らむ弱い袋状を呈す。

第３区画　調査区の南端にある。北辺を画す３1号溝は、

第４面の１・２5号溝、第３面の２２・２３号溝を経て第２面

の４号道に受け継がれる基本的な地割り境界をなすもの

であろう。この南には第４面と同じ南北方向の畝間溝群

が広がり、東端ではごく部分的ながら東西方向に延びる、

方向も形態も異なる畑がある。東部にはこの畑を切る、

形の整った長方形土坑があるが、これは南北の長軸方向

を採る。

第451図　第４－２面第３区画　部分図２　1／1００ 第45２図　８7２号土坑　1／６０
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０ ２ｍ１: 60

０ ２ｍ１: 60

畑　８7－Ａ～Ｍ－２1 ～ ２5・97－Ａ～Ｍ－１～３グリッドに

かけて。東西5２．5ｍ、南北２9ｍに渡って広がる。南端

の確認面最高位では標高5３８．２ｍ、北東の最低位では

5３5．7６ｍ。西部に大きく広がる南北方向の畝間溝群と、

調査区東端部で確認された東西方向の畝を持つ畑の二者

がある。前者は東西4８．5ｍ間にＮ－３～５°－Ｗとほぼ南

北方向に延びる畝間溝が5０条以上残されるもので、途切

れたり、蛇行して切り合う部分も見られるものの、一連

の耕作行動の結果と見られる。西端、南端は調査区界で

切られ、東端は後者の畝間溝群に達する。各畝間溝は上

端幅３２ ～ ３5ｃｍで比較的よく揃い、確認面からの最大深

さは1３ｃｍほどである。東部では湾曲・蛇行して数条が切

り合うものもあるが、西部では途切れつつも南北境界ま

での連続をたどることができるものが多く、確認最大長

は２9ｍに達する。畝間溝間距離は部分図１で示した範囲

で平均1０２ｃｍある。

第454図　第４－２面第３区画南壁断面図　1／６０

第45３図　第４－２面第３区画西壁断面図　1／６０
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３２号溝
１　淡褐色土。シルト質。
２　淡褐色砂混じり土。砂礫を少量含み、特に下層に認められる。
３　淡黄灰色土と地山土と砂礫層の互層。５～ 1０㎝大の礫を多量に含む。洪水堆積層であ

ろう。
３ａ　地山土とラミナ堆積砂礫層の互層。３層の一部か？
４　黒褐色シルト質土。大きな炭化物と軽石粒を多く含む。
５　暗褐色砂混じり土。大きな炭化物と軽石粒を少量含む。
６　黒褐色砂混じり土。炭化物と軽石粒を多く含む。
７　暗褐色砂混じり土。砂礫を多く含含む。特に北側では15㎝大の礫を多量に含む。
7ａ　暗褐色土とラミナ堆積砂礫層の互層。
８　淡褐色砂混じり土。
９　淡褐色シルト質土と砂礫層の互層。
1０　黒灰褐色シルト質土。均質。
11　明褐色粘質土。

南壁断面
１　淡灰褐色土。１面畑耕土。
２　暗褐色土。シルト・砂礫を多量に含む。
３　ラミナ堆積黄白色シルト砂。下層に砂礫を多く含む。
４　暗褐色土。砂礫を多く含む。
５　灰褐色土。砂礫を多く含む。
６　砂礫層。
７　暗灰褐色土シルト質土。３－２面畑耕土。
８　黒褐色粘質土。
９　黄褐色粘質土。
1０　７層とラミナ堆積シルト・砂礫の混土。溝か？

３9号溝
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　東端の畑は作付け面である幅広の畝と畝間溝および畝

間溝の西端を繋ぐように切られた南北方向の溝で構成さ

れる。東部は調査区外に延びる。南北３２ｍ間に1８条の畝、

19条の畝間溝がある。北にやや離れて１条の畝間溝があ

るが、南の畝間溝との間は明確な畝としては捉えられな

い。南端部では畝が作られない部分でも南北方向の溝が

調査区外まで連続する。畝は等高線とほぼ平行して作ら

れ、Ｎ－８０°－Ｅほどを示す。各畝の広狭には３5 ～ ８０ｃｍほ

どとややばらつきがあるが、北部が広く、畝中央で播種

に関わるかと思われる狭い溝が観察されるものもある一

方、南部では狭く、畝の肩部が崩れるものが多い。畝間

溝底部から確認面までの深さは最大で1３ｃｍほどである。

３１号溝　97－Ｄ～Ｍ－２～４にかけて東西走する。東西と

もに調査区界に達する。確認長３7ｍ、方位はＮ－８０°－Ｅ

を示す。上端幅は西端が一番広く1．８ｍほど。確認面標

高は西端が5３６．7８ｍ、東端で5３６．３5ｍ、底面標高は西端

で5３６．６８ｍ、東端で5３６．14ｍ。深さは西端で1００ｃｍ。断

面形は上部が開く深い鍋状で、覆土には礫を多く含む。

３６号溝　97－Ｄ－３グリッドにある。上端幅45ｃｍ、確認長

1２．5ｍ、確認面標高5３６．14ｍ、確認面からの最大深さ1３

ｃｍ。断面形は碗状を呈し、底面をラミナ構造を持つ砂層

の堆積が覆う。走行はＮ－17°－Ｅを示す。南北ともに調

査区界にあって、延長は確認されていない。

３７号溝　97－Ｂ・Ｃ－３・４グリッドにある。上端幅３３

～ 5０ｃｍ、確認長1．３ｍ、方位はおよそＮ－1８°－Ｗ。確認

面標高5３６．15 ～ 5３６．1０ｍ、確認面からの最大深さ２３ｃｍ。

断面形はややゆがんだＵ字状を呈し、底面の砂礫層が盛

り上がって、その上面を砂礫を含む暗灰褐色シルト質土

が覆うとの調査所見がある。写真記録による形態、覆

土からは動物生痕内に砂礫が流入したもののように見え

る。

８７２号土坑　97－Ａ－３グリッド　長軸長1６4ｃｍ、短軸長51

ｃｍ、深さ4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｗ。平面形は南北に長

い長方形。やや深い箱形ないし弱い逆台形。西側畑の畝

間溝と近い方向を採り、周囲の畝間溝とは直交する。

第457図　第４－２面第３区画　部分図４　３６号・３7号溝　1／６０
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３６号溝
１　淡灰褐色土。１面畑耕土。
２　暗褐色シルト質土。砂礫を少量含む。
３　灰褐色シルト質土。砂礫を少量含む。
４　灰褐色シルト質土。
５　３層と６層の混土。
６　ラミナ堆積砂層。

３7号溝
１　淡灰褐色土。１面畑耕土。
２　暗褐色シルト質土。砂礫を少量含む。
３　暗灰褐色シルト質土。砂礫を少量含む。
４　灰褐色シルト質土。
５　３層と６層の混土。
６　砂礫層。
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第２7表　遺構一覧表

第１面
復旧溝
№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ)／

長軸方位 遺物等 挿図 ＰＬ．

１ ８－Ｏ･P－５･６ ６1０×1０６×4３／Ｎ－６２°－Ｅ 1２ ３
２ ８－Ｏ･P－４･５ ６4０×1０5×44／Ｎ－６5°－Ｅ 1２ ３
３ ８－Ｎ･Ｏ－４ ３８３×1６０×5０／Ｎ－６5°－Ｅ 1２ ３
4ａ ８－Ｎ･Ｏ･P－３･４ ３３０×9０×5２／Ｎ－６８°－Ｅ 1２ ３
4ｂ ８－Ｎ･Ｏ･P－３･４ ３３5×1０5×4６／Ｎ－６３°－Ｅ 1２ ３
５ ８－Ｎ･Ｏ－２･３ ６7０×1０３×4６／Ｎ－６4°－Ｅ 1２ ３
６ ８－Ｎ･Ｏ－２･３ ６２5×1０5×5８／Ｎ－６4°－Ｅ 1２ ３
７ ８－Ｍ･Ｎ･Ｏ－１･２ ６６5×1２０×６4／Ｎ－６4°－Ｅ 1２ ２

８ 9８－Ｎ－２5、
８－Ｍ･Ｎ･Ｏ－１ ６7３×1２０×３9／Ｎ－６4°－Ｅ 1２ ２

9ａ 9８－Ｍ･Ｎ－２5、
８－Ｍ－１ ３4０×1２０×６5／Ｎ－６８°－Ｅ 1３ ２

9ｂ 9８－Ｍ･Ｎ－２5、
８－Ｍ－１ 755×145×5８／Ｎ－６4°－Ｅ 1３ ２

9ｃ 9８－Ｍ･Ｎ－２5、
８－Ｍ－１ ６75×14０×57／Ｎ－６３°－Ｅ 1３ ２

1０ 9８－Ｍ･Ｎ－２4･２5 755×145×5８／Ｎ－６4°－Ｅ 1３ ２
11 9８－Ｌ～Ｎ－２３･２4 ６75×14０×57／Ｎ－６３°－Ｅ 1３ ２
1２ ８－Ｍ～Ｏ－６･７ ８０２×1００×41／Ｎ－６5°－Ｅ 14 ３
1３ ８－Ｍ･Ｎ－６･ ７ 7０5×9０×4２／Ｎ－６4°－Ｅ 14 ３
14 ８－Ｍ･Ｎ－５･ ６ ６６5×８８×３5／Ｎ－６4°－Ｅ 15 ２
15ａ ８－Ｌ～Ｎ－５ ２5３×1０5×4２／Ｎ－71°－Ｅ 15 ２
15ｂ ８－Ｌ～Ｎ－５ ２55×95×4８／Ｎ－６３°－Ｅ 15 ２
1６ ８－Ｌ･Ｍ－４･ ５ 5３２×9０×47／Ｎ－６６°－Ｅ 15 ２
17 ８－Ｌ－４ ２６３×11０×4２／Ｎ－６7°－Ｅ 15 ２
1８ ８－Ｌ－３ ２８２×95×３６／Ｎ－６7°－Ｅ 15 ２
19ａ ８－Ｌ－２･ ３ 1２０×1３０×4２／Ｎ－６０°－Ｅ 15 ２
19ｂ ８－Ｌ－２･ ３ 1８２×1０4×4３／Ｎ－６5°－Ｅ 15 ２
２０ ８－Ｋ･Ｌ－２ 45２×14０×5２／Ｎ－６０°－Ｅ 15 ２
２1 ８－Ｋ･Ｌ－１ ２4３×15０×5６／Ｎ－６３°－Ｅ 1６ ２

２２ 9８－Ｋ･Ｌ－２5、
８－Ｋ･Ｌ－１ 4０5×1２5×55／Ｎ－６5°－Ｅ 1６ ２

２３ 9８－Ｋ－２5 ３45×1３０×49／Ｎ－59°－Ｅ 1６ ２

第２面
平坦面　
№ グリッド 長軸×短軸(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

１ 9８－Ｙ－２5 (1．7６)×(1．６０) 11６
２ 9８－Ｘ･Ｙ－２２･２３ 1．9８×1．9０ 11６ ２０
３ 9８－Ｘ－19 ２．1２×２．０８ 11６ ２０
４ 9８－Ｘ－15･1６ ２．０5×２．００ 11６
５ 9８－Ｗ－1２･1３ 1．7８×1．６２ 11６ ２０
６ 9８－Ｖ･Ｗ－９･1０ (1．６０)×(０．55)
７ 9８－Ｖ･Ｗ－２4 1．9８×1．9３ 117 ２０
８ 9８－Ｕ･Ｖ－２０ ２．０６×(1．８０) 117 ２０
９ 9８－Ｔ･Ｕ－1６ 1．9２×1．６5 11８ ２1
1０ 9８－Ｔ･Ｕ－1２･1３ 1．８4×1．８０ 11８ ２1
11 ８－Ｔ－１ (1．６5)×(1．６２) ２1
1２ 9８－Ｓ－２３ (1．7０)×(０．75) ２1
1３ 9８－Ｒ－２０ ２．０5×1．８３ 11８ ２２
14 9８－Ｑ･Ｒ－1６･17 ２．15×1．95 11８ ２２
15 9８－P･Ｑ－1３ (1．８８)×(０．55)
1６ ８－Ｑ･Ｒ－２ (1．８０)×(1．45)
17 9８－Ｑ－２4･２5 ２．1８×２．15 119
1８ 9８－P－２1 (1．８5)×(1．８０)
19 9８－Ｏ－1８･19 1．9３×1．7０ 119
２０ ８－Ｎ･Ｏ－２･ ３ (０．75)×－
２1 9８－Ｍ－２4 (1．３２)×(1．1０)
２２ 9８－Ｌ－19･２０ 1．６２×1．６０ 119
２３ ８－Ｆ･Ｇ－３･ ４ (1．６６)×(０．８０)
２4 ８－Ｆ－１ (1．7６)×(1．６5)
２5 9８－Ｅ－２３ (２．００)×1．9０ 119

２６ ８－Ｃ－1０･11 (０．75)×-
２7 ７－Ｔ－１ 1．5０×(０．６６)

２８ ７－Ｑ－１、
97－Ｑ－２5 ２．２5×(２．1０) 119

２9 ７－Ｍ－１、
97－Ｍ－２5 ２．００×1．9０ 119

３０ ７－Ｋ･Ｌ－１、
97－Ｋ･Ｌ－２5 (1．95)×1．79 119 ２２

３1 ７－Ｈ･Ｉ－１･ ２ 1．9０×1．9０ 119

３２ ７－Ｈ－１、
97－Ｈ－２5 ２．０２×(1．６０)

３３ ７－Ｅ･Ｆ－７ (２．３０)×２．０5 1２０
３4 ７－Ｃ･Ｄ－１ 1．9８×(1．75) 1２０ ２２
３5 ７－Ｂ－２･ ３ ２．75×２．7０ 1２０
３６ ６－Ｗ･Ｘ－６ 1．８０×(０．８5)
３7 ６－Ｗ－３ 1．7８×1．7２ 1２０
３８ 9８－Ｎ･Ｏ－７･ ８ ３．００×２．８０ 1２０
３9 9８－Ｍ･Ｎ－４･ ５ ２．２5×(1．7０) 1２０
4０ 9８－Ｌ･Ｍ－９ (２．２7)×(1．００) 1２０ ２２
41 9８－Ｊ･Ｋ－３･ ４ ２．4２×２．２６ 1２1
4２ 9８－Ｉ･Ｊ－11･1２ ２．4０×２．３5 1２1 ２２
4３ 9８－Ｇ－1３ ２．０２×(1．7０) 1２1 ２３
44 9８－Ｆ－８ 1．7０×(1．２5) 1２1
45 9８－Ｄ－15 ２．０２×1．８０ 1２1 11
4６ 9８－Ｃ－11 ２．００×1．9０ 1２２
47 9８－Ｂ･Ｃ－７ ２．３5×(２．２5) 1２２

4８ 97－Ｙ－２０、
9８－Ａ－２０ 1．６5×(1．００) 1２２

49 97－Ｙ－15 1．9２×1．9０ 1２２ 11
5０ 97－Ｘ･Ｙ－11･1２ 1．9２×1．８7 1２２
51 97－Ｘ－７･ ８ 1．95×1．８5 1２２
5２ 97－Ｗ－５ ２．２9×２．００ 1２２
5３ 97－Ｕ･Ｖ－５･ ６ ２．4２×２．０２ 1２３
54 97－Ｕ･Ｖ－19 ２．1２×２．０２ 1２３ 11
55 97－Ｔ－９･1０ ２．３5×２．２８ 1２３
5６ 97－Ｓ－２ ２．5３×２．1０ 1２３
57 97－Ｓ･Ｔ－２1･２２ 1．８３×1．８０ 1２３
5８ 97－Ｔ－1６ (1．4０)×－ 1２4
59 97－Ｒ－９ ２．4２×２．３9 1２4
６０ 97－Ｑ－２･ ３ ２．２８×２．０4 1２4
６1 97－P－19･２０ 1．８０×(1．６０) 1２4
６２ 97－Ｑ－1６･17 1．9３×1．８８ 1２4
６３ 97－Ｏ－1３ ２．２5×1．99 1２4
６4 97－Ｎ･Ｏ－1０･11 ２．３０×２．1８ 1２4
６5 97－Ｎ－６･ ７ 1．95×1．7８ 1２5
６６ 97－Ｎ－３ 1．9６×1．６３ 1２5
６7 97－Ｍ－２０･２1 1．６６×1．６６ 1２5
６８ 97－Ｋ－19 (1．9６)×1．８０ 1２5
６9 97－Ｊ･Ｋ－11 1．9×1．75 1２5
7０ 97－Ｊ－７ 1．95×1．８1 1２5
71 97－Ｉ･Ｊ－４ 1．9３×1．６5 1２5
7２ 97－Ｇ･Ｈ－15 ２．３８×(２．０5) 1２６
7３ 97－Ｆ－８ 1．６６×1．5０ 1２６
74 97－Ｆ－４･ ５ ２．15×２．０5 1２６
75 97－Ｂ－２３ ２．０5×1．95 1２６
7６ 9６－Ｘ－２２ ２．００×1．８６ 1２６ ２３

77 ６－Ｒ－１、
9６－Ｒ－２5 ２．1０×(1．5０) 1２６

7８ 97－Ｃ－1６･17 ２．２5×２．２5 1２６
79 9６－Ｘ･Ｙ－1２･1３ 1．６０×1．4３ 1２６

８０ 9６－Ｙ－11、
97－Ａ－11 ２．３３×２．３０ 1２7

８1 9６－Ｙ－８ 1．9３×1．６5 1２7
８２ 9６－Ｙ－５ 1．55×(０．7３) 1２7
８３ 9６－Ｗ･Ｘ－1８ 1．95×(1．15) 1２7
８4 9６－Ｗ－1６･17 ２．０６×1．9０ 1２7
８5 9６－Ｖ－14 1．9６×1．9０ 1２7
８６ 9６－Ｕ･Ｖ－1２ (1．３０)×1．4８ 1２7
８7 9６－Ｕ－９･1０ 1．６5×1．5０ 1２7
８８ 9６－Ｓ･Ｔ－２０ 1．7６×1．5８ 1２８
８9 9６－Ｒ･Ｓ－1６ 1．7６×1．６６ 1２８
9０ 9６－Ｒ－14	 1．9×1．9 1２８
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91 9６－Ｑ－1０ 1．８６×(1．55) 1２８
9２ 9６－Ｏ･P－17 1．６5×1．55 1２9
9３ 9６－Ｏ－15 1．7×1．7２ 1２9
94 9６－Ｎ・Ｏ－1３・14 ２．０３×1．６4 1２9
95 9６－Ｍ－1２・1３ 1．71×1．６３ 1２9
9６ 9６－Ｍ･Ｎ－19 1．８０×1．7０ 1２9
97 9６－Ｈ－1２ 1．６８×(1．4３) 1２9

道　№ グリッド 幅×長さ(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

２
７－Ａ～Ｆ－６、
Ｇ･Ｈ－５･６、
Ｉ－５

０．３5 ～ ０．4×41．5 1３1 ２5

３ 9８－Ｆ･Ｇ－２３～ ２5、
８－Ｇ～Ｊ－１～９ ０．２８ ～ ０．5×49．45 1３２ ２６

４ 97－Ｇ～Ｈ－1８～ ２1 ０．7 ～ ２．２×1３4．３ 1３３ ２5
５ 97－Ｊ～Ｌ－1８･19 ０．３ ～ ０．45×1２ 14３ ３０
６ 97－Ｂ～Ｆ－２０ ０．３ ～ ０．45×1２ 14３ ３０

７
9６－Ｗ～Ｙ－２5、
97－Ａ～Ｙ－２4･２5、
9８－Ａ～Ｔ－９～２4

０．7 ～ 1．８×２８1 144 ３０

８ ６－Ｎ・Ｏ－２～
9６－Ｊ－11	 1．7 ～２×7０ 1６5 ３３

９ 97－Ａ－３・４ ０．８ ～ 1．1×9．０ 1３３ ２８
水路　№ グリッド 幅×長さ(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

１
9６－Ｗ～Ｙ－２5、
97－Ａ～Ｙ－２4･２5、
9８－Ａ～Ｔ－９～２4

０．75 ～ 1．３×２８1 刀 144 ３０

2 97-D-14 ～
６-Ｌ-２ ０．６ ～ ０．６5×1０８．３ 1６８ ３３

石垣　№ グリッド 高さ×長さ(ｃｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

２

9６－Ｄ～Ｆ－２5／Ｔ
～Ｙ－２5／Ｆ～Ｈ－
２4・97－Ａ～Ｄ－
２5・６－Ｔ／Ｕ－１

０．7×9８ 159 ３1

４ ６－Ｊ・Ｋ－５ ０．7×６．６ 1６３ ３０
建物　№ グリッド 長軸×短軸(ｃｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．
２ 9８－Ｓ・Ｔ－1０～ 1２ 4．０×３．7２ 1８３ ３1
７ 97－Ｘ－２5・9８－Ａ－２5 ５×(３．３) 1８８ ３9
８ 9８－Ｋ～Ｍ－15・1６ (5．4８)×5．4　 1８9 4０
19 ６－Ｋ～Ｍ－１・２ ８．4×5．８８ 19０ 41

掘立柱
建物　
№

グリッド 長軸×短軸(ｃｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

２０ 97－Ｓ･Ｔ･Ｕ
－２4･２5 14．２×９ 19２ 4２

土坑　№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ)／
長軸方位 遺物等 挿図 ＰＬ．

３８０ 97－Ｇ－２３ 1８5×15６×7８／Ｎ－３5°－Ｗ
ピット　
№ グリッド 長軸×短軸(ｃｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

３4８ 9８－Ｊ－２5 15×11×２２ 杭跡 15８
３49 9８－Ｋ－２5 ３２×(1２)×14 杭跡 15８
３5０ 9８－Ｊ－２5 ８×６×1３ 杭跡 15８

第３面
掘立柱
建物　
№

グリッド 長軸×短軸(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

２1 9８－P１～８、
9８－Ｇ・Ｈ－19・２０ 4．7６×２．94　 ２1６ 5３

柵列　№ グリッド 長さ(ｍ)　柱数 遺物等 挿図 ＰＬ．
５ 97－Ｊ－２３／２4 4．３６　４本 ２1８ 54
６ 97－Ｋ－２３／２4 4．２８　４本 ２1８ 54

ピット
列 グリッド 長さ(ｍ)　柱数 遺物等 挿図 ＰＬ．

9８－Ｌ・Ｍ－14・15 7．4　６本 ２19 55
小鍛冶 グリッド 遺物等 挿図 ＰＬ．

9８－Ｈ～Ｊ－２３・２4 1０箇所の凹み、焼土
土製羽
口・寛
永通寳

２２1 5６

溝　№ グリッド 幅×長さ(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

１
9６－Ｕ～Ｙ－２5、
97－Ａ～Ｇ－２5、
Ｈ－２２ ～ ２5

０．9 ～ 1．4６×６６

陶磁器
片・寛
永通寳・
雁首銭

２２３ 59

２ 9６－Ｖ・Ｗ－２5、
６－Ｔ～Ｖ－１ ０．45 ～ ０．5×８ ２２３

４ 9６－Ｒ－８～ 11 ０．55 ～ ０．８×1０．5 ２２5 ６０
1６ 9６－Ｍ－５～Ｌ－９ ０．３ ～ ０．4×1６ ２２６ ６０
２２ ０．5 ～ ０．６×３7．4 ２２7 ６０
２３ ０．5 ～ ０．６×２３．4 ２２7 ６０

石列　№ グリッド 長さ(ｍ)　石数 遺物等 挿図 ＰＬ．
１ 97－Ｈ－２３ 1．６　４石 ２２３

焼土　№ グリッド 長軸×短軸×厚さ(ｃｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．
２６ ７－Ｄ－４ ３5×２1×２ ２２８ ６1
41 9６－Ｎ－1６ ８２×7２×６ ２２８ ６1
4２ 9６－Ｎ－15 45×45×１ ２２８ ６1

集石　№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．
11 9８－Ｌ－17 ～Ｎ－1６ 1２．２×1．６×０．1２ ２２８ ６２
1２ 9８－Ｎ・Ｏ－14 1．２×０．7８×０．14 ２２８ ６２
19 9６－Ｒ・Ｓ－２０ ２．２×０．８×０．３7 ２２８ ６２

復旧溝　
№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｍ)／

長軸方位 遺物等 挿図 ＰＬ．

６7 97－Ｋ・Ｌ－９ 1．95×０．4×３２／
Ｎ－２３°－Ｅ ２14 5２

土坑　№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ)／
長軸方位 遺物等 挿図 ＰＬ．

5０7 9８－Ｊ－２３・２4 195×9０×19／
Ｎ－1０°－Ｗ

鍛冶関
連遺構 ２２1 5８

147 ７－Ｑ－11 ２２３×６６×7８／Ｎ－1０°－Ｗ ２３4 ６２

15０ ７－Ｎ－11・1２ 151×６０×３7／Ｎ－５°－Ｗ 台石・
磨石 ２３4 ６３

15８ ７－Ｋ－1２ ２94×６３×7０／Ｎ－１°－Ｗ ２３4
1６０ ７－Ｉ－11 ２54×5０×２８／Ｎ－４°－Ｅ ２３4 ６３
1８０ ７－Ｑ－1０ ３7６×4８×３4／Ｎ－1０°－Ｗ ２３4 ６３
1８1 ７－Ｑ－９・1０ ２８9×６２×19／Ｎ－1０°－Ｅ ２３4 ６３
1８4 ７－Ｒ－９ ２4８×６4×３1／Ｎ－３°－Ｗ ２３4 ６３
1８5 ７－Ｓ－1０ 17２×８０×３３／Ｎ－1３°－Ｗ ２３4 ６３
1８６ ７－Ｓ－９・1０ ２55×7０×３7／Ｎ－２０°－Ｗ ２３4 ６３
1８7 ７－P－８ 1６６×5０×３３／Ｎ－６°－Ｗ ２３4 ６３

２００ 97・７－Ｒ－２5、
Ｒ・Ｓ

(54０)×(６０)×５／
Ｎ－２３°－Ｗ ２３4 ６３

２０1 97・７－Ｒ－２5、
Ｒ－１・２

(８０２)×77×71／
Ｎ－11°－Ｗ ２３4 ６4

２０２ ７－Ｑ－２、
Ｒ－１・２ ２６８×６６×4２／Ｎ－7８°－Ｅ ２３4 ６4

２０３ ７－Ｑ－２、
Ｒ－１・２ 4０６×55×4０／Ｎ－7８°－Ｅ ２３4 ６4

２０4 ７－Ｑ－２ 1８３×６２×47／Ｎ－7６°－Ｅ ２３4 ６4
２０5 ７－Ｑ－２ ２２9×5３×２０／Ｎ－17°－Ｗ ２３4 ６4
２1０ ７－Ｏ－２ ２２4×4８×1０／Ｎ－２1°－Ｗ ２３4
２２３ ７－Ｋ－３ ２45×６4×６２／Ｎ－11°－Ｗ ２３６ ６4
２4２ ７－P－２・３ ２３7×８4×６1／Ｎ－８°－Ｗ ２３６ ６4
２44 ７－Ｑ－４ 1８６×5２×1６／Ｎ－７°－Ｗ ２３６ ６4

２45 ７－P－４・５ (２２８)×7０×７／
Ｎ－２°－Ｗ ２３６ ６4

２49 ７－Ｏ－４・５ 195×5６×３３／Ｎ－５°－Ｗ ２３６ ６4
２６３ ７－P－６・７ ２８２×79×３３／Ｎ－０° ２３６ ６4
２６4 ７－Ｓ・Ｔ－９ ２91×4６×54／Ｎ－11°－Ｗ ２３６ ６5
２６7 ７－Ｉ－４ ２３5×47×1６／Ｎ－０° ２３６ ６5

２６9 ７－Ｑ－７、
Ｒ－７・８ ３7０×74×３６／Ｎ－1２°－Ｗ ２３６ ６5

２7３ ７－Ｖ－８ 1３６×44×５／Ｎ－２°－Ｗ ２３６ ６5

２75 ７－Ｗ－９ ２1３×7６×６4／Ｎ－1３°－Ｗ 縄文土
器片 ２３６ ６5

２7６ ７－Ｘ－８ 1３８×5０×1３／Ｎ－９°－Ｎ ２３６ ６5

２77 ７・８－Ｙ・Ａ－８ ２91×5３×5２／Ｎ－８３°－Ｅ 弥生土
器片 ２３６ ６5

２８9 ７－Ｕ－５ (77)×41×６３／Ｎ－８9°－Ｗ ２３６ ６5
２9０ ７－Ｕ－５ ２14×4６×15／Ｎ－7８°－Ｅ ２３7 ６5
２91 ７－Ｕ・Ｖ－５ ３８２×51×３7／Ｎ－7０°－Ｅ ２３６ ６5
２9２ ７－Ｗ－２ 1３６×4６×３4／Ｎ－74°－Ｅ ２３7 ６６

６4
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２9３ ７－Ｘ－４ 199×91×4８／Ｎ－５°－Ｗ ２３7 ６６
２94 ７－Ｘ・Ｙ－５・６ 171×5６×６5／Ｎ－５°－Ｗ ２３7 ６６
３００ 9８－Ｗ・Ｘ－1２ ３4０×7６×9３／Ｎ－８1°－Ｅ ２３7 ６６
３０1 9８－Ｗ・Ｘ－1２・1３ ２０６×６7×149／Ｎ－８８°－Ｅ ２３7 ６６

３０２ 9８－Ｘ－17・1８、
Ｙ－17

(２６６)×６８×7８／
Ｎ－1３°－Ｗ ２３7 ６６

３０３ 9８－Ｘ－1８、
Ｙ－17・1８

(２２０)×６８×1０３／
Ｎ－1３°－Ｗ ２３7 ６６

３０4 9８－Ｗ－15 ２３６×7２×91／Ｎ－75°－Ｅ ２３7 ６６
３０5 9８－Ｕ・Ｖ－1３・14 77×71×4２／Ｎ－８６°－Ｅ ２３7 ６６
３０６ 9８－Ｕ－1３・14 77×６4×８／Ｎ－２０°－Ｗ ２３7 ６６
３０7 9８－Ｕ－14 ８5×75×11／Ｎ－5２°－Ｅ ２３7 ６６
３０８ 9８－Ｔ－14 75×5８×７／Ｎ－２２°－Ｗ ２３7 ６６
３０9 9８－Ｔ－14 9３×８０×９／Ｎ－３7°－Ｅ ２３7 ６６

３1０ 9８－Ｕ－14・15、
Ｖ－14 ８６×８０×６／Ｎ－２８°－Ｅ ２３9 ６7

３11 9８－Ｖ－15・1６ ８２×77×７／Ｎ－７°－Ｅ ２３9 ６7

３1２ 9８－Ｓ－14 154×８4×1２／Ｎ－51°－Ｅ 須恵器
片 ２３9 ６7

３1３ 9８－Ｒ－14 ２２８×1００×11／Ｎ－３８°－Ｗ ２３9 ６7

３14 9８－Ｒ－1６、
Ｓ－15・1６ ２44×7６×1８／Ｎ－7２°－Ｅ ２３9 ６7

３15 9８－Ｕ・Ｖ－1６ 1３６×111×41／Ｎ－7０°－Ｅ ２３9 ６7

３1６ 9８－Ｕ－1６・17、
Ｖ－17・1８ 4６4×８０×5０／Ｎ－1６°－Ｗ ２３9 ６８

３２６ 9８－Ｑ－1６ ８5×7０×６7／Ｎ－３８°－Ｗ ２３9 ６８
３２7 9８－Ｑ－15 75×71×1０／Ｎ－６5°－Ｗ ２３9 ６８
３２８ 9８－P・Ｑ－15・1６ ８３×６６×９／Ｎ－２６°－Ｗ ２３9 ６８
３２9 9８－P－15 ８1×7６×８／Ｎ－８9°－Ｗ ２３9 ６８
３３０ 9８－Ｑ－14 ８4×54×８／Ｎ－３２°－Ｗ ２３9 ６８
３３1 9８－P－17 75×６7×６／Ｎ－14°－Ｅ ２３9 ６８
３３２ 9８－P－17・1８ 77×71×９／Ｎ－３°－Ｗ ２３9 ６８
３３３ 9８－Ｏ－17 7０×６7×４／Ｎ－19°－Ｗ ２３9 ６８
３３4 9８－Ｏ－1８ ６5×5３×７／Ｎ－5８°－Ｅ ２３9 ６８
３３5 9８－Ｏ－1８ 71×６4×８／Ｎ－49°－Ｗ ２３9 ６８
３３６ 9８－Ｎ・Ｏ－1８ 7３×71×８／Ｎ－３7°－Ｅ ２３9 ６８
３３7 9８－Ｏ－1８ 54×5０×４／Ｎ－８°－Ｅ ２３9 ６８
３３８ 9８－Ｏ－1８ ６4×49×９／Ｎ－47°－Ｅ ２３9 ６８
３３9 9８－Ｎ・Ｏ－1８ ６5×5６×４／Ｎ－７°－Ｅ ２３9 ６８
３4０ 9８－Ｍ－２０ 1２5×54×４／Ｎ－６８°－Ｅ ２３9 ６８
３41 ８－Ｈ－11 ８０×5０×51／－ ２4０ ６８
３44 ８－Ｉ－８・９ ３８３×5２×5８／Ｎ－1８°－Ｗ ２4０ ６８
３4８ 9８－Ｑ・Ｒ－17・1８ ２０２×55×47／Ｎ－1２°－Ｗ ２4０ ６８

３55 9８－Ｉ－２０ ～ ２２、
Ｊ－２２ ８０３×６5×９／Ｎ－９°－Ｗ ２4０ ６８

３６３ 9８－Ｉ－２1 ２5０×7８×9０／Ｎ－２°－Ｗ ２4０ ６9
３６4 9８－Ｇ－２２ ～ ２4 744×６２×15／Ｎ－15°－Ｗ ２4０ ６9
３7０ ８－Ｆ－２5・１ ２5３×4８×６9／Ｎ－7３°－Ｅ ２4０ ６9
３7６ 9８－Ｒ－14 ２００×5０×２1／Ｎ－7８°－Ｅ ２4０ ６9
３77 9８－Ｓ－14 19３×49×２０／Ｎ－1０°－Ｗ ２4０ ６9

３８7 97－Ｇ・Ｈ－1８・19 (２7６)×1０６×19／
Ｎ－２1°－Ｗ ２4０ ６9

３８８ 97－Ｈ－1８、
Ｉ－1８・19

(２２０)×14８×８２／
Ｎ－19°－Ｗ ２4０ ６9

３８9 97－Ｈ－19 ～ ２２、
Ｉ－２２ ８4３×８８×7６／Ｎ－８°－Ｗ ２4２ ６9

３9０ 97－Ｑ－２３・２4 54３×9０×7２／Ｎ－1２°－Ｗ ２4２ ６9
３91 97－Ｑ－２３・２4 49２×7３×８5／Ｎ－２３°－Ｗ ２4２ ６9

３9２ 97－Ｍ・Ｎ－２０・
２1、Ｎ－２２ 79８×7６×91／Ｎ－1６°－Ｗ すり鉢

片 ２4２ 7０

３9３ 97－Ｎ－1８ 1３０×1２9×1２7／
Ｎ－８８°－Ｅ ２4２ 7０

３94 97－Ｊ－２1 5６×4８×３８／Ｎ－６８°－Ｗ ２4２ 7０
３95 97－Ｒ－２０ ８０×71×1０／Ｎ－２０°－Ｗ ２4２ 7０

３9６ 97－Ｏ－２０・２1、
P－２1・２２ ８０３×7８×９／Ｎ－1８°－Ｗ ２4２ 7０

３97 97－Ｌ－19・２０ 4６３×８２×9３／Ｎ－９°－Ｗ ２4２ 71

３9８ 97－Ｌ－1８・19 (３６7)×55×1０２／
Ｎ－２２°－Ｗ ２4３ 71

３99 97－Ｌ－1８・19 (３８7)×51×5６／
Ｎ－19°－Ｗ ２4３ 71

4００ 9８－Ｉ－1６、
Ｊ－15・1６ 1３８×77×11３／Ｎ－６4°－Ｗ ２4３ 71

4０1 9８－Ｊ・Ｋ－15 ２３６×5６×２9／Ｎ－47°－Ｗ ２4３ 71

4０２ 9８－Ｇ－14 ～ 1６、
Ｈ－1６ ８14×5８×5３／Ｎ－1８°－Ｗ ２4３ 71

4０３ 9８－Ｄ－17・1８ (２２1)×5６×111／
Ｎ－1０°－Ｗ ２4３ 71

417 97－Ｒ－1８ ～ ２０ ８３9×7２×77／Ｎ－２０°－Ｗ ２4３ 71

41８ 97－Ｓ－17・1８、
Ｔ－17 ～ ２０

1０14×８０×1０7／
Ｎ－15°－Ｗ ２4３ 71

419 97・9８－Ｙ－２０ ～
２２、Ａ－２1・２２ 79２×６２×８８／Ｎ－15°－Ｗ ２45 71

4２０ 97－Ｙ－２２ 1００×55×95／Ｎ－57°－Ｗ ２45 7２
4２２ 97－Ｕ－２1・２２ ２８６×44×1２／Ｎ－1３°－Ｗ ２45 71
449 ７－Ｑ－1２ 1３０×６６×5６／Ｎ－４°－Ｗ 陶器片 ２45 7２
45０ ７－Ｑ－1２・1３ 1６０×5０×5３／Ｎ－０° ２45 7２
454 ７－P－1３ (1３８)×６０×／Ｎ－５°－Ｗ ２45 7２
459 ７－Ｎ－1２ 19２×7３×２０／Ｎ－２°－Ｗ ２45 7２

47６ 97－Ｘ・Ｙ－２5 (11３)×(1０5)×８9／
Ｎ－４°－Ｗ ２45 7２

477 ７－P・Ｑ－２5 ３３８×57×14／Ｎ－75°－Ｅ ２45 7２
47８ ７－Ｏ－２5、Ｏ－１ 1８4×7２×６4／Ｎ－２２°－Ｗ ２45 7３
4８０ 9８－Ｋ－15 1６２×６３×5８／Ｎ－75°－Ｗ ２45 7３
4８4 9８－Ｍ－14 11８×６８×1８／Ｎ－６4°－Ｅ ２45 7３
4８7 97－Ｓ・Ｔ－２4・２5 4６３×８4×45／Ｎ－1８°－Ｗ ２45 7３
5００ 9８－Ｕ－９ (9２)×47×６８／Ｎ－４°－Ｗ ２45 7３
5０1 97－Ｔ－1２・1３ 44８×６６×49／Ｎ－９°－Ｗ ２45 7３
5０２ 97－Ｓ－・Ｔ－1２ 1８２×49×54／Ｎ－7６°－Ｅ ２45 7３
5０4 97－Ｆ／Ｇ－２4 1８６×57×11／Ｎ－８２°－Ｅ ２45 7３

5０5 97－9６Ｙ－２4／２5、
97Ａ－２5 ３２３×６２×２7／Ｎ－２1°－Ｗ ２47 7３

5０８ 97－Ｋ－２２ 15６×６２×19／Ｎ－1６°－Ｗ ２47 74
5０9 97－Ｋ－２３ 14８×1０7×4３／Ｎ－74°－Ｅ 石鏃 ２47 74

51０ 97－Ｋ－２３ (1３６)×(7６)×1０／
Ｎ－71°－Ｅ ２47 74

511 97－Ｉ－２３ 95×57×９／Ｎ－８０°－Ｅ ２47 74
51３ ６－Ｔ－８／ ９ ３91×６1×２６／Ｎ－1２°－Ｗ ２47 74
514 ６－Ｔ－８／ ９ ２14×６８×19／Ｎ－14°－Ｅ ２47 74
517 ６－Ｔ－７ 197×75×２5／Ｎ－９°－Ｗ ２47 74
5２1 ６－Ｓ／Ｔ－７ 4３３×54×２7／Ｎ－８5°－Ｅ ２47 74
5２２ ６－Ｓ／Ｔ－７ 44８×８5×1８／Ｎ－7８°－Ｅ ２47
5２３ ６－Ｒ／Ｓ－６ 5３1×８３×1２／Ｎ－８３°－Ｅ ２47 75
5２4 ６－Ｓ－６ ３5８×59×２８／Ｎ－８３°－Ｅ ２47 75
5２5 ６－Ｒ－４／ ５ (８２)×47×２２／Ｎ－7３°－Ｅ ２47 75
5２６ ６－Ｓ－４ ２２1×5０×５／Ｎ－８1°－Ｅ ２47 75
5２7 ６－Ｓ／Ｔ－５ 514×６８×15／Ｎ－77°－Ｅ ２47 75
5３２ ６－Ｗ－1０／11 19８×54×41／Ｎ－1２°－Ｗ ２47 75
5３３ ６－Ｗ－1０／11 1６1×5６×4０／Ｎ－５°－Ｗ ２47
5３８ ６－Ｖ－９／1０ ２77×7０×３６／Ｎ－１°－Ｅ ２4８ 75
54２ ６－Ｗ－11 ２０２×5２×47／Ｎ－６°－Ｗ ２4８ 75
54８ ７－Ｄ／Ｅ－２ 144×114×３1／Ｎ－８7°－Ｗ ２4８ 75

55０ 97－Ｈ－２5 (３０4)×1０２×54／
Ｎ－79°－Ｗ ２4８ 7６

551 ７－Ｃ－３ ８1×7６×55／Ｎ－75°－Ｗ ２4８ 7６
55２ ６－Ｙ－３ ８３×77×1０／Ｎ－８7°－Ｅ ２4８ 7６
55３ ７－Ｂ－11／1２ ２６６×5０×14／Ｎ－1３°－Ｗ ２4８ 7６
5６３ ７－Ａ－1２ ２２4×7２×６1／Ｎ－7８°－Ｅ ２4８ 7６
57２ ６－Ｘ－９／1０ 1８4×６２×２9／Ｎ－２°－Ｗ ２4８ 7６
577 ６－Ｘ／Ｙ－６／ ７ 551×9０×5２／Ｎ－２０°－Ｗ ２4８ 7６
579 ６－Ｓ－11 ２２4×６８×4０／Ｎ－３°－Ｅ ２4８ 77
5８０ ７－Ｃ－1０ 14０×47×44／Ｎ－５°－Ｅ ２4８ 77
６２０ ６－P－５ ６３×5８×5６／Ｎ－11°－Ｗ ２4８ 77
６２1 ６－Ｏ／P－６ 14０×9２×６／Ｎ－８7°－Ｅ ２4８ 77
６２６ ６－Ｏ／P－６ 15３×1３０×／Ｎ－２８°－Ｅ 陶器片 ２4８ 77
６２7 ６－P－７ ８4×5０×３２／Ｎ－5８°－Ｗ ２4８ 77
６２８ ６－Ｒ－７／ ８ ８4×６３×45／Ｎ－1２°－Ｗ ２5０ 77

６２9 ６－Ｏ－６ (1００)×６３×5０／
Ｎ－57°－Ｗ ２5０

６３０ ６－Ｏ－６ 7２×６7×19／Ｎ－８5°－Ｅ ２5０
６３1 ６－Ｍ／Ｎ－７ ６4×54×1８／Ｎ－7３°－Ｅ ２5０
６３２ ６－Ｎ－８ 7３×7０×３０／Ｎ－８1°－Ｅ ２5０



第６節　遺構一覧表・遺物観察表

409

６３３ ６－Ｌ／Ｍ－７／ ８ 1０4×7２×２7／Ｎ－1３°－Ｅ ２5０ 77
６３4 ６－Ｏ／P－11 ８８×7０×1６／Ｎ－4６°－Ｗ ２5０
６３5 ６－Ｍ／Ｎ－７ 14８×11０×17／Ｎ－６7°－Ｅ ２5０ 7８
６３６ ６－Ｏ／P－６ ２６２×7０×47／Ｎ－８２°－Ｅ ２5０ 7８
６３7 ６－Ｏ－1０ 1０３×79×２5／Ｎ－３°－Ｗ ２5０ 7８
６３８ ６－Ｎ－９ ８7×7８×２３／Ｎ－２６°－Ｗ ２5０
６３9 ６－Ｌ－９／1０ 15６×11０×19／Ｎ－5６°－Ｅ ２5０
６4０ ６－Ｎ－８／ ９ 1２６×7２×45／Ｎ－８８°－Ｅ ２5０ 7８
６41 ６－Ｍ－９ 11２×75×11／Ｎ－８5°－Ｅ ２5０
６44 ７－Ａ－1３ ３5０×６６×２4／Ｎ－５°－Ｗ ２5０ 7８
7８８ ６－Ｍ・Ｎ－17 4３０×３２×８８／Ｎ－８4°－Ｅ ２51 7８
795 ６－Ｍ－１ 75×7２×1３／Ｎ－８°－Ｅ ２51 7８
79６ ６－Ｌ・Ｍ－１ ６7×６1×８／Ｎ－３０°－Ｗ ２51 7８
797 97－Ｋ－２ 75×5８×11／Ｎ－5０°－Ｗ ２51 7８
８２０ 97－Ｂ－1３ 1０８×9２×７／Ｎ－６０°－Ｅ ２51 7８
ピット　
№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

３11 9８－Ｊ・Ｋ－15 ６８×６２×11 ２5３ 79
３4３ 97－Ｋ－２３ ３０×２4×３０ ２5３ 79
３44 97－Ｋ－２３ ３２×３０×1８ ２5３ 79
499 ６－Ｏ－６ ６4×44×３5 ２5３ 79
5００ ６－Ｏ－６ 47×4０×３８ ２5３ 79
5０1 ６－Ｏ－６ 41×4０×15 ２5３ 79
5０２ ６－Ｏ－６ 5３×4６×２３ ２5３ 79
5０３ ６－P－６ ３８×３２×1３ ２5３ 79
5０4 ６－P－６ ３7×３２×15 ２5３ 79
5０5 ６－Ｏ－５ 41×２８×1０ ２5３ 79
5０６ ６－Ｎ・Ｏ－６ ６5×47×２5 ２5３ 79
5０7 ６－Ｎ－６ 5３×5２×３３ ２5３
5０８ ６－Ｏ－６ 49×３7×２7 ２5３
51０ ６－Ｍ－５ 45×３８×２1 ２5３
511 ６－Ｍ－５ ２9×２1×２０ ２5３
51２ ６－Ｌ・Ｍ－５ (３２)×(２０)×15 ２5３
51３ ６－Ｌ・Ｍ－５ ３7×３4×２２ ２5３
514 ６－Ｌ・Ｍ－５ ２9×２６×２６ ２5３
515 ６－Ｍ－５ ３1×２5×19 ２5３
5２２ ６－Ｏ・P－６ ３６×(３０)×３３ ２5３
5２３ ６－Ｍ・Ｎ－５・６ ８1×６０×4３ ２5３
5２7 ６－Ｎ－６・７ 5０×47×２８ ２5３
5２８ ６－Ｎ－７ ３２×２６×２０ ２5３
5２9 ６－Ｎ－６・７ 4０×(３０)×15 ２5３
5３０ ６－P－７ ３６×３３×２1 ２5３
5３1 ６－P－７ 54×41×２８ ２5３
5３２ ６－P－６ 4２×３８×２1 ２5３
5３３ ６－Ｏ・P－６ 47×３３×２２ ２5３
5３4 ６－Ｏ－６ 5２×３８×２7 ２5３
5３5 ６－Ｏ－６ 5０×4３×２7 ２5３
5３9 ６－Ｏ－６ 5０×３８×２4 ２5３
54０ ６－Ｎ－６ ３1×３０×３1 ２5３
541 ６－Ｎ・Ｏ－７ ３7×３２×２２ ２5３
54２ ６－Ｏ－６・７ 4８×4２×19 ２5３ 79
54３ ６－Ｏ－６・７ 45×4０×２８ ２5３
544 ６－Ｎ－７ 7２×(６1)×６６ ２5３ 79
545 ６－Ｎ－７ 54×49×２7 ２5３
54６ ６－Ｏ－６・７ 41×３7×２4 ２5３
54８ ６－P－７ 44×4０×1８ ２5３
555 ６－Ｎ－７ ３1×２６×19 ２5３
55６ ６－P・Ｑ－８ 47×4２×19 ２54
557 ６－Ｏ・P－６ ３9×(３０)×３６ ２5３
55８ ６－Ｍ－６ ２5×２２×２5 ２54
559 ６－Ｍ－６ ３7×３4×２０ ２54
5６０ ６－Ｍ－６ ３２×２7×２5 ２54
5６1 ６－Ｏ－７・８ 54×51×２7 ２54
5６２ ６－P－７ 74×６０×41 ２54
5６３ ６－Ｍ－７ ３7×３4×14 ２54
5６4 ６－Ｏ－６ ３4×２9×２4 ２54
5６5 ６－Ｎ・Ｏ－６ 49×(２２)×15 ２5３
5６６ ６－Ｌ・Ｍ－７ ２８×２4×２1 ２54
5６7 ６－Ｍ－７ ２８×２６×1２ ２54
5６８ ６－Ｑ－９ 5０×３4×２０ ２54

5６9 ６－P－９ 41×３３×３4 ２54
57０ ６－Ｏ－９ 4６×41×２5 ２54
571 ６－Ｑ－1０ 4８×45×３２ ２54
57２ ６－P－８ 7６×６８×4６ ２54 ８０
57３ ６－P－９ ３4×３０×３６ ２54
574 ６－P・Ｑ－６ 59×51×２5 ２54
575 ６－P－７ 54×45×２８ ２54
57６ ６－P－９ ３9×２６×２9 ２54
577 ６－P－９ 4８×３８×２4 ２54
57８ ６－P－1０ 41×３4×1８ ２54
579 ６－Ｏ－６ 5８×３4×２5 ２54
5８０ ６－P－1０ ３３×３０×３８ ２54
5８1 ６－P・Ｑ－1０ 55×41×２7 ２54
5８２ ６－P－1０ 4０×３８×２０ ２54
5８３ ６－P－９ 54×4８×３８ ２54 ８０
5８4 ６－P－６ ６６×49×２０ ２54 ８０
5８5 ６－P－９ 49×３5×２６ ２54
5８６ ６－P－９ ３３×３０×２4 ２54
5８８ ６－Ｏ－９ ６9×６０×4６ ２54 ８０
5８9 ６－Ｏ－９ ３9×３０×２０ ２54
59０ ６－Ｏ－1０ ２８×２1×２7 ２54 ８０
591 ６－P－1０ ３7×３5×３1 ２54
59２ ６－P－1０ ３３×２８×２６ ２54
59３ ６－Ｑ－1０ 4３×３5×1８ ２54
594 ６－Ｏ－1０ ３０×２7×14 ２5６
６０1 ６－P－７ 47×4６×３２ ２5６
６０２ ６－Ｌ－７ ６２×３８×３８ ２5６ ８０
６０３ ６－Ｎ－８ 4６×３5×２２ ２5６
６０5 ６－Ｎ－８ ３８×３２×３０ ２5６
６０６ ６－Ｍ－８・９ 55×47×３4 ２5６
６０7 ６－Ｍ－８	 5６×49×２9 ２5６
６０８ ６－Ｏ－９ 5２×4３×３２ ２5６
６０9 ６－Ｎ－1０ ８1×7３×２８ ２5６ ８０
６1０ ６－Ｎ－1０ 7０×６5×３０ ２5６ ８０
６11 ６－Ｍ－1０・11 ８０×６６×３5 ２5６ ８０
６1２ ６－Ｍ－1０・11 ８６×６4×41 ２5６ ８０
６1３ ６－Ｍ・Ｎ－８・９ 7８×６7×5２ ２5６ ８０
６15 ６－Ｌ・Ｍ－９ ６８×６３×３5 ２5６ ８０
６17 ６－Ｌ－1０・11 1０4×６８×２３ ２5６ ８０
６1８ ６－Ｌ－1０・11 ８８×８０×1８ ２5６ ８０
６19 ６－Ｋ－1０・11 75×６８×1８ ２5６ ８1
６２０ ６－Ｍ－1０ 77×６7×41 ２5６
６２1 ６－Ｋ－1０ ８８×６7×３9 台石 ２5６ ８1
６２２ ６－Ｌ・Ｍ－1０ 1０7×7０×３9 ２5６
６２３ ６－Ｋ・Ｌ－９ 77×６5×２4 ２5６
６２4 ６－Ｍ－９ 4０×３８×1３ ２5６
６２5 ６－P－７ ６1×(３２)×２０ ２5６
６３０ ６－Ｏ－９ 7２×7０×３３ ２5６
６３1 ６－Ｏ－９ 1０4×7３×4０ ２5６
６３３ ６－Ｍ・Ｎ－1０ 7２×６６×44 ２5６
６３4 ６－Ｋ－1０ (６０)×(54)×1８ ２5６ ８1
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第４面
復旧溝　
№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｍ)／

長軸方位 遺物等 挿図 ＰＬ．

75 9８－Ｌ－８・９ ２．94×０．８２×６８／
Ｎ－２０°－Ｗ ２６０ ８２

7６ 9８－Ｊ・Ｋ－５ ２．9８×０．８０×０．６7／
Ｎ－８1°－Ｅ ２６０ ８２

77 9８－Ｊ・Ｋ－５ ３．14×０．9６×０．7０／
Ｎ－８1°－Ｅ ２６０ ８２

7８ 9８－Ｇ・Ｈ－８ 1．６4×1．６4×０．３9 ２６1 ８３

79 9８－Ｆ－８・９ ２．０２×1．1８×０．３9／
Ｎ－45°－Ｅ ２６1 ８３

８０ 9８－Ａ－11 ２．６×２．６×２．44 ２６1 ８３

８1 9８－Ｋ－６ ３．1×０．８5×０．4／
Ｎ－1８°－Ｗ ２６1

道　№ グリッド 幅×長さ(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

８ 97－Ｘ－15 ～
9８－Ｊ－11 ０．３８ ～ ０．9６×5２．1 ２８２ ８9

溝　№ グリッド 幅×長さ(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

１ 97－Ｆ・Ｇ－1８ ～
97－Ｔ－２ 1．３６ ～ ２．4６×８9．２ ２８６ 9０

３ ７－Ａ－1３ ～Ｃ－14 ０．4 ～ ０．4６×６．7 ２８4 91

17 ７－Ｂ－５～Ｃ・Ｄ
－1６ ０．３ ～ ０．4８×３３．5 陶器片 ２８６ 9０

1８ 97－Ｇ－６・７ ０．３８ ～ ０．44×4．5２ ２８６ 91
19 9６－P－11 ～Ｔ－２1 ０．２×44 ２9２ 9２
２０ 9６－P－11 ～Ｔ－２1 ０．３ ～ ０．８×44．5 ２9２ 9２
２1 9６－Ｑ－15 ～Ｔ－２1 ０．２5 ～ ０．4×19．5 渡来銭 ２9２ 9２
２4 ７－Ｄ－1３ ～９ ０．1８ ～ ０．２２×1８ ２８６ 9０

２5 ７－Ｄ－４～
97－Ｋ－３	 ０．６4 ～ 1．０×55 ２８６ 9０

３３ 9６－Ｖ－1２ ～
97－Ｂ－11 ０．4 ～ ０．7×4．1８ ２94 9２

３5 97－Ｃ・Ｄ－５ 幅1．7　断面確認のみ ２８６

4０ 97－Ｆ－17 ～
9６－Ｕ－２1 1．7 ～ ２．1×44．5 ２94 9２

掘立柱
建物　
№

グリッド 長軸×短軸(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

２ ７－Ｗ－14 ３．２×３．２ ２9６ 9３
３ ７－Ｘ－11 ３．２８×３．２８ ２9６ 94

４ ７－Ｙ－11 ～ 1３・
８－Ａ－11 ～ 1３ 4．7×３．６６ ２9６ 95

５ ７－Ｙ－1３・14 ～
８－Ａ－1３・14 ２．０7×３．６4 ２9６ 95

６ ８－Ｃ－1２・1３ 5．３２×３．８８ ２9６ 9６
７ ７－Ｌ～Ｎ－１～３ 7．5６×4．０4 ３０7 97
８ ７－Ｌ～Ｏ－２～４ 7．３×7．7３ ３０7 97
９ ７－Ｌ～Ｎ－４～５ 4．８4×4．０３ ３０7 97
1０ ７－Ｉ～Ｋ－９～1０ 7．０5×5．０1 ３０7 1００

11 ７－Ｉ～Ｌ－７～1０ 1２．41×1２．３4 煙管・
石臼 ３０7 1００

1２ ７－Ｋ～Ｍ－９～1０ 4．9６×4．94 すり鉢
片 ３０7 1００

1３ ７－Ｋ～Ｍ－９～11 9．６9×4．7２ ３０7 1００
15 ７－Ｌ～Ｎ－４～６ ６．7６×６．０9 ３０7 97

1６ 9８－Ｉ～Ｊ－19 ～
２０ 5．０２×２．３３ ３３０ 1０３

17 9８－Ｉ～Ｊ－19～ ２０ 5．０×３．３ ３３０ 1０３
1８ 9８－Ｋ～Ｍ－２1～ ２３ 7．1×4．８9 ３３０ 1０5

２4 97－Ｒ～Ｓ－２～４ ３．4８×4．7

7８9 ～
794号
ピット
を含む。

３３7 1０６

２5 9６－P～Ｒ－２4 ～
２5、６－P～Ｒ－１ 4．６６×６．６３

８３7・
８44・
８57・
８６4・
８６9・
８71号
ピット
を含む。

３３9 1０６

２６ 9６－Ｏ－２5、
６－Ｏ・P－１・２ ３．０６×３．5８

８８4 ～
８８６号
ピット
を含む。

３３9 1０7

柵列　№ グリッド 長さ(ｍ)　柱数 遺物等 挿図 ＰＬ．
１ ７－Ｌ－７～ 11 9．7　８本 ３０7
３ ８－Ｂ～Ｄ－1３ ６．２5　５本 ２9６ 9６

竪穴建
物　№ グリッド 長軸×短軸(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

１ 97－Ｖ・Ｗ－２３・２4 ３．２7×(4．1８) ３44 ８３
列石　№ グリッド 長さ(ｍ)　石数 遺物等 挿図 ＰＬ．

４ 97－Ｂ－４・５ 1．８×２列
２．4　９石 ３６０ 115

５ 97－Ｄ・Ｅ－４ ２．4×２列
３　５石 ３６０ 115

焼土　№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．
２7 ７－Ｄ－４ ２7×３０×３ ３4８ 1０８
２８ ６－Ｘ－４ 5０×5０×９ ３4８ 1０８
２9 ７－Ｈ－1０ 45×5０×７ ３4８ 1０８
３０ ７－Ｆ－1０ 5０×5０×－ ３49 1０８
３1 ７－Ｆ－1０ 75×55×1０ ３49 1０８
３２ ７－Ｆ－1０ ３5×３5×－ ３49 1０８
３３ ７－Ｆ－11 4０×4０×９ ３49 1０８
３4 ７－Ｉ－９・1０ 45×３２×４ ３4８ 1０9
47 97－Ｃ－５ 1００×1００×－ ３5０ 1０9

集石　№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

２ ７－Ｌ－６・７ 1．８×1．８×０．３4
石臼・
内耳鍋
片

３51 1０9

３ ７－Ｌ・Ｍ－６・７ ２．1×２．1×０．54

内耳鍋
片・石
臼・燧
石

３51 1０9

4ａ ７－Ｌ・Ｍ－６・７ 1．9２×1．9２×０．３６ 石鉢 ３51 1０9
4ｂ ７－Ｌ・Ｍ－６・７ 1．5×1．14×０．71 ３51 1０9
4ｃ ７－Ｌ・Ｍ－６・７ 1．5×1．5×－ ３51 1０9
５ ７－Ｋ・Ｌ－６・７ ２．5×２．０×０．６６ ３51 1０9
６ ７－Ｋ・Ｌ－６・７ 1．5×1．5×０．5２ ３51 1０9
７ ７－Ｋ・Ｌ－６・７ 1．4×1．4×０．２1 ３51 1０9
８ ７－Ｎ－６ 1．4×1．4×０．２６ ３51 111
９ ７－Ｉ・Ｊ－５・６ ２．5×８．9×０．4８ ３51 11２
1０ 9８－Ｑ－14 ０．9６×1．２×０．０9 ３55 11２
1３ ７－Ｆ－６・７ 1．4８×1．4８×０．２5 ３51 11２
14 ７－Ｆ・Ｇ－６・７ 1．００×1．００×０．1８ ３51 11３
15 ７－Ｇ・Ｈ－６・７ 1．２9×1．２9×０．２６ ３51 11３
1６ ７－Ｈ・Ｉ－６ 1．００×1．００×０．２２ ３51 114
17 ７－Ｈ－６・７ ０．9３×０．9３×０．11 ３51 114
1８ ７－Ｈ－６・７ ０．9６×０．9６×０．２３ ３51 11３
土坑

(墓坑)
№

グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ)／
長軸方位 遺物等 挿図 ＰＬ．

191 ７－Ｏ・P－７ 11６×75×３６／Ｎ－４°－Ｗ 骨・歯・
渡来銭 ３６６ 11６

２4８ ７－Ｏ－５ 94×7０×15／Ｎ－14°－Ｗ 骨・歯 ３６８

２55 ７－Ｍ・Ｎ－４ 1２６×7２×３7／Ｎ－14°－Ｗ

骨・
石臼・
縄文土
器片

３7０ 11６

２６６ ７－P・Ｑ－８ 1２4×91×２1／Ｎ－1６°－Ｗ 骨・歯・
銭小片 ３7３ 117

２7２ ７－Ｑ・Ｒ－６ 1２６×８２×７／Ｎ－９°－Ｗ 骨・歯 ３74 117

２８7 ７－Ｉ・Ｊ－３・４ 1６２×7２×11／Ｎ－1０°－Ｗ
骨・歯・
寛永通
寳

３7６ 11８

２８８ ７－Ｌ－８ 1０5×８３×３9／Ｎ－７°－Ｗ 骨・歯・
渡来銭 ３８０ 11８

45３ ７－P・Ｑ－1２ 11８×８３×２３／Ｎ－１°－Ｗ 骨・
渡来銭 ３８３

4６5 ７－Ｌ－1３ 1０３×4８×1６／Ｎ－８°－Ｗ 歯・
渡来銭 ３８６ 119

4６６ ７－Ｋ－1３ 1２６×８4×51／Ｎ－15°－Ｅ 骨・歯・
石臼 ３８８ 1２０
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547 ６－Ｘ－11 1３２×79×３7／Ｎ－２８°－Ｅ 骨・歯・
渡来銭 ３91 1２０

571 ６－Ｗ－1０、
Ｘ－1０／11 1０9×６８×２２／Ｎ－３２°－Ｗ 骨 ３94 1２1

８71 97－Ｇ－1３・14 1２３×74×２4／Ｎ－1３°－Ｗ 骨・
渡来銭 ３9６ 1２２

土坑　№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ)／
長軸方位 遺物等 挿図 ＰＬ．

14６ ７－Ｑ・Ｒ－11・1２ 1３０×91×59／Ｎ－1０°－Ｗ 4００ 1２３
14８ ７－P－11 1３7×1２5×２２／Ｎ－19°－Ｗ 4００ 1２３
149 ７－Ｏ－1２ ８２×59×14／Ｎ－９°－Ｅ 4００ 1２３
151 ７－Ｎ－11 ２２３×２17×３9／Ｎ－４°－Ｅ 4００ 1２３
15２ ７－Ｍ・Ｎ－1０・11 11６×115×３６／Ｎ－1０°－Ｗ 燧石 4００ 1２３
15３ ７－Ｍ・Ｎ－11 1３０×7６×６３／Ｎ－1３°－Ｗ 4００ 1２３
154 ７－Ｌ－11 ２4３×２０６×２３／Ｎ－9０°－Ｅ 4００ 1２３
155 ７－Ｌ－11・1２ － 4００ 1２4
15６ ７－Ｋ・Ｌ－11 194×9８×２６／Ｎ－５°－Ｅ 釘 4００ 1２4

157 ７－Ｋ－11 1２5×８5×２８／Ｎ－８9°－Ｅ 縄文土
器片 4００ 1２4

159 ７－Ｉ・Ｊ－1２ 19８×19２×３８／Ｎ－２°－Ｗ 砥石 4００ 1２4
1６1 ７－Ｏ－1０ ２２６×111×２０／Ｎ－３°－Ｗ 4００ 1２4
1６２ ７－Ｉ・Ｊ－1０ 144×14０×２1／Ｎ－1０°－Ｅ 渡来銭 4０２ 1２4

1６３ ７－Ｊ－1０・11 ２０4×1２３×３６／Ｎ－８5°－Ｅ
内耳鍋
片・磨
石

4０２ 1２4

1６4 ７－Ｋ－11 11３×4３×２３／Ｎ－６°－Ｗ 4０２ 1２5
1６5 ７－Ｍ－11 7２×６０×1３／Ｎ－６5°－Ｅ 4０２ 1２5
1６６ ７－Ｍ－11 ８８×5０×5０／Ｎ－８7°－Ｗ 4０２
1６7 ７－Ｍ－1０・11 (６4)×4０×1３／Ｎ－６６°－Ｗ 4０２
1６８ ７－Ｌ－11 97×5０×３4／Ｎ－０° 4００ 1２３
1６9 ７－Ｊ・Ｋ－８・９ 1０８×８4×２4／Ｎ－1３°－Ｗ 4０２ 1２5
17０ ７－Ｎ－８ 95×８３×1３／Ｎ－８9°－Ｗ 4０２ 1２5
171 ７－Ｎ・Ｏ－８・９ 1２０×11２×1３／Ｎ－２5°－Ｅ 4０２ 1２5
17２ ７－Ｏ－９ 1０4×57×２1／Ｎ－74°－Ｅ 4０２ 1２６
17３ ７－Ｏ・P－９ 1２０×117×３２／Ｎ－６5°－Ｅ 4０２ 1２６
174 ７－P－９ 1３８×８８×11／Ｎ－１°－Ｅ 4０２ 1２６
175 ７－P－９ ８7×６２×19／Ｎ－1６°－Ｗ 4０２ 1２６
17６ ７－Ｏ・P－1０ 1００×9３×14／Ｎ－79°－Ｅ 4０２ 1２６
177 ７－Ｌ－1０ 1６３×1３7×1６／Ｎ－８８°－Ｗ 4０２ 1２６
17８ ７－P－1０ 15０×1０６×５／Ｎ－２5°－Ｅ 4０２ 1２６
179 ７－Ｑ－1０・11 9８×(7３)×９／Ｎ－３5°－Ｗ 4０２ 1２６
1８２ ７－Ｑ－９ ８9×45×６／Ｎ－３２°－Ｗ 4０２ 1２６
1８３ ７－Ｑ－９ ８８×54×９／Ｎ－３°－Ｅ 4０２ 1２６
1８８ ７－Ｎ・Ｏ－７・８ ２14×14８×17／Ｎ－８６°－Ｗ 4０4 1２7
1８9 ７－Ｎ－11 1０4×5８×２7／Ｎ－11°－Ｗ 4０２ 1２7
19０ ７－Ｎ－８・９ ８３×75×８／Ｎ－２°－Ｅ 4０4 1２7
19２ ７－Ｌ－９ (８０)×６０×1２／Ｎ－８２°－Ｗ 4０4 1２7

19３ ７－Ｍ・Ｎ－９ 1３5×(1２８)×３7／
Ｎ－41°－Ｗ 4０4 1２7

194 ７－Ｎ－９ (17２)×15０×６1／
Ｎ－4２°－Ｗ 4０4 1２7

195 ７－Ｎ－９ 1３０×11８×4０／Ｎ－5２°－Ｗ 4０4 1２7
19６ ７－Ｍ・Ｎ－９・1０ 11０×1０６×６1／Ｎ－14°－Ｅ 4０4 1２7
197 ７－Ｎ－９・1０ 1３３×11６×45／Ｎ－３°－Ｗ 硯 4０4 1２８
19８ ７－Ｎ－1０ 1８８×1３4×19／Ｎ－１°－Ｗ 石臼 4００ 1２８
199 ７－Ｏ－1０ 1８３×144×３６／Ｎ－75°－Ｅ 4００ 1２８
２０６ ７－Ｎ・Ｏ－２ 1０２×9６×14／Ｎ－1２°－Ｗ 4０4 1２８
２０7 ７－Ｎ・Ｏ－２・３ ２８5×15８×２1／Ｎ－２０°－Ｗ 4０4 1２８
２０８ ７－Ｍ－１・２ 1８８×1３２×1３／Ｎ－5６°－Ｅ 4０4 1２８
２０9 ７－Ｊ－２ 7２×６4×15／Ｎ－14°－Ｅ 4０4 1２9

２11 ７－Ｏ－２ 1２６×(６4)×２２／
Ｎ－２０°－Ｗ 4０4 1２9

２1２ ７－Ｋ－４ 1０4×7８×２２／Ｎ－９°－Ｗ 弥生土
器片 4０4 1２9

２1３ ７－Ｊ・Ｋ－４・５ 1０9×74×1８／Ｎ－５°－Ｗ 4０4 1２9
２14 ７－Ｋ－５ 11０×1０5×２３／Ｎ－２°－Ｗ 4０６ 1２9
２15 ７－Ｊ－５ 1００×８３×1３／Ｎ－２4°－Ｗ 4０６ 1２9
２1６ ７－Ｊ・Ｋ－６ 1３4×91×２３／Ｎ－２６°－Ｗ 4０６ 1２9
２17 ７－Ｋ－４ ８０×６８×1６／Ｎ－17°－Ｅ 4０６ 1２9
２1８ ７－Ｌ・Ｍ－５・６ 14２×11６×３２／Ｎ－８３°－Ｗ 4０６ 1３０
２19 ７－Ｌ・Ｍ－５・６ 114×1０9×３６／Ｎ－1２°－Ｗ 4０６ 1３０

２２０ ７－Ｎ－３ (11０)×5８×８／
Ｎ－79°－Ｅ 4０4 1３０

２２1 ７－Ｏ－２・３ 11３×1０5×17／Ｎ－２4°－Ｗ 4０６ 1３０
２２２ ７－Ｏ－２ 1２６×54×1３／Ｎ－1８°－Ｗ 4０６ 1３０

２２4 ７－Ｋ－３ 155×６３×19／Ｎ－15°－Ｗ 縄文土
器片 4０６ 1３０

２２5 ７－Ｌ－11 15８×5２×３1／Ｎ－15°－Ｗ 4０６ 1３０
２２６ ７－Ｌ・Ｍ－９ ２３２×1００×17／Ｎ－８０°－Ｅ 4０６ 1３０

２２7 ７－Ｊ－８ 15２×111×３２／Ｎ－４°－Ｗ 内耳鍋
片 4０６ 1３０

２２８ ７－Ｊ・Ｋ－1０ 74×６８×９／Ｎ－77°－Ｅ 4０６
２２9 ７－Ｍ・Ｎ－６ ８5×7６×19／Ｎ－5０°－Ｗ 4０６ 1３1
２３０ ７－Ｎ－８・９ 194×154×45／Ｎ－２８°－Ｗ 4０4 1３1
２３1 ７－P・Ｑ－７ 11６×８4×３３／Ｎ－17°－Ｗ 4０６ 1３1
２３２ ７－Ｋ－４ ８4×7２×1３／Ｎ－75°－Ｗ 4０６ 1３1
２３３ ７－Ｌ－３ (94)×9２×1２／Ｎ－８６°－Ｅ 4０６ 1３1
２３4 ７－Ｌ－３ 71×51×２7／Ｎ－８9°－Ｅ 4０６ 1３1
２３5 ７－Ｍ－３ 1２０×８６×８／Ｎ－1２°－Ｗ 4０６ 1３1
２３６ ７－Ｍ－３ ６9×６２×17／Ｎ－８9°－Ｅ 4０６ 1３1
２３7 ７－Ｍ・Ｎ－３ 1８８×1０4×1８／Ｎ－75°－Ｅ 4０7 1３1
２３８ ７－Ｍ・Ｎ－３ 1００×８０×３／Ｎ－79°－Ｗ 4０7 1３２
２３9 ７－Ｍ・Ｎ－３ 9０×８０×1６／Ｎ－9０°－Ｅ 4０7 1３２
２4０ ７－Ｎ－２ ８9×６８×14／Ｎ－4２°－Ｗ 4０7
２41 ７－P・Ｑ－２ 1６7×1０２×２２／Ｎ－1０°－Ｗ 4０7 1３２
２4３ ７－Ｑ－３ 99×６4×２9／Ｎ－６5°－Ｗ 4０7 1３２
２4６ ７－Ｏ－３・４ 1３０×74×1８／Ｎ－８０°－Ｅ 4０7 1３２
２47 ７－Ｏ－４ 1６7×1００×９／Ｎ－６9°－Ｅ 4０7 1３２
２5０ ７－Ｏ－５ ８２×６０×15／Ｎ－３°－Ｗ 4０7 1３２
２51 ７－Ｊ・Ｋ－３ 7３×６８×1８／Ｎ－３２°－Ｅ 4０7 1３３
２5２ ７－Ｊ－３ 14０×６８×19／Ｎ－２4°－Ｗ 4０7 1３３
２5３ ７－Ｏ－５ 154×11３×1８／Ｎ－５°－Ｗ 4０7 1３３
２54 ７－Ｎ－５ 71×(６4)×８／Ｎ－３4°－Ｗ 4０7 1３３
２5６ ７－Ｍ－４ 119×111×２０／Ｎ－1０°－Ｗ 4０7 1３３
２57 ７－Ｌ・Ｍ－４ 1６３×99×4６／Ｎ－79°－Ｅ 4０7 1３３

２5８ ７－Ｍ－５ 119×(８２)×２０／
Ｎ－８８°－Ｅ 4０7 1３３

２59 ７－Ｍ－５ 1８０×1６5×２5／Ｎ－１°－Ｅ 4０7 1３３
２６０ ７－Ｍ・Ｎ－５ (7０)×7０×７／Ｎ－３9°－Ｅ 4０7
２６1 ７－P－６ 17６×1２4×８／Ｎ－８1°－Ｅ 4０８ 1３4
２６２ ７－P－６ 11２×８３×1８／Ｎ－６８°－Ｅ 4０８ 1３4
２６5 ７－P・Ｑ－７・８ ２91×２８２×1３／Ｎ－８２°－Ｅ 4０８ 1３4
２６８ ７－Ｋ－８・９ ２０1×15６×３9／Ｎ－２°－Ｗ 4０８ 1３4
２7０ ７－Ｌ・Ｍ－３・４ 145×1３２×11／Ｎ－9０°－Ｅ 4０８ 1３4

２71 ７－Ｊ－３・４、
Ｋ－３ 1８5×1２２×２4／Ｎ－３4°－Ｅ 4０８ 1３4

２74 ７－Ｖ・Ｗ－９ 14０×６０×８／Ｎ－８9°－Ｅ 4０８ 1３4
２7８ ７－Ｙ－1０ 114×６２×15／Ｎ－77°－Ｅ 4０８ 1３4

２79 ７・８－Ｙ・Ａ－
1０・11

(３２０)×151×1８／
Ｎ－８7°－Ｅ 4０８

２８０ ７－Ｕ－２ 91×9０×17／Ｎ－14°－Ｗ 4０８ 1３5
２８1 ８－Ｂ－11 1２２×99×２1／Ｎ－７°－Ｗ 4０８ 1３5
２８２ ７－Ｙ－11 ８０×６7×２1／Ｎ－77°－Ｅ 4０８ 1３5
２８4 ７－Ｗ－11・1２ 154×11２×4０／Ｎ－1０°－Ｅ 4０８
２８5 ７－Ｑ－７・８ 11８×1０4×３1／Ｎ－８7°－Ｗ 4０８ 1３5
２８６ ７－Ｙ－1０ 1２８×６３×1０／Ｎ－８８°－Ｗ 4０８ 1３5
２95 ８－Ａ－1２ ８7×６０×1０／Ｎ－1６°－Ｗ 41０ 1３5
２9６ ７－Ｍ－６ 1２4×9６×３5／Ｎ－８9°－Ｗ 41０ 1３5

２97 ７－Ｌ－４・５ ２２０×(1３4)×２7／
Ｎ－19°－Ｗ 41０ 1３６

２9８ ７－Ｌ－４・５ ２２２×15２×６２／Ｎ－9０°－Ｅ 41０ 1３６
２99 ７－Ｊ－５・６ 1６9×117×２5／Ｎ－２5°－Ｗ 41０ 1３６
３1８ ７－Ｌ－５ 19８×15０×4３／Ｎ－9０°－Ｅ 41０ 1３６
３19 ７－Ｌ－５ 1６０×54×８／Ｎ－８1°－Ｅ 41０ 1３６
３２０ ７－Ｍ－８ 11２×(1０9)×4２／Ｎ－０° 41０ 1３６

３２1 ７－Ｍ－８ 1００×(7６)×２7／Ｎ－０° 内耳鍋
片 41０ 1３６

３２２ ７－Ｋ－1０ 114×６８×２０／Ｎ－６7°－Ｅ 41０ 1３６
３２３ ７－Ｋ－1０ 11０×８9×２２／Ｎ－1２°－Ｗ 41０ 1３６
３２4 ７－Ｎ－1０ 1２６×８5×２5／Ｎ－7８°－Ｅ 砥石 4０4 1３６
３２5 ７－Ｎ－1０ ８4×7０×5０／Ｎ－２5°－Ｗ 石錐 41０ 1３7
３4２ ８－Ｉ－９・1０ 1６０×7２×６7／Ｎ－1３°－Ｗ 41０ 1３7
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３4３ ８－Ｈ・Ｉ－９ (15０)×1０６×３０／
Ｎ－８7°－Ｅ 41０ 1３7

３45 9８－P－15 9０×74×２６／Ｎ－４°－Ｗ 41０ 1３7

３4６ 9８－Ｑ－17 74×5６×３３／Ｎ－３7°－Ｗ 縄文土
器片 41０ 1３7

３49 9８－Ｑ－1８・19 ８０×71×4６／Ｎ－59°－Ｅ 41０ 1３7
３5０ 9８－Ｑ－1８・19 7６×51×14／Ｎ－4３°－Ｗ 41２ 1３7
３51 9８－Ｏ・P－1８・19 7２×６9×14／Ｎ－5２°－Ｅ 41２ 1３８
３5２ 9８－Ｉ－２4・２5 ２０６×1０８×３4／Ｎ－６4°－Ｗ 41２ 1３８

３5３ 9８－Ｉ－２３・２4 144×1０６×4３／Ｎ－5３°－Ｗ 縄文土
器片 41２ 1３８

３54 9８－Ｈ－２２・２３ 17０×1３０×２7／Ｎ－６4°－Ｗ 41２ 1３８
３5６ 9８－Ｉ－２３ 1０２×６5×1６／Ｎ－３4°－Ｗ 41２ 1３８
３57 9８－Ｊ－２３・２4 7８×６7×２２／Ｎ－２9°－Ｗ 41２
３5８ ８－Ｊ・Ｋ－８ ２０３×1２０×２３／Ｎ－5６°－Ｗ 41２ 1３８
３59 ８－Ｊ・Ｋ－９ 15０×9８×３9／Ｎ－79°－Ｗ 41２

３６０ ８－Ｊ－９・1０ 159×1０８×３5／Ｎ－８２°－Ｗ 縄文土
器片 41２ 1３８

３６1 ８－Ｉ－５ 1３０×６６×5６／Ｎ－14°－Ｗ 41２ 1３9

３６２ 9８－Ｊ－２1 (1０9)×(６２)×２9／
Ｎ－7０°－Ｗ 41２ 1３9

３６5 9８－Ｋ－２5 ６5×51×17／Ｎ－３０°－Ｅ 41２ 1３9
３６６ 9８－Ｏ－２３ ２３4×1００×３1／Ｎ－８°－Ｗ 41２ 1３9
３６7 ８－Ｈ・Ｉ－１ 1８８×８６×２1／Ｎ－5３°－Ｅ 41２ 1３9
３６８ ８－Ｇ・Ｈ－１ 11０×97×２６／Ｎ－６5°－Ｅ 41２ 1３9
３６9 ８－Ｆ－１ ６9×６5×２4／Ｎ－１°－Ｗ 41２ 1３9
３71 ８－Ｅ・Ｆ－１ ２３1×1２８×２３／Ｎ－８２°－Ｗ 414 1３9
３7２ ８－Ｇ－２5・１ ２０7×1２4×17／Ｎ－８5°－Ｗ 414 14０
３7３ ８－Ｉ－８・９ (８０)×5８×14／Ｎ－5２°－Ｅ 414
３74 9８－Ｒ－２1 1３６×119×4３／Ｎ－１°－Ｅ 磨石 414 14０
３75 9８－Ｓ－２０ 11０×99×4３／Ｎ－６６°－Ｗ 414 14０
３7８ 9８－Ｎ－２０ (６８)×６5×２1／Ｎ－６２°－Ｅ 414 14０
３79 9８－Ｎ・Ｏ－２1 79×4０×２4／Ｎ－３２°－Ｅ 414 14０

３８1 9８－Ｌ－２２ 1６０×11２×２２／Ｎ－79°－Ｗ 縄文土
器片 414 14０

３８２ 9８－Ｍ－２２ ６６×６２×14／Ｎ－54°－Ｅ 414 141
３８６ 9８－Ｒ－1６ 17０×11０×1８／Ｎ－9０°－Ｗ 414 141
4０4 97－Ｅ－19 97×47×１／Ｎ－５°－Ｗ 414 141
455 ７－Ｏ－1２ 77×54×19／Ｎ－１°－Ｗ 414 141
457 ７－Ｏ・P－1３ (８６)×８4×45／Ｎ－１°－Ｗ 414 141

45８ ７－Ｎ－1３、
Ｏ－1２・1３ 149×６６×1６／Ｎ－３°－Ｅ 414 141

4６０ ７－Ｍ・Ｎ－1２ 1２３×7８×２２／Ｎ－１°－Ｗ 414 141

4６1ａ ７－Ｍ－1３ 1０4×5８×３３／
Ｎ－1３°－Ｅ 414 14２

4６1ｂ ７－Ｍ－1３ 97×(7８)×２7／
Ｎ－２°－Ｅ 414 14２

4６２ ７－Ｌ－1２ 91×51×1８／Ｎ－８６°－Ｅ 414 14２
4６３ ７－Ｌ－1３ ８5×74×19／Ｎ－３６°－Ｅ 414 14２
4６4 ７－Ｌ－1２・1３ 1２２×49×5６／Ｎ－２°－Ｅ 414 14２
4６7 ７－Ｊ・Ｋ－1３ 1３０×97×９／Ｎ－３６°－Ｅ 41６ 14２
4６８ ７－Ｊ・Ｋ－1２・1３ 9６×55×２６／Ｎ－０° 41６ 14２

4６9 ７－Ｋ－1２・1３ 17６×159×4８／Ｎ－1６°－Ｅ 内耳鍋
片 41６ 14２

47０ ７－Ｊ－1２ 9２×６7×６5／Ｎ－８°－Ｅ 石臼 41６ 14３
471 ７－Ｊ－1３ ２11×1０1×２4／Ｎ－１°－Ｅ 41６ 14３
47２ ７－Ｊ－1３ ２３２×1２８×15／Ｎ－３°－Ｅ 41６ 14３
47３ ７－Ｋ－1２・1３ 1２６×77×３1／Ｎ－８4°－Ｅ 陶器片 41６ 14３
474 ７－Ｑ－1２・1３ 1８２×1０4×３６／Ｎ－８６°－Ｅ 41６ 144
475 9８－Ａ－２5 1６８×91×11／Ｎ－15°－Ｗ 41６ 144
479 97－Ｘ－２4・２5 ６０×5０×６／Ｎ－1３°－Ｅ 41６ 144
5０６ 97－Ｇ－２4 1０4×49×２０／Ｎ－1２°－Ｗ 41６ 144
51２ ６－Ｓ－９ 1２０×115×19／Ｎ－６６°－Ｅ 41６ 144
515 ６－Ｔ／Ｕ－1０ 1２7×5８×２1／Ｎ－９°－Ｗ 41６ 144
51６ ６－Ｓ－８ 14３×1２7×２9／Ｎ－7０°－Ｗ 41６ 144
51８ ６－Ｔ／Ｕ－９ 1０9×51×３３／Ｎ－８5°－Ｅ 417 145
519 ６－Ｔ－９／1０ ３17×149×２３／Ｎ－１°－Ｅ 41６ 145
5２０ ６－Ｔ－1０ ２０7×1２０×６4／Ｎ－８1°－Ｅ 陶器片 41６ 145
5２８ ６－Ｒ－５ 95×６２×1２／Ｎ－２８°－Ｗ 417 145
5２9 ６－Ｓ－９ 1０1×77×２4／Ｎ－9０°－Ｗ 417 145
5３０ ６－Ｔ－９／1０ 1６5×８０×19／Ｎ－１°－Ｗ 417 145

5３1 ６－Ｗ－1０／11 1３０×7８×17／Ｎ－15°－Ｗ 417 145
5３4 ６－Ｗ－11 1６３×5８×３８／Ｎ－８5°－Ｅ 417 145

5３5 ６－Ｗ－1２ 17０×(1０1)×３６／
Ｎ－８9°－Ｅ 417 14６

5３６ ６－Ｕ－1０／11 1２０×55×5０／Ｎ－８9°－Ｅ 417 14６

5３7 ６－Ｖ－９／1０、
Ｗ－９ ２14×71×17／Ｎ－71°－Ｅ 417

5３9 ６－Ｕ－11 14２×６６×３7／Ｎ－８1°－Ｗ 417 14６
54０ ６－Ｒ／Ｓ－８／ ９ ２８9×14２×47／Ｎ－３°－Ｗ 417 14６
541 ６－Ｕ－11 159×7８×２３／Ｎ－２０°－Ｅ 417 14６
54３ ６－Ｙ－1２ 7６×６３×5８／Ｎ－41°－Ｗ 417 14６
544 ７－Ｂ－11／1２ 1３８×1３３×19／Ｎ－０° 417 14６

545 ７－Ａ－1２／1３、
Ｂ－1２ ２０６×9０×47／Ｎ－４°－Ｅ 419 14６

54６ ７－Ｂ－１ ８7×(4３)×55／Ｎ－８9°－Ｅ 縄文土
器片 419 14６

549 ６－Ｗ－1２／1３ ２1２×1３８×14／Ｎ－1０°－Ｅ 419 147
554 ６－Ｕ－1０ 15０×1２６×７／Ｎ－８9°－Ｅ 419 147

555 ７－Ｂ－11 15６×８7×4８／Ｎ－８7°－Ｅ 陶器片・
鉄器片 419 14６

55６ ６－Ｕ－５／ ６、
Ｖ－５ ２０２×1２８×２８／Ｎ－３1°－Ｅ 419 147

557 ６－Ｔ／Ｕ－４／ ５ ２1８×(1６1)×２６／
Ｎ－８６°－Ｅ 419 147

55８ ６－Ｖ－２ 1３２×６０×３4／Ｎ－４°－Ｗ 419 147
559 ６－Ｕ－２ 1６６×79×３８／Ｎ－９°－Ｗ 419 147
5６０ ７－Ｃ－1２ 1３０×7６×4３／Ｎ－1２°－Ｅ 419 14８
5６1 ７－Ａ－1２ 15２×14２×19／Ｎ－６８°－Ｅ 石臼 4２０ 14８

5６２ ６－Ｙ－1２ 15８×(7６)×5０／
Ｎ－２°－Ｅ 4２０ 14８

5６4 ７－Ｂ／Ｃ－11／1２ ２６６×1０６×２８／Ｎ－9０°－Ｗ 419 14８

5６5 ７－Ｃ－1２／1３ (14６)×7８×３０／
Ｎ－３°－Ｅ 419 14８

5６６ ７－Ｂ－1３ 191×17６×６1／Ｎ－15°－Ｅ 煙管・
石臼 4２０ 14８

5６7 ７－Ａ－1３ ３３６×２２３×7８／Ｎ－８7°－Ｅ 4２０ 149

5６８ ７－Ａ－1３ (３4０)×２３６×６８／
Ｎ－75°－Ｅ 4２０

5６9 ６－Ｘ－11／1２ 11６×9８×1３／Ｎ－15°－Ｗ 4２０ 15０

57０ ７－Ｃ－1２ (1３5)×６８×5２／
Ｎ－５°－Ｅ 419

57３ ７－Ａ－1０ 91×9０×２9／Ｎ－８２°－Ｅ 4２０
574 ６－Ｙ－７／ ８ 1６８×14０×２０／Ｎ－14°－Ｅ 4２０
575 ６－Ｙ－８ 1０9×1０３×4０／Ｎ－０° 4２０
57６ ７－Ａ－７ 15０×８６×８／Ｎ－８1°－Ｅ 4２０
57８ ６－Ｙ－８ 1０4×9２×17／Ｎ－45°－Ｅ 4２０
5８1 ７－Ｄ－７ 1２０×7０×３1／Ｎ－５°－Ｗ 4２０ 15０
5８２ ７－Ｈ／Ｉ－４ ８３×74×８／Ｎ－２7°－Ｗ 4２０ 151
5８３ ７－Ｃ－11 1８5×9３×３9／Ｎ－５°－Ｗ 4２０ 151
5８4 ７－Ｉ－1２ 114×６８×２1／Ｎ－２5°－Ｅ 4２２

5８5 ７－Ｉ－1２ 17８×(79)×19／
Ｎ－４°－Ｅ 4２２ 151

5８６ ７－Ｉ－1３ 1３5×5８×5６／Ｎ－11°－Ｅ 石皿 4２２ 151
5８7 ７－Ｄ／Ｅ－1０ 17０×145×14／Ｎ－17°－Ｗ 4２２ 151

5８８ ７－Ｄ／Ｅ－1０ 1８８×(144)×２1／
Ｎ－８9°－Ｗ 4２２ 151

5８9 ７－Ｇ－11／1２ ２45×６7×51／Ｎ－６°－Ｅ 4２２ 151

59０ ７－Ｉ－11 (159)×(1３5)×1２／
Ｎ－５°－Ｅ 4２２ 15２

591 ７－Ｉ－11／1２ (２３８)×1２２×２８／
Ｎ－1８°－Ｅ 4２２ 15２

59２ ７－Ｆ－９ 11２×８８×14／Ｎ－０° 4２２ 15２
59３ ７－Ｇ－1０／11 11３×1０６×1６／Ｎ－８３°－Ｅ 4２２ 15２

594 ７－Ｇ／Ｈ－1２／1３ ３9０×(49)×41／
Ｎ－7６°－Ｗ 4２２ 15２

595 ７－Ｆ－1０ 7２×６4×11／Ｎ－19°－Ｗ 4２２ 15２
59６ ７－Ｇ－８／ ９ ２３２×14８×３２／Ｎ－１°－Ｅ 4２２ 15２
597 ７－Ｈ／Ｉ－８ ２３4×1３０×６4／Ｎ－０° 4２２ 15２
59８ ７－Ｆ／Ｇ－９／1０ 9０×８1×11／Ｎ－75°－Ｗ 4２２ 15２
599 ７－Ｄ－７／ ８ 179×14０×15／Ｎ－９°－Ｅ 4２３ 15２
６００ ７－Ｅ／Ｆ－1０／11 － 陶器片 4２３ 15３
６０1 ７－Ｅ－1０ 11３×1０1×３1／Ｎ－８9°－Ｅ 燧石 4２３ 15３
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６０２ ７－Ｇ－11 (17６)×８1×1８／
Ｎ－11°－Ｅ 4２３ 15３

６０３ ７－Ｆ－11、
Ｇ－11／1２

(２4０)×(２３０)×３4／
Ｎ－８８°－Ｅ 陶器片 4２３ 15３

６０4 ７－Ｇ－1０ 1８5×1８1×３1／Ｎ－８６°－Ｅ 陶器片・鉄滓 4２３ 15３

６０5 ７－Ｂ／Ｃ－３ 91×7８×1６／Ｎ－８２°－Ｅ 4２３ 15３
６０６ ７－Ｃ－２ 1２4×7０×5６／Ｎ－８°－Ｗ 4２３ 154
６０7 ７－Ｆ－２ 11３×74×19／Ｎ－15°－Ｅ 4２３ 154
６０８ ７－Ｆ－８ 95×８２×19／Ｎ－８０°－Ｗ 骨片 4２３
６０9 ７－Ｇ／Ｈ－７／ ８ ２８２×1６7×２5／Ｎ－２°－Ｗ 4２３ 154

６1０ ７－Ｂ／Ｃ－６ 1６０×(15０)×14／
Ｎ－８1°－Ｅ 4２３ 154

６11 ７－Ｇ－11／1２ ３97×(２３０)×３２／
Ｎ－１°－Ｗ 4２３ 154

６1２ ７－Ｈ－７ 15２×95×15／Ｎ－８０°－Ｗ 4２5 154
６1３ ７－Ｃ－９ 7０×4３×4６／Ｎ－74°－Ｅ 4２5 155
６17 ７－Ｇ－６／ ７ 1２０×1０5×２２／Ｎ－7３°－Ｅ 4２5 155
６1８ ７－Ｆ／Ｇ－７ ６６×６０×８／Ｎ－55°－Ｗ 4２5 155
６19 ７－Ｇ／Ｈ－５ ８1×６６×19／Ｎ－９°－Ｗ 4２5 155

６２３ ７－Ｇ－11 (８２)×(８０)×11／
Ｎ－4８°－Ｗ 煙管 4２5 155

６２4 ６－Ｒ－６ 5６×55×２1／Ｎ－８０°－Ｅ 4２5 155
６4２ ７－Ｆ－1０／11 75×5２×２２／Ｎ－８３°－Ｅ 4２5 155
６4３ ７－Ｂ／Ｃ－1２ 1２３×８３×17／Ｎ－８０°－Ｅ 渡来銭 4２5 155
7８9 97－Ｒ・Ｓ－３ 95×８4×1３／Ｎ－4０°－Ｗ 4２5 15６
79０ 97－Ｓ－３ 1０８×57×7０／Ｎ－９°－Ｗ 4２5 15６
791 97－P－９・1０ 1８4×1０８×６1／Ｎ－２３°－Ｗ 4２5 15６
79２ 97－Ｑ－５・６ 14０×71×15／Ｎ－８5°－Ｅ 4２5 15６
79３ 97－Ｑ－８・９ 1３６×7０×1０／Ｎ－２０°－Ｅ 4２5 15６
794 97－Ｑ－８・９ 157×８4×19／Ｎ－３２°－Ｅ 4２5 157
８０８ 97－Ｆ－７・８ ３7３×14３×６1／Ｎ－1３°－Ｅ 4２5 157
８０9 9６－Ｍ・Ｎ－1３・14 4６7×79×45／Ｎ－1３°－Ｅ 4２5 157
８1０ 9６－Ｍ・Ｎ－17 4３０×4２×３３／Ｎ－８4°－Ｅ 4２5 157
８11 9６－Ｏ－２０・２1 ２94×51×３7／Ｎ－７°－Ｗ 4２６ 157
８1２ 9６－Ｍ－２０・２1 ２６６×６5×２5／Ｎ－17°－Ｗ 4２６ 157
８17 9６－Ｑ－２２・２３ 19２×5８×41／Ｎ－1６°－Ｗ 4２６ 157
８1８ 9６－Ｒ－２２ 7６×47×1６／Ｎ－19°－Ｗ 4２６ 157
８19 9６－Ｒ・Ｓ－２２ 17０×5２×３5／Ｎ－1６°－Ｗ 4２６ 15８
８２1 9６－Ｍ・Ｎ－２３・２4 19２×８３×２０／Ｎ－２２°－Ｗ 4２６ 15８
８２２ 9６－Ｕ・Ｖ－1６・17 ２２６×5２×4０／Ｎ－２7°－Ｗ 4２６ 15８
８２６ 9６－Ｓ－1６・17 74６×7２×1２２／Ｎ－1６°－Ｗ 4２６ 15８
８２7 97－Ｃ・Ｄ－６～８ 49２×174×77／Ｎ－８°－Ｗ 4２６ 15８

８３9 97－Ａ・Ｂ－1３～ 15 (5００)×６4×99／
Ｎ－２7°－Ｗ 4２６ 15８

８4０ 97－Ａ－1３ ～ 15 ６7２×６２×11２／Ｎ－1３°－Ｗ 4２６ 15８
８41 97－Ａ・Ｂ－1２・1３ ３８８×２9０×３7／Ｎ－８０°－Ｅ 4２６ 159

８4２ 9６－Ｗ・Ｘ－1２ (２６０)×1２4×1８／
Ｎ－２9°－Ｗ 4２7 159

８4３ 9６－Ｗ・Ｘ－1３ 1３６×5２×８０／Ｎ－1６°－Ｗ 4２7 159
８44 9６－Ｖ・Ｗ－15・1６ ２5２×5２×9０／Ｎ－17°－Ｗ 4２7

８45 9６－Ｓ・Ｔ－1３～ 1６ 11３８×６６×141／
Ｎ－1６°－Ｗ 4２7 159

８4６ 9６－Ｎ－17・1８ 19０×17０×２7／Ｎ－６３°－Ｗ 4２5 159
８47 9６－Ｎ－1８ 1０８×1０６×２０／Ｎ－7３°－Ｅ 4２5 159
８4８ 9６－P－1８・19 ２３２×74×75／Ｎ－1３°－Ｗ 4２7 159
８49 ６－P－２ ６4×44×19／Ｎ－17°－Ｗ 4２7 159
８5０ ６－Ｏ－１・２ 9３×８３×２２／Ｎ－６２°－Ｗ 4２7 159
８51 9６－Ｏ－２4 155×5３×17／Ｎ－３６°－Ｗ 4２7 1６０
８5２ 9６－Ｎ・Ｏ－２０～ ２２ 7８5×57×1２1／Ｎ－３1°－Ｗ 4２7 1６０
８5３ 9６－Ｎ－２０ 11６×5３×２０／Ｎ－２4°－Ｗ 4２7 1６０
８54 9６－Ｓ・Ｔ－２２ 1３２×5２×14／Ｎ－６9°－Ｅ 4２7 1６０

８６7 97－Ｈ－17・1８ (1００)×57×２4／
Ｎ－1６°－Ｗ 4２7 1６０

８６８ 97－Ｋ・Ｌ－17 (11２)×55×19／
Ｎ－1２°－Ｗ 4２7 1６０

８６9 97－Ｑ－15 5２×5２×19／Ｎ－11°－Ｗ 4２7 1６1
８7０ 97－Ｉ－15 1０８×7６×２６／Ｎ－1６°－Ｗ 4２7 1６1
８75 97－Ｅ－1２ ２２６×77×３5／Ｎ－1８°－Ｗ 4２7 1６1
８８7 97－Ｃ－1８ 14２×54×３０／Ｎ－２1°－Ｗ 4２８ 1６1
８８８ 97－Ｂ・Ｃ－15 ３３８×６２×８4／Ｎ－３３°－Ｗ 4２８ －

８８9 9６－Ｘ・Ｙ－17 (２２６)×1２０×4２／
Ｎ－49°－Ｅ 4２８ 1６1

８9０ 9６－Ｘ－２1 ２5８×６4×74／Ｎ－1８°－Ｗ 4２８ 1６1
８91 9６－Ｖ－２1・２２ 49６×８６×74／Ｎ－２８°－Ｗ 4２８ 1６1
91３ ６－Ｎ・Ｏ－２ ３51×4８×49／Ｎ－６4°－Ｅ 4２８ 1６1
914 ６－Ｎ・Ｏ－２ ３８８×4６×44／Ｎ－74°－Ｅ 4２８
915 ６－Ｎ－２ ２74×３２×２８／Ｎ－６4°－Ｅ 4２８

91６ ６－Ｍ・Ｎ－２・３ (２０８)×２００×２８／
Ｎ－６°－Ｅ 4２８

917 ６－Ｏ・P－２ (41３)×６5×２9／
Ｎ－74°－Ｅ 4２８

91８ 9６－Ｔ－２1・２２ 1６０×75×７／Ｎ－３4°－Ｗ 4２８ 1６1
919 ６－Ｍ・Ｎ－３ 47３×5０×２9／Ｎ－7２°－Ｅ 4２８
9２０ ６－Ｍ・Ｎ－３ ３5８×1０３×２６／Ｎ－7３°－Ｅ 4２８

9２1 ６－Ｎ・Ｏ－２ (２３０)×３7×２８／
Ｎ－８5°－Ｅ 4２８

9２３ 9６－Ｑ－２２・２３ 9８×74×1２／Ｎ－4８°－Ｗ 4２６ 1６1
ピット　
№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．

２２9 ７－Ｋ－９ (54)×49×６4 4３０ 1６２
２３０ ７－Ｋ－９ 54×4６×６1 4３０
２３1 ７－Ｌ・Ｍ－４ 4０×(２６)×７ 4３０ 1６２
２３２ ７－Ｎ－４ 44×41×３０ 4３０
２３３ ７－Ｍ－３ 4３×３２×49 4３０

２３5 ７－Ｉ－1０ ３０×(２7)×1６ 内耳鍋
片 4３０ 1６２

２３６ ７－Ｌ－５ 4０×３4×－ 砥石 4３０

２３7 ７－Ｋ－４ － 天聖
元寳 4３０

２３８ ７－Ｋ－８ ３5×３３×－ 4３０ 1６２
２３9 ７－Ｊ－８ ３６×２６×－ 4３０
２4０ ７－Ｊ－９ ３８×３０×－ 4３０ 1６２
２41 ７－Ｊ－1０ 5６×３６×－ 4３０
２4２ ７－Ｊ－1０ 4６×３4×－ 4３０
２4３ ７－Ｋ－９ ２０×19×－ 4３０ 1６２
２44 ７－Ｌ－1０ ２６×19×３1 鉄滓 4３０ 1６２

２45 ７－Ｍ－９ ２5×２1×－ 内耳鍋
片 4３０ 1６２

２4６ ７－Ｏ・P－９ ２5×２4×－ 鉄滓 4３０ 1６２
２47 ７－Ｎ－７ ３３×２9×－ 渡来銭 4３０ 1６３
２4８ ７－Ｌ－11 ２８×２4×－ 4３０
２49 9８－Ｑ－15 ３３×２８×4８ 4３０ 1６３
２5０ 9８－P－２０ 4８×4２×３7 4３０ 1６３
２51 9８－Ｑ－２０ 44×３7×２３ 4３０ 1６３
２5２ 9８－Ｑ－２０ 44×4２×２０ 4３０ 1６３
２5３ 9８－P－19 51×4０×19 4３０ 1６３
２54 9８－P・Ｑ－２1 4３×３３×２1 4３０ 1６３
２55 9８－P－２０ 4８×３9×47 4３０ 1６３
２5６ 9８－Ｏ－２1 4８×３9×5３ 4３０ 1６３
２57 9８－Ｏ－２1 51×44×4０ 4３０ 1６３
２5８ 9８－Ｏ－２1 4０×３８×２9 4３０ 1６３
２６８ ７－Ｉ・Ｊ－1２ ２9×２7×２０ 4３０ 1６３
２６9 ７－Ｉ・Ｊ－1２ ３4×２６×44 4３０ 1６4
２7０ ７－Ｌ－1３ ３1×２4×4２ 4３０ 1６4
２71 ７－Ｌ－1３ ３4×２9×２5 4３０ 1６4
２7２ ７－Ｌ－1３ ３1×２８×３８ 4３０ 1６4
２7３ ７－Ｍ－1３ ２9×２5×３1 4３０ 1６4
２74 ７－Ｌ－1２ ３０×２9×３２ 4３０ 1６4
２75 ７－Ｌ－1２ ３３×２9×41 4３０ 1６4
２7６ ７－Ｌ－1２ ２８×２３×２4 4３０ 1６5
２77 ７－Ｍ－1２ ３６×２9×4０ 4３０ 1６5
２7８ ７－Ｌ－1３ ２5×２３×17 4３０ 1６5
２79 ７－Ｍ－1３ ３６×1８×1８ 4３０ 1６5
２８０ ７－Ｍ－1３ ２9×２８×３３ 4３２ 1６5
２８1 ７－Ｍ－1２ ２9×２7×17 4３２ 1６5
２８２ ７－Ｎ－1３ ２5×２4×２1 4３２ 1６5
２８３ ７－Ｎ－1３ 17×1６×1８ 4３２ 1６5
２８4 ７－Ｌ－1３ ３０×２7×14 4３２ 1６６
２８5 ７－Ｌ－1３ ２5×２２×17 4３２ 1６６
２８６ ７－Ｌ－1３ ３６×２８×３６ 4３２ 1６６
２８7 ７－Ｌ－1２ ２9×２7×15 4３２ 1６６
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２８８ ７－Ｌ－1２ ２２×1６×７ 4３２ 1６６
２８9 ７－Ｎ－1３ ２６×２０×19 4３２ 1６６
２9０ ７－Ｊ－1３ ２5×２２×－ 4３２
２91 ７－Ｊ－1３ ２８×２4×２1 4３２
２9２ ７－Ｋ－1３ ２０×15×－ 4３２
２9３ ７－Ｋ－1２ ２３×２1×－ 4３２
２94 ７－Ｋ－1２ ２1×(17)×－ 4３２
２95 ７－Ｍ－1３ ２5×２4×19 4３２
２9６ ７－Ｍ－1３ ２０×1６×1０ 4３２
２97 ７－Ｋ－1３ ２9×２5×－ 4３２
２9８ ７－Ｌ－1２ 17×14×４ 4３２
２99 ７－Ｋ－1３ ３０×２1×３８ 4３２
３００ ７－Ｊ－1２ ３２×３1×1２ 4３２
３０1 9８－Ａ－２5 49×47×３２ 4３２ 1６６
３０２ 9８－Ａ－２5 45×4２×２２ 4３２ 1６６

３０３ 9８－Ａ－２5／
８－Ａ－１ 5２×３６×８ 4３２ 1６7

３０4 9８－Ｙ－１ ２7×２1×15 4３２ 1６7
３０5 97－Ｙ－２5 ３６×２7×44 4３２ 1６7
３０６ 97－Ｗ－２5 ３８×３1×８ 4３２ 1６7
３０7 ７－Ｏ－１ ６7×(３２)×３5 4３２ 1６7
３０８ ７－Ｎ－１ 57×47×1６ 4３２ 1６7
３０9 ７－Ｍ－１ ２２×２1×３０ 4３２ 1６7
３1０ ７－Ｍ－１ ２６×２4×２６ 4３２ 1６7
３1２ 9８－Ｓ・Ｔ－1３ 7０×5８×３３ 4３２ 1６８
３1３ 97－Ａ－２4・２5 ３０×２６×19 4３２ 1６８
３14 97－Ｂ－２4 ３３×２9×３4 4３２ 1６８
３15 97－Ｂ－２5 ２9×２８×２０ 硯 4３２ 1６８
３1６ 97－Ｃ－２4・２5 ２9×２7×２4 4３２ 1６８
３17 97－Ｃ・Ｄ－２4 ２２×19×15 4３２ 1６８
３1８ 97－Ｄ－２4 ２9×２4×２7 4３２ 1６８
３19 97－Ｄ－２4 ３1×２5×３０ 4３２ 1６9
３２０ 97－Ｅ－２4 ２２×1８×14 4３２ 1６9
３２1 97－Ｅ－２4 ２２×２1×15 4３２ 1６9
３51 ６－Ｔ－11 57×54×4３ 4３２ 1６9
３5２ ６－Ｔ－11 ６０×5２×55 4３２ 1６9
３5３ ６－Ｓ－1０ 79×55×19 4３２ 1６9
３54 ６－Ｓ－1０ ３２×２３×３1 4３２
３55 ６－Ｓ－８ 4０×３６×２６ 4３２ 1６9
３5６ ６－Ｓ－８ 4０×３5×２３ 4３２ 17０
３57 ６－Ｓ－８ ３9×３８×19 4３３ 17０
３5８ ６－Ｔ－９ ２9×２８×２4 4３３ 17０
３59 ６－Ｓ－1０ ３1×３０×３０ 4３３ 17０
３６０ ６－Ｓ－1０ ３８×３０×３２ 4３３ 17０
３６1 ６－Ｓ・Ｔ－1０ ３4×３０×３4 4３３ 17０
３６２ ６－Ｔ－1０ ３7×３4×３5 4３３ 17０
３６３ ６－Ｔ－1０ ３7×２８×２０ 4３３ 17０
３６4 ６－Ｔ－11 ２9×２６×２６ 4３３ 171
３６5 ６－Ｔ－11 ３６×２８×２1 4３３ 171
３６６ ６－Ｔ－11 ３5×２9×３８ 4３３ 171
３６7 ６－Ｓ－1０ ２1×19×２２ 4３３ 171
３６８ ６－Ｓ－11 ３２×３０×３２ 4３３ 171
３６9 ６－Ｓ－11 ３1×２８×19 4３３ 171
３7０ ６－Ｓ－11 4８×３5×4０ 4３３ 171
３71 ６－Ｔ－11 41×３８×5３ 4３３ 17２
３7２ ６－Ｓ－11 ２３×２1×３4 4３３ 17２
３7３ ６－Ｓ－1０ ２9×２7×２０ 4３３ 17２
３74 ６－Ｓ－1０ ２６×２３×17 4３２ 17２
３75 ６－Ｓ－８ ３1×２9×２６ 4３３ 17２
３7６ ６－Ｕ－11 ３０×２８×２9 4３３ 17２
３77 ６－Ｓ－11 ３３×(２８)×３4 4３３ 17２
３7８ ６－Ｔ－11 ２1×(８)×３7 4３３ 17２
３79 ６－Ｕ－11 4６×３８×47 4３３ 17３
３８０ ６－Ｕ－11 4８×4２×３7 4３３ 17３
３８1 ６－Ｕ－1０ ３7×３4×３０ 4３３ 17３
３８２ ６－Ｕ－８・９ 4３×３８×２9 4３３ 17３
３８３ ６－Ｕ－９ ３２×２9×３０ 4３３ 17３
３８4 ６－Ｕ－９ ３６×３３×３３ 4３３ 17３
３８5 ６－Ｕ－1０ ３1×２６×３２ 4３３ 17３
３８６ ６－Ｗ－９ ３６×２６×２9 4３３ 17３
３８7 ６－Ｗ－11 ３２×２８×２６ 4３３ 17３

３８８ ６－Ｔ－1０ 44×３1×２4 4３３ 174
３８9 ７－Ｂ－11 5０×44×45 4３３ 174
３9０ ７－Ａ－11 4３×4０×4０ 4３３ 174
３91 ７－Ａ－11 4８×47×３9 4３３ 174
３9２ ６－Ｘ－11 ３4×３０×２7 4３３ 174
３9３ ６－Ｘ－11 4０×３4×３1 4３5 174
３94 ７－Ｙ－11 ３7×３２×３7 4３5 174
３95 ６－Ｘ－11 ２６×２4×２5 4３5 174
３9６ ６－Ｙ－11 ３２×３０×２３ 4３5 175
３97 ６－Ｙ－11 ３4×２８×２5 4３5 175
３9８ ７－Ｂ－11 5０×３5×３０ 4３5 175
３99 ７－Ｂ－11 ３1×２9×３7 4３5 175
4００ ７－Ｂ－1０ ３２×２８×３０ 4３5 175
4０1 ７－Ｂ－1０ ３６×３２×5２ 4３5 175
4０２ ７－Ｂ－1０ ３８×３4×３5 4３5 175
4０３ ７－Ｂ－1０ ３６×３２×２5 4３5 175
4０4 ６－Ｘ－11 ３4×２9×4２ 4３5 17６
4０5 ６－Ｙ－11 ３1×２８×２9 4３5 17６
4０６ ７－Ｂ－９ 4０×３２×３０ 4３5 17６
4０7 ７－Ａ－1０ ３８×３３×３２ 4３5 17６
4０８ ６－Ｓ－11 (２4)×２０×３1 4３5
4０9 ７－Ｄ・Ｅ－1０ ３２×２６×5８ 4３5 17６
41０ ７－Ｄ－1０ ２7×２5×45 4３5 17６
411 ７－Ｂ－11 4２×３３×３６ 4３5 17６
41２ ７－Ｂ－11 ３８×２9×３０ 4３5 17６
41３ ７－Ｂ－1０ 4２×３８×45 4３5 17６
414 ７－Ｇ－９・1０ ３３×２８×３7 4３5
415 ７－Ｆ－９・1０ ３1×２9×３０ 4３5
41６ ７－Ｄ－1０ ２9×２６×３２ 4３5 177
417 ７－Ｄ－1０ ３３×３０×３６ 4３5 177
41８ ７－Ｄ－1０ ３4×３０×49 4３5 177
419 ７－Ｄ－1０ ３６×３２×57 4３5 177
4２０ ７－Ｄ－９ ３８×３２×３9 渡来銭 4３5 177
4２1 ７－Ｄ・Ｅ－９ ３２×２9×３5 4３5 177
4２２ ７－Ｅ－９ ３5×３1×３9 4３5 177
4２３ ７－Ｅ－1０ ２８×２６×６7 4３5 17８
4２4 ７－Ｅ－1０ ３4×２８×３２ 4３5 17８
4２5 ７－Ｅ－1０ ３６×２８×２4 4３5 17８
4２６ ７－Ｅ・Ｆ－９ ３３×３０×44 4３5 17８
4２7 ７－Ｅ－９ 45×３9×３9 4３６ 17８
4２８ａ ７－Ｅ－９ ３4×２9×49 4３６ 17８
4２８ｂ ７－Ｅ－９ ２7×(1８)×２1 4３６ 17８
4２9 ７－Ｆ－９ ２８×２６×２８ 4３６ 17８
4３０ ７－Ｆ－1０ ３８×３６×5３ 4３６ 17８
4３1 ７－Ｆ－９ ３5×２7×３7 4３６ 179
4３２ ７－Ｆ－９ ２1×19×5０ 4３６ 179
4３３ ７－Ｇ－1０ ３9×３６×55 4３６ 179
4３4 ７－Ｇ－９・1０ ３4×２7×６4 4３６ 179
4３5 ７－Ｇ－９ ３4×３０×３4 4３６ 179
4３６ ７－Ｇ－９ ３３×２9×55 4３６ 179
4３7 ７－Ｄ－９ ３7×３4×３０ 4３６ 179
4３８ ７－Ｆ－1０ ３1×２9×5３ 4３６ 179
4３9 ７－Ｇ－1０ 41×３5×６9 4３６ 1８０
44０ ７－Ｅ－1０ ２9×２６×３9 4３６ 1８０
441 ７－Ｆ－1０ ３4×２６×３9 4３６ 1８０
44２ ７－Ｆ－1０ ３7×(２６)×３２ 4３６ 1８０
44３ ７－Ｇ－９ ３８×３０×44 4３６ 1８０
444 ７－Ｈ－９ ３６×３３×4２ 4３６ 1８０
445 ７－Ｈ－９ ３4×３1×３６ 4３６ 1８０
44６ ７－Ｈ－９ 41×３4×4６ 4３６ 1８０
447 ７－Ｃ－２・３ 4２×4０×３7 4３６ 1８０
44８ ７－Ａ－２ ２5×２1×２5 4３６ 1８1
449 ７－Ｂ－２・３ ３5×２9×4６ 4３６ 1８1
45０ ７－Ｃ－３・４ ２9×２６×２２ 4３６ 1８1
451 ７－Ｃ－３ 4２×３7×３０ 4３６ 1８1
45２ ７－Ｂ－２ ２1×(1８)×３２ 4３６ 1８1
45３ ７－Ｂ－２ ３８×２８×4８ 4３６ 1８1
454 ７－Ｂ・Ｃ－２ ３６×３4×３３ 4３６ 1８1
455 ７－Ｃ－１ ３7×３３×２６ 4３６ 1８1
45６ ７－Ｃ－１ ２６×２０×２３ 4３６ 1８２
457 ７－Ｃ－２ ３３×３０×4２ 4３６ 1８２
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45８ ７－Ｃ－３ ３６×３２×３０ 4３６ 1８２
459 ７－Ｄ－２ 4０×３６×３7 4３６ 1８２
4６０ ７－Ｄ－２ ３1×２9×41 4３６ 1８２
4６1 ７－Ｆ－３ ３２×３０×３7 4３６ 1８２

4６２ ７－Ｆ－２・３、
Ｇ－２ ３０×２4×5８ 4３６ 1８２

4６３ ７－Ｇ－２ ２7×２２×２０ 4３６ 1８２
4６4 ７－Ｇ－１ ３６×３２×55 4３7 1８３
4６5 ７－Ｇ・Ｈ－１ ３０×２６×３9 4３7 1８３
4６６ ７－Ｄ－１	 ３２×２８×３２ 4３7 1８３
4６7 ７－Ｄ－１ ２7×２６×３1 4３7 1８３
4６８ ７－Ｃ・Ｄ－１ ３６×３4×２9 4３7 1８３
4６9 ７－Ｅ－１	 ３６×３1×２２ 4３7 1８３
47０ ７－Ｃ－３	 ３０×２7×２5 4３7 1８３
471 ７－Ｆ－３	 41×３３×３０ 4３7 1８4
47２ ７－Ｅ－２ ３1×２7×３３ 4３7 1８4
47３ ７－Ｆ－３ ２３×２０×14 4３7 1８4
474 ７－Ｆ－１	 ３5×３1×３８ 4３7 1８4
475ａ ７－Ａ－1０ ３６×(２２)×14 4３7 1８4
475ｂ ７－Ａ－1０ ３4×２８×２9 4３7 1８4
47６ａ ７－Ｃ－1０ ３２×３０×57 4３7 1８4
47６ｂ ７－Ｃ－1０ ２２×(14)×1３ 4３7 1８4
477 ７－Ｃ－1０ ３２×２9×３4 4３7 1８4
47８ ７－Ｃ－11 ３4×２9×5３ 4３7 1８4
479 ７－Ｃ－1０ ３３×３1×３２ 4３7 1８5
4８０ａ ７－Ｃ－1０ ３1×２7×5３ 4３7 1８5
4８０ｂ ７－Ｃ－1０ ３０×(２０)×３３ 4３7 1８5
4８1 ６－Ｘ－1０ ３０×２9×３9 4３7 1８5
4８２ ６－Ｘ－1０ ３5×２８×３２ 4３7 1８5
4８３ ６－Ｘ－９ ３６×３０×２4 4３7 1８5
4８4 ６－Ｙ－1０ 4８×4２×３7 4３7 1８5
4８5 ７－Ｃ－1０ ３7×３０×３1 4３7 1８5
4８６ ７－Ｃ－９ ３６×３３×３８ 4３7 1８６
4８7 ７－Ｃ－９ 4０×３4×4３ 4３7 1８６
4８８ ７－Ｇ－11 ３5×３２×47 4３7 1８６
4８9 ７－Ｇ－11 ３３×２８×4８ 4３7 1８６
49０ ７－Ｈ－1０ ３5×３３×5０ 4３7 1８６
491 ７－Ｈ－1０ 44×３８×5３ 4３7 1８６
49２ ７－Ｇ－1０ ２7×(２２)×３9 4３7 1８６
49３ ７－Ｇ・Ｈ－９ ３7×３5×44 4３7 1８６
494 ７－Ｇ－1０ 5０×4０×６5 4３7 1８7
495 ７－Ｇ－９ ２８×２６×55 4３7 1８7
49６ ７－Ｇ・Ｈ－1０ ３5×３4×49 4３7 1８7
497 ７－Ｈ・Ｉ－９ ３9×３３×６３ 4３7 1８7
49８ ７－Ｃ－1０ 4８×３1×5８ 4３7 1８7
5０9ａ ７－Ｆ－1０ ３３×２８×15 4３８ 1８7
5０9ｂ ７－Ｆ－1０ ３６×３０×３7 4３８ 1８7
51６ ７－Ｇ－1２ ３０×２7×２８ 4３８ 1８7
517 ７－Ｇ－1２ 41×(３1)×２5 4３８ 1８7
51８ ７－Ｇ－11 ３4×３1×３7 4３８ 1８7

519 ７－Ｇ－1０ 41×３4×51 須恵器
片 4３８ 1８7

5２０ ７－Ｇ－1０ ３０×２7×３7 4３８ 1８８
5２1 ６－Ｒ・Ｓ－７ 71×６4×２２ 4３８
5２4 ７－Ｈ・Ｉ－９ 51×4６×5８ 4３８ 1８８
5２5 ７－Ｉ－９ ３9×３６×4６ 4３８ 1８８
5２６ ６－Ｒ－８ 45×３８×３7 4３８ 1８８
5３６ ７－Ｆ－1０ ３7×３4×６1 4３８ 1８８
5３7 ７－Ｆ－1０ 47×３7×６０ 4３８ 1８８
5３８ ７－Ｆ－1０ ３８×３０×６5 4３８ 1８８
549ａ ７－Ｈ－1０ ３4×２7×３1 4３８ 1８８
549ｂ ７－Ｈ－1０ ３4×３２×51 4３８ 1８８
55０ ７－Ｈ・Ｉ－1０ 4２×３８×5３ 4３８ 1８9
551 ７－Ｈ・Ｉ－1０ ３5×３２×4３ 4３８ 1８9
55２ ７－Ｈ－11 47×３4×44 4３８ 1８9
55３ ７－Ｇ－11 4３×41×4８ 4３８ 1８9
554 ７－Ｆ－1０ 41×３０×59 4３８ 1８9

5８7 ７－Ｇ－1０ 5３×47×６5

内耳鍋
片・石
皿・渡
来銭

4３８ 1８9

595 ７－Ｇ－1２ ３３×２5×－ 4３８ 1８9
59６ ７－３5－６－Ｆ－1０ ２８×２7×３7 4３８ 1８9
597 ７－Ｆ－11 ３０×２9×－ 4３８ 19０
59８ ７－Ｆ－1０ ３5×２9×３２ 4３８ －
599 ７－Ｈ－９ ３9×３３×２０ 4３８ 19０
６００ ７－Ｉ－1０ ３4×３1×２9 4３８ 19０
６０4 ７－Ｈ・Ｉ－1０ 41×３5×49 4３８ 19０
６14 ７－Ｇ－1０ 4０×(３３)×６０ 4３８ 19０
６1６ ７－Ｈ－11 ２5×1８×３ 渡来銭 4３８ 19０
６２６ ６－Ｘ－1０ ２5×２4×２３ 4３８
６２7 ７－Ｈ－９ ３5×３３×4８ 4３８ 19０
６２８ ７－Ｈ－1０ ２８×２３×３4 4３８ 19０
６２9 ７－Ｇ－11 ３６×３1×２３ 4３８ 19０
６３２ ７－Ｉ－９ ３9×２８×３３ 4３８ 19０
６３5 ７－Ｉ－1０ ３８×３６×２5 砥石 4３８
６３６ ７－Ｈ－1０ ３８×３4×－ 4３８
６３7 ７－Ｇ－11 ３０×２８×－ 4３８
６３８ａ ７－Ｆ－1０ ２9×２６×－ 4３８
６３８ｂ ７－Ｆ－1０ ２８×(２０)×－ 4３８
６３9 ７－Ｄ・Ｅ－1０ ２８×２5×３4 4３８
６41 ７－Ｉ－1０ ３4×２８×－ 4３８
６4２ ７－Ｈ－1０ ３5×３０×－ 4３８
６4３ ７－Ｈ－11 ３６×３1×4８ 4３８ 191
８２7 9６－Ｒ－２4 (３4)×２８×２1 4３８ 191
８２８ 9６－Ｒ－２4 ３８×３4×３０ 4３８ 191
８２9 9６－Ｑ・Ｒ－２4 49×３８×47 4３８ 191
８３０ 9６－Ｑ・Ｒ－２5 ２7×２２×15 44０ 191
８３4 ６－Ｒ－１ ２9×(２０)×３7 44０ 191
８３5 9６－Ｑ・Ｒ－２5 (３０)×３０×２０ 44０ 191
８３８ 9６－Ｑ－２5 4６×３7×２８ 44０ 191
８３9 9６－Ｒ－２5 4０×３０×1６ 44０ 191
８4０ 9６－Ｑ－２5 ３1×２7×２０ 44０ 191
８41 9６－Ｑ－２4・２5 ３２×３０×1６ 44０ 191
８4２ 9６－Ｑ－２5 5２×３4×６1 44０ 191
８4３ 9６－Ｑ－２4 ３5×３２×３1 44０ 191
８45 9６－Ｑ－２4 ３６×(２６)×２８ 44０ 191
８4６ 9６－Ｑ－２4 ３６×３３×３5 44０ 191
８47 9６－Ｑ－２4 ２３×２1×19 44０ 19２
８4８ 9６－Ｑ－２5 ３5×３4×６６ 44０ 19２
８49 9６－Ｑ－２5 ３7×３7×６２ 44０ 19２
８5０ 9６－Ｑ－１ ３６×２9×２８ 44０ 19２
８51 9６－Ｑ－２5 ３5×２9×３２ 44０ 19２
８5２ ６－Ｑ－２5 ３4×２9×14 44０ 19２
８5３ 9６－Ｑ－２5 ３３×３1×３7 44０ 19２
８54 9６－Ｑ－２5 ３1×２６×３６ 44０ 19２
８55 9６－P－２4 ３1×２7×３０ 44０ 19２
８5６ 9６－P－２5 ２7×２1×19 44０
８5８ 9６－P－２5 ３０×２9×３1 44０ 19２
８59 9６－P－２5 ３２×２３×２4 44０ 19２
８６０ 9６－P－２5 ２８×２６×5６ 44０ 19２
８６1 9６－P・Ｑ－２5 4０×３６×5３ 44０ 19２
８６２ 9６－Ｑ－２5 ２1×15×4０ 44０ 19２
８６３ 9６－P－２4 ２８×２３×３０ 44０ 19２
８６5 9６－P－２5 44×３5×5０ 44０ 19３
８６６ 9６－P－２5 ３5×２7×44 44０

８６7 9６－P－２5、
６－P－１ ３4×２7×4２ 44０

８６８ 9６－P－２5、
６－P－１ ３4×(２２)×３６ 44０

８7０ ６－Ｑ－１ 41×３６×２4 44０ 19３
８7２ ６－Ｑ－１ ３６×３5×３4 44０ 19３
８7３ 9６－P－２5 ３4×３4×３1 44０ 19３
８74 9６－P－２5 ３9×３６×２８ 44０ 19３
８75 9６－P－２5 ２８×２4×２２ 44０ 19３
８7６ 9６－P－２5 ３３×３２×３２ 44０ 19３
８77 ６－P－１ ３２×２4×３３ 44０ 19３
８7８ ６－P－１ ３4×２5×３３ 44０ 19３
８79 ６－P・Ｑ－１ 54×３9×２８ 44０ 19３
８８０ ６－Ｑ－１ ２5×２4×２9 44０ 19３
８８1 9６－P－２5 ２８×２1×1８ 44０ 19３
８８２ 9６－Ｏ－２5 ２9×２4×２7 44０ 19３
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８８３ ６－Ｏ－１ ３２×３1×4６ 44０ 19３
9６9 9６－Ｑ－２5 49×45×17 4００ 19３
97０ 9６－Ｑ－２5 44×３7×２1 44０ 19３

第４－２面
溝　№ グリッド 幅×長さ(ｍ) 遺物等 挿図 ＰＬ．
３０ ６－Ｌ－２～Ｖ－２０	 1．０ ～ 1．4×51．5 447 195

３1 97－Ｄ～Ｍ－２～４	 1．８×３7 銅製小
束 455 197

３６ 97－Ｄ－３ ０．45×1２．5 457 197
３7 97－Ｂ・Ｃ－３・４ ０．３３ ～ ０．5×1．３ 457 197

41 ６－Ｎ－１～Ｕ－２２
～Ｗ－２０ ０．4６×4０．３ 447 195

4２ 9６－Ｆ－17 ～Ｖ－２０ ０．5６×３4．5 44６ 195

4３ 9６－Ｕ－２1 ～
97－Ｄ－1８ ０．55 ～ ０．６×３5 44６ 195

土坑　№ グリッド 長軸×短軸×深さ(ｃｍ)／
長軸方位 遺物等 挿図 ＰＬ．

８８4 97－Ｆ・Ｇ－15・1６ ２45×６5×３7／Ｎ－19°－Ｗ 44８ 195
８８5 97－Ｂ・Ｃ－17・1８ ３００×44×54／Ｎ－15°－Ｗ 44８ 19６
８８６ 9６－Ｙ－1８ ２０２×６9×６9／Ｎ－２1°－Ｗ 44８ 19６
８7２ 97－Ａ－３ 1６4×51×4３／Ｎ－８°－Ｗ 45２ 197
9３5 9８－Ｃ－11・1２ 111×６4×６３／Ｎ－２０°－Ｗ	 444

第２８表　遺物観察表

２面遺構外 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 瀬戸・美濃陶器　水花瓶？　
破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は夾雑物少量。灰白色。残存部分は球形を呈する。肩部に粘土粒

を貼付。灰釉。貫入入る。江戸時代。 195 4６

２ 肥前磁器　碗　高台部 口径－　底径３．9　器高1．7 胎土は夾雑物無し。灰白色。体部を打ち欠いて二次加工を施す。外面
の高台境と高台に圏線。高台内の周縁部にも１重の圏線。江戸時代。 195 4６

３ 肥前磁器　碗　ほぼ完形 口径1０．０　底径4．1　器高5．1 胎土は夾雑物無し。灰白色。体部に雪輪梅樹文。高台外面に２重の圏
線。高台内に不明銘。1８Ｃ中頃～後年。 195 4６

４ 石製品　砥石　4／5 長(11．６)　幅３．1　厚２．０　
重量1３4．３

砥沢石。表面は非常に滑らかでありほぼ平坦である。主要な砥面と考
えられる。裏面はわずかに凹凸が認められる。部分的に滑らかな面が
認められ便宜的な砥面と考えられる。左右両側面は節理面(自然面)で
あり板状節理の石材を露頭採取していると考えられる。

195 4６

５ 石製品　火打石　完形 長２．9　幅２．7　厚２．０　
重量1８．３

流紋岩。稜上に微細剥離とつぶれが顕著に認められ火打石と判断した。
各面は剥離面で構成され剥片素材と考えられる。 195 4６

６ 石製品　火打石　完形 長２．６　幅２．３　厚1．1　
重量5．３ 流紋岩。稜上及び縁辺に微細剥離とつぶれが集中し火打石と判断した。195 4６

７ 銅製品　古銭　完形 縦２．８２7　横２．８２３　
厚さ０．15２　重量5．２

寛永通寳11波。黄系の色調が残る。面の彫は深く字、輪、郭が明瞭。
背は彫が浅く、やや文様、輪、郭が見えづらい。 195 4６

８ 鉄製品　刀　ほぼ完形 長さ57．1　幅３．4　
厚さ1．1　重量41６．4

１号水路内。本体が弓なりに曲がっている。全体にさびが覆っており、
銘などの詳細は不明。 195 4６

９ 銅製品　煙管吸口　
２／３以下

長さ4．4　幅1．０　
厚さ1．０　重量２．８

羅宇が残存し、羅宇の周囲に有機物が付着する。吸口は劣化が激しく、
さびの付着、欠けが多数見られる。 195 4６

1０ 銅製品　煙管雁首　
一部欠損

長さ5．1　幅０．9　
厚さ1．5　重量5．２ 火皿部分が欠損。小口は残存か。全体がさびに覆われている。 195 4６

11 銅製品　煙管雁首　
一部欠損

長さ5．０　幅1．８　
厚さ1．7　重量9．２

真鍮製。火皿が変形してしまっている。肩が六角形になり、底部につ
なぎ目を有する。 195 4６

1２ 銅製品　煙管吸口　
一部欠損

長さ８．1　幅1．２　
厚さ1．1　重量4．８

表面に植物痕が残存するが、遺物には伴わないと考えられる。破片が
多く接合する。 195 4６

1３ 銅製品　煙管吸口　
ほぼ完形

長さ4．３5　幅０．5　
厚さ1．３　重量4．5

全体がさびに覆われ、詳細は不明。小口方面の端部が潰れ、楕円形に
なる。 195 4６

14 銅製品　箪笥引き手　
完形

長さ３．３　幅２．３　
厚さ０．６　重量5．7 裏につなぎ目が見られる。 195 4６

15 鉄製品　鋤　一部破損 長さ３7．２　幅14．３　
厚さ３．６　重量1２２5．7

柄の一部の木材が残存する。劣化により地金が薄くなり、もろくなっ
ている。また、刃先から３．5ｃｍのところでやや外側に膨らむ。 195 4６

小鍛冶 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 土製品　羽口　破片 長軸３．9　短軸３．６　
厚さ３．9　重量３６．1

胎土は白い細かい礫が若干混じる。表面に黒色ガラス質滓が広い範囲
で見られる。非常にもろく劣化が激しい。 ２２２ 5８

２ 銅製品　煙管吸口　破片 長さ３．３　幅０．9　
厚さ０．7　重量1．６

両端部が欠損する。全体的に劣化が見られる。内部には土が詰まって
いる。 ２２２ 5８

３ 銅製品　古銭　一部欠損 縦２．２4８　横２．３45　
厚さ０．1０２　重量０．８

古寛永。４片に破損。ひびにより、弱くなっている。面の彫はやや浅
いが、字、輪、郭は明瞭。背も彫は浅いが、輪、郭は明瞭。 5８

４ 銅製品　古銭　完形 縦２．5３5　横２．5３２　
厚さ０．141　重量1．３

新寛永。背文。５片に破損。面、背ともに彫は深く、字、輪、郭とも
に明瞭。劣化により全体的に弱くなっている。 5８

　 　　 　　
１号溝 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 製作地不詳陶器　合子身　
1／4

口径(5．０)　底径(5．０)
器高1．６

胎土は夾雑物無し。淡黄色。口縁部は合わせ口。底部は平底。体部へ
の立ち上がり部分は面取りされる。体部外面と内に灰釉。貫入入る。
底部内外面に上絵具状の付着物。製作時期不詳。

２２３ 59

２ 瀬戸陶器　すり鉢　
口縁部破片 口径(３1．０)　底径－　器高－ 胎土は夾雑物微量。浅黄色。口縁部は短く内側が屈曲。内面に14本１

単位のクシ目。錆釉。19Ｃ。 ２２３ 59

３ 肥前磁器　染付蓋　
天井部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は夾雑物無し。灰白色。焼成不良。摘み部は欠損。その基部と天

井部中位に圏線。口縁部寄りに染付文。江戸時代。 ２２4 59
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４ 銅製品　古銭　完形 縦２．17０　横２．２０６　
厚さ０．０94　重量1．８

新寛永。背の上部が盛り上がり字の可能性もあるが、彫が浅く、摩滅
しているため判断不可。面は彫はやや浅いが、字、輪、郭は明瞭。下
部が背側にややゆがむ。

２２4 59

５ 銅製品　古銭　完形 縦２．454　横２．441　
厚さ０．1２1　重量２．4

古寛永。面の彫は深く、字、輪、郭が明瞭。背はやや彫が浅いが、輪、
郭は明瞭。両面に細かな傷が見られ、面は上下方向背は右上から右下
方向に傷が見られる。

２２4 59

６ 銅製品　古銭　完形 縦２．5３1　横２．5３7　
厚さ０．114　重量２．０ 新寛永。背文。面、背ともに彫が深く、字、輪、郭ともに明瞭。 ２２4 59

７ 銅製品　古銭　完形 縦２．4３３　横２．44２　
厚さ０．1６０　重量３．5

古寛永。面、背ともに彫が深く字、輪、郭が明瞭。全体にやや劣化が
見られる。背の郭が太い。 ２２4 59

８ 銅製品　古銭　完形 縦1．9　横1．８　厚さ０．２　
重量1．３

雁首銭。煙管の雁首をつぶした銭状の遺物。孔は破損し広がり、外形
も欠損している。 ２２4 59

　 　　　
15０号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 礫石器　台石　1／4 長(19．1)　幅(1８．9)　
厚(5．８)　重量３２６1．1

粗粒輝石安山岩。表裏面の中央に黒色物質がやや厚く付着し炭化物の
可能性がある。板状の角礫を利用していると考えられ石材を露頭採取
している可能性がある。

２３３ ６３

２ 礫石器　磨石　完形 長1０．7　幅８．３　厚5．1　
重量5８０．８

粗粒輝石安山岩。表面の右半分に磨面が認められる。表面の下方及び
側面に敲打痕が散在する。円礫を利用していると考えられる。 ２３３ ６３

　 　　　
２75号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 縄文土器　深鉢　胴部片 口径－　底径－　器高－ 砂と繊維を含むやや粗雑な胎土。撚りの粗雑な０段多条の直前段合撚
縄文を横位施文。内面やや被熱風化。関山Ⅱ式。 ２３5 ６5

　
２77号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 弥生土器　甕　胴部片 口径－　底径－　器高－
中量の円磨度の進んだ珪質乳白色・灰白色・黒色岩片や少量の石英・
結晶片岩の粗・細砂を含む緻密な胎土。やや細密なＬＲ縄文を横位施文。
内面横位磨き。弥生中期。

２３5 ６5

　 　　　
３1２号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 須恵器　杯　２／３ 口1２．６　底7．３　高３．1　 胎土は粗砂粒・細砂粒を含む。ロクロ整形、回転は右回り。底部は回
転糸切り離し後、無調整。 ２３８ ６7

　 　　　
３9２号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　すり鉢　
体部下位～底部破片 口径－　底径(1２．０)　器高－

胎土に白色・黒色鉱物粒を含む。褐灰色。外面はナデ。底部は回転糸
切り離し後周縁部にヘラ調整。内面にはクシ目は見られない。良く使
用されており、器面は平滑になっている。中世。

２41 7０

　 　　　
449号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 古瀬戸陶器　
おろし皿　破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は夾雑物微量。灰白色。内面にはクシ状工具により矢羽根状にお

ろし面が付けられている。灰釉。中世。 ２44 7２

　 　　　
5０9号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 剝片石器　石鏃　 長(1．６)　幅1．4　厚０．4　
重量０．4 黒曜石。凹基無茎鏃。押圧剥離による両面加工が認められる。 ２4６ 74

　 　　　
６２６号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 瀬戸・美濃陶器　白天目
碗　体部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は黒色鉱物粒微量含む。灰黄色。体部中位の破片。口縁部直下で

大きく波打つ。半透明の白い釉が掛かる。貫入入る。17世紀中頃。 ２49 77

　 　　　
54２号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質/胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 鉄製品　釘　一部欠損 長６．4　幅０．9　厚０．5　重量０．６ 釘脚部。全体が劣化しており、錆が付着している。 ２5２ 79

６２1号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 礫石器　台石　完形 長３３．5　幅２4．5　厚３．7　
重量３６74．1

粗粒輝石安山岩。表面の中央に黒色物質がやや厚く付着し炭化物の可
能性がある。板状の角礫を利用していると考えられ石材を露頭採取し
ている可能性がある。

２55 ８1

　 　　　
３面遺構外 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 陶胎染付碗　体部～底部
破片 口径－　底径(4．６)　器高－ 胎土は夾雑物無し。灰色。体部外面に染付文。体部下位に１重、高台

境から高台外面に３条の圏線。1８Ｃ前半～中頃。 ２57 ８1

２ 在地系土器　円板　完形 横３．２　縦３．4　厚さ０．６ 胎土は細砂粒含む。橙色。内耳鍋あるいは鉢の底部破片の周縁部を二
次加工している。 ２57 ８1

３ 石製品　砥石　２／３ 長(８．4)　幅(２．9)　厚1．9　
重量６9．4

砥沢石。　砥面は１面認められる。正面は研ぎ減りにより内湾してお
り斜め方向の細かい線条痕が多数認められる。左右両側面にはいくつ
かの作出面が認められタガネ等工具による加工単位と考えられる。

２57 ８1
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４ 銅製品　煙管吸い口　
ほぼ完形

長さ4．６　幅０．８　
厚さ０．８　重量３．２

吸口は２部分からなり、それぞれのつなぎ目の位置がずれる。内部に
は羅宇の一部が残存する。 ２57 ８1

５ 銅製品　古銭　完形 縦２．5２7　横２．519　
厚さ０．1３4　重量３．３

新寛永。背文。面、背ともに彫が深く字、輪、郭が明瞭。やや面に反っ
ている。 ２57 ８1

６ 銅製品　古銭　完形 縦２．1８9　横２．1８３　
厚さ０．1３1　重量２．1

寛永通寳、背文か。彫はやや浅く、字は摩滅とさびの付着で見えづら
い。輪、郭は一部判別可能。背は彫が浅く、字、輪、郭が不明瞭。 ２57 ８1

７ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．5３7　横２．541　
厚さ０．157　重量２．5

新寛永。背文。面、背ともに彫が深く字、輪、郭が明瞭。一部さびが
付着する。やや背側に反る。 ２57 ８1

17号溝 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 瀬戸・美濃陶器　碗　
高台部 口径－　底径5．８　器高1．5 胎土は夾雑物少量。黄灰色。体部を打ち欠いて二次加工している。内

面に飴釉がたまる。1８Ｃ前半～中頃。 ２８６ 91

２1号溝 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．477　横２．4８０　
厚さ０．17６　重量２．２

元豊通寳。全体的に劣化しており、字がつぶれ見えづらい。彫は深く
輪、郭は明瞭。背の彫はやや浅く、輪、郭は一部判別可能。 9２

11号掘立柱
建物 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　煙管雁首　
一部欠損

長さ２．８　幅1．4　
厚さ３．２　重量３．８

火皿部分に土が詰まっており、詳細不明。小口が欠損する。全体的に
劣化が見られる。 ３19 1０1

２ 銅製品　煙管吸口　
一部欠損

長さ5．３　幅０．８　
厚さ０．9　重量２．３

羅宇が残存しており、羅宇に吸い口の痕跡が残る。両端が欠損し、劣
化により脆弱になり破損した部分も見られる。 ３19 1０1

３ 銅製品　煙管吸口　破片 長さ4．5　幅０．9　
厚さ０．9　重量1．5

小口付近のみ状態が良く、その他は円周1／4程度のみが残存。また小
口から1／３のところで折れる。 ３19 1０1

４ 石製品　石臼(上)　4／5 直径３4．２　幅－　厚1０．5　
重量115８０

粗粒輝石安山岩。底面のすり合わせ面には挽き目の痕跡が明瞭に認め
られる。側面に挽き手孔が２箇所認められる。そのうちの１箇所はす
り合わせ面に露出した状態である。底面の摩滅に伴い挽き手孔が露出
し別の挽き手孔に作り替えたと考えられる。底面に円錐形の軸受孔が
認められる。供給孔は矩形である。細分された状態で出土しており故
意に打割された可能性がある。

３19 1０1

1２号掘立柱
建物 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　すり鉢か　
口縁部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は白色鉱物粒含む。灰色。口唇端部は平坦面をなす。内側はわず

かに肥厚する。器面はヨコナデ。製作時期不明。 ３19 1０２

２号集石 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　石臼(下)　1／３ 直径３２．０　幅－　厚(11．4)　
重量475２．1

粗粒輝石安山岩。表面のすり合わせ面には挽き目の痕跡がわずかに認
められる。すり合わせ面は著しく片減りする。 ３5８ 111

２ 在地系土器　内耳鍋　
口縁部破片 口径－　底径－　器高－

胎土は白色鉱物粒含む。にぶい褐色。器肉薄い。口唇端部は平坦面を
なす。内面は、口縁部と体部の間に弱い段をなす。器面、ヨコナデ。
中世か。

３5８ 111

３号集石 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　内耳鍋　
口縁部破片 口径－　底径－　器高－

胎土は白色鉱物粒含む。にぶい褐色。器肉薄い。口唇端部は平坦面を
なす。内面は、口縁部と体部の間に弱い段をなす。器面、ヨコナデ。
中世か。

３5８ 11２

２ 石製品　火打石　完形 長６．7　幅６．６　厚３．9　
重量1６０．5

流紋岩。稜上に微細剥離とつぶれが認められ火打石と判断した。裏面
に自然面を残し小形亜円礫を利用している。 ３5８ 11２

３ 石製品　石製品　不明 長(5．８)　 幅(３．1)　 厚(２．9)　
重量1０２．２

粗粒輝石安山岩。矩形に整形されており各面は比較的滑らかである。
四つの角は面取り加工されており非常に滑らかである。 ３5８ 11２

４ 石製品　石臼(上)　1／4 長(２０．1)　幅(14．２)　
厚(11．０)　重量３19６．5

粗粒輝石安山岩。底面には挽き目の痕跡が認められ非常に滑らかであ
る。供給孔は中央付近が狭くなっており両面穿孔と考えられる。供給
孔の直径約4ｃｍ。

３5８ 11２

４号集石 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　石鉢　1／4 長(２1．5)　 幅(1３．０)　 厚9．5　
重量２199．4

粗粒輝石安山岩。内面は比較的滑らかである。外面の加工は粗く凹凸
が認められる。底面は比較的平らであり黒色物質が付着する。口唇部
には断面Ｕ字状の浅い溝が刻まれ、溝以外の部分は非常に滑らかであ
る。

３5８ 11２

15号集石 器種・器形・残存 法量(ｃｍ) 材質/胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．
１ 石製品　茶臼(下)　1／２ 径３２．０　高1６．０ ６目1０刻み。受け皿の一部欠損。 ３5８ 114

191号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　一部破損 縦２．３7２　横２．３7０　
厚さ０．1６６　重量２．８

熈寧元寳。彫は深いが、面は摩滅しており字は読みにくい。背は彫が
浅い。背の輪、郭の位置が左上にずれている。３片に破損している。 ３６7 116
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２ 銅製品　古銭　完形 縦２．4８9　横２．4８5　
厚さ０．1３８　重量３．4

永楽通寳。面の字、輪、郭ともに明瞭。背は彫がやや浅く、一部輪が
見えづらい。 ３６7 116

３ 銅製品　古銭　一部欠損 縦２．３００　横２．３２1　
厚さ０．1６８　重量1．６

○○元寳か。全体の劣化が激しく、詳細不明。面の字はほとんど見え
ない。面、背ともに輪、郭も不明瞭。 ３６7 116

４ 銅製品　古銭　完形 縦２．5２9　横２．417　
厚さ０．1８３　重量３．３

元豊通寳。全体にゆがみがある。彫は一部深いが、ゆがみにより不明
瞭。背も同様にゆがみにより不明瞭。 ３６7 116

５ 銅製品　古銭　完形 縦２．4８7　横２．491　
厚さ1．91　重量２．9

聖宋元寳。面は摩滅しているが、彫は深く字、輪、郭が明瞭。背も輪、
郭が明瞭。 ３６7 116

２55号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　石臼(下)　完形 直径２８．６　幅－　厚11．1　
重量115００．０

粗粒輝石安山岩。表面のすり合わせ面には挽き目がわずかに認められ
特に外縁部が非常に滑らかである。底面には棒状の工具痕が認められ
る。軸孔の直径約２ｃｍ。

３7２ 117

２８7号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　完形 縦２．51８　横２．5２０　
厚さ０．1８7　重量３．０ 新寛永。面、背ともに彫が深く、字、輪、郭が明瞭。やや字が細い。 ３7８ 11８

２ 銅製品　古銭　完形 縦２．55８　横２．557　
厚さ０．1２０　重量２．9

新寛永。面、背ともに彫が深く、字、輪、郭が明瞭。背が癒着してい
た。２から６は癒着出土 ３7８ 11８

３ 銅製品　古銭　完形 縦２．511　横２．51０　
厚さ０．1３9　重量３．5

新寛永。面、背ともに彫が深く、字、輪、郭が明瞭。２から６は癒着
出土 ３7８ 11８

４ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．２８６　横２．２０5　
厚さ０．1０３　重量1．7

新寛永。輪の一部が欠損。彫は浅いが、字、輪、郭は明瞭。背は彫が
浅く、郭が不明瞭。２から６は癒着出土 ３79 11８

５ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．２4８　横２．２６６　
厚さ０．115　重量1．4

新寛永。輪の一部が欠損。面の彫が深く、字、輪、郭は明瞭。背の彫
は浅いが明瞭。２から６は癒着出土 ３79 11８

６ 銅製品　古銭　完形 縦２．３44　横２．３２６　
厚さ０．11２　重量２．4

新寛永。輪の一部が欠損。面、背ともに彫は浅いが字、輪、郭は明瞭。
２から６は癒着出土 ３79 11８

７ 銅製品　古銭　完形 縦２．4８4　横２．4８３　
厚さ０．115　重量２．5 古寛永。面、背ともに彫が深く字、輪、郭が明瞭。８と癒着出土 ３79 11８

８ 銅製品　古銭　一部欠損 縦２．444　横－　
厚さ０．1２０　重量1．３

古寛永か。劣化が激しく、脆弱。劣化の影響か彫は全体的に浅く、字
は見えづらい。７と癒着出土

２８８号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　破片 縦－　横－　厚さ０．２49　
重量０．６

開○○寶。劣化しており、破片のみ残存。開元通寳または開禧通寳が
該当する。骨片が付着。 ３８２ 119

45３号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　完形 縦２．514　横２．4８9　
厚さ０．155　重量３．5

天聖元寳。面は彫が深く、字、輪、郭が明瞭。背は一部彫が浅く、や
や輪郭が左上にずれているか。 ３８5 119

4６5号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　一部欠損 縦２．4６８　横２．5０1　
厚さ０．17８　重量1．4

嘉祐通寳か。面の彫は深く、輪、郭は明瞭。字は摩滅し不明瞭。背は
彫が浅く不明瞭。 ３８7 119

２ 銅製品　古銭　完形 縦２．5０３　横２．49８　
厚さ０．157　重量２．9

宋元通寳。面、背ともに彫が深く、字、輪、郭は明瞭。一部にさびが
付着している。 ３８7 119

4６６号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　石臼(上)　4／5 直径２9．２　幅－　厚1２．1　
重量1３45０．０

粗粒輝石安山岩。表面のすり合わせには挽き目の痕跡がわずかに認め
られる。側面には棒状の工具痕が認められる。底面の加工は粗く棒状
と平ノミ状の工具痕が認められる。軸孔は矩形である。

３9０ 1２０

２ 石製品　茶臼(下臼)　1／4 長(14．３)　 幅(２２．２)　 厚1３．7　重量３２4０．０
粗粒輝石安山岩。表面のすり合わせ面は非常に滑らかである。軸孔は
中央付近が狭くなっており両面穿孔と考えられる。 ３9０ 1２０

547号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．5０5　横２．5８5　
厚さ０．1８８　重量２．1

元祐通寳か。３片に割れ、字全体にさびが多く付着している。Ｘ線透
過撮影により、文字の一部を判断。骨片が付着する。 ３9３ 1２1

２ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．３11　横２．２６８　
厚さ０．141　重量1．7

銭種不明。全体が劣化し、摩滅している。背は彫は浅そうであるが、
詳細不明。 ３9３ 1２1

３ 銅製品　古銭　完形 縦２．３59　横２．３８６　
厚さ０．1８２　重量３．３

元祐通寳。面の彫は深く、字、輪、郭ともに明瞭。背は彫が浅いが、
輪と郭は明瞭。やや背の輪、郭が右下にずれる。 ３9３ 1２1

４ 銅製品　古銭　完形 縦２．３８7　横２．３7８　
厚さ０．14６　重量３．1

紹聖元寳か。一部摩滅およびさびの付着で字の一部が見えづらい。背
の下方に痕跡が残存か。背の彫はやや浅いが、輪、郭は明瞭。 ３9３ 1２1

８71号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　完形 長さ２．511　幅２．5８３　
厚さ０．２79　重量5．5

景徳元寳、開元通寳。２枚の背が癒着している。２枚とも劣化は見ら
れるが、彫は深く、字、輪、郭が明瞭。 ３9８ 1２２

２ 銅製品　古銭　完形 縦２．47３　横２．479　
厚さ０．1８２　重量２．３

政和通寳。さびが付着している部分が多い。面の彫はやや深く字、輪、
郭は明瞭。背は郭はさびにより不明瞭だが、輪は明瞭。骨片が付着す
るか。

３9８ 1２２
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３ 銅製品　古銭　完形 縦２．4６4　横２．45２　
厚さ０．119　重量２．２

祥符通寳。２片にわかれる。面の字はつぶれており、やや見えづらい。
彫は深く輪、郭は明瞭。背の彫は浅いが、輪、郭は判別可能。 ３9８ 1２２

４ 銅製品　古銭　完形 縦２．415　横２．4０1　
厚さ０．1３9　重量２．８

元祐通寳。面の彫は深く、字、輪、郭ともに明瞭。背は彫が浅く、輪、
郭が一部明瞭。５と癒着。 ３9８ 1２２

５ 銅製品　古銭　完形 縦２．4６６　横２．4８２　
厚さ０．1０5　重量２．5

至道元寳。面の彫は深く、字、輪、郭ともに明瞭。背の彫は浅いが、
判別可能。４と癒着。 ３9８ 1２２

151号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質/胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 礫石器　磨石　完形 長11．9　幅６．7　厚さ３．６
重量495．３

粗粒輝石安山岩。表裏面のほぼ全面に磨面が認められる。亜円礫を利
用していると考えられる。 ３99 1２３

15２号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　火打石　完形 長３．9　幅２．1　厚０．9　
重量7．1

流紋岩。稜上に微細剥離とつぶれが顕著に認められ火打石と判断した。
剥片素材であり裏面に主要剥離面を大きく残す。 ３99 1２4

15６号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 鉄製品　釘　完形 長さ３．３　幅1．4　
厚さ1．7　重量5．1

頭部を薄くのばし折り曲げる。脚部から1／３の部分から「し」の字状に
曲がる。 ３99 1２4

157号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 縄文土器　深鉢　胴部片 口径－　底径－　器高－

中量の円磨度の進んだ長石・灰白色岩片や輝石の粗・細砂及び繊維を
含むやや緻密な胎土。内外面共に横位の条痕文を施文。横位・多段
の連続刺突文と区画交点に円形竹管文を施す斜格子状沈線文を施文。
鵜ヶ島式。

３99 1２4

159号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　砥石　２／３ 長(9．６)　幅３．６　厚２．６　
重量1６２．9 粗粒輝石安山岩。表裏面に砥面が認められほぼ平坦である。 ３99 1２4

1６２号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．57６　横２．51６　
厚さ０．159　重量２．３ 永楽通寳。輪の一部が欠損。彫は深く字、輪、郭ともに明瞭。 4０1 1２5

２ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．4８7　横２．4２9　
厚さ０．145　重量1．８

永楽通寳。輪の一部が欠損。面は彫は深く字、輪、郭ともに明瞭。背
は彫が浅いが、輪、郭は判断可能。 4０1 1２5

1６３号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　内耳鍋　
体部破片 口径－　底径－　器高－

胎土は白色鉱物粒含む。黒褐色。器肉は薄い。口縁部は体部から屈曲
後内湾気味に立ち上がる。内面に弱い段が見られる。器面はヨコナデ。
炭素吸着か。中世。

4０1 1２5

２ 在地系土器　内耳鍋　
口縁部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は白色鉱物粒含む。暗褐色。器肉は薄い。口縁部と体部の境に弱

い段をなす。器面はヨコナデ。中世。 4０1 1２5

３ 礫石器　磨石　完形 長5．5　幅5．4　厚4．６　
重量1８３．1 粗粒輝石安山岩。全面が滑らかであり磨面と判断される。 4０1 1２5

197号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　硯　 長(7．０)　 幅(5．０)　 厚(０．5)　
重量２８．5

頁岩。残存部分の縁及び硯側は滑らかであり丁寧に研磨整形される。
硯面は非常に滑らかである。 4０３ 1２８

19８号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　石臼(上)　1／２ 長(14．０)　幅(２9．０)　
厚(1３．８)　重量47８1．9

粗粒輝石安山岩。底面のすり合わせ面には挽き目の痕跡が認められ片
減りする。底面は非常に滑らかである。側面に矩形の挽き手孔が認め
られる。

３99 1２８

２1２号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 弥生土器　甕　胴部片 口径－　底径－　器高－
中量の円磨度の進んだ赤色岩片や少量の珪質乳白色・灰白色岩片、長
石・輝石の粗・細砂を含む緻密な胎土。やや細密なＬＲ縄文を斜位施文。
外面一部に煤状炭化物付着、内面撫で状の横位磨き。弥生中期。

4０３ 1２9

２２4号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 縄文土器　深鉢　胴部片 口径－　底径－　器高－
中量の円磨度の進んだ長石・灰白色岩片や輝石の粗・細砂及び繊維を
含むやや緻密な胎土。０段多条のＬＲ縄文を横位施文。内外面共にやや
被熱風化。関山Ⅱ式。

4０5 1３０

２２7号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　内耳鍋　
口縁部～体部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は白色鉱物粒含む。暗褐色。底部は平底。砂状圧痕。外面に炭素

吸着。中世。 4０5 1３1

２ 在地系土器　内耳鍋　
体部～底部破片 口径(３６．０)　底径－　器高－　

胎土は白色鉱物粒含む。にぶい赤褐色。口縁部の屈曲は弱い。内面は、
口縁部と体部の間に弱い段をなす。１か所、内耳が残存する。器面は
ナデ。外面に炭素吸着。中世。

4０5 1３1

３２1号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　内耳鍋　
体部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は白色鉱物粒含む。暗褐色。内面は、口縁部と体部の間に弱い段

をなす。器面はナデ。外面の下位にヘラケズリ。中世。 4０9 1３６
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３２4号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　砥石　２／３ 長(11．８)　 幅(３．２)　 厚２．7　
重量159．9

粗粒輝石安山岩。砥面は４面認められる。正面は上方に向かい研ぎ減
りする。左側面の上方には比較的幅の広い浅い線条痕が認められる。
裏面は滑らかな面が形成されているが凹凸が認められ便宜的な砥面と
考えられる。

4０9 1３7

３２5号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 剝片石器　石錐　完形 長２．7　幅０．６　厚０．4　
重量０．5 赤碧玉。押圧剥離による両面加工により器形を整形する。 4０9 1３7

３4６号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 縄文土器　深鉢　底部片 口径－　底径－　器高－
中量の円磨度の進んだ灰白色岩片・角閃石や少量の長石と黒色・赤色
岩片の粗・細砂を含む緻密な胎土。外底面に網代痕。内外面共にやや
被熱風化。後期中葉。

4０9 1３7

３5３号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 縄文土器　深鉢　
口縁部片 口径－　底径－　器高－

多量の長石・珪質乳白色岩片や円磨度の進んだ中～少量の灰白色・赤
色岩片と輝石の粗・細砂を含む緻密な胎土。く字状に内折する口縁部
にＣ字状の沈線文を、下位にＬＲ縄文を充填した横線区画文を施す。内
面口縁部に凹線状の横位沈線文を２条施文。外面燻べ焼き状の黒色研
磨で光沢を帯びる。内面横位撫で。加曽利Ｂ２式。

411 1３８

３６０号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 縄文土器　深鉢　
口縁部片 口径－　底径－　器高－

少量の円磨度の進んだ灰白色・赤色岩片や長石・角閃石の粗・細砂と
繊維を含むやや緻密な胎土。０段多条のＲＬ縄文を横位施文。内外面共
にやや被熱風化。関山Ⅱ式。

411 1３８

３74号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 礫石器　磨石　完形 長7．9　幅7．5　厚２．9　
重量２1６．３

粗粒輝石安山岩。表裏面のほぼ全面に磨面が認められる。磨面以外の
部分は自然面であるか判断できない。 41３ 14０

３８1号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 縄文土器　深鉢　
口縁部～胴部片 口径－　底径－　器高－

中量の円磨度の進んだ結晶片岩・長石粗・細砂や雲母細砂と少量の珪
質乳白色岩片・輝石の粗・細砂を含むやや緻密な胎土。口縁部に楕円
区画文を施し、角押文を充填的に施文。頸部から胴部にも角押文を平
行・鋸歯状に施す。内面横位撫で、一部に煤状炭化物付着。勝坂１式。

41３ 141

4６9号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　内耳鍋　
口縁部～体部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土に白色鉱物粒含む。褐色～暗褐色。口縁部の屈曲は弱い。１か所、

内耳が残存する。器面はナデ。外面に炭素吸着。中世。 415 14３

２ 在地系土器　内耳鍋　
口縁部～底部破片 口径－　底径(２２．６)　器高－ 胎土に白色鉱物粒含む。暗褐色。底部は平底。砂状圧痕跡。器面はナ

デ。底部との接合部分寄りにヨコナデ。外面に炭素吸着。中世。 415 14３

47０号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　石臼(上)　1／８ 直径３０．０　幅－　厚11．３　
重量２4０4．4

粗粒輝石安山岩。底面のすり合わせ面には挽き目の痕跡がわずかに認
められる。上面及び側面は滑らかである。供給孔の一部が認められる。415 14３

47３号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 常滑陶器　壺か　
口縁部破片 口径(1２．０)　底径－　器高－

胎土に白色・黒色鉱物粒含む。褐灰色。口縁部は外側に折り返したよ
うに肥厚する。頸部は締まる。口縁部外面に自然釉付着。中世終末～
江戸時代初頭。

415 14３

5２０号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 瀬戸・美濃陶器　皿　
口縁部破片 口径(1０．８)　底径－　器高－ 胎土は夾雑物少量。灰白色。長石釉。貫入入る。17Ｃ中頃。 415 145

54６号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 縄文土器　深鉢　胴部片 口径－　底径－　器高－
中量の円磨度の進んだ赤色・灰白色岩片や輝石と少～中量の長石・珪
質乳白色岩片の粗・細砂を含む緻密な胎土。単沈線文を横・斜位に施
し、やや細密なＬＲ縄文を充填的に施文。堀之内１式か。

41８ 147

555号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 瀬戸・美濃陶器　丸皿　
1／4

口径(11．３)　底径(６．4)　
器高２．６

胎土は夾雑物少量含む。灰白色。口縁部端反り。体部下半外面にヘラ
ケズリ。口縁部に灰釉。54６坑出土片と接合。1６Ｃ前半～中頃。 41８ 147

２ 鉄製品　一部欠損 長さ1２．9　幅1．０　
厚さ０．7　重量２０．２

詳細不明。一方の端部は２本に分かれ、もう一方の端部は１本になる。
中心部分がさびによる膨れと劣化によって不明。 41８ 147

5６1号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．
１ 石製品　石臼(上)　1／２ 径３２．０　高1６．０ ６目８刻みか。刻み目が粗い。 4２1 14８
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5６６号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　キセル(雁首)　
一部欠損

長さ３．5　幅1．5　
厚さ３．7　重量5．０

煙管の雁首。小口が欠損。全体的に劣化がみられ、表面が剥離してい
る部分もある。 4２1 149

２ 石製品　石臼(上)一部欠 径２7．０　高11．０ ６目。欠損が激しい。 4２1 149
３ 石製品　石臼(上)1／4 径２7．０　高11．０ 1/4残存。 4２1 149
４ 石製品　石臼(下)1／２ 径２9．０　高1３．０ ６目８刻みか。刻目の残り悪い。 4２1 149
５ 石製品　石臼(下)　完形 径２7．０　高1３．０ ６目。作業面周縁の欠損が激しい。 4２1 149

5８６号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．
１ 石製品　石鉢　２／３ 径３２．０　高1３．０ 4２1 151

６００号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 瀬戸・美濃陶器　皿　1／4 口径(11．1)　底径６．０　器高1．9

胎土は夾雑物少量含む。灰黄色。高台は低いケズリ出し高台。高台内
も含め器面に長石釉。貫入入る。高台外面に重ね焼きの痕跡が認めら
れる。17Ｃ中頃。

4２1 15３

６０1号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　火打石　完形 長4．5　幅２．８　厚３．２　
重量4６．２

胎土は流紋岩。稜上に微細剥離とつぶれが認められ火打石と判断した。
裏面に自然面を残しパーカッションマークが数多く認められ川原石を
利用している。

4２1 15３

６０３号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 瀬戸・美濃陶器　丸皿　
完形 口径1０．4　底径5．9　器高２．4 胎土は夾雑物少量。灰黄色。高台内も含め器面に灰釉。貫入入る。焼

成不良。1６Ｃ中頃～末。 4２1 15３

６０4号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 製作地不詳　天目碗　
口縁部破片 口径－　底径－　器高－　 胎土は夾雑物少量。灰白色。内外面に鉄釉。製作時期不詳。 421 153

２ 在地系土器　皿　
ほぼ完形 口径11．２　底径６．２　器高２．８ 胎土に粗砂粒含む。黒褐色。底部は左回転糸切り離し後無調整。内面

は炭素吸着。中世か。 421 153

３ 　鉄滓 長軸３．３　短軸３．３　
厚さ２．4　重量２5．7

滓質はやや密。色調は黒褐色。垂れが生じ木炭痕が見られる。厚さは
２．4ｃｍでやや薄手。 421 153

６２３号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　煙管吸口　破片 長さ1．7　幅０．4　
厚さ０．4　重量０．4

口付部分か。端部でやや膨らみを持ったあとにすぼみ、穴が小さくな
る。 4２4 15６

６4３号土坑 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　完形 縦２．4０８　横２．414　
厚さ０．119　重量２．３

太平通寳。面の彫は深く、字、輪、郭が明瞭。背は彫が浅く、一部の
輪のみ明瞭。 4２4 15６

２ 銅製品　古銭　完形 縦２．47３　横２．47０　
厚さ０．1６7　重量３．1

皇宋通寳。面の彫は深く字、輪、郭が明瞭。背は彫が浅く、不明瞭。
孔が郭に対して9０度傾いている。 4２4 15６

３ 銅製品　古銭　完形 縦２．44８　横２．4２０　
厚さ０．1３7　重量３．２

紹聖元寳。面の彫は深いが、字はつぶれてしまい見えづらい。輪と郭
は明瞭。背は彫が浅く、不明瞭。 4２4 15６

４ 銅製品　古銭　完形 縦２．4３9　横２．44２　
厚さ０．1３9　重量３．０

開元通寳。一部背側からのへこみにより変形。面の彫は深く、字、輪、
郭が明瞭。背は彫が浅く一部輪が不明瞭。 4２4 15６

５ 銅製品　古銭　完形　 縦２．4８０　横２．44８　
厚さ０．117　重量1．８

皇宋通寳か。面の字が摩滅により、判読困難。彫は浅めだが、輪、郭
は明瞭。背は彫が浅く、輪、郭は不明瞭。 4２4 15６

２３5号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　内耳鍋　
体部～底部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土に白色鉱物粒含む。明褐色。底部は平底。砂状圧痕。器面はナデ。

炭素吸着。中世か。 4２9 1６２

２３６号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　砥石　完形 長11．7　幅３．4　厚２．4　
重量1０８．7

砥沢石。砥面は４面認められるが右側面は滑らかな部分がモザイク状
に分布し便宜的な砥面と考えられる。表裏面の下方には階段状のわず
かな段差が連続して認められる。

4２9 1６２

２44号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 鉄滓 長軸5．4　短軸7．7　
厚さ4．5　重量２44．9

滓質はやや密。放射割れが激しく、酸化土砂が見られる。一部に有機
物の残存、木炭痕あり。厚さはやや厚め。 4２9 1６２

２45号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　内耳鍋か　
口縁部～体部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土に細砂粒含む。にぶい黄色。口唇端部は磨滅している。器面はヨ

コナデ、ナデ。中世。信濃型。 4３1 1６２

２4６号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 鉄滓 長軸4．０　短軸5．８　
厚さ２．２　重量６２．８

滓質はやや密。上面部ほぼ全体に弱い磁着がある。一部に有機物、酸
化土砂が付着する。 4３1 1６２
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２47号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　完形 縦２．495　横２．5２３　
厚さ０．174　重量２．7

天聖元寳。面の彫は深く、字、輪、郭が明瞭である。背は彫が浅く、
一部の輪と郭が判別できる。 4２9 1６３

３15号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　硯　２／３ 長(1２．８)　幅9．1　厚1．9　
重量３３5．６

頁岩。表面、側面、裏面は全体的に滑らかであり丁寧に研磨整形される。
裏面には斜め方向の細かい擦痕が多数認められ加工痕と考えられる。 4３1 1６８

4２０号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．4２4　横２．4３０　
厚さ０．155　重量３．２

紹聖元寳。やや字がつぶれており、判読しづらい。彫は深く、輪、郭
は明瞭。背はやや彫が浅いが、輪、郭が明瞭。 4３4 177

519号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 須恵器　甕　
胴部下位～底部片 口径－　底径－　器高－ 胎土に3粗砂粒・白色鉱物粒。紐づくり整形。外面は平行叩き具痕。

内面はナデ調整。底部外面はヘラ削り。 4３9 1８８

5８7号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 在地系土器　内耳鍋　
口縁部破片 口径－　底径－　器高－ 胎土は白色鉱物粒含む。明黄橙色。口唇端部は弱い凹面状をなす。器

面はヨコナデ、ナデ。中世。 4３9 1８9

２ 礫石器　石皿　完形 長7．7　幅7．０　厚３．６　
重量1２３．０

粗粒輝石安山岩。表面の中央に浅鉢状の窪みが認められ底部付近が非
常に滑らかである。外面は全体的に比較的滑らかであり自然面か加工
面が判断できない。

4３9 1８9

３ 銅製品　古銭　完形　 縦２．4０1　横２．３８1　
厚さ０．174　重量２．０ 至和元寳。３片にわかれる。 4３9 1８9

６1６号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　古銭　ほぼ完形 縦２．３7２　横２．３4６　
厚さ０．17２　重量1．9

至大通寳。輪の一部が欠ける。面の彫は深く、字、輪、郭ともに明瞭。
背は彫がやや浅いが輪、郭が明瞭。

4３9

19０

６３5号ピット 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 石製品　砥石　完形 長11．８　幅３．２　厚２．9　
重量11２．4

砥沢石。表面は上方及び下方に研ぎ減りし主要な砥面と考えられる。
左右両側面には櫛歯タガネ痕がわずかに認められる。左側面と裏面に
は部分的な砥面が認められ便宜的な砥面ととらえられる。

19０

３1号溝 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 銅製品　ほぼ完形 長さ9．5　幅1．4　
厚さ０．5　重量11．9

小柄。２片にわかれ上面の一部が欠損している。表面の装飾は確認で
きない。 455 197

４面遺構外 器種・器形・残存 法量(ｃｍ・ｇ) 材質／胎土・色調・特徴等 挿図 ＰＬ．

１ 肥前磁器　碗　
体部下位～底部

口径－　底径(4．4)　
器高－　

胎土は夾雑物無し。白色。体部に雪輪梅樹文。外面の高台境と高台に
圏線。高台内にも１重の圏線。内面、蛇の目釉剥ぎ。重ね焼き痕跡。
1８Ｃ前半。

441 197

２
瀬戸・美濃陶器　碗
高台部

口径－　底径5．０　
器高1．６　

胎土は夾雑物少量。灰白色。内面に飴釉。体部を打ち欠いて二次加工。
1８Ｃ後半。 441 197

３ 銅製品　古銭　完形 縦２．575　横２．5６２　
厚さ０．1０4　重量２．０

祥符通寳。通の字の右側に小さな穴がある。面の彫は深く、字、輪、
郭が明瞭。背は彫はやや浅いが輪、郭が明瞭。背の輪、郭が右下方面
にずれている。

441 197
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第３章　自然科学分析　

石川原遺跡出土人骨

はじめに

　石川原遺跡は、群馬県吾妻郡長野原町大字川原湯に所

在する。(公財)群馬県埋蔵文化財調査団による発掘調査

が平成２６（２０14)年度～ ２7（２０15)年度まで実施された。

　本遺跡の６区・７区・97区・9８区の４つの区から人骨

が出土したので以下に報告する。

１．６区出土人骨　

　６区では、547号土坑・571号土坑・５号建物の３つの

遺構から人骨が出土している。５号建物は獣骨である。

（１）５４７号土坑［中世？］

①人骨の出土状況

人骨は、長軸1３２ｃｍ・短軸79ｃｍ・深さ３7ｃｍの規模の長

方形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして右側を

下にした横臥(側臥)屈葬で埋葬されたと推定される。

③副葬品

副葬品は、銭貨が検出されている。

④人骨の出土部位

残存状態は非常に悪いが、ほぼ全身が出土している。

⑤被葬者の個体数

出土人骨には、あきらかな重複部位が認められないた

め、被葬者の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

出土遊離歯の歯冠計測値は比較的小さいため、被葬者

の性別は女性であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

出土歯の咬耗度を観察すると、象牙質が点状に露出す

る程度のマルティンの２度の状態であるため、被葬者の

死亡年齢は約３０歳代～ 4０歳代であると推定される。

（２）５７１号土坑［中世？］

①人骨の出土状況

人骨は、長軸1０9ｃｍ・短軸６８ｃｍ・深さ２２ｃｍの規模の楕

円形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして右側を

下にした横臥(側臥)屈葬で埋葬されたと推定される。

　今回の報告対象範囲では、墓坑および人骨または獣骨

が出土した集石遺構、獣角が出土した建物などを調査し

た。この中で、土坑墓被葬者の性別、年齢や獣種の判別

など基礎的情報の把握について、大妻女子大学博物館楢

崎修一郎氏に鑑定、分析を委託した。なお、墓坑のうち

８71号土坑については骨の残存が非常に悪く、取り上げ

ることができなかったため、鑑定分析の対象となってい

ない。また、鹿角を出土した６区５号建物の遺構として

の記載は他の寺院関連遺構とともに次報で行う。

写真１．547号土坑人骨の出土状況

写真２．547号土坑出土人骨［右Ｍ１(第１大臼歯)
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③副葬品

副葬品は、検出されていない。

④人骨の出土部位

残存状態は非常に悪いが、ほぼ全身が出土している。

⑤被葬者の個体数

出土人骨には、あきらかな重複部位が認められないた

め、被葬者の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

頭蓋骨は薄く、四肢骨も小さく華奢であるため、被葬

者の性別は女性であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

年齢推定指標となる部位が検出されていないため、被

葬者の死亡年齢は成人であると推定される。しかしなが

ら、破片ながら歯の検出が少ないため、生前脱落が多かっ

た老齢の可能性もある。

（３）５号建物［近世］

　建物から出土しているため、詳細な出土状況は不明で

ある。なお、骨は一見、人骨の左大腿骨に似通っている

が実際はニホンジカの角(鹿角)である。鹿の場合、オス

(♂)のみに認められるため、性別はオスとなる。なお、

写真４の内、左側は切断した痕であると推定される。シ

カでは、春に生え変わるため、落角した角を加工目的で

保管していた可能性もあるが、角座部分が出土していな

いため、落角したものかどうかの判定はできなかった。

２．７区出土人骨

　７区では、191号土坑・２4８号土坑・２55号土坑・２６６号

土坑・２7２号土坑・２８7号土坑・２８８号土坑・45３号土坑・

4６5号土坑・4６６号土坑・６０８号土坑・１・２号集石の1２

の遺構から人骨が出土している。

（１）１９１号土坑［近世］

①人骨の出土状況

人骨は、長軸11６ｃｍ・短軸75ｃｍ・深さ３６ｃｍの規模の長

方形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

被葬者の頭位と埋葬状態は不明である。

③副葬品

副葬品は、銭貨が出土している。

④人骨の出土部位

人骨の残存状態は非常に悪い。遊離歯及び四肢骨片が

出土している。

⑤被葬者の個体数

写真３．571号土坑人骨の出土状況］ 写真４．５号建物出土鹿角

写真５．191号土坑人骨の出土状況

石川原遺跡出土人骨
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　恐らく被葬者の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　出土遊離歯の計測値が比較的小さいため、被葬者の性

別は女性(女児)であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

　出土遊離歯のエナメル質表面は、ザラザラとしている。

このような状態は、まだ未萌出か萌出して間もない場合

が多い。被葬者の死亡年齢は、幅を持たせて約６歳から

８歳であると推定される。未成年で、四肢骨は薄くもろ

いために歯しか残存しなかったと考えられる。

（３）２５５号土坑［近世］

①人骨の出土状況

　人骨は、長軸1２６ｃｍ・短軸7２ｃｍ・深さ３7ｃｍの規模の長

（２）２４８号土坑［近世］

①人骨の出土状況

　人骨は、長軸94ｃｍ・短軸7０ｃｍ・深さ15ｃｍの規模の楕円

形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして右側を

下にした横臥(側臥)屈葬で埋葬されたと推定される。

③副葬品

　副葬品は、検出されていない。

④人骨の出土部位

　頭蓋骨・四肢骨が出土している。

⑤被葬者の個体数

　出土人骨には、重複部位が認められないため、被葬者

の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　歯の歯冠計測値が比較的小さく、四肢骨も小さく華奢

であるため、被葬者の性別は女性であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

　出土歯の咬耗度を観察すると、象牙質が点状に露出す

る程度のマルティンの２度の状態であるため、被葬者の

死亡年齢は約３０歳代であると推定される。

写真６．191号土坑人骨の出土状況

写真７．２4８号土坑人骨の出土状況 写真９．２55号土坑人骨の出土状況

写真８．２4８号土坑人骨
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方形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして仰臥屈

葬で埋葬されたと推定される。

③副葬品

　副葬品は、石臼が出土している。

④人骨の出土部位

　ほぼすべての部位が出土している。

⑤被葬者の個体数

　出土人骨には、重複部位が認められないため、被葬者

の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　四肢骨は大きく頑丈であるため、被葬者の性別は男性

であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

　歯がほとんど検出されないため、被葬者の死亡年齢は

老齢であると推定される。

⑧人骨の特徴

　本人骨の脛骨は左右に扁平である、いわゆる「扁平脛

骨」である。この扁平脛骨は、縄文時代人によく認めら

れる形質である。この成因として、筋肉の発達による説

や栄養不良による説がある。しかしながら、現在では、

筋肉の発達による説が優勢である。本遺跡は、山岳部に

位置するため、よく歩くことで発達したのであろう。

（４）２６６号土坑［近世］

①人骨の出土状況

　人骨は、長軸1２4ｃｍ・短軸91ｃｍ・深さ２1ｃｍの規模の方

形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の残存量が非常に少ないため、被葬者の頭位及び

埋葬状態は不明である。しかしながら、歯は北部から出

土しているため、頭位は北であると推定される。

③副葬品

　副葬品は、銭貨が検出されている。

④人骨の出土部位

　人骨の出土部位は、遊離歯及びわずかな骨片である。

⑤被葬者の個体数

　出土遊離歯には、重複部位が認められないため、被葬

者の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　出土遊離歯の歯冠計測値は、比較的小さいため、被葬

者の性別は女性(女児)であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

　出土遊離歯のエナメル質表面は、まだ完全に完成して

おらずザラザラとしている。経験則であるが、このよう

な状態は、まだ未萌出か萌出して間もない場合が多い。

したがって、被葬者の死亡年齢は、幅を持たせて約６歳

から８歳であると推定される。未成年であるために、四

肢骨は薄くもろいために残存しなかったと考えると出土

状況と一致する。

写真1０．２4８号土坑人骨

写真11．２６６号土坑人骨の出土状況

石川原遺跡出土人骨
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（５）２７２号土坑［近世］

①人骨の出土状況

　人骨は、長軸1２６ｃｍ・短軸８２ｃｍ・深さ７ｃｍの規模の楕

円形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして右側を

下にした横臥(側臥)屈葬で埋葬されたと推定される。

③副葬品

　副葬品は、検出されていない。

④人骨の出土部位

　頭蓋骨片・四肢骨片が出土している。

⑤被葬者の個体数

　出土人骨には、重複部位が認められないため、被葬者

の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　出土遊離歯の歯冠計測値は比較的小さいため、被葬者

の性別は女性(女児)であると推定される。

（６）２８７号土坑［近世］

①人骨の出土状況

　人骨は、長軸1６２ｃｍ・短軸7２ｃｍ・深さ11ｃｍの規模の長

方形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして右側を

下にした横臥(側臥)屈葬で埋葬されたと推定される。

③副葬品

　副葬品は、銭貨が検出されている。

④人骨の出土部位

⑦被葬者の死亡年齢

　出土遊離歯の咬耗度を観察すると、ほとんど咬耗が認

められないマルティンの０度の状態である。しかしなが

ら、乳歯は認められないため、被葬者の死亡年齢は、永

久歯が生えそろった時期である約11歳～ 1２歳と推定さ

れる。このことは、歯だけではなく、四肢骨もある程度

残存していることと合致する。

写真1２．２６６号土坑人骨

写真1３．２7２号土坑人骨の出土状況

写真15．２８7号土坑人骨の出土状況

写真14．２7２号土坑人骨
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（７）２８８号土坑［近世］

①人骨の出土状況

人骨は、長軸1０5ｃｍ・短軸８３ｃｍ・深さ３9ｃｍの規模の方形

土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして右側を

下にした横臥(側臥)屈葬で埋葬されたと推定される。

③副葬品

　副葬品は、銭貨が検出されている。

④人骨の出土部位

　人骨の残存状態は写真で見るほどよくはないが、全身

骨格が出土している。

⑤被葬者の個体数

　出土人骨には、重複部位が認められないため、被葬者

の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　歯の歯冠計測値は比較的大きく、四肢骨も大きく頑丈

であるため、被葬者の性別は男性であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

　歯の咬耗度を観察すると、象牙質が点状あるいは線状

に露出する程度のマルティンの２度の状態である。被葬

者の死亡年齢は約３０ ～ 4０歳代であると推定される。

　ほぼすべての部位が出土している。

⑤被葬者の個体数

　出土人骨には、重複部位が認められないため、被葬者

の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　出土遊離歯の歯冠計測値は比較的大きく、四肢骨も大

きく頑丈であるため、被葬者の性別は男性であると推定

される。

⑦被葬者の死亡年齢

　出土遊離歯の咬耗度を観察すると、象牙質が面状に露

出する程度のマルティンの３度の状態である。被葬者の

死亡年齢は、約5０歳代であると推定される。

（８）４５３号土坑［近世］

①人骨の出土状況

　人骨は、長軸11８ｃｍ・短軸８３ｃｍ・深さ２３ｃｍの規模の方

形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして右側を

下にした横臥(側臥)屈葬で埋葬されたと推定される。

③副葬品

　副葬品は、銭貨が検出されている。

写真1６．２7２号土坑人骨

写真17．２８８号土坑人骨の出土状況

写真1８．２８８号土坑人骨

石川原遺跡出土人骨
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②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の残存状態が非常に悪いため、被葬者の頭位及び

埋葬状態は不明である。

③副葬品

　キセル(煙管)が検出されている。

④人骨の出土部位

　遊離歯の歯冠部２点が出土している。

⑤被葬者の個体数

　出土歯には、重複部位が認められないため、被葬者の

個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　出土乳臼歯は、比較的大きいため、被葬者の性別は男

性(男児)であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

　出土乳臼歯及び大臼歯(永久歯)から、被葬者の死亡年

齢は幅をもたせて、約３～５歳であると推定される。未

成年であるため、歯のみが残存し脆い四肢骨が残存しな

かったと推定される。

（１０）４６６号土坑［近世］

①人骨の出土状況

　人骨は、長軸1２６ｃｍ・短軸８4ｃｍ・深さ51ｃｍの規模の楕

円形土坑から出土している。

②被葬者の頭位と埋葬状態

　人骨の出土位置から、被葬者は頭位を北にして右側を

下にした横臥(側臥)屈葬で埋葬されたと推定される。

③副葬品

　副葬品は、銭貨と石臼が検出されている。

④人骨の出土部位

　人骨の残存状態は写真で見るほどよくはないが、頭蓋

骨片・四肢骨片が出土している。

④人骨の出土部位

　残存状態は悪いが、ほぼ全身骨格が出土している。

⑤被葬者の個体数

　出土人骨には、重複部位が認められないため、被葬者

の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　四肢骨は比較的小さく華奢であるため、被葬者の性別

は女性であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

　年齢指標となる部位が出土していないが、歯が検出さ

れていないため、老齢の可能性が高い。

（９）４６５号土坑［近世］

①人骨の出土状況

　人骨は、長軸1０３ｃｍ・短軸4８ｃｍ・深さ1６ｃｍの規模の楕

円形土坑から出土している。

写真19．45３号土坑人骨の出土状況

写真２０．4６5号土坑人骨の出土状況

写真２1．4６5号土坑人骨

第３章　自然科学分析
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⑤被葬者の個体数

　出土人骨には、重複部位が認められないため、被葬者

の個体数は１個体であると推定される。

⑥被葬者の性別

　出土遊離歯の歯冠計測値が比較的大きいため、被葬者

の性別は男性であると推定される。

⑦被葬者の死亡年齢

　歯の咬耗度を観察すると、象牙質が点状に露出する程

度のマルティンの２度の状態である。被葬者の死亡年齢

は、約３０歳代～ 4０歳代であると推定される。

（１１）６０８号土坑［中世？］

　人骨は、長軸95ｃｍ・短軸８２ｃｍ・深さ19ｃｍの規模の円形

土坑から出土している。人骨の残存状態が非常に悪いた

め、頭位及び埋葬状態は不明である。副葬品は検出され

ていない。わずかな骨片が出土しており、四肢骨片と推

定されるが、人骨か獣骨かの区別もつかない。

（１２）１・２号集石［近世］

　集石から出土しているため、詳細な出土状況は不明で

ある。出土骨は、わずかな四肢骨片が出土しているのみ

である。人骨ではないかと推定されるが、決定的なこと

は不明である。

３．９７区出土人骨　

　97区からは、5０7号土坑から人骨が出土している。

（１）５０７号土坑［近世］

　骨は、長軸２００ｃｍ・短軸9０ｃｍ・深さ19ｃｍの規模の楕円

形土坑から出土している。焼骨片が数点検出されている。

骨の色は、白色から灰白色を呈しており、高温で焼成さ

れたことが推定される。小片であるため、人骨か獣骨か

の区別もつかない。

写真２２．4６６号土坑人骨の出土状況

写真２３．4６5号土坑人骨

写真２4．６０８号土坑人骨の出土状況

写真２5．１・２号集石

石川原遺跡出土人骨
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４．９８区出土人骨

　9８区からは、44３号土坑から人骨が出土している。

（１）４４３号土坑

　人骨は、長軸14８ｃｍ・短軸８1ｃｍ・深さ1２０ｃｍの規模の楕

円形土坑から出土している。

　骨は、焼骨が２点出土している。焼骨は、白色を呈し

ており、高温で焼成されたと推定される。実体顕微鏡観

察では、表面の状態が人骨に似ているが、確定はできな

い。

まとめ

　群馬県吾妻郡長野原町大字川原湯に所在する石川原遺

跡から、中近世の人骨及び獣骨が出土した。以下の第２9

表に、まとめを示した。

写真２６．5０7号土坑全景

写真２7．5０7号土坑出土焼骨

写真２８．44３号土坑全景

第２9表　石川原遺跡出土骨まとめ

第３章　自然科学分析
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区名 遺構名 時代 個体数 性別 死亡年齢 備考

６区

547号土坑 中世？ １個体 女性 ３０ ～ 4０歳代 －

541号土坑 中世？ １個体 女性 老齢 －

５号建物 近世 １個体 ニホンジカの角(鹿角) －

７区

191号土坑 近世 １個体 女性(女児) ６～８歳 －

２4８号土坑 近世 １個体 女性 ３０歳代 －

２55号土坑 近世 １個体 男性 老齢 扁平脛骨

２６６号土坑 近世 １個体 女性(女児) ６～８歳 －

２7２号土坑 近世 １個体 女性(女児) 11 ～ 1２歳 －

２８7号土坑 近世 １個体 男性 5０歳代 －

２８８号土坑 近世 １個体 男性 ３０ ～ 4０歳代 －

45３号土坑 近世 １個体 女性 老齢 －

4６5号土坑 近世 １個体 男性(男児) ３～５歳 －

4６６号土坑 近世 １個体 男性 ３０ ～ 4０歳代 －

６０８号土坑 中世？ １個体 人骨か獣骨かも不明 －

１・２号集石 近世 １個体 人骨か獣骨かも不明 －

97区 5０7号土坑 近世 １個体 人骨か獣骨かも不明 －

9８区 44３号土坑 中世？ １個体 人骨か獣骨かも不明 －



第４章　小結

　本報告で扱ったのは石川原遺跡の東半部に当たる。

八ッ場ダム地域の天明泥流下遺跡の例に漏れず、泥流に

覆われた畑や道、水路などの遺構群が特徴的であるのだ

が、調査の進行に伴って、ここが天明泥流災害以前にも

度重なる洪水災害を受けた地域でもあったことが明らか

にされてきた。泥流や洪水砂層に覆われて重層する畑遺

構や災害復旧痕跡の有り様は、度重なる災害をたくまし

く乗り越えた先人の営みを眼前にする思いがある。と同

時に、天明泥流下に、異様さを感じるほどの広がりを見

せて、延々と延びる畑の畝、畝間溝群が、どのように形

成されていったかを理解する手がかりを得ることができ

るようにも感じる。1０万平米に及ぼうかという石川原

遺跡全体からすれば未だごく一部の調査成果に過ぎない

が、畑調査の要点をまとめて小結とする。

１　天明三年浅間山噴火災害への対応

　天明泥流は新暦８月５日頃にこの地に到達したと考え

られている。これに先んじて、新暦７月２7日から２9日に

かけてＡｓ－Ａ降下軽石が、さほどの厚みはないものの、こ

の地を覆った。ここに一週間ほどの時間差がある。当時

の農民は無為にこの時を過ごしたわけではなかった。３

区南拡張区の東寄りでは、下位の灰褐色～暗灰褐色土に

Ａｓ－Ａ降下軽石が鋤き込まれた状態がよく観察されてい

る。

　天明泥流は彼らの努力を飲み込んでしまうのだが、泥

流の堆積が比較的薄かったと見られる調査区北西部の一

部では、泥流を掘り抜いて下位土壌を地表に反転させる

ための復旧溝が作られている。利根川沿いの遺跡の中に

は、規則的に掘削された復旧溝が整然と、一面に広がる

光景が見られることもあるのだが、本遺跡では、天明泥

流の堆積があまりに厚いためであろうか、広域に渡る耕

地をこの方法によって復旧するという状況は認められな

い。本遺跡における復旧溝の特徴は、泥流堆積が薄い、

ごく狭い範囲に限定的に見られるにとどまることにあ

る。

　復旧溝の掘削は特に天明災害に対してのみ行われたも

のではない。本調査区内の第３面、４面でも、天明噴火

以前に生じた洪水災害からの復旧に当たって掘削された

復旧溝や、復旧溝とは命名されていないものの同機能を

果たしたであろう、砂礫層が充填された細長い土坑がい

くつも見られた。天明泥流の復旧溝とは形状や規則性が

全く異なるものではあるが、復旧溝の掘削は、いわば災

害復旧の伝統的な基本技術であったのだろう。こうした

点からも、ここでの復旧溝は組織的、計画的な復旧事業

の所産ではなく、畑の耕作者が私的な耕地復旧を目指し

て、伝統的な方法で作業を始めたもののように思える。

一人一人の農民の、災害に立ち向かおうという強い意思

を感じさせる遺構である。

２　天明泥流下畑の調査

　天明泥流下には広い区画に長い畝・畝間溝を切り、「平

坦面」が点在する畑が見られる。これについては、文献、

民俗資料等からアサ(Ｃａｎｎａｂｉｓ	ｓａｔｉｖａ)を栽培したもの

と考えられている。調査時に旧地表面に残された腐植痕

跡は茎の長い植物を示しており、アサとの想定と矛盾し

ない。ただし、アサは開花結実を待たずに収穫する作物

であるため、花粉や種実資料は望めないし、イネのよう

に植物珪酸体を得ることも困難である。調査担当者が目

にする腐植痕跡についても、図にせよ写真にせよ、客観

的、可視的な資料とすることはすこぶる難しい。植物と

してのアサを同定できる資料には未だ恵まれていないこ

とには一定の留意が必要であろう。

　現在アサを商業的に生産している栃木県鹿沼市の例で

は、３月中旬に地ごしらえをして、同下旬から４月上旬

にかけて播種する。そして梅雨明けの７月下旬に、高さ

２～３ｍになった頃に収穫している。先述の通り浅間山

噴火－降灰は７月末、泥流の発生は８月初旬であるから、

この時には収穫が終わっていて良い時期ではある。収穫

後の、後作に備えた施肥の準備に際して形成されるのが

円形、方形の平坦面との想定もある。

　ところが、アサの収穫手順を見ると、先の鹿沼市例で

も、あるいは遺跡にほど近い東吾妻町岩島地区のアサ栽
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培においても、まずアサを根ごと引き抜いて、その後に

根を切りおとす。この場合、畑面は抜根によって攪乱さ

れ、畝や畝間溝が天明泥流下畑のように残されているこ

とは考えにくい。抜根ではなく根刈りするような収穫技

術が採用されていた可能性はないだろうか。あるいは天

明期の気候不順が原因で、アサが未だ収穫されていない

状態であったという可能性を考えることもできないでは

ない。こうした場合には、平坦面の解釈を再考する必要

が生じる。

　アサ畑の実証および実相解明にはさらに良好な植物遺

存体の検出や、平坦面を含めた個々の畑面の、より詳細

な分析が必要である。

３　重層する畑面と集落景観の変化

　山よりの部分では谷に沿って流下した土砂が扇状地形

を形成しており、また傾斜面からの崩落土も厚く堆積し

ていて、暗褐色ないし黒褐色土と黄褐色砂層が交互に堆

積する複雑な堆積状況を示す。複数層の崩落土、洪水堆

積土を介して、複数の遺構面が確認されている。第３面

は、第２面の耕作土である灰褐色土の最下部に伴う細砂

のブロックによって分界される。砂礫を含む暗灰褐色土

がこの面の畑耕作土である。第４面は、黄灰色のラミナ

構造を持つシルトや砂で分界され、さらに南側山よりの

部分では黄白色シルトによって第４－２面が画される。

いずれの面の畑も第２面畑のように残りは良くないもの

の、一定の広がりを持つ畑の状況が把握できる。

　第２面畑と下面畑では、畝間溝の方向等若干の違いが

あるものの、比較的大きな区画を持っていて、長い畝・

畝間溝を有するという形状のものが主体を占めるという

基本は変わらない。第２面で見られた平坦面は確認でき

ないが、これは旧地表面の保存度合いが第２面より不良

である事に起因するものと判断する。第４面は江戸時代

前期までは遡ると思われるから、そのころからは天明と

同様の土地利用、営農形態が見られたものと考えて良い

のではないだろうか。

　一方、第２面畑とそれ以下の畑の最も大きな違いは、

７号道、１号水路以北への展開状況である。第４面では

掘立柱建物や墓坑、集石、土坑群などが北部にあって、

畑は南部に限られる。川寄りに居住域が構えられ、山寄

りに耕地が開かれたという景観が想起される。第３面で

は土坑ピットがありつつも畝間溝痕跡や耕作具痕跡が北

部でも見られるようになり、第２面では東端の寺院部分

を除いては全面が畑地化される。

　この変化は第４面相当時点での主要水路であった１号

溝が埋められた事と連動するようである。１号溝は４号

道に姿を変え、水路機能はより南側で東に折れる２号水

路に引き継がれるものの、主要水路としての地位は１号

水路に置き換えられたものと思われる。

　４号道と１号道の交点に堂宇が設けられ、それまでは

土坑、ピット程度しか見られなかった調査区東端に、寺

院が建立されるのも、これらの変化と軌を一にするもの

ではないだろうか。１号溝の埋没を機に、この地の景観

は大きな変化を遂げたのである。

　１号溝について調査担当者は、中世段階からラインを

継承する主要水路と考えられ、江戸時代前半段階までに

は大溝としての形態が完成していたとしている。さらに

おそらく江戸前半期のある時期(例えば寛保年間)に一気

に埋没したものであろうとのメモを残している。江戸時

代でも最大級の災害の一つといわれる寛保二(174２)年夏

の洪水がイメージされているもので、直接年代を対比で

きる資料は得られていないものの、蓋然性の高い仮説と

いえる。ここでも我々の眼前には、巨大災害に立ち向

かって、新たな地域開発を成し遂げた先人の姿が浮かび

上がってくるのである。
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付図１　石川原遺跡　第１・２面全体図　1/500
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付図２　石川原遺跡　第３面全体図　1/500
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付図３　石川原遺跡　第４面全体図　1/500
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